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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　私立夢ゆめノの咲さき学がく院いんは、圧倒的な権力をもつ生徒会が支配する帝国だ。

　生徒たちは個性をつぶされ、唯い々い諾だく々だくとそれに従うだけの無力な大衆……。ライブとは単なる生徒会の示じ威い行為でしかなく、生徒たちにとっても支配者への忠誠心を示すための儀ぎ式しきと化していた。義務的で、熱狂とは無む縁えんであり、空くう虚きよで乾いていた。

　そのはずだったのに。

　ライブ会場である夢ノ咲学院の『講堂』は、混こん沌とんの坩堝るつぼだった。

　知らないうちに爆ばく弾だんでも落とされてみんなパニックになっているのではないか、と思ってしまうような狂きよう態たい、狂きよう騒そう、狂乱である。誰だれもが座席などほぼ無視して立ちあがり、跳はね回り、手を打ち鳴らして叫んでいる。

　異様に照明を落とされており、観客たちが振り回すサイリウムの輝かがやきがよく映はえた。極ごく彩さい色しきの星空のなかを、私は夢でも見ているような気持ちで怖こわ々ごわと歩いた。

　容よう赦しやなくぶつけられる肘ひじや肩かたに粉々にされそうで、息も絶たえ絶だえ。

　荒あれ狂う人々に揉もみくちゃにされて、どうしようもなく立ち往おう生じようしていると──。

「こちらです、転校生さん♪」

　困り果はてている私へ、かわいらしい救い主ぬしが手を差し伸べてくれた。

『Ra*bitsラビツツ』の一員──今日も世界中のどんな美少女よりも愛らしい、紫し之の創はじめくんである。夢ノ咲学院の海色をした制服に、淡あわい水色の長い髪かみが綺き麗れいにとろけている。

　どうも困り果てている私に気づいて、救助しにきてくれたらしい。私の手のひらを大事そうに包みこむようにして握にぎって、比ひ較かく的てき、観客のすくない方向へと導みちびいてくれる。

「さすがに、『講堂』のなかはものすごく混みあってますね」

　何度か口をぱくぱくさせてから、創くんは私の耳元に顔を寄せて囁ささやいた。

　彼は声がちいさいし、周りが騒さわがしすぎるため──こうしないと聞き取れないのだ。

「暗いので、足下に気をつけてください。転んで怪け我がでもさせちゃったら、明あけ星ほし先輩に申し訳が立たな……うひゃっ!?」

　余計な動きをしていたため、創くんがバランスを崩くずして倒れそうになる。

　咄とつ嗟さに、私が踏ふん張ばって彼の身体からだを支えた。こんなところで転倒したら、暴あばれ回る群衆に踏みつけにされて死んでしまう。

　華きや奢しやな創くんを間かん一いつ髪ぱつ、抱だき寄せて安心する。この子は、私が守らなくては。

　すこし不本意だったのか、彼は真まっ赤かになって恐きよう縮しゆくした。

「す、すみません。ぼくのほうが転びそうになっちゃいました、縋すがりついちゃってごめんなさい！　うう、頼りなくてすみません……！」

　しきりに頭を下げてから、くちびるを引き結んで創くんは前を見み据すえる。

「でも、せっかく『もぎり』の職権濫らん用ようをして特等席のチケットを確保したんですからね。きちんと、最前列までおつれしたいです。ぼくに摑つかまっててくださいね、エスコートいたします～♪」

　あらためて、創くんは私の手を引っぱってくれる。どうも人混みが苦手らしく顔色がよくないし、誰かにぶつかるたびによろけるし可か哀わい想そうなぐらい謝り倒すし……。心配で、むしろ見ていられないけれど。

　彼の厚こう意いは嬉うれしかったので、何も言わずに有あり難がたくついていった。

「えへへ。転校生さんのぶんだけじゃなくて、自分や友達のぶんも特等席のチケットを買っちゃったんです。いけないことかなって思ったんですけど、たまにはいいですよね」

　そんなことを語る創くんと、がんばって進む。

　すぐに、人波がすこしだけ途切れた。やや割高料金のチケットをもっていないと踏みこめない、特等席の付近に辿たどりつけたのだ。

　ここでも観客はかなりの乱らん痴ち気き騒ぎを繰くり広げていたけれど、一般席に比べればまだ人口密度が低い。だいぶ歩きやすくなって、私はほっと一息ついた。

「『校内アルバイト』で稼かせいだ資金が、すっからかんになっちゃいましたけど。明星先輩の晴れ舞台を観るためですから、惜しくありません」

　そんな私を見て創くんが「にっこり」と微笑ほほえんでから、不意に神しん妙みような表情になる。

「……明星先輩たち、勝てますよね」

　もう運命の瞬しゆん間かんは、間近に迫せまっている。

　ううん。すでに、何もかもが始まって動きだしている。

　流された大量の涙に錆さびつき腐くさり果てたこの夢ノ咲学院を革命するため、創くんの敬愛する先輩である明星スバルくんたち──『Trickstarトリツクスター』の面々は決戦に赴おもむく。

　この『Ｓ１』で、綿めん密みつに練られた奇き襲しゆう作戦を実行し、現在の生徒会の最さい高こう峰ほうであり象しよう徴ちようである『紅あか月つき』を討うち果たす。失敗は許されない、すべてを懸かけた特攻である。

　この場に辿りつくまでが、そもそも困こん難なんの連続だった。

　すべてを変革するために、四人の男の子が立ちあがった。

　最初のうちは、彼ら──『Trickstar』は自ら輝かがやきを放つ方法もわからずに、ひたすら苦しみ悶もだえていた。ひとりひとりが重たい哀かなしみを抱かかえて、そのまま潰つぶれてしまいそうだった。けれど互いに手を携たずさえ、声をかけあい、励はげましあってここまで歩いてきた。

　ひとりひとりは、か細い輝きでも。集まれば、太陽だって霞かすんでしまう。奇跡そのもののような彼らは、名前どおりの希望の星としてたしかに煌きらめきを放ち始めた。

　夢ノ咲学院史上初の『プロデューサー』であり、アイドル科にはありえない女生徒である──私という不確定要素を取りこんで。

　生徒会に匹敵しうる実力者、『三さん奇き人じん』朔さく間ま零れいさんに助力を請こうて。

　ほんの短い間に戦えるだけの力量を得るために、地じ獄ごくの猛特訓を積んで。

　精せい根こん尽き果てて、考え得る限りのすべてを捧ささげて、血と涙と汗を流し尽つくして……。ときには弱音を吐き、道に迷い、絶望感に襲おそわれながらも──。

『Trickstar』のみんなは、誰ひとりとして逃げださずに、諦めずに今日まで走り抜いてきた。恐おそるべき生徒会の心しん臓ぞうに磨みがき抜いた刃やいばを突き立てるために、そこまで手を届かせるために、死に物狂いで努力を重ねてきたのだ。

　それでも、彼らが報むくわれるかどうかはわからない。

　盤ばん石じやくなる生徒会の権勢に亀き裂れつすら入れられずに跳ね返されて、倒れ伏し踏みにじられて、悲ひ惨さんな末路を辿るかもしれない。それだけ生徒会は強大で、難なん攻こう不ふ落らくだ。

　夢ノ咲学院において、これまでは誰ひとりだって──逆らう気力すら湧わかずにただ従ってきた。そのほうが楽だから、不満や不平を我が慢まんして、賢いふりをして泣き寝入りして。

　けれど。だからこそ──『Trickstar』は革命の旗を掲かかげたのだし、その行為には価値がある。いちばん近くから彼らを見守りながらも、ほとんど何も助けになれなかった私だけれど、せめてそれだけは声を大にして主張したい。

　最後の最後まで、彼らを見守りたい。肯定し、信じて、せめて声せい援えんと拍はく手しゆを送りたい。幸いなことに、そんな想いを共有しているのは私だけではない。

　創くんも、そのひとりだ。大好きなひとたちと、一いつ生しよう懸けん命めいがんばってつくりあげたステージを、ほとんど誰にも観てもらえなかった『Ra*bits』……。けれど、彼らは食いものにされるだけの小動物ではない。身を寄せあって熱を生じさせて、届けてくれた。

　彼らもまた、『Trickstar』を応おう援えんしちからを貸してくれている。冷ひえ冷びえとした宇宙のなかでは、すぐに凍えて消えてしまうかもしれないか細い熱量……。けれど、それもまた『Trickstar』を後押しする燃料になっている。

『Trickstar』が放ち始めた輝きに感化されて、大事なものを受け取って、連れん鎖さ的てきに光を放ち始めたものたちがいる。いずれ、そんな光が集まって重なって──この世界のぜんぶから、おぞましい闇やみを拭ぬぐい去る日がくるかもしれない。

　今日が、その日なのかもしれない。

　ううん──そんな未来を勝ち取るために、すでに嚆こう矢しは放たれているのだ。

「ぼくたちの仇かたきを討ってほしい、というのもあるんですけど。うまく言えませんけど、ここで明星先輩たちが勝てなくちゃ『噓うそ』でしょう？」

　もごもごと口を動かして言葉を吟ぎん味みして、創くんは大事な気持ちのこめられた問いを──真まっ直すぐに示してくれる。

「そんなの、夢も希望もないです。明星先輩たちが勝てなかったら……これから先、ぼくたちは何を信じてアイドルをつづけていけばいいんでしょう？」

　綺麗で尊とうとくて傷つきやすい、彼の心そのものを。

「夢と希望を、ぼくたちの道行きを照らす輝きを、明星先輩たちが見せてくれるって信じてます。祈ってます、願うことしかできないのが歯がゆいですけど」
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「わはは☆　そんな暗くらい顔してちゃ駄だ目めだぜっ、創ちゃん！」

　俯うつむいていた創くんが、不意に炸さく裂れつした元気いっぱいの声に反応して顔をあげる。

　気づけば、目的の特等席──ステージのすぐ麓ふもとに辿りついていた。なぜか周りの騒ぎもゆっくりと沈ちん静せい化かしていき、観客たちも熱狂の余よ韻いんを残しながらも着席していく。私たちが何かやらかしてしまったのかと、創くんとふたりで挙きよ動どう不ふ審しんに周囲を見回す。

　いつの間にか歌声と演奏が途切れて、ゆるやかに音楽もボリュームを低下させている。どうやら、舞台上のパフォーマンスが一区切りついたらしい。

　私はずっと『Trickstar』のみんなの衣装あわせやらミーティングやらをしていたし、ここにくるまでにも苦労したので……。到とう着ちやくするのが遅くなり、けっきょく先にライブをしていたはずの『UNDEADアンデツド』たちの演目をほとんど見られなかったことになる。

　いちおう放送委員会が全校に配置されたディスプレイに流している、生放送の映像は作業などをしながらチェックしていたけれど。できれば映像ではなく直に見たくはあった、せっかくの特等席のチケットがややもったいない。

　まぁ私はお客さまではなく、こんなのでもいちおう『プロデューサー』なので……。愉たのしむのは二の次だし、吞のん気きに観戦している余裕もなかったのだけれど。

　すこし残念に思いつつ、ここまで案内してくれた創くんに会え釈しやくして、すぐそばにあった座席に腰こしをおろす。ちなみに自分のチケットに、座席番号は記き載さいされていた。

　私のチケットは創くんが手配してくれたようなので、彼と──そして彼の仲間である『Ra*bits』のみんなに囲まれた位置の座席である。

　というか、『Ra*bits』のみんなの真ん中に私の席がある。

　ステージがすこし高い位置にあるので、小こ柄がらな子がおおい『Ra*bits』のみんなはやや舞台を見上げており──首が疲れそうだ。

　座席を確保していたのか何なのか、ふたつのシートを占せん領りようして寝転がっている男の子がいる。『Ra*bits』のひとり、天てん満ま光みつるくんである。

「笑う門かどには福来たる、っていうらしいぜ～？」

　ちゃんと言葉の意味を理解しているのか、やや変な発音で光くんが言った。そんな彼を引き起こして、創くんの座る場所を空けてあげながら、真ま白しろ友とも也やくんが微笑む。

「ずいぶん遅かったな、創。立ってると邪じや魔まになるぞ、最前列なんだから」

　ふたりも今日は完全にお客さまなのか、制服姿である。このふたりについてはアイドル衣装を着ている姿しか見たことがなかったので、ちょっと新しん鮮せんだ。

　ちなみに光くんは腕わん白ぱく小こ僧ぞう、といった印いん象しよう。友也くんはやや平へい凡ぼんな、親しみやすい見み栄ばえの男の子である。それぞれ、創くんとはまたちがう愛らしさがある。

　創くんは仲間たちを見てほっとしたのか、何だか感かん激げきしたようにいちどだけ「ぴょん」と軽く跳ねた。長い髪が、さらさらと流れた。

「ふたりとも……♪　あれっ、『Ｓ１』って立ち見は禁止なんでしたっけ？」

「そんなことないよ、立って足を踏み鳴らして盛もりあがるのがアイドルのライブだ」

　創くんがなかなか戻ってこなくて心配していたのだろう、安あん堵どしたようにやや太めの眉まゆを垂たらして、友也くんが控ひかえめな声で応えてくれる。

「今は投票の集計中だからな、その間だけは座ってなきゃ駄だ目めだけど」

「ぼく、受付してたので『紅月』とかの演目を観られなかったんですけど。どうでしたか、明星先輩たちは勝てそうですかね……？」

　お上品に着席して、創くんが真ん中の席にいる私の横から顔をだして、逆側にいる友也くんとひそひそ話をしている。あれなら席を替わろうか、と思うけれど。

「そのために、『Trickstar』のひとたちは努力したんだろ。俺たちも、協力したしな」

　ちょっと落ち着かない私に「？」と小首を傾かしげつつ、友也くんが語りつづける。

「まぁ、俺は何もしてないけど。創は受付で配るパンフレットにこっそり説明書きを付け加えたり、こうして転校生のひとを案内したり……。大だい活かつ躍やくじゃん？」

「うんうん、創ちゃんはがんばり屋さんだぜ！　やればできる子だぜっ♪」

　どこから声がしたのかと思ったら、いつの間にか光くんが私の真後ろの席に移動している。本来、そこが光くんの座席らしい。じゃあ何で、さっきは創くんの席で寝転がっていたのだろうか……。よくわからないけれど、とりあえず落ち着きのない子である。

　いつの間にか手にしていたおおきな紙カップに、光くんは無む造ぞう作さに手を突っこんでもぐもぐと何か食べている。

「ポップコーンを食いながら喋しやべるな、光。食いカスが、すんごい飛んでくるっ！」

　ひとりだけ後ろの席なのが寂さびしいのか、身を乗りだしてくる光くんを、友也くんが無理やり「ぎゅうぎゅう」と押し返していた。

「えへへ、ふたりは仲良しですね……♪」

　そんな仲間たちを見てほっこり微笑みつつ、創くんが健けな気げに零こぼれ落ちたポップコーンを拾っていた。みんな好き勝手しているけれど、何だかんだでバランスがとれているというか──仲良しこよしである。小動物が戯たわむれているみたいで、見ていて和なごんだ。

「でも……。対バン形式のときの投票方法とか、言われたとおりにパンフレットに記述を追加したんですけど。どんな意味があったんでしょうね？」

　そんなことを問いかける創くんを手伝って、私もポップコーンを拾う。あと光くんの食べかすだらけの口元をハンカチで拭ぬぐったりしつつ、みんなの話を黙だまって聞いておく。

　実際、私は遅れてきたので状況がきちんと摑めていないのだ。もちろん予定は聞いているしある程度は把は握あくしているけれど、もっと正しく現状を理解しておくべきだろう。

「さっぱりだぜ！　難しいことはわからないぜ～っ♪」

「わかんないなら喋るなよ……。に～ちゃんが、朔間先輩ってひととつるんで何か悪わる巧だくみしたっぽいけどな」

　私の聞きたかったことを聞いてくれる創くんに、無む邪じや気きにとくに意味のない反応をする光くん──そんなふたりを呆あきれ顔で眺ながめつつ、友也くんが肩をすくめた。

「詳くわしい事情はわかんないや、に～ちゃんに後で聞けばいいんじゃね？」

　同年代の気安さのためか、友也くんがやや乱れた口調でそう言った。
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「その、に～ちゃんはどこでしょう？　に～ちゃんのぶんも、特等席のチケットを用意したのに……いませんね？」

　飛び散ったポップコーンをすべて拾い集めて、私の拾ったぶんもまとめてハンカチで包むと、創くんが満足げにはにかんだ。

　そんな私たちを見て苦笑しながら、友也くんが的確に疑問に答えてくれる。

「うん。に～ちゃんは今回の『Ｓ１』の撮影と映像配信で大忙しっぽいぞ、放送委員会だからな。もちろん、その映像は意図的に雑な編集をして配信してるっぽい」

　事前に聞いてはいたけれど、ややドキッとするようなことを口にしている。

　天てん真しん爛らん漫まんな『Ra*bits』のみんなに悪事の片かた棒ぼうを担かつがせているみたいで、すこし心苦しい。この子たちが、というか──なずなさんが自ら言いだしたことだけれど。

　彼らも戦っている、自分のできる範はん囲いで。返り血を浴あび、汚れることも厭いとわずに。その勇ゆう敢かんさ、ひたむきさは賞しよう賛さんされるべきことだ。

　これは『Ra*bits』の復ふく讐しゆうだ、窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ。

　けれど、そんな彼らを──少年兵すらを起用して戦場に立たせたことは私たちの罪だ。背負って、必ず勝利する必要がある。負けられない理由が、たくさんある。

「あからさまに映像を加工するのは、さすがに問題あるけど。雑に編集、ぐらいならお咎とがめなしだろ。あとで、教師にちょこっと叱しかられるぐらいで済む」

　表情を暗くする私を気き遣づかったのか、友也くんが言い訳するみたいに付け加えた。

「俺たち、チケットを入手したやつは例外として……。夢ノ咲学院の生徒の大半は教室で映像を見て、投票する。その映像がしょぼく編集されてたら、自然と採点も辛からくなる」

　そういえば得票の集計中なのだ、みんなサイリウムを同じ色から変えずに発光させたまま。先日の『Ｂ１』──【龍りゆう王おう戦せん】のような野の良ら試合とちがって、公式のドリフェスは機械によって集計されると聞いている。無理にサイリウムを高く掲かかげなくても、内ない蔵ぞうされた機械から電波が飛んで得票数が算出される。

　なので、みんな思い思いにサイリウムを傍かたわらに置いたり、光くんに至いたっては空にした紙カップに突っこんでしまっていた。大事なものらしいので、もっと丁てい重ちように扱あつかうべきだとは思う。私はどうしよう、ライブは見ていないのだけれど。

　投票数としてカウントされるかどうかはわからないものの、いちおう発光させた。怒られたら消せばいい、とりあえず『UNDEAD』の最高評価を示す──紫色にした。

　たった十点のプラスだけれど、無いよりはましだろう。

　友也くんが私の動きに気づいて、意図を理解したのか柔らかく微笑んでくれた。

「まぁ、とはいえ焼け石に水だろうけどな。うちの学院の生徒は、優先的に生徒会へ投票しちゃうし」

「あの手この手、って感じですね。勝つためには手段を選んではいられないのでしょうけど、きっと」

　最初からサイリウムをずっと紫色に発光させていた創くんが、大事そうにそれを己おのれの胸むな元もとに押し当てる。観客でしかない私たちにとって、これが唯ゆい一いつにして最高の武器だ。

「ぼくも『Ｓ２』で負けて……敗北の悔くやしさを、涙の苦さを知って、それがすこしだけ理解できるようになった気がします。本来は、生徒会に勝てる可能性はありませんでした。けれど、ぼくたちの協力で０％を１％にできたなら本望です」

　気弱で可か憐れんな創くんが、その瞬間だけは剣けん戟げきを放つ戦士の貌かおをしていた。

「明星先輩たちなら、きっとその『わずかな可能性』を摑み取ってくれます……♪」

「あぁ、信じて見守ろうぜ」

　毅き然ぜんと顔をあげて、友也くんも自分の尊敬する先輩の名前を口にした。

「『Trickstar』には、北ほく斗と先輩もいる。いつも変へん態たい仮面からの無茶振りを華か麗れいにかわしてる北斗先輩ならきっと、この苦難も乗り越えてくれる」

　友也くんは『Trickstar』の一員──氷ひ鷹だか北斗くんと同じ、演劇部に所属しているらしい。しかし何度か耳にしているけれど、変態仮面というのは何なのだろう？

「ワクワクするぜ～☆　創ちゃん、ポップコーン食べる？」

　気がつけば姿を消している光くんが、採点中は着席していなくてはいけないのだろうに──あっという間に通路を行って戻って、新しいポップコーンを買ってきていた。

　山盛りになったそれを豪ごう快かいに鷲わし摑づかみして、差しだしてくる。

　あまりにも無む垢くなその態度に、お叱しかりの言葉すら浮かばないのか、創くんは困ったように微笑むだけ。

「いえ、結構です。なぜかぼくまで緊張しちゃって、何も喉のどを通る気がしません……。でも、投票の集計中なのに演奏はつづいてますね？」

「あぁ、予定外に乱入してきた『UNDEAD』と『2winkトウウインク』って『ユニット』の、『2wink』のほうが残ってるんだよ」

　言われてみれば、舞台上ではいまだにパフォーマンスが繰り広げられている。これは予定されていた行動なので、私もとくに驚かない。

『2wink』は『Trickstar』を導いてくれた『三奇人』朔間零さんを首しゆ魁かいとする、軽音部に所属している不ふ思し議ぎな双ふた子ごである。私たちは、さんざんお世話になってしまった。

　主おもに北斗くんを特訓しつつ、決戦の舞台であるこの『Ｓ１』にも出場して重要な役割を果たしてくれている。

『2wink』は絶妙に邪じや魔まにならない程度に、舞台上に居残って跳とんだり跳はねたりしていた。楽しそうに、ふたりで交差するように──くるくるとバク転。

　本来、パフォーマンスの時間を超過しているのに舞台に残る意味はない。ただし、それはべつに禁止された行為ではない。居残ったぶん得票数を減点されるため、デメリットしかなくて──誰もそんな真ま似ねをしないだけなのだ。

　ルール違反をしていないため、生徒会なども止めに入れないのか、『2wink』は好き放題に振る舞っている。音おん響きようを担当している放送委員会も、なずなさんが掌しよう握あくしているため──音楽は止め処どなく流れている。

『Ｓ１』には外部から客がくる、いま舞台上に『2wink』が居残っていることがわりと異常事態であると気づかずに……。曲芸じみた動きをしている双子を、興味深そうに眺めていた。逆立ちをしたり手品をしたり、どんどん新しい芸を披ひ露ろうするため見ていてまったく飽あきない。

「演奏がつづいてると席を立ちづらいせいか、観客も帰る気配がない。『Ｓ２』以下の校内限定のドリフェスだと、生徒会の演目が終わったから解散～みたいな感じになるんだけどな？　今日は一般客もおおいし、『2wink』が良い具合に煽あおってくれてる」

　友也くんが最前列から後方を振り向き、しめしめ、というふうに笑った。

「生徒会を、『紅月』を『UNDEAD』を『2wink』を前座にして、これから真しん打うち登場～って雰ふん囲い気きになってる♪」

　昂こう揚よう感かんを持続させたまま、観客たちは期待をこめて舞台を注視している。

　何かが変わり始める瑞ずい兆ちようを──物語の幕まく間あいに登場し、すべてをひっかき回す妖よう精せいのような双子を眺めながら感じ取っている。

　私が何も知らないただの客だったとしても、もう夜も遅いから、と帰るつもりにはならなかっただろう。幸せな夢は、いつまででも見ていたくなる。

　運が良ければ、すべてが計画どおりに運んだなら──観客たちの期待は絶対に裏切られない。彼ら彼女らは目もく撃げきする、歴史の変わる瞬しゆん間かんを。

　その予感に、予兆に打ち震ふるえて、一秒一秒を極ごく上じようの料理のように味わいながら待った。

「ここで帰る馬ば鹿かはいないよ、一般客といってもアイドルが好きで集まってきてる連中だもんな……。校舎内で映像を観てる生徒たちも、『普段とちがう感じ』を察して居残ってるんじゃね？」

　たまに語尾が乱れる気がする友也くんが、クリスマスイブにサンタさんからのプレゼントを待ち望む──夢見る子供みたいな、愛らしい笑顔で言った。

「俺も、手に汗握っちゃってるよ。……みんなで見守ろう、夢ノ咲学院が変わる瞬間を」
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　そんな私たちを、ステージ上から見つめ返してくるものたちがいる。

　サイケデリックな蛍けい光こう色しよく。瓜うり二ふたつの顔がん貌ぼう、体格、仕草……。たったひとりの人間が分身したみたいに、その姿は鏡かがみ映うつしよりもなおよく似すぎている。

　男の子にしては長めの髪。やけに無ぶ骨こつなヘッドフォン。互いに絵の具をぶちまけあったみたいに、同じケミカルな色がちぐはぐに塗ぬりたくられた衣装。

　喜色満面で、小柄なふたりはまったく同時に跳ちよう躍やくして宙で手のひらを触ふれあわせる。

（そろそろＯＫかな、ゆうたくん）

（うん。朔間先輩から合図がきたよ、『Trickstar』の準備ができたみたい）

　葵あおいひなたくんと、ゆうたくん──軽音部に所属する、双子の兄きよう弟だいである。ふたりでひとつの双子アイドル、『2wink』と名乗る彼らも決戦の舞台である『Ｓ１』になかば飛び入りで参加していた。私たちの革命の後押しをしてくれているのだけれど、自由奔ほん放ぽうに舞台上を跳ね回るその姿は、戯ぎ曲きよくの筋書きを無視して戯れる妖精のようだ。

　それこそ、彼らこそが狂言回しトリツクスターのようだった。

　そんなふたりは先ほどまで行われていた激戦──生徒会勢力の首魁である『紅月』と、『三奇人』朔間零さんの率ひきいる夜よる闇やみと背はい徳とくの申し子『UNDEAD』のライブ対決の熱が冷めやらぬなか、次の演目が始まるまでの間をもたせていた。

　時間稼ぎである。これも作戦の一いつ環かん──この凝こり固まった夢ノ咲学院に風穴を空けるため立ち上がった『Trickstar』が、戦いくさの支し度たくをととのえるまで、いいや生徒会の本丸に爆弾を落とす用意を完了させるまでの繫つなぎを買ってでたのだ。

　彼らも一年生だし、聞いた話だと『2wink』にとってはデビュー戦だという。大事な自分たちの最初の晴れ舞台の主役を他者に譲ゆずり渡し、引き立て役となってくれたのだ。

　なのに彼らはちっとも不満を顔にださず、初舞台とは思えない素す晴ばらしいパフォーマンスを見せていた。過度に緊張もせず、かといって初心者特有のぎこちなさもなく……。火吹き芸やらジャグリングやら、バク転やらの軽かる業わざで、おおいに観客を沸わかしていた。

　決戦の幕間に登場した不思議な双子の姿は、きっと観客たちの網もう膜まくに焼き付いただろう。ふたりが身にまとう衣装の蛍光色を、夢に見そうなぐらいに。

（にひひ、本日のメインイベントの開始だね～♪）

（『おまけ』は、とっとと退場しよっか？）

　ふたりはお互いにしか聞こえない小声で、囁ささやきあっている。腹話術みたいな技術を応用しているのか、くちびるもほとんど動いていないし互いの顔を見てもいない。それなのに、きちんと意い思し疎そ通つうしている──双子にまつわる都市伝説、不思議なテレパシーみたいに。

（いつまでも居残ってると、対バン形式になっちゃうしね～？）

（そうそう。俺たちが前座になってまでお膳ぜん立だてを整えたんだ、へたなパフォーマンスをするようだったらまた乱入して『2wink』が天下とっちゃお？）

　片方がくすくすと忍しのび笑いをして、もう片方がそれをたしなめるように眉をひそめる。けれど次の瞬間には、その表情が入れ替わっている。見ていると、とにかく混乱する。

（ふふふ、それもいいね～。でもまぁ、今はひとまず作戦どおりに）

（了解。期待してるよ、『Trickstar』♪）

　やはり完かん璧ぺきに同じタイミングで静止すると、ふたりは恭うやうやしく同じ角度で頭をさげる。

「お待たせしました！　本日の主役の登場です～！」

「謎と神秘に包まれた新しん進しん気き鋭えいのアイドル集団！　超新星！　夢ノ咲学院の革命児たち！　『Trickstar』の入場です～☆」

　ふたり一緒に顔をあげて、やや演技過か剰じようにムーンウォークでもするみたいに後ろ向きに下がっていく。お客さまたちに、とびっきりの笑顔を振りまきながら。テンポ良く手を叩たたき囃はやし立て、観客たちもそれにつられて手て拍びよう子しを打つ。

『講堂』の熱気が、さらに高まってくる。暑くて、汗をかいてしまうぐらいだ。

「これを見み逃のがす手はないですよ～、席を立たずにそのまま見守っててくださいね！　奇跡が起きるその瞬間を、新たな時代の幕まく開あけを～♪」

「ようこそ綺き羅ら星ぼしたち！　栄光のステージへ☆」

　よく通る声で高らかに宣言すると、ふたりは小声で同時に「がんばってね、『Trickstar』のお兄さんたち♪」などと愛らしいことを言っていた。

「うむ」

　応こたえたのは、冷たい声こわ音ねだ。けれど、それは氷柱ではなく銃じゆう器きの冷たさである。ひとたび火を入れ発はつ砲ぽうすれば、戦いが始まれば──その銃身は火傷やけどするほどの熱を帯びるだろう。熱い魂たましいを胸むねに抱いた氷像のような美少年が、とうとう舞台に姿を見せる。

『Trickstar』のまとめ役、私たちの頼れる委員長──氷鷹北斗くんである。

「最善を尽くそう。協力に感謝する、『2wink』」

　凜りんとした、切れ長の目。漆うるし塗ぬりのようなきめ細かく艶つややかな黒髪。身にまとうのは、私が死ぬ気で完成させた『Trickstar』の専用衣装だ。彼には、青がよく似合う。

　颯さつ爽そうと舞台袖そでから登場した北斗くんは、堂々とステージの真ん中まで闊かつ歩ぽしていく。そして定規で測ったみたいな正確な歩幅で進み、立ち止まると観客に向き直る。

　真っ直ぐに。

　優秀な暗殺者が、一いち撃げき必殺の銃じゆう弾だんを放つように。
















「ほらほら、また表情がカチンコチンになってるよ～？　笑って笑って♪」

「特訓を思いだして！　舞台はあっためといたから、この熱を逃さないようにしてね～☆」

　そんな私と同い年とは思えない迫力すら身に帯びた北斗くんに、空気を読まずに双子が飛びついた。勢いよく転びそうになった北斗くんを見て、ちょっと雰囲気に飲まれて押し黙っていた観客たちが──今さら期待感のこもったざわめきと拍手を放つ。

　それを心地ここちよさそうに浴びながら、双子が北斗くんに左右から腕うでを絡めつつ彼をステージの前のほうへ押しだしていく。ふたりがかりなので、北斗くんも抵てい抗こうできない。

　何だか子供に困らされる休日のパパみたいな彼を挟はさんで、双子が軽かろやかに語る。

「初見のひとがおおいだろうから、『Trickstar』の紹介だけしとこっか？」

「そうだね、サービスってことで♪」

「ではではっ、まず登場したのは冷れい静せい沈ちん着ちやくな『Trickstar』のリーダー！　氷点下の王子さまっ、氷鷹北斗～☆」

　完璧なタイミングで拍手と歓かん声せいを誘う双子に、観客たちも同調する。最初は戸と惑まどいがちだった反応が、徐々におおきくなってくる。噴ふん火か直前の、火山みたいだ。

　礼れい儀ぎ正しく観客に頭を下げつつ、北斗くんが弱々しく呻うめいた。

「いや、俺はリーダーではないのだが……。あと、『王子』って何だ？」

「いやいや、ツッコミなのかボヤキなのかはっきりして！」

「そうそう、舞台上ではぜんぶパフォーマンスにして！」

　ちなみに北斗くんは、この『Ｓ１』に向けての個人練習の期間中、双子を指導者とする地じ獄ごくの猛特訓をさせられていた。直属の、師し匠しようといえる。私はその間は別行動なことがおおかったのでよく知らないけれど、何だか仲良くなっている気がした。

　ちいさな師匠たちに肘で小突かれたりなどして、緊張感がほぐれたのか、北斗くんは以前の彼なら考えられない柔らかな笑みを浮かべる。

「うむ。そうだな、努力する。おまえたちのおかげで、俺もひとを楽しませる術すべを弁わきまえられたように思う」

　その愛らしくも凜り々りしい笑顔に、観客席からおおきな黄色い声があがった。

「何から何までありがとう、ふたりとも」

　よしよし、と頭を撫なでてくる北斗くんに、双子は何だか面おも映はゆそうにしていた。

「お礼なんて言いっこなし、こっちも楽しかったからね～♪」

　ふたり同時に、そう応えると。

　彼らの名前そのものの、かわいい双子星のような輝かしい笑みを浮かべる。
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「ともあれ……つづいて、超新星にして超天才！　明星スバルの登場だよ～☆」

　家族の団らんのような雰囲気になってきたけれど、さすがというべきか、双子はすぐに自分たちの役目を思いだして元気良く舞台袖に手を振った。

　同時に、流星のように勢いよくステージに飛びこんでくるものがいる。

「ひゃっほ～☆」

　双子に名前を呼ばれる前から、待ちきれない、という様子で走りだしていた──明星スバルくんである。子犬の尻尾しつぽみたいに跳ねたオレンジ色の髪。かなり大だい胆たんに動くのにぜんぜん下品にも不ぶ格かつ好こうにも見えない、天性の身体能力が生みだす魅み力りよく的てきな身振り手振り。

　身にまとう『Trickstar』専用衣装は、やはり彼によく似合うお日さま色をしている。見ているだけで身体が内側からぽかぽかしてくる、幸福そのものみたいな男の子だ。

「みんな～！　今日は楽しんでってね～☆」

　楽しくって仕方がないのだろう、観客席にピースサインなどをしながら駆かけこんでくる。まったく不安そうな様子はない、むしろ犬なら尻尾をちぎれんばかりに振っている──ずっと楽しみにしていたお祭り騒ぎのなかへ、ようやく辿りつけたのだ。
















　転校初日に、初めて私を迎むかえ入れてくれたときのような──開けっぴろげで底抜けに明るい笑顔を見せながら、スバルくんは思いっきり北斗くんめがけて飛びこんでいった。

　砲ほう弾だんのような彼をかろうじて受け止めると、北斗くんは深々と溜ため息いきを漏もらす。大丈夫だろうか、まだパフォーマンスが始まってもいないのに青あお息いき吐と息いきだけれど。

（……さすがだな、明星。まったく緊張していない、心の底から楽しそうだ）

　冷静に思案しながら、北斗くんはやたら密着してくるスバルくんを「ぐい、ぐい」と手で遠ざけようとしている。あぁ、教室で日常的に見ている動きだ。

（舞台で演目を披露できるのが、ほんとうに嬉しいのだろう。プレッシャーすら喜びにして前へ進める、それが明星の長所だ）

　いちおう内心ではこれ以上なく高評価しているのに、それを決して口にはしない北斗くんである。男の子たちのこういう感じ、私にもだいぶ見て取れるようになってきた。

（だからリーダーは、明星のほうがいい。それは今、考えることではないが）

　先ほど双子にリーダー呼ばわりされた件について真ま面じ目めに検討しているのか、そんなことを一瞬だけ考えつつ、北斗くんは舞台に集中する。

　冷静に、周囲の状況を検分している。

（それに、きちんと観客に向きあっている。話しかけて、笑みを向けて、手を振っている。生徒会の『ユニット』……『紅月』が、忘れていたパフォーマンスだ）

　戦況を、把握する。彼が私たちの指針であり、軍師であり、先行きを示す北ほつ極きよく星せいだ。私たちという弾丸を、彼が真しん摯しに思案し、いちばん良いところで的確に解とき放ってくれる。

（『紅月』は淡たん々たんとノルマを達成し、規定の演目をきちんとこなす。相手が誰であろうと、どんな舞台であろうと変わらずに。だからこそ次し第だいに、観客の存在を忘れていた）

　私たちは今夜、生徒会の最大戦力である『紅月』を倒す。そのために積み重ね、策を練り、死力を振り絞しぼってきた。標的は、夢ノ咲学院の頂点で輝く紅い月。

（観客がどうであれ、『紅月』は勝ってきた。それゆえの驕おごりだ、アイドルにとって肝かん心じんなことが抜け落ちている。観客がいなければ、楽しんでくれなければ、どんな立派なパフォーマンスをしても意味がないのに）

　敵の戦力を冷れい徹てつに測定し、自分たちと見比べている。

　以前なら、絶望するだけだった。『紅月』は強い。彼らは単なる腐くさった権力者ではなく、成るべくして夢ノ咲学院の支配者と成っている。隙すきがなく、恐ろしい強者だ。

　けれど、彼らも高校生だ。未み熟じゆくな点、足りない点はある。完璧に振る舞っているつもりで、見落としてしまっていた点が──そこに杭くいを打ちこみ、強引にこじ開ける。

　そこから突入し、私たちは敵の心臓に革命の刃を突き立てる。

（……俺も双子の特訓を受けるまでは、忘れていたことだが）

　いまだに抱きついてきている双子を眺めて、北斗くんは朗ほがらかに微笑んだ。

（ひとの振り見て、我わが振り直そう。俺たちは、舞台にあがるのも初めてだ。観客に顔を、存在感をアピールしなくては立ちゆかない）

　そして遠ざけられて寂しそうにしているスバルくんを手て招まねきし、ふたりで並び立つ。女の子ではないし、お遊び半分でもないから、手を繫いだりはしないけれど。肩の触れる距離で、戦うために身構える。信頼すべき、仲間とともに。

（誰に向かって歌うのか。アイドルとはどうあるべきなのか、明星が教えてくれる。明星は、尊敬できる偉い大だいなやつだ。本人に言うとつけあがるから、言わないが）

　心をこめて、北斗くんはアイドルの申し子に──相あい棒ぼうに目め配くばせをしていた。

（俺たちを導いてくれ、『Trickstar』の一番星）

「……ん？　なぁにホッケ～、俺の顔に何かついてる？」

　延えん々えんと思索をつづける北斗くんとは真逆に、スバルくんはまったく何も考えていないのではないかと疑わせる気の抜けた笑みである。純じゆん粋すいで、けれど空くう虚きよではない。

　充実している。笑うことしかできない彼は、そのたったひとつの武器を神さまや悪あく魔ますら弑しいせる武器として研とぎ澄すました。ずっと見ていたくなる、生命力に溢あふれた笑みだ。

　見とれそうになったのか、慌あわてて北斗くんが目を逸そらした。

「何でもない。おまえは自由奔放に振る舞え、俺や衣い更さらがフォローする」

「えっ、俺も？　だから勝手に俺まで巻きこむなって、まぁいいけどさ～？」

　独ひとり言ごとのつもりで口にされたのだろう台詞セリフに、応える声があった。

「最前線へ突進するスバルと、最さい後こう尾びでもたつく真まことを、俺と北斗が補ほ佐さするのが『Trickstar』なんだよな～♪」

　嬉しそうに語りながら、颯爽と仲間たちへ歩み寄ってきているものがいる。

「おぉっと、つづいて登場しました！　変へん幻げん自じ在ざいの魔ま術じゆつ師し！　衣更真ま緒お～♪」

　何だかプロレスの実じつ況きようみたいに叫さけんでいる双子に、名前を呼ばれた男の子──衣更真緒くんが気さくに手を振って応える。

　精せい悍かんな顔立ち。スバルくんよりも深みのある、けれど同様にあったかいお日さまみたいな色の髪をバレッタで留めている。陽性の雰囲気を損そこなわない、赤い彩いろどりの『Trickstar』専用衣装。かたちのよい眉は、何だか困ったようにハの字になっている。舞台上で楽しそうに遊び回る仲間たちを、保ほ護ご者しやのように優しい眼まな差ざしで眺めている。

　のんびり、お散歩するみたいな様子だ。スバルくんとはちがう方向で緊張感がない、落ちついているというかリラックスしている。

　毎日毎日、繰り返しやっている簡単な仕事を片付けるみたいな雰囲気だ。そしてきっと、彼にとっては本当に『簡単な仕事』なのだろうと思わせられる。器用で、何でもできて、みんなに頼られる。そのため重荷を背負いすぎてしまい、それでも不満をちっとも口にしない、とびっきり良いひと。強く、優しく、素す敵てきなひと。
















　私たちの希望の星は、観客たちに向かって親しげに手を振っている。よく遊ぶ友達か、親しん戚せきのお兄さんみたいに。その親しみやすさと何でも受け入れてくれそうな態度は、真緒くんが人生を歩むなかで自然と身につけてきた、彼の人柄そのものだろう。

　誰だって、彼を好きになる。

「『Trickstar』は、ひとりひとりがスーパースター！　全員が未来の夢ノ咲学院を切り開いていく開かい拓たく者しやであり、夢そのものです☆」

　ようやく北斗くんから離れた双子は、真緒くんの後ろに隠かくれるようにして──もうひとりの男の子が、おっかなびっくり歩いていることに気づく。どうも真緒くんが衣装の裾すそを摑んで無理やり引きずっている感じだ、彼は最後の仲間を一緒につれてきてくれた。

　他の三人が堂々としているので、対比されて何だかとても可哀想なぐらい緊張して見える、遊ゆう木き真くんである。

　血けつ統とう書しよつきの愛あい玩がん動物みたいな、枝毛のひとつもない亜あ麻ま色いろの髪。宝石のような、ぱっちりお目々。おおきめの、表情を隠すのが目的みたいなちょっと野や暮ぼったい眼鏡めがね。同色の青い『Trickstar』専用衣装は、彼がみっちり体力を鍛きたえる前に測定したデータをもとに縫ほう製せいしたため──すこし丈たけがあってなくて（私のミスだ）、でもそれが何だか愛らしい。

　お人形さんのように綺麗なのに、どこまでも人間らしく「びくびく、おどおど」しながら、真くんは何だか観光客みたいに周囲を落ち着きなく眺めている。

「すっごい煽るなぁ……そ、そうだよね！　よぉし、僕もがんばるよ！　みんなに置いてかれないためにも！」

　仲間たちに頼もしく迎え入れられ、真くんは己おのれの頰ほおを叩いて気合を入れていた。

「あっ、忘れてた。最後に～、えっと眼鏡のひと！」

「がんばれ眼鏡～♪　名前なんだっけ……まぁいいや、省略っ☆」

　双子が思いだしたようにわりと酷ひどい紹介をしたので、真くんは「ええっ、僕だけ扱いが雑すぎないかな!?」と涙目になっていた。がんばって。応援しているよ。
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「ゆ、遊木真です！　よろしくお願いしますっ、一生懸命がんばります～！」

　両手でマイクを握りしめて、一生懸命、真くんが頭を下げている。何だか変な表現だけれど、選挙演説をしているみたいだ。まだ汚お濁だくした政界に染まっていない、みんなの幸せや平和な暮らしを心から望んでいる、初うい々ういしい新人議員候補みたいだ。

　応おう援えんしたくなる。誰だって。
















　いっぱいいっぱいな真くんを、北斗くんが保護者のような眼差しで見守っている。

（うむ、それで正解だ。『いじられキャラ』は、必要なのだ。すべてが完璧だと……たとえば『紅月』のように完全無欠だと、見ているだけで息が詰まる。観客が気を抜くため、和むために必要なのが三枚目のお惚とぼけキャラだ）

　褒ほめているのか貶けなしているのかわからないけれど、北斗くんが考えているとおりに──真くんも『Trickstar』に必要不可欠なのだ。輝く星座の、いちぶである。

（それに、もし実力不足で失敗しても……。そういうキャラだから仕方ない、と観客に判断されていれば『愛あい嬌きよう』になる。むしろドジを踏むごとに喝かつ采さいを浴び、たくさんの応援を得られるだろう）

　視野を広くもち、北斗くんは観客たちの反応をつぶさに精査している。途中で私と目があって、にっこりと微笑んでくれた。余裕がある、とても頼もしい。

（最後尾で、全力でがんばって他の三人に追いつこうとする、遊木の健けな気げな努力を観客が励はげます。そういう構図にできれば、こっちのものだ）

　決して気は抜かずに、見み惚ほれるほど真っ直ぐに立っている。

（遊木も、決して観客の期待を裏切るようなやつじゃない。遊木は意外と負けん気が強い、必死に追いすがってくる。歓声と、励ましのなかを駆け抜けてくる。そしてすぐに、きっと俺たちと肩を並べてくれる）

　震えている真くんの肩を、落ちつかせるためにほんのすこし叩いてから、北斗くんはゆっくりと後ろに下がっていく双子に気づく。

（すごいな、双子は……。短い紹介だけで、観客に俺たちの『見方』を伝えた。大半の観客にとって、『Trickstar』は初見だ。だが楽しみかたを、味わいかたを知ってもらえた。仕込みは万全だ、まさに『お膳立て』をしてくれたわけだ）

　そちらを見ながら、笑みを浮かべる。

（あとは、最高の料理を提供するだけだ。俺たちの、パフォーマンスを）

　北斗くんの視線を察して、双子が左右非対称なウインクをしてみせた。

「んじゃね、俺らはこのへんで『おさらば』するから～♪」

「おしめを替えて、おんぶに抱っこで、良い子良い子するのはここまでっ♪」

　北斗くんもぎこちなく同じ動きをして、かるく双子へ頭を下げる。

「うむ、あとは任せてくれ。重ね重ね、世話になった」

　やはり堅かた苦くるしい北斗くんに苦笑いしつつ、双子は軽やかに退場していく。観客たちに手を振り投げキスをして、舞台の幕間に登場した奇妙な双子の存在を印象づけていった。

　ふたりの気配が完全に遠ざかるのを待って、北斗くんは真正面に向き直る。

「感謝は、あらためて後ほどに。今は、目の前のステージに全力を尽くす。集まってくれた観客に、俺たち『Trickstar』のすべてを見せてやる」

　ここから先が正しよう真しん正しよう銘めいの、彼らの晴れ舞台だ。
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　そうして、『Trickstar』のライブが始動する。

　この瞬間のために、血と汗と涙が、若い彼らの青春のすべてが注そそぎこまれてきたのだ。私は映像や、それこそレッスンのなかで何度も何度も繰り返し同じ歌を耳にし、踊りを見てきた。けれど、本番はやはり何もかもがちがっている。

　耳を聾ろうするほどの観客たちの大歓声を養分にするようにして、彼らの歌声は色とりどりの花を咲かせていくみたいだった。蕾つぼみが膨ふくらみ、弾はじけて花開く。奇跡そのものだった。

　赤と青、二色に塗り分けられた四人の革命児たち。彼らの輝きが、もう夜も更ふけて薄暗い世界を目ま映ばゆく照らしていく。歌声は広がっていき、世界中を花畑にしてしまう。

　お世せ辞じではなく、私の人生でいちばん感動的なステージだ。贔ひい屓き目めも当然あるけれど、決して『紅月』のライブにも負けていないだろう。心の底から幸せが、嬉しさがこみあげてくる。赤ん坊が生まれた瞬間って、こんな感じなのだろうか。

　ありがとう。

　生まれてくれて、ありがとう。

「ひゃああ……♪」

　感かん極きわまって涙ぐんでいる私の横で、創くんがすでに滂ぼう沱だと泣きじゃくっている。

「すごい、すごいです～！　明星先輩、誰よりも輝いてます～っ♪」

「そっちもすごいけど、うちの北斗先輩もすごいって！　難しい曲調の歌を完璧にこなしてるっ、完璧だ！　北斗先輩かっこいい～☆」

　私を挟んで創くんの逆側に座っている友也くんは、もはや絶ぜつ叫きようしている。創くんや私みたいに涙は見せていないけれど、喜色満面で、興こう奮ふんのあまり頰を両手で握りしめるようにして全身を震わせている。

　創くんも友也くんも溢あふれてくる感情の捌はけ口を求めているのか、いちばん間近にあるもの──私に密着し抱きついて、すごいちからで振り回してくる。あぁ、男の子なんだなぁ……。関かん節せつが引っこ抜けそうだし骨も折れそうだけれど、何だか嬉しい。

　感動を共有できるのは、とても幸いなことである。創くんや友也くんが私にそうして抱きついていなければ、私も立ち上がってわけもなく走り回ってしまいそうだ。

　自分の口からでているとは思えない悦よろこびの声をあげながら、私もはしゃいだ。唯一、自由な両足で床をばんばん踏んだ。まだ足りない、あぁ何て楽しいのだろう。

「もぐもぐ。おまえら、転校生のね～ちゃんに左右から抱きつくなよ。興奮しすぎだぜ、ね～ちゃん窒ちつ息そくしちゃうぜ？」

　唯一、いつもは最も落ち着きのない光くんだけがすこし冷静で、呆れたようにそんな私たちを後部座席から眺めている。ひとりだけ離れた位置に座っているため、興奮を共有できていないのだ。可哀想に。光くんもこっちにおいで。

「とりあえず、ポップコーン食べて落ちつくべきだぜ？」

　どうにか抱ほう擁ようから逃れて光くんを手招きすると、彼はポップコーンを手渡してくれる。ありがたくそれを口に押しこんで、咀そ嚼しやくし、エネルギーに換かえて騒いだ。

　あぁ私、こんな調子で盛りあがっていたらライブが終わったあと死ぬんじゃないだろうか……。それでも構わない、だって幸せだから。あはははは。

「食べてる場合か～!?　ていうか、うるさい！　いま集中して見てるんだからっ、堪たん能のうしてるんだから！」

「そうですよ光くん！　うあぁん、でも感動の涙で前が見えません～！」

「おおう。創ちゃんも友ちゃんも、人が変わったかのようだぜ……。オレがいちばん落ちついてるって、こんなの初めてだぜ？」

　壊こわれたように笑い始めた私の左右で、友也くんと創くんも異様なテンションで泣いたり笑ったりしている。光くんはすこし寂しそうにそれを眺めてから──自分も楽しむことにしたのか、赤ちゃんみたいに笑った。

「でも実際、すっごいぜ！　楽しい～☆」

　指についたポップコーンの塩気を舐なめとりながら、惚ほれ惚ぼれと舞台を眺めている。

「にゃはは、観てるぶんには気楽なもんだぜ。オレたち『Ra*bits』も、こんな大観衆の前でパフォーマンスがしたかったぜ……♪」

　すこしだけ哀しい出来事を──先日の『Ｓ２』を思いだしたのか儚はかない表情をしてから、光くんは痛みも苦しみも何もかも塗りつぶすような、明るい声援を放った。

「がんばれがんばれっ、『Trickstar』のに～ちゃんたち！　最高に輝いてるぜ……☆」

「ありがとう！　声援、届いたよ！　おまえは相変わらず、だぜだぜ喧やかましいな～？」

　応えたのは、舞台上のスバルくんである。すこし高い位置にあるステージからは暗い客席が見えにくいはずなのに、こちらの位置を察して視線を向けてくる。

　そして光くんと同じように、太陽みたいな笑顔を見せてくれる。

「でも元気がでるよ！　ありがとう、だぜっ♪」

「オレの『だぜ』をとるな～っ！　でも、応援が届いて嬉しいぜっ☆」

　ぶんぶん両手を振る光くんにガッツポーズをしてから、スバルくんはやっぱり彼を真似するように高々と手を挙げて、飛び跳ねた。無む駄だな動きをしているように見えるけれど──自分の歌のパートではないときに的確に動いていて、邪魔にはなっていない。

　そのあたりの機運を見定める嗅きゆう覚かくは、天性のものだろう。完全に予定にはないアドリブの動きなのに、まるで前もって何度も何度も練習してきたみたいだった。

「あははっ、みんな楽しんでる～？　サイリウムよりも輝いてるよ、最高にキラキラな笑顔っ☆　気持ちいい～っ、俺も嬉しいよ！　今日こうして、みんなに会えたこと！」

　観客のすべてに花はな吹ふ雪ぶきを浴びせるように呼びかけてから、スバルくんはこっそりと──口元の動きだけで、私のことも忘れずに囁いてくれた。

「転校生も、楽しんでる～？　きみの笑顔、もっともっと見せてよっ☆」

　もちろん。

　こうしてあなたと笑いあうために、生まれてきたのだとすら思えるよ。
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（ふむ）

　そんなスバルくんや私を眺めながら、きちんと歌や踊りをこなしつつも──。

　北斗くんは、また熟じゆく慮りよしている。

（明星、たぶん何も考えていないのだろうが……。観客たちに語りかけ、手を振って、盛りあげている。天然で、最高のパフォーマンスをしている）

　もはや、よしなしごとを考えつづけるのは彼の癖くせのようなものなのか。円えん周しゆう率りつを延々と計算しつづける、コンピューターみたいだ。それでパフォーマンスが乱れているわけではない、むしろ研ぎ澄まされていくので──それが彼なりの集中方法なのだろうけれど。

（さすがだな。だが放っておいたら、客席に飛びこんで大はしゃぎしそうだな……。無邪気に、遊んでいるような気分なのだろう。だが、明星はそれでいい）

　以前の北斗くんにはなかった、スバルくんとよく似た開けっぴろげな笑顔だ。

（この『講堂』を……堅苦しいコンサート会場ではなく、無限の喜びと幸せが充みち満みちた遊び場にしよう）

　けれど自分がそんな表情をしているのが、何だか悔くやしいのだろうか、すぐにまた仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ってしまう。北斗くんは気を引き締めて、今後の予定を再確認していく。

（ここまでは、上々。曲目の選せん択たくはまちがっていなかった、転校生に意見を聞いたのは正解だったな。順調すぎて、むしろ怖いぐらいだ）

　彼らにとって公式には初ライブなのだ、転ばぬ先の杖をどれだけ握りしめていても足りない。油断して落とし穴に嵌はまらないように、北斗くんは細心の注意を払っている。

（最初に、全員で『Trickstar』の持ち歌のひとつを披露した。これで、おおくの観客にとって初見である『Trickstar』の紹介は済ませた……。最初の曲の間に、きっと観客たちは『Trickstar』のなかの誰を応援するか、注目するか考え始めたことだろう）

　当然、観客のほとんどは『Trickstar』のことを知らない。いつだって第一印象が肝心だけれど、『Trickstar』はその最初の自じ己こ紹しよう介かいを兼かねた曲を万全にやり遂とげた。

（そして次の曲から、ひとりひとりを中心に据えたメドレーになる。最初は明星、次に俺、その次は衣更が中心になって盛りあげる）

　ここから、もっと交こう歓かんし──知ってもらって、仲良くなっていく。観客たちに、『Trickstar』のみんなを好きになってもらう。彼らには、その資格も実力もある。

（最初の明星が、観客をいっきに惹ひきつけてくれる。明星には華がある、誰よりも煌めく才能がある。一瞬で『講堂』を支配して、観客のすべてを爆ばく撃げきするように魅み了りようする）

　全力で私たちを口く説どき落とし、虜とりこにしてくれるだろう。

　彼らはこんなにも、魅力的な男の子たちなのだから。

（それでもう、観客たちは先に登場した『ユニット』たち──『紅月』はもとより、『UNDEAD』や先ほど引っこんだ『2wink』の存在を、忘れてしまうだろう）

　実際、観客がすべて入れ替わったみたいに、今は最初からみんなが『Trickstar』のファンだったみたいに──誰もが、彼らの名前を呼んでいる。見つめている。

（『Trickstar』に、夢中になってくれる）

　手応えを感じたのか、北斗くんは歌いながら会心の笑みを浮かべる。

（あとは勢いそのままに、引っぱるだけだ。それは、次じ鋒ほうである俺の役目だ。ドリフェスは長いライブだ、今回は参加する『ユニット』がすくないとはいえ長なが丁ちよう場ばになる。だらけて、飽あき始めている観客もいる）

　獲え物ものの心臓に狙ねらいをつけた狩人かりゆうどの目つきで、北斗くんは観客たちを見据えている。周しゆう到とうに準備し、訓練を積み技術を研けん磨まし、必殺の罠わなと仕掛けを用意して──彼が私たちを殺しにきた。生存本能が刺し激げきされぴりぴりして、寒気すらしてくる。

　けれど、それがどこか心地良い。捕ほ食しよくされる間ま際ぎわの、恍こう惚こつ感かん。

（そこに、俺が狙いをつけて歌をぶつける。視線を、身体の動きを、笑顔を向ける。うんざりしてきた観客は、頰を張られたように我を取り戻す）

　実際、北斗くんに視線を向けられるたびに、観客のひとりひとりが驚いたような顔で姿勢を正す。命が奪われそうなのに、ぼけ～っと寝ね惚ぼけているものはいない。

（それが、俺の使命だ。これもまた、作戦どおり）

　視線を向け、ときにはそれこそ銃じゆう撃げきでもするみたいに指をさして、北斗くんが気を抜き始めていた観客たちに活を入れる。目を逸らしたら殺されるような、緊張感。

（俺は狙そ撃げき手しゆだ。明星の爆撃から生き延のびたものを、ひとりひとり仕留める）

　奔放に跳ね回るスバルくんを横目で眺めて、嘆たん息そくしながら。

（明星は天才的だがムラッ気があるしな、まだまだ自分本位だ。取り逃してしまうことも、かなりある。だが、それを俺が拾う。双子との特訓で、視界が広がった。会場のすべてが見渡せる、笑顔を浮かべる余裕もある）

　北斗くんは肉にく食しよく獣じゆうの笑みで、私たちを仕留めていく。

（ひとりひとり射い止とめてやる、俺の狙そ撃げき銃じゆうで）

　見ているだけで、鼓こ動どうが速まっていく。ぞくぞくと、してくる。スバルくんが浴びせた陽光のような熱気で炙あぶられた私たちに、北斗くんが的確に清せい涼りよう感かんを届けてくれる。熱して冷やされ、それを繰り返されて──体調がおかしくなりそうだ。

（会場の全員が当事者となる、ここは戦場だ。誰ひとり、『Trickstar』から逃れられない。心を撃ち抜かれ、あるいは焼き尽くされて虜になる）

　発はつ汗かんし、動どう悸きがして、目眩めまいまでしてくる。

　酔よっ払ったみたいだ。恐怖はなく、ひたすら浮き浮きしてくる。

（それが理想だ、まだまだ気は抜けんが。今のところ順調だ、夢のようですらある）

　北斗くん自身も高こう揚ようしているのだろう、珍めずらしくその頰に赤みが差している。垂たれた汗を、手の甲で拭っていた。分厚い氷山のようだった彼の無表情が崩くずれて、彼自身の──ひとりの男の子の素す顔がおが晒さらされていく。

　大輪の花のような、生命力に満ちあふれた輝かしい笑顔だ。

（もちろん、目の前にいる観客だけでなく……。骨の髄ずいまで夢ノ咲学院の『これまでの常識』に縛しばられている生徒たちにも、俺たちの夢を、歌を届けたい）

　自分たちの目的を再認識し、北斗くんは歌声に熱とちからをこめていく。

（洗せん脳のうされたみたいに、唯々諾々と従っているものたちに、革命の歌を！）
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「あははっ♪　ホッケ～ったら、また怖い顔してるね～？」

　互いに万全にソロ曲をこなして、スバルくんがそっと北斗くんに歩み寄ると──歌の隙間で、軽口を交わしている。

「命を取りあってるわけじゃないんだしさ、もっと楽しもうよっ☆」

「わかっている。今、最高に幸せだ。俺はどうも、勝負事が嫌きらいではないらしい」

　まったく似ていない、どころか対照的なふたりだけど──その瞬間だけは何だか生まれてからずっと一緒に育った兄弟みたいだった。息ぴったりの、ダンスが交差する。

　すれちがいざまに腕を絡めて、北斗くんはスバルくんに顔を近づける。

「戦略を練り、攻撃を仕掛け、急場を凌しのぐ。そして勝利する、最高に楽しいぞ！」

「男の子だね、ホッケ～も。でも会場の全体を見られるようになったぶん、自分の足下が疎おろそかになってるよ？」

　自らも顔を近づけて、口づけでもするようにスバルくんが囁いた。

「サリ～は動きが激しいからね、棒ぼう立だちになってると激げき突とつしちゃうよ～？」

　北斗くんのソロ曲が終わるタイミングで、真緒くんが舞台の中央に進んでくる。仲良しだなおまえら、みたいな呆れ顔の彼に道を譲るため──スバルくんたちが後方に移動していく。ふらつきそうになった北斗くんを、スバルくんが元気よく導いていく。

「こっちにおいで、手を引いてあげる！　次はサリ～の出番だからね、邪魔しちゃ悪いじゃない？」

「そうだな。まぁ衣更なら、俺が突っ立っていても避よけてくれると思うが」

　スバルくんに子供あつかいというか、面倒を見られたのが不本意なのだろうか──ちょっと拗すねたように北斗くんが眉をひそめていた。最後に双子を真似るように優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをして、本格的に次の手番へ──真緒くんへ舞台の中央を譲る。

　万ばん雷らいの拍手のもと、真緒くんが頰を搔かいた。

（ええ……。あんま俺に期待すんなよ～、過大評価してくれちゃってさ？）

　先のふたりが熱ねつ膨ぼう張ちようさせた昂揚感、観客たちの期待感を味わうように、舌なめずり。不敵に笑ったまま、真緒くんはごく自然に舞台の中央に躍おどりでる。

（まぁ、信頼してくれるのは嬉しいけどな）

　気合を入れるためにか、いちどだけ瞑めい目もくして──。

　すこし間をおいてから、真緒くんは両目を見開いた。戦う男の子の表情になって、彼自身も仲間たちのために刃を振るう。力強い歌声が、響ひびき始める。

　最初からよどみなく、変につっかえることもない。のびのびとしていて、自由で広大な草原のなかに放ほう牧ぼくしてもらえたみたいだ。スバルくんに急速に熱せられ、北斗くんにひとりひとり冷たい銃弾で仕留められて、息も絶え絶えだった私たちは──ほっとする。

　気を抜いて、自然な笑みを浮かべ始める。

　生まれ変わった気分で、真緒くんの優しくも頼もしい歌声に耽たん溺できする。

（生徒会には、それはなかった。目の前の仕事を淡々とこなすだけだった、それはそれで気楽だったけど）

　まぁ気を抜けよ、楽しくやろうぜ、みたいな気心の知れた友達みたいな態度で──真緒くんは手拍子を催さい促そくし、観客が応えたら嬉しそうに笑う。一体感が増していく。真緒くんにはひとを惹ひきつける魅力と、包容力がある。

　尊敬できる兄か父親みたいに、何もかもを受け入れてくれる。

（大勢力の一員になるってのは、そういうこと。個人よりも、全体の利り益えきを優先しなくちゃいけない。俺は小器用に立ち回って、生徒会の幹かん部ぶの地位を得たけど）

　空気を読み、観客の反応を体感して、真緒くんは的確に動く。リズミカルに拍子をとって、軽やかに歌い、踊る。赤ん坊をあやすみたいに、柔らかくゆっくりと。

　私たちは、真緒くんに視線を、心を委ゆだねていく。

（そんなもんより、観客の反応を見ながら歌って踊るほうが気持ちいい！　やっぱり、俺もアイドルなんだな～♪）

　観客もアイドルも幸せな笑みを浮かべる、夢みたいな時間が始まる。私たちはリラックスして、日頃の疲れや苦しみを忘れて──癒いやされていく。真緒くんならわかってくれる、受け止めてくれる、ひとりひとりに最適な処しよ方ほう箋せんを与えてくれる。

　いつも自分のことを後回しにして、誰かのために尽くしてしまうような真緒くん。彼は私たちを理解し、甘やかしてくれる。とびっきり、幸せにしてくれる。

　けれど……。そんな彼の抱えた重荷を、悩みを、まだ誰も知らない。強くて優しい彼は、決してそれを他人には見せてくれないから。

　この時点では、まだ。彼は、ほんのすこし私たちとの間にすら線を引いていたのだ。

（ごめんな、みんな。ほんとは、ちょっとだけまだ乗り気じゃなかったんだ。俺は騙だまされて、利用されてるだけじゃないかって疑ってた）

　そんなことを考えているなどとは、誰ひとり察することもできないまま──。

　真緒くんは、切々と独どく白はくしていた。

（まだ、俺は心の底からは、おまえらの仲間になれてなかったんだ）

　人好きのする笑みを浮かべたまま、心の内側では孤こ独どくな少年が泣き叫んでいる。

　暗くら闇やみの底で。

（俺は生徒会の一員だ、その『立場』だけが目的なのかと思ってた）

　賢かしこく世渡り上手じようずな彼だからこそ、自分の立場も弁えている。自分という存在の、利用価値も。だからこそ、どうしても猜さい疑ぎ心しんが拭えない。

　それは誰にも悩みを相談できない、彼のみが抱えた構造的な欠けつ陥かんだった。

　痛みだった。

（夢ノ咲学院の校こう舎しやで、このドリフェスを観てる生徒たちも……。俺が生徒会の役員だから、安心して『Trickstar』に投票できる）

　自ら望んで得たはずの立場に、彼自身も苦しんでいる。今さらそれを捨てることもできない──彼自身の肉で、人生で、立場だ。ぜんぶ捨て去って、逃れることはできない。

（俺たちに投票するってことは、生徒会の役に立つってことだ。生徒会の役員である俺に投票したんだから、って言い訳ができる。生徒会に真まっ向こうから逆らう度ど胸きようのないやつも、俺たちに投票することを迷わない）

　真緒くんは、真緒くんだからこそ苦しんでいる。

　他人に解決してもらうこともできない、真緒くんが積み重ね、紡つむいできた人生が必然的に孕はらんだ問題だった。成人病のように、真緒くんのなかで毎日毎日、溜たまっていた病びよう巣そうであり闇であった。そこから生じる激痛に、ときおり真緒くんは苦しめられていた。

　それは他人には想像も共感もできない、彼の持病であり──地獄だろう。

（そのために、俺はおまえたちの仲間として迎えられたんじゃないかって……。頭のどっかで疑ってた、俺の肩書きだけが目当てなんじゃないかって）

　けれど真緒くんは決して、その苦痛を他人に押しつけたりしない。優しく、強い彼は、それを己のなかで咀そ嚼しやくして──分解して、克こく服ふくしてしまう。

　あらゆる魔物を退治して、栄光を得る神話の英えい雄ゆうのように。

（でも、そんな迷いも疑いもぜんぶ吹っ飛んだ！）

　うじうじ悩まずに、真緒くんは何もかも笑い飛ばすように踊っていた。

（今、楽しい！　それで充分だ、最高の仲間たちと刺激的な舞台に立ってる！　素晴らしい歌と曲と、雰囲気！　観客たちの笑顔！　それが、何よりのご褒ほう美びだ！）

　傍はた目めからは悩んでいるなどとは、想像もできない、剛ごう毅きな笑み。

　野生の獣けもののように、くるかどうかもわからない暗い未来のことなどは考えずに──俊しゆん敏びんに舞い、吠ほえるように歌って、全力で生きていく。

　髪が、太陽のフレアのように愛らしく躍っていた。

（いつか俺は、『Trickstar』の敵になるかもしれない。俺も、生徒会の一員だから。あるいは逆に、ほんとに肩書きだけ利用されて、ポイ捨てされちまうかもしれない）

　彼は聡さとい、いずれ訪れるだろう未来を想起している。けれど不安になり、今から怯おびえたりしない。まだ舞台に、輝きのなかにいる。やるべきことが、まだまだある。

　彼はそれを、器用にこなす。いつだって。

　そんな彼だから誰もが好きになり、信頼し、尊敬する。

（でも、きっと後こう悔かいしない。今この瞬間に舞台に立てて、それだけで本望だ！）

　この世に欠けてはならない太陽のように、真緒くんは全世界を見回していた。その真ん中に、彼はいる。ぬくもりのなかに、輝きのなかに。

（ありがとよ。俺を、仲間にしてくれて。生徒会の一員だからって、放ほう逐ちくせずに、手を握ったままでいてくれて）

　何だか驚いたみたいに、真緒くんは一瞬だけ立ち尽くした。暗闇のなかでいきなり光に打たれた人間が必ずそうするように、呆ぼう然ぜんとしている。

（俺を俺として、俺だから……。この輝きのなかへ、ともに立たせてくれて）

　すぐに自らの在あり処かを、役目を思いだして、真緒くんは歌と踊りを再開させる。

（ありがとう！　感謝の気持ちでいっぱいだ、それを歌声にして観客に届けるよ！　最高にハッピーだ！　この世界が、ぜんぶぜんぶ愛おしいよ！）

　あらゆる闇を吹き飛ばすように、足を旋せん回かいさせてブレイクダンス。
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　誰かがソロ曲をこなしている間も、他のみんなもべつに何もせず突っ立っているわけではない。中心となる誰かを際きわ立だたせる演出──踊りのステップを踏み、主しゆ旋せん律りつを引き立てる歌声を紡ぎ、だれてきた観客に気づけば手を振って……。実際、大おお忙いそがしだ。

　パフォーマンスについては練習期間があまりにもすくなく、ライブもほとんどぶっつけ本番である。けれど『Trickstar』のみんなは、これがほとんど初舞台であると説明しても信じてもらえないほど、的確に鮮せん烈れつに動いている。

　ずっと、こうやってアイドルとして──すべての輝きを振り絞るようにして歌い踊ることを夢見ていたのだから。それも、当然である。もちろん彼らが優秀で才能のあるアイドルであるからこそ、成し遂とげられる偉い業ぎようだけれど。

　ようやく満を持して、輝き始めた『Trickstar』。その中央で「～♪」と激しく踊っているのに息も乱さず歌いつづける真緒くんを、真くんが横目で眺めている。

（おお……）

　最初は心配になるほどがちがちに緊張していた真くんだけれど、意外と本番に強い。だんだん慣れてきたのか、動きからぎこちなさが消えている。

　自分に注目が集まりそうになると、せっかく異様に人目を引きつけるのに──一歩引いてしまうのが困りものだけれど。

　他のみんなの動きを見て、あれこれ考える程度の心の余裕はできてきたようだ。

（衣更くん、すっごいな～？　これまでは歌も踊りも明星くんや氷鷹くんに比べて一段劣おとる、って感じだったのに。それは自分を型に嵌めて抑えこんでたから、だったんだね？）

　舞台の真ん中で活かつ躍やくする仲間を、真くんは羨うらやましそうに、同時に誇らしそうに見つめている。負けじと精せい一いつ杯ぱい、汗の粒つぶを舞わせながら踊っていた。

（全力全開で、自由にのびのびとパフォーマンスすれば……。こんなに、華がある！　これが本来の、衣更くんの実力なんだね）

　まるで観客のひとりになったみたいに、一瞬だけ見惚れてしまい、近くでダンスしているスバルくんと北斗くんに肩を小突かれて慌てて動きを再開する。危なっかしい。

（いつもは気を遣って、周りを優先して、支えてばかりだった。縁えんの下の力持ちで、自分が表舞台に立つことはなかった。自分の持ち味をださずに、裏方に徹てつしてた。でも今は、衣更くんがセンターだ！）

　照れたように笑いながらも、真くんも仲間をさらに輝かせるために夢中で踊る。

（この舞台の中心で、主役だ！　本来の衣更くんは、こんなに魅力的なんだ……！）

　心のなかで快かい哉さいを叫び、とびっきりの笑顔。

　けれど。一瞬、その表情が曇くもった。

（すごいな。明星くんも氷鷹くんも、衣更くんも。そうだよね。僕が人形みたいに心を殺して、与えられた仕事をこなして……。回り道していた間も、ずっと努力してたんだから。修練して、己を磨いて、この場に立つためにがんばってたんだから！）

　まだ私は詳くわしく知らない心の闇を、いまだ痛むだろう己自身の疵きず痕あとを見据えている。臆おく病びようで弱気な真くんだけれど、それでも男の子らしく──逃げずに向きあおうとしている。

（そんなみんなに、すぐ追いつけるとは思わない。それは、失礼だ）

　レッスン期間の間に、何度も何度も耳にたこができるほど聞いた『Trickstar』の曲……。その区切りが近づき、最大の声援に応えて真緒くんが驚くほど高々と跳ちよう躍やく。沸き立つ観客たちのなか、彼自身が星になったように世界の頂点で煌めいている。

（でも僕も、いつかきっと！　ううん今だけでも、みんなと肩を並べてみせるよ！）

　それを陶とう然ぜんと見上げてから、真くんは意を決して歩を踏みだした。

（次は、僕がセンターになる曲だ。もう失敗は恐れない、みんながフォローしてくれる。たくさん、血がにじむような特訓だってしたんだ！）

　うっかり着地を失敗したのかわざとなのか、ふらついた真緒くんを、いちばんそばにいた真くんが支える。サンキュ、と真緒くんが小声で言って、こちらこそ──と真くんが応える。ハイタッチして交代、ついに真くんが最前線に躍りでた。

（僕は信じるよ、僕自身を！　そして、今の僕たちが無敵だってことを！　勝とう、みんなで！　この夢ノ咲学院に、希望の星を輝かせよう！）

　観客席の最前列にいた私と──そんな真くんの、目と目があった。たまに非人間的に見える、宝石めいた真くんの双そう眸ぼうに、『Trickstar』のみんなと同じ熱が宿っている。

　世界を輝きで包みこむような、奇跡そのものの光だ。

（……転校生ちゃんも、見守ってくれてる。いちばん前の、特等席で）

　視線をあわせるのが苦手な真くんだけれど、見つめる私の視線を今度こそちゃんと受け止めて、微笑んでくれた。いちどだけ手を振ってから、歌い始める。

　のびやかで力強い、ちょっと意外なほど頼もしい、真くんの歌声。それは人間の鳴き声だ。彼の感情のぜんぶ、人間性のぜんぶがこめられている。

（見ていて！　僕たちを選んで、手を携たずさえてともに歩いてくれたこと……。絶対に、後悔はさせないから！　僕たちと一緒に、見たことのない景色を見よう！）

　堂々と歌う真くんの後方で、援えん護ご射しや撃げきのつもりか、スバルくんと北斗くんが邪魔しない程度に歌と踊りを振る舞っている。

　頼もしく育った仲間の後ろ姿を、嬉しそうに眺めながら。誰よりも輝かしい笑みを浮かべつつも、スバルくんが眩まぶしげに目を細めた。

「あははっ☆　夢の時間はまだまだ終わらないよ～っ、星の輝きは無限大だ！」

「ふむ。舞台から見ると、みんなの振ってくれているサイリウムが星空のようだな」

　たぶん素なのだろうけれど、ちょっと詩的なことを北斗くんが言った。

「とても綺麗だ、もっと輝かせてほしい。『Trickstar』を中心にして、明るく楽しい星空を創造しよう」

「みんな、一緒になっ♪」

　一曲、歌って踊りきった直後の真緒くんが、深く息を吸って吐いて──もう意い気き揚よう々ようと復帰してきた。北斗くんとスバルくんの真ん中に立ち、ふたりの背中をほんのすこしだけ押し出してから、拳こぶしを突き上げて宣言する。

「無数の星座をつくろう、今日は名もなき星々が最高に輝く聖なる夜だ！」

「はいはい、注目～♪」

　そんな仲間たちの正面で、真くんが区切りのいいところまで歌いあげてから──いったん間をおいて、観客たちに呼びかけてくる。

「これは馬鹿な僕でも歌える曲です、みんなもすぐに覚えられるよ！　だから、声を揃そろえて一緒に歌ってね！　僕ひとりの歌声じゃ、ちょっぴり貧ひん弱じやくだから～♪」

　情けなくも聞こえるはずのことを、恥はじることなく言ってのける。すっかり誰もが真くんを応援している空気だ、大歓声が応えてくれる。

「一緒に輝こう！　僕たちの声で、真っ暗闇の大宇宙を輝きで満たそう！」

　心地良さそうに微笑したまま、真くんがとても大事なことを言ってくれた。

「『Trickstar』のライブを、どうか最後まで楽しんでってね～♪」

　そうだ。これは戦争で、革命だけれど──アイドルのライブなのだ。

　最終的に、きっと楽しんだものの勝ちであろう。





[image: ]






　体感時間としては、あっという間。実際には、一時間ほどだろうか。

　そこまで致ち命めい的てきなトラブルもなく、想定以上に『講堂』を沸かせていた『Trickstar』の面々が──舞台の真ん中で等とう間かん隔かくに、そういう種類の星々のように並ぶ。

　すべてのソロ曲が終了し、最後に『Trickstar』のみんなで新曲を披露して──予定のすべては消化された。感無量。文句のつけようがない、素晴らしいパフォーマンスだった。世界のすべてが拍手と歓声で激げき震しんし、胸のなかでなお高く強く鼓動が跳ねている。

　白はく昼ちゆう夢むでも見ていたみたいだ。現実のものとは思えなかった。舞ぶ踏とう会かいで踊り明かしたシンデレラみたいに、一瞬、我に返ると自分が誰で何をしていたのかも思いだせないぐらいだ。魔ま法ほうにかけられて、噓うそみたいな時間を過ごした。

　止まらぬ涙は拭っても仕方ないし、ぐちゃぐちゃのまま放置している。全身、フルマラソンを走りきった直後みたいに疲労していた。私の左右から抱きついてきている創くんと友也くんも同じような状態で、途方もない現実に爆撃されて茫ぼう然ぜん自じ失しつしている。

　ただ見守っていただけの私たちより、よほど体力を消しよう耗もうしただろうに──異様に元気なスバルくんが飛び跳ねて、「んん～っ、楽しかった☆」と満開の笑み。

　そのまま彼は、アイドルとしての本分を忘れず──私たちに呼びかけてくる。

「俺たちの歌声、みんなの心に響いたかなっ？」

　打てば響く。観客たちが返答して放った声援を身に浴びて、スバルくんは嬉しそうにちょっと子供っぽく笑った。生まれて初めて、親に褒められた幼よう児じみたいだ。

「これにて、『Trickstar』のパフォーマンスは一区切りっ！　でもこれから先も、俺たちは夢ノ咲学院でアイドルとして輝いていくよ☆」

　万ばん歳ざいをして、だからマイクで拡大されていない──けれど、どこまでも響き渡る透とう明めいで綺麗な声で叫んでいる。仲間に自分の居場所を知らせる、遠とお吠ぼえのようだった。

「みんな～！　今日は俺たちのライブにきてくれてありがとうっ、できれば末永く『Trickstar』を応援してねっ☆」

　このへんの台詞は、まったく予定にないものである。完全にアドリブだ。けれど、この場にぴったり相応ふさわしい。こういうことをするから、スバルくんは末すえ恐おそろしい。

　もうパフォーマンスには区切りがついたのに、乗数的に熱が増し、拍手と声援が高まっていく。深夜だというのに、いきなり夜明けが訪れたみたいだ。

　ううん、世界の始まりが……。神聖で尊い物語が、ここで開花したのだ。

「俺たちはこれから先もずっとずっと、楽しくて夢中になれるようなキラキラした歌と踊りをみんなに贈るよ！　期待して見守ってね、ちゅっちゅ♪　ばいば～い☆」

「待て。やることやったら満足したのだろうが、まだ撤てつ収しゆうするには早い」

　勢いよく舞台から去ろうとするスバルくんを、北斗くんが首根っこを摑んで止めた。いつも思うけれど、飼かい犬のリードを引っぱる飼い主みたいだ。ちなみに私の所属する二年Ａ組では、わりと日常的に、というか毎日平均二・三回は見る光景である。

　そんなふたりを呆れたように眺めつつ、真緒くんが小声で囁いた。

「ん？　でも俺たちのパフォーマンスはさっきの新曲で終わりだろ、規定時間を超えて居残ってたらペナルティもらっちまうぞ？」

「そうだが。投票の集計と、結果発表がある」

　小声で、観客に気け取どられないようにしつつ北斗くんが疑問に応えた。

「規定によると、すべての演目が終了した後……。ドリフェスに参加した『ユニット』のリーダーは全員、舞台にて結果発表を待つ」

　自らは舞台袖に引っこもうとしながら、スバルくんを舞台の中央へと「どん」と押しだしている。スバルくんはびっくりした顔で、ひたすら当とう惑わくしていた。

「俺たちのリーダーはおまえだろう、明星」

　そんな北斗くんの言葉に、スバルくんは変なものでも口に入れたような顔をする。

「えっ、俺がリーダーなの？　聞いてないよ、ていうかホッケ～がいちばん『それっぽい』んじゃない？」

「俺は、ぐいぐい引っぱるやつを補佐するのが性にあっている」

　何で今さらこんなことで揉めているのかと思うけれど、余計なことをしていられないぐらい、ぎりぎり限界までレッスンを重ねた日々だったのだ。今さら、そんな基本的な事柄も決めていなかったことに気づいて慌てている。

『プロデューサー』の私が、そのあたりに気を配っておくべきだったのだろうけれど……。私は、ちょっと客席に座ったまま青ざめてしまった。みんなの会話は私のところまでは聞こえなかったけれど、何かまずい空気だけは感じたのだ。

「衣更がリーダーでも、いいがな。今回は生徒会の一員であり、生徒たちからの投票をおおく集めてくれたはずの衣更の功こう績せきがおおきい」

　さすがにすこし怪あやしまれてきたのか、観客たちがざわめき始める。それで焦あせったのだろう、北斗くんが早口でまくしたてる。

「衣更がいなければ、生徒からの投票は見込めなかった」

「ん～。生徒会以外の個人や『ユニット』に投票すんのはタブー、って風ふう潮ちようだったもんな。これまでの、夢ノ咲学院だと」

　真緒くんは泰たい然ぜん自じ若じやくとしているけれど、どうしたもんかと肩をすくめている。

「まぁ俺は、活いかせる強みを活かしただけだけど。それで俺がリーダー、ってのも『ちがう』んじゃない？　俺がリーダーってことになると、やっぱり勝ったのは『生徒会の人間がリーダー』の『ユニット』ってことになる」

　的確に公平に、真緒くんはいつだって最適解を導きだしていく。

「それじゃあ、本来の目的……生徒会の打倒、ってのを果たせたことにはならないんじゃないのか？　それに、俺は最初のほうの特訓には参加できなかったからな……。途中参加の、助すけっ人とみたいなもんだ」

　すこし寂しそうにそう言って、ひとりだけ状況がよくわからないのか、あわあわしている真くんに当たり前みたいに水を向ける。

「いちから積み重ねてきたおまえらの誰かが、リーダーであるべきだよ。……真は、どうだ？　泊とまりこみまでして、いちばん努力したのはおまえだろ？」

「えっ、僕？」

　ギョッとして、真くんは可哀想なぐらい青ざめてぶんぶん首を振った。

「いやいや、無理無理！　リーダーなんて、『がら』じゃないよっ？」

「むう、揉めていても仕方ないな。いつまでも舞台に居残っていては得票がマイナスされてしまう、誰でもいいからリーダーになって結果発表を受けてくれ」

　北斗くんが焦じれてきたのか、観客のほうを気にしながらまとめる。私たちの頼れる委員長は、いつでもいちばん重要な問題を提示し、みんなの意見をとりまとめて判断してくれる。そういう意味では、北斗くんが最もリーダーっぽいのだけれど。

「暫ざん定てい的てきな、仮のリーダーということでもいい」

「ん～……だったらさ、こういうのはどう？」

　みんなが熟じゆつ考こうを始めると、決まって突とつ拍ぴよう子しもないことを言い始めて状況を動かしてしまうスバルくんが、今回も思ってもみない提案をぶちかましてきた。

「おいでよ、転校生！　舞台にあがってきて、俺たちのリーダーになってよ☆」

　大声で私を呼びながら、手招きしてくれる。最初に、出会ったときのように。

『Trickstar』のみんなの視線が、同時に私へ集中した。

　えぇっと──えっ、どういうこと？　ちょっと待ってね？
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　その瞬間まで、私は単なる観客だった。アイドルたちのライブを堪能し、感動するだけのその他大勢だ。けれど忘れてはならない、私はいちおう──実力も経験もないへっぽこだけれど、『プロデューサー』なのである。

　当事者である、他ひ人と事ごとみたいな顔はできない。

　吞のん気きに感かん涙るいしながら、拍手している場合ではなかったのだ。

「成る程、転校生か……。それはいいかもしれん、たまには良いことを言うな明星」

　思いの外ほかに好反応をしたのは、北斗くんである。私を引っぱって無理やり舞台に上げようとでもしたのか、飛び降りてきそうなスバルくんを背後から羽は交がい締じめにしながら。

　以前にはなかった穏おだやかな笑みで、私を見つめてくる。

「『Trickstar』に所属するアイドルは全員が二年生で、肩を並べている。その頂点に、あるいは先頭に、転校生が立つ。その構図は、わかりやすく受けいれやすい」

　北斗くんはいちおう、いつものように、決して強制はせずに私の反応を待ってくれた。彼はたまに気遣いが足りなかったり抜けていたりするものの、優しいひとなのだ。

　すこしばかり、私のことを過大評価している気がするけれど。

「古来、船の先頭には女神像を飾り、海かい難なんを避けたという。転校生は、俺たちにとって『そういう存在』だ。勝利の女神だ。彼女がリーダーということで、俺も異存はない」

「いいんじゃない？　転校生はアイドルじゃないから舞台には立てなかったけど、衣装つくったりあれこれ世話を焼いてくれたりしたしさ」

　真緒くんがもう何でもいいからさっさと決めてくれ、という顔であっさり同調する。

「『プロデューサー』なんだし、『いちばん偉えらいひと』ってことで♪」

「僕もいいと思うよ！」

　真くんが嫌いやになるぐらい無邪気に、同意していた。自分がリーダーになるよりはよほど気楽なのだろうし──心から、素直に私のことを認めて歓かん迎げいしてくれている。

「最後くらい、いちどぐらい同じ舞台に立ちたいしね。おいでよ、転校生ちゃん！」

　嬉しそうに、手招きしてくれる。あぁ──そういう真くんの屈くつ託たくのない感情の発はつ露ろには、抗あらがいがたい。ちいさな子供におねだりをされたみたいだ、甘やかしたくなる。

「まぁ、転校生の意見も聞くべきだとは思うが。俺たちは、みんなそれを望んでいる」

　思いだしたようにそんなことを言いつつ、やっぱり、北斗くんは何だか最初からこちらの答えを決めてかかっているみたいだ──信用してくれているのだろうけれど。

　私なら、期待に応えてくれるって。それはまぁ、やはり過か剰じような信頼だけれど。

　拒きよ絶ぜつもできない。私も、みんなのそばにいたい。一ミリでも近くに、手の届く距離で、できれば肩を並べていたい。男の子と女の子だし、アイドルと『プロデューサー』だし──けれど、家族でも友達でも恋人でも決して立てない至し近きん距離で。

　仲間として、並び立ちたい。

「どうか、舞台にあがってきてくれ。おまえが、俺たちの代表だ」

　北斗くんが重ねて告げてきて、私は、もう迷わなかった。

　頷うなずいた。いつだって、『Trickstar』のみんなは私のほんとうの望みを叶えてくれる。

　みんなと同じ舞台に立てるなら、『プロデューサー』で良かったなって思えるよ。
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「……呼ばれてますよ、転校生さん」

「行っちゃえ行っちゃえ！　オレが代わりたいぐらいだぜっ、羨ましいぜ～♪」

「そうだな、ここで逃げたら格かつ好こう悪わるいっすよ。北斗先輩たちの晴れ舞台、どうか飾ってあげてください♪」

　創くん、光くん、友也くん──いちばん近くで『Trickstar』を見守ってくれた『Ra*bits』の子供たちが、それぞれ後押ししてくれた。また私に抱きついていたことに今さら気づいたのか、創くんと友也くんが慌てて手を放してくれる。

　自由になった。あぁ、腕うでがもげそうだ。

　光くんがふらつきながら立ち上がる私の背中を、意外なぐらい優しく押してくれる。私はおっかなびっくり、一歩ずつステージに歩み寄っていく。最前列の特等席でも、こんなにステージまでは遠い。けれど、もっと近くにいることをゆるしてもらえたのだ。

「観客のみんなは、まだ席を立たないでね～？　最後まで、応援よろしく！」

　もたもたしている私に気づいて、間を持たせるようにスバルくんがそんなことを言っている。気配りが、できるようになっている。その事実が、腰が抜けるほど嬉しい。

　へたりこみそうな私に、スバルくんがお日さまみたいな笑み。

「おっ、きたきた転校生！　おいでっ、手を引いてあげる！」

　待ちきれないというように手を伸ばしたスバルくんと、指を絡めた。思いっきり、引き上げられる。いつも思うけれど、見た目よりも腕わん力りよくがある。

　私を抱き寄せて無む駄だに振り回してから、スバルくんがこちらの肩に手を添えて──子犬が何か宝物を、骨とか虫とかを見せてくれるときの顔で言い放った。

「みんなにも紹介するね～！　こいつが、俺たちの『プロデューサー』だよ☆」

　実際、ほとんどのひとにとっては──私は未知で、よくわからない存在だろう。そんな私を、大事な仲間のひとりとして、スバルくんが世界中に見せびらかしてくれる。こんなに有り難い、光栄なことがあるだろうか。

　面映ゆくて、顔も上げられなかった。あぁ、ライトが眩まぶしい。

「これまで『男性アイドルの育成』に特化していた夢ノ咲学院で、初めての試こころみとなる『プロデュース科』の第一号！　俺たちを陰かげに日向ひなたに支えてくれた、功こう労ろう者しやだよ！」

「うむ。彼女がいたから、俺たちはここまで高く駆けあがることができた。俺たちが天の頂いただきで輝くアイドルの星になれたなら、それは彼女のおかげだ」

　スバルくんばかり喋っていると、なぜか北斗くんが張りあうように口を挟む。

「ありがとう、転校生。舞台の上で、みんなで肩を並べて輝かしい景色を見よう」

「あはは。まだ結果発表されてないから、気は抜けないんだけどな。これで負けてたら、ちょっと恥ずかしいぞ～？」

　骨が抜けたみたいに自立できない私を、左右から北斗くんとスバルくんが支えてくれる。それにすこしだけ手を添えながら、真緒くんが痛つう快かいに笑った。

「でも、手応えはあったよな！　俺たちのだせるもん、ぜんぶだした！　すっげぇ快感！　生徒会室で事務仕事してるだけだったら、こんな気持ちにはなれなかっただろうな～♪」

　いつもどこか冷さめた部分を残していた真緒くんが、このときだけは膝ひざ小こ僧ぞうまるだしで野原を駆け回る元気な子供みたいに、歯を見せて笑っていた。

　本来、そういう男の子なのだろう。

「俺、この気持ちを、景色をずっと忘れない。みんなで見た、この舞台上からの眺めを」

「うん。僕も、すっごく充実してる。生きてるって感じがするよ、こんな景色が見られるなんて思わなかった」

　いつも何でだか出遅れる真くんが、おずおずと、私たちのつくる輪にくわわる。身の置き所がなくて困っていた私の手を取って、安心させるように揉んでくれた。真くんも緊張しているのだろう、ちょっと汗がにじんでいて、だからこそ逆に私は落ちついた。

　誰だって不安だし怖い、それでも逃げたり照れて俯いたりしてはいけないのだ。誇るべきだ、堂々と胸を張っているべきだ。

　私は顔をあげる。すぐ間近にいた真くんの頰に伝う汗まで、克こく明めいに見えた。あぁ、ほんとうに何もかもキラキラと輝いている。宝石箱のなかにいるみたいだ。

「泉いずみさんが、誰が何と言おうと……。僕、アイドルになってよかったよ」

　彼の、たぶん誰に聞かせるつもりでもなかっただろう独り言も、耳に入ってきた。泉さん。『Knightsナイツ』の瀬せ名な泉さん──彼と真くんの因いん縁ねんについて、私はまだよく知らないけれど。真くんは、その痛みを放つ部分に、きちんと折りあいをつけ始めている。

　泉さんも、このライブを観ているのだろうか。真くんが何かを捜しているようだったので、その視線を追って、私はそんなことを考えた。だとしたら、どんな感想を抱いただろう──真くんには見た目しか取り柄がない、と冷たく言い放ったあのひとは。

　このライブを観て、真くんを見直して、前ぜん言げん撤てつ回かいしてくれたらいいけれど。そんなに簡単なものでもないのだろう──たぶん。もっと、根が深そうな関係性だ。

「みんなの仲間になれて、一緒に歩けて最高に幸せだよ」

　ちょっと心配になって見ていた私に気づいて、真くんがそんなことを言いながら微笑んでくれる。だから大丈夫だと思った、真くんは守られてばかりの弱い子じゃないから。

「皆さぁん、そこに並んでください！」

　舞台上から見るとかなり遠く感じる最前列の特等席で、創くんがちいさく手を挙げている。そこに握られているのは、放送委員会とかの機材なのだろうか──かわいらしい創くんには似合わない無骨なデジタルカメラだ。

　それを重たそうに構えて、創くんは珍しく小こ悪あく魔まのように笑っていた。

「『講堂』は、写真撮影禁止なんですけど……。今さらルール違い反はんとか関係ないですっ、皆さんの最高の笑顔を写真に収めたいです！」

　あの忌いまわしい『Ｓ２』で、おぞましい悪意に直面して星ほし屑くずみたいな涙を零こぼしていた彼は──今、朝あさ陽ひのような笑みを浮かべている。それだけで、良かった。何もかもが報むくわれた気がした、あの子に顔を上げさせて未来に希望を抱かせられたなら。

「笑ってください、輝く笑顔を見せてほしいです！　その輝きを目指して、ぼくたちもアイドルとしてがんばります……！」

「ふん。いつもなら、『おふざけ』には付きあわないのだが」

　北斗くんも私と同じ気持ちなのか、カメラを構える創くんを嬉しそうに見て──驚いたことに、ピースサインをしていた。北斗くんの性格なら、いやルールはルールだ、とか言って写真撮影をやめさせてもおかしくなかったのだけれど。

「今日はハレの日だ、機き嫌げんがいい」

　目を丸くしている私に気づいて、北斗くんは何だか不服そうにしていた。

「転校生、真ん中にこい。お言葉に甘えて、記念写真を撮ってもらおう」

「ん～。何て言うんだろうな、俺たちゃ五人でちょうどいい感じだな。真ん中に転校生、ってのも収まりがいい♪」

　楽しくなってきたのか、真緒くんが私たち全員の肩に手を回す。自らに引き寄せて、あったかい重力場に招いてくれる。その中心になぜかいる自分が、不思議だ。首を傾かしげてしまう、どこまでも現実感がない。けれど、この熱と感情はリアルだった。

　星空の直中のようなステージで、私は『Trickstar』のみんなに取り囲まれている。つい先日までは──この夢ノ咲学院に転校してくるまでは、暗闇の底にいたのに。

　今ではこんなに、目映い輝きのなかにいる。

「写真は苦手なんだけどな……まぁいいやっ、みんな一緒に～！　ピース☆」

「あははっ♪　写真と心のなかに、このキラキラした瞬間は永遠に残るよね☆」

　真くんとスバルくんも楽しそうに、もはやすでに勝利したみたいに笑っている。

　あぁ──何だか変な表現だけれど、成仏してしまいそうだ。

　神さま、私がこんなに幸せでいいのでしょうか？










[image: ]







「え～、たいへん長らくお待たせしましたっ！」

　舞台に、愛らしい声が響ひびいた。盛もりあがりつづける観衆に水を差すわけではなく、誰だれの耳にも心地ここち良よく伝わってくる。

　花畑で遊んでいたら、妖よう精せいさんが舞い降りたみたいだ。

「投票の集計がようやく終わったので、『Ｓ１』の結果発表をいたします～♪」

　おおきく跳はねるようにして舞台の中程に進み、その人物は己おのれに注目を集めるみたいに両手を振った。

「ちなみに結果発表をするのは夢ゆめノの咲さき学がく院いんの皆みなさんにはお馴な染じみ、ワタクシ放送委員長の仁に兎となずなです～☆」

　畏かしこまった口く調ちようで名乗ったのは、私たちとも面めん識しきのある仁兎なずなさんである。採とれたて新しん鮮せんな花の蜜みつのような金きん髪ぱつ。世界中の女の子が抱だきしめて離さない、お人形さんのような愛らしい見み栄ばえ。背はちいさく華きや奢しやで、制服を着ていないと女の子にも見える。

　マイクも用いていないのによく通る声で、なずなさんは礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎをした。

「『Ra*bitsラビツツ』という『ユニット』のリーダーもやってるので、いずれアイドルとして舞台でお会いすることもあるでしょうっ♪」

　同じ『Ra*bits』のメンバーたち──最前列の特等席にいる友とも也やくんたちが、「に～ちゃん！」と嬉うれしそうに手を振っていて、なずなさんもそれに鷹おう揚ように応こたえていた。

　これが夢ノ咲学院の歴史を塗ぬり替えるための革命、闘とう争そうの最中だというのを一いつ瞬しゆんだけ忘れてしまう、和なごやかな雰ふん囲い気きだった。何もかも、妖精の翅はねのように燐りん光こうをまとっている。

「くくく。ちゃっかり自分の『ユニット』の宣伝をするとはのう、相変わらず抜け目ないのう……仁兎くん？」

　輝かがやきを発するちいさななずなさんの背後から、闇やみそのもののような人影が出現する。この『Ｓ１』で『紅あか月つき』と向こうを張って激げき戦せんを繰くり広げていた、『UNDEADアンデツド』の首しゆ領りよう──『三さん奇き人じん』朔さく間ま零れいさんである。

『Ｓ１』の結果発表を確認するために、参加した『ユニット』のリーダーたちが再び登壇してきているのだ。零さんは気配がないので、闇からにじみでてきたみたいだった。

　いつもは好こう々こう爺やめいた穏おだやかな人物なのだけれど、ステージ上では得えも言われぬ妖あやしさと迫はく力りよくがある。夜よる闇やみそのもので織られたようなゆるく波打った黒くろ髪かみと、禍まが々まがしくも研とぎ澄すまされた『UNDEAD』の衣装。日光に汚お染せんされていない、血の気のない真っ白な肌はだ。

　血のように紅あかく見える瞳ひとみと、くちびる。

　魔ま性しようの麗れい人じんは、ある意味では正反対な雰囲気のなずなさんに親しげに呼びかける。

「そして、相変わらずとっても愛らしいのう。観客向けの演技であろうが、『かわいこぶりっこ』していて微笑ほほえましいぞよ……♪」

「う、うるちゃい！　茶々いれんなっ、舞台から叩たたき落とすぞ～っ？」

　零さんに背後から頭を「ぽん、ぽん」と叩かれて、なずなさんが真まっ赤かになってジタバタと藻も搔がいていた。何だか仲が良さそうだ──考えてみればふたりは同学年だ、交流があるのだろう。傍はたから見たら、身長差のせいでほとんど親子みたいだけれど。

「ほれほれ、怒ると嚙かむ癖くせがあるのじゃろ。実況役としての責務を果はたすため、せめて結果発表が終わるまでは『しゃん』としておれよ？」

「さ、最初からそのつもりだからっ！　余計なこと言わずに、黙ってろよ～！」

　手を振って零さんを遠ざけると、なずなさんは踏ふん反ぞり返って腕うで組ぐみをする。おかしな遣やり取りをしていたせいで、自然と観客たちの視線が彼のほうへ向いていた。

「んもう、まぁいいけどな？　今日のおれは、機き嫌げんがいい～♪」

　注目されていることに気づき、なずなさんが何だか無理にきゃぴきゃぴとした態度をとる。自分のキャラを、強みを弁わきまえて最大限に活いかしている。

「るんるんっ♪　『Ｓ１』に参加した各『ユニット』のリーダーは並んでくださぁいっ、勝利した『ユニット』のリーダーがスポットライトで照らされますので～☆」

　語りながら照明係に指示を送っているのだろう、なずなさんが指を折り曲げてハンドサインを示している。複数のことを同時にやっている、彼も経験豊富な三年生なのだ。

「皆さん、固かた唾ずを吞のんで見守ってください！　本日、最も素す晴ばらしいパフォーマンスを見せてくれた……ううん、みんなを楽しませてくれたのはどの『ユニット』なのか!?」

　いちど身を縮めてからおおきく伸び上がり、なずなさんが楽しそうに吼ほえた。

「乞こうご期待っ！　果たして勝利の栄光を摑つかんだのは、どの『ユニット』なのか～っ!?」

「仁兎。念のため、確認しておく」

　浮かれた騒さわぎを鎮しずめる読ど経きようのごとき声こわ音ねが、舞台の熱気を冷ひややかに射い貫ぬいた。

　声に驚いて私がそちらを見ると、ちょうど『紅月』の首しゆ魁かい──蓮はす巳み敬けい人とさんが悠ゆう然ぜんと歩み出てくるところだった。歌か舞ぶ伎き役者もかくやという派は手でな和装に、不ふ思し議ぎと馴染んでいる若草色の瞳と銀色の眼鏡めがね。渋しぶ茶ちやのごとき深みのある短めの髪と、眉み間けんに寄った深い皺しわ。

　将しよう棋ぎ指さしのように、パフォーマンスにも用いていた扇子で顔を扇あおいでいる。ふつうに暑いのだろう──ものすごい熱気だし、彼はライブをこなしたあとも私たちの奇き襲しゆう、不意打ちによる影えい響きようを調べ、対処し、駆かけずり回っていたはずだ。

　疲労困こん憊ぱいだろうに、それを感じさせない涼すずしげな態度だ。

　足音もなく流りゆう麗れいに歩を踏ふみ、敬人さんは堂々と逃にげも隠かくれもせずに舞台の中央へ。

　彼はアイドルでもないのに舞台上にいる私が目についたのか、他に理由でもあるのか、何だかむしろ同情するようにこちらを眺めてから──頭を振った。

　すこし低い位置にあるなずなさんの顔を、首を動かさずに目線だけで睨ねめる。

「何やら貴様はちょこまか動いていたようだが、得票の操そう作さなどはしていないだろうな？」

「失敬なっ！　そんな暇ひまなかったしっ、映像の編集とか配信とかで今の今まで大おお忙いそがしだったんだぞ～？」

　仕草や表情だけは愛らしくしたまま、なずなさんは小声で応えている。

「おれは先日の『Ｓ２』の怨うらみもあるからアンチ生徒会だけど、仕事はきちんとやる！　公正な投票結果を発表するっ、ちっちゃいからって馬ば鹿かにすんなよ！」

「べつに『ちっちゃい』から、侮あなどってるわけではないのだが……。むしろ今回の件で、貴様に対しての評価を改めたぞ」

　音を立てて扇子を閉じると、敬人さんは瞑めい目もくする。

「してやられた。今さら悔くやんでも遅いが、足下をすくわれたようだな」

　なずなさんを罵ば倒とうするというより、ひたすら敬人さんは内省しているようだ。念仏を唱えるみたいに、ぶつぶつと唸うなっている。

「貴様らを侮っていた、これは俺の落ち度だ。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙むというが、どうも兎うさぎも嚙むらしい。『Ra*bits』か……先日のドリフェスで、二度と刃は向むかう気き概がいをなくすほどに全力で叩き潰すべきだった」

　再び目を見開き、彼は真まっ直すぐに現実を直視する。

「まぁいい。ライブでは最善を尽くした、結果は粛しゆく々しゆくと受けいれる」
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「潔いさぎよいのう、もっと見苦しく足あ搔がいてもよいのじゃぞ？」

　なずなさんの守しゆ護ご霊れいか、取り憑ついた悪あく霊りようみたいに後ろからほぼ羽は交がい締じめにしている零さんが──にやり、としか形容できない不気味な笑みを浮かべる。

「悠ゆう然ぜんとしていられるのも、今のうちだけじゃ。せめて王者として最さい期ごまで誇り高く、という態度はご立派じゃがのう？　玉座から引きずり下ろされるまで、あとほんの束つかの間ま……。せいぜい、踏ん反りかえっておるがよいわ」

「まだ、結果は決まっていない。敗北したと公式記き録ろくに残るまでは、俺たち『紅月』が現在の夢ノ咲学院における王者だ」

　挑ちよう発はつ的てきな零さんの言葉に、敬人さんは努つとめて無表情を貫いているのか、ほとんど動じなかった。そっぽを向いている、ちょっと彼にしては子供みたいな反応だ。

　そんな敬人さんをどこか申し訳なさそうに眺めて、零さんも視線を観客へ向ける。

「ふふん、勝てるとは思っておらんじゃろうに。おぬしらも見たろう、『Trickstarトリツクスター』の輝きを……？　あれこそ、新時代の幕まく開あけを告げる曙しよ光こうじゃ♪」

　眩まぶしそうに目を細めて、零さんは世界のすべてを俯ふ瞰かんしている。目ま映ばゆい輝きに満みち溢あふれたステージで、全身を黒く染めた彼だけが異物だった。けれど圧倒的な光にかき消されることもなく、踏ん張るようにして立って──零さんは恍こう惚こつとした。

「光が強ければ強いほど、影も濃こさを増す。その影こそ、我わが輩はいたち『UNDEAD』の領分じゃ。この立場も、なかなか心地よいのう♪」

　そして所在なく突っ立っていた私へ、まさに魔ま物ものめいて手て招まねきしてくる。

「さぁ、転校生の嬢じようちゃん。もう一歩、前へでるとよい」

　そう言われても、何だか気き後おくれしてしまう。戦ったのは『Trickstar』のみんなで、私は単なる傍ぼう観かん者しや。この場に立つ資格はない、とまでは卑ひ下げしないけれど。それは、私をここに招いてくれたスバルくんたちに失礼だけれど。

　やっぱり、物もの怖おじしてしまう。私は、意い気く地じなしだ。

「遠えん慮りよするでない、本日の主役はおぬしらじゃ。我輩は陰かげながら、せめて喝かつ采さいを贈ろう」

「う～む。朔間先輩とちがって、俺たちはあんまり引き立て役って好きじゃないんだけどな？　まぁいいけどね～、特訓もライブも楽しかったし」

　そんな情けない私の背中を押しながら、『2winkトウウインク』の葵あおいひなたくんが最後に登場した。さりげなく私の手をとって、一緒に輝きのなかへつれていってくれる。光が増していく。歓かん声せいが近づいてくる。あぁ私は舞踏会に招かれた、そこらの庶しよ民みんの娘むすめである。

　せめて『Trickstar』のみんなの努力を、戦いを無にしてはいけないと思い、がちんごちんに緊張しながらも背せ筋すじを伸ばして立った。愉ゆ快かいそうに、ひなたくんがそんな私の背中とかをつんつん突いてくる。

　彼は完全に、リラックスしている。舞台慣れしている。アイドルだから当然──というわけではないだろう、不思議な落ち着きがある。

「俺たちはまだ一年生、未来があるもんね。ゆうたくんと一緒に、今度は俺たち『2wink』が頂点を目指すよ～♪」

「おぉ、ひなたくんのほうじゃったか。おぬしのほうが、『2wink』のリーダーだったのじゃのう？」

　私に無体な悪戯いたずらをしているひなたくんを、苦笑しながら零さんが諫いさめてくれる。和わ気き藹あい々あいとした雰囲気だ──軽音部のみんなには、ずっと特訓に付きあってもらったから。気心も知れているし、絶対に私を傷つけないと信用できる。

　深く息を吸って吐いて、すこしだけ零さんの後ろに隠れさせてもらいつつ、ひなたくんに手を握にぎられたまま──私もようやく正面を向いた。

　これがいつも、アイドルたちが見ている景色。

「まぁ、俺がお兄ちゃんですからね～。ていうか、いいかげん俺たちの見分けをつけてくださいよ朔間先輩？」

　ちょっと驚くぐらい気安く、ひなたくんが零さんの背中に頭を押しつけてぐりぐりする、謎の愛情表現（？）をしていた。

　常に『2wink』はふたりで行動しているから、ゆうたくんがいないとひなたくんはちょっと心細いのだろうか。スキンシップが、いつもより過か剰じような気がする。

　欠けているとも、足りないとも思わないけれど。何だかひとりでいると、ひなたくんが普段より人間らしく見えた。物もの珍めずらしくて、じろじろ眺めてしまう。

　そんな顔をしていたんだね。

　まだ私は、双ふた子ごなどと呼んでひとくくりにした彼らの表層、その一いつ端たんにすら触ふれられていない。そんな気がする、これからもっと深く知りあっていけるだろうか。

　せめて、ふたりの見分けがつくぐらいには。

「おまえら、無む駄だ口ぐちがおおいっ！　黙だまってろ、結果発表をするぞ～☆」

　じゃれあっている私たちに小言を飛ばして、なずなさんが両手を振り上げる。
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「さてさて、皆さん静せい粛しゆくに！」

　手品みたいにマイクを取りだして、なずなさんが改めて観客たちへ呼びかける。夢ノ咲学院で過ごしていると、毎日のように聞こえてくる耳に馴染み深い声だ。

　彼は放送委員会の長だ、こういう仕事も手慣れているのだろう。

「厳正な集計の結果、本日の『Ｓ１』における各『ユニット』の得票数と順位が確定しました！　それを、今から発表しま～す♪」

　ついに、運命の瞬しゆん間かんだ。

　愛らしい兎の導みちびきのもと、新世界の幕が開く。

「得票数とその内訳……観客の何人が何点ずつ投票したかは、後ほど夢ノ咲学院公式ＨＰホームページに掲けい示じします！　興味があるひとは、そっちを見るよ～に！」

　ステージの後方にある画面に、ＨＰのアドレスなどが並んでいる。順位も、そこにきちんと表示されるのだろう。それを用意したのも、なずなさんたちだろうし──彼はすでに得票数や、順位などを把は握あくしているのだろうか。

　結果が気になってなずなさんを見つめてしまったけれど、彼は片目を瞑つむって思わせぶりな態度をとるだけだ。すこし、不安になる。

　なずなさんは明るい雰囲気だし、おそらく十中八九、大丈夫だろうけれど。やはり怖い、未来はいつでも不確実だ。

　入念に策を練ねり、特訓を積み重ね、血の汗と涙を振り絞しぼって……。おおよそ死力を尽くして作戦どおりにすべてを進行させ、『Trickstar』のみんなは予想以上に素晴らしいパフォーマンスを見せた。けれど、それでも確実に勝てたという保証はないのだ。

　ライブは水みず物もの、いいや生なま物ものであろう。私たちが想定していない手を『紅月』が打っていて、あるいは私たちがどう足搔いても変えられないほど夢ノ咲学院における生徒会の権けん威いが盤ばん石じやくで──すべては無む駄だ、無意味で、私たちは敗北する可能性だってある。

　結果が発表されるまでは、その可能性、『～かもしれない』が脳のう内ないを暴あばれ回って踏みにじっていく。初めてのライブだ、反省点がないわけではない。絶対に勝てるなどと断言はできない。次から次へと不安な要素が思い浮かび、全身で震ふるえる。

　針のむしろだ。生きた心地がしない。

　逃にげだしたいぐらいだけれど、それだけはしてはならない。

「この場では、『順位』のみ発表します！」

　一列に並んだ私たち──私、ひなたくん、零さん、敬人さんの前を、なずなさんが悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽしていく。容疑者に己おのれの推理を開かい陳ちんする、名探偵みたいに。

　あるいはクイズ番組の司会みたいに、たっぷりとした間を取って──。

「まず第四位……つまり最下位は、『2wink』！」

「はいは～い。まぁそうだろうね、でもいちおう言い訳させて？」

　最初にスポットライトに照らされたひなたくんが、ちょっと道どう化けた態度で前へ進みでる。不満そうにくちびるを尖とがらせて、喜劇の役者みたいにその場に跪ひざまずいた。

「俺らは持ち時間を超過してパフォーマンスをしてたから、得票数を減らされちゃっただけ！」

　怨うらみ節ぶしにも聞こえそうな言い分だけれど、態度がおどけているので嫌いや味みな感じはしない。微笑ましく、誰だって同情してしまう。

　そうだ。私たちのために、『2wink』はその身を擲なげうってくれた。捨て石などとは誰にも言わせない、本人たちにだって……。もしも私たちが勝利できたならば、それは確実に『2wink』のお陰かげだ。特訓し、全力で舞台上を飛び跳ねて、輝きのなかへ導いてくれた。

　彼らこそが、功こう労ろう者しやだ。もう、足を向けて眠れない。

「最下位だからって、『2wink』を馬鹿にしないでね～？」

　過剰な演技で両目に涙まで浮かべたひなたくんに、なずなさんが苦笑いする。

「必死だなおまえは。まぁ記録によるとこれが『2wink』のデビュー戦らしいし、初登場で最下位って印象悪いだろうしな～？」

「そのとおり！　そうやって、自分たちを犠ぎ牲せいにしてまで盛りたてたんだからね……。必ず勝ってよ、『Trickstar』！」

　一瞬で表情を明るくすると立ち上がり、ひなたくんは出しゃばらずにさっさと後列に引っこむ。軽やかに動いて、私と朔間先輩の背中を叩いていた。

　ストレス発散の八つ当たりだろうけれど、力強い鼓こ舞ぶでもあった。

「朔間先輩の、『UNDEAD』が勝ってもいいよ？　どっちでもいいから、俺たちの屍しかばねを越えていけ～！　勝利を摑め～！」

「ところが、残念！　『UNDEAD』は、第三位～♪」

　ひなたくんに釣つられたのか、やや大おお仰ぎようになずなさんが肩をすくめながら言った。





[image: ]






「うむ、予定調和じゃの」

　ひなたくんに背中を押されるようにして、零さんが一歩だけ前へ進みでる。この展開は予想していたのだろう、動きにまったく淀よどみがなかった。

　脚本で決められた演技をするみたいに、自然な振る舞いだった。それでも負けは負け、悔くやしくはあるのだろう──やや未み練れんたらしく敗はい因いんを述のべている。

「是ぜ非ひもなし、我輩たちも所しよ詮せんは踏み越えられる屍じゃ。『紅月』と『UNDEAD』の実力は互ご角かく、けれど生徒会の権けん威いによって生徒からの得票を集め、『紅月』が競せり勝つ」

　物わかりの悪い生徒に難解な法則でも説明するみたいに、零さんはいつもどおりの教師じみた語り口だ。思わず、納得してしまう。彼はすべてを理解しながら、己すら囮おとりにして──私たちの奇襲を成立させてくれた。

　勝利だけが報ほう酬しゆうではない。今回のライブですっかり『UNDEAD』のファンになったのだろう観客たちが、この結果に不満を覚えたのかぶうぶうと抗こう議ぎの声をあげている。心地良さそうに、嬉しそうにしながらも──同時に説とき伏せるように、零さんは語る。

「理り屈くつどおりじゃのう、だが対バン形式によって多少は得票を奪った。我らがつぶしあうことで、互いに足下をすくわれて転び……。そんな我らの頭を踏み台にして、高く登りつめたものがおるはずじゃ」

　わかりやすく今回の作戦の骨こつ子しと、『UNDEAD』の立ち位置を提示して、零さんは語り部のように観客たちをひとつの物語に引きずりこんでいく。すべてが、彼の手のひらの上のようだった。雰囲気に吞まれ、観客たちもブーイングをやめてただ見み惚ほれた。

　ひなたくんとは対照的に、悲劇役者のように沈ちん痛つうな面おも持もちで、零さんは語りつづけている。けれど葬そう式しきめいた雰囲気になりかけた瞬間、彼はおおきく両手を広げる。

　喜き色しよく満まん面めん。獲え物ものに襲おそいかかる瞬間の、愉ゆ快かいなホラー映画の主役のような笑みだ。

「喝采せよ、皆の衆！　今こ宵よいの勝者に、拍はく手しゆという名の祝しゆく砲ほうを打ち鳴らすがよい♪」

「んああ、おれの仕事をとるな！　ぜんぶ言わせろっ、結果発表はこっからが良いところ～☆」

　すっかり観客たちの注目を一身に集めた零さんを、ちいさな身体からだでぐいぐい押しのけながら、なずなさんも陽気に語る。

「残る『ユニット』は、ふたつ！」

　ピースサインをして、なずなさんは私と敬人さんを振り仰あおいでくる。それが合図だったかのように、地鳴りのようなドラムロールが聞こえる。徐々に絶え間なく流れていたＢＧＭは音量を抑おさえられ、己の鼓こ動どうを耳に痛いほど強く感じる。

　これ以上、焦じらされたら頭がおかしくなってしまいそうだ──というギリギリまで間を置いてから、なずなさんは私と敬人さんを、交こう互ごに示した。

「常勝不敗の生徒会が誇る最強『ユニット』、『紅月』か！　あるいは新しん進しん気き鋭えいの革命児たち、『Trickstar』か！」

　瞬間、世界が闇で満たされた。真まっ暗くらになる。

　この世の終わりのような、暗黒。

「勝者は、光で照らされる！　スポットライト、どうぞ～☆」

　空気を読んだ観客たちが、点つけっぱなしにしていたサイリウムの光をひとつひとつ消していく。音楽も途切れ、しわぶきすらも聞こえない静せい寂じやく──このまま夜明けはこずに、永遠に何もかもが黒一色に染め上げられてしまうのか。

　ひとは闇を恐おそれる。怖くなって、蹲うずくまりそうになる。

　けれど最後の意地で、私は踏ん張って立つ。やまない雨はない、明けない夜はない。そう信じて全力で戦い抜いた男の子たちの、信じた希望と夢そのもの──。

　煌こう々こうとした輝きが、私の全身に降り注そそいだ。
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「薄々と予感はしていたが、実際に味わうと苦々しいものだな」

　敬人さんが輝きに包まれた私を横目で眺めて、長い沈ちん黙もくの末にぼやいた。

「久しく舐なめていなかった、辛しん酸さんだ。敗北の、味だな」

　己の周囲にわだかまったままの闇を抱きしめるようにして、敬人さんは項うな垂だれる。自らを罰ばつするように、強く爪つめが食いこむほどに拳こぶしを握にぎりしめている。

　歯は嚙がみし、本来ありえないことに──現在の夢ノ咲学院、生徒会の頂点たる彼は敗北感に打ち震えているようだった。奇跡がおきたのだ。それを、彼は悟さとってしまった。

　賢かしこく聡さとく、冷静で、理知的であるがゆえに。すべてを、誰よりも早く理解したのだ。

「……度どし難がたい」

「うおっ、眩しい。嬢ちゃん、もそっと前にでよ」

　空気を鉛なまりのように重くする敬人さんの横で、零さんが軽やかに言った。光に打たれて硬こう直ちよくするしかない私の背中を、優しく前へと押しだしながら。

「光は苦手じゃ、ともあれ……おめでとう♪」

「じゃじゃ～ん♪　見てのとおりの結果でした！」

　なずなさんが飛び跳ねて、私の正面で王子さまみたいに腰こしを折る。私の手を取って、高々と掲かかげて見せる。ちいさな男の子が、宝物を見せびらかすみたいに。

「何と何と、大番狂わせ！　今宵の『Ｓ１』を制したのは、ぶっちぎりの得票数で他を引き離し勝利を摑んだ奇跡の『ユニット』！　『Trickstar』だ～っ☆」

　そうしている間にも、観客たちの驚きと祝福の声が強まっていく。

　最初のうちは、ちいさな響きだった。これがどれだけ偉い大だいな、あるいは本来ありえない出来事なのか理解できない一般客たちが、純じゆん粋すいに賞しよう賛さんしてくれていた。

「生徒会の不敗神話が、ついに覆くつがえった！　お集まりの皆さん、この意義がわかるでしょうか？　生徒たちのどよめきで校舎が打ち震えていますっ、それが伝わるでしょうか？」

　その声が、『講堂』のすべてに──夢ノ咲学院のすべてに、世界のすべてに伝でん播ぱしていく。ゆっくりと私たちの成し遂とげた成果が実感され、理解されていく。浸しん透とうしていく、それは一気に爆ばく発はつした。

「この瞬間、夢ノ咲学院はおおきく揺ゆれ動いています！　亀き裂れつが走り、新風が吹きこんできました！　光が差しこみ、新たなスターたちの輝きに照らされていきます！」

　ビッグバンのようだった。新しい宇宙が、花開いていく。

　新時代が。新しい物語が。旧きゆう弊へい的てきな何もかもを吹き飛ばして、膨らみ広がっていく。ほんとうに、開花そのものだ。瑞みず々みずしい生命力が、縦じゆう横おう無む尽じんに逬ほとばしっていく。

　この舞台を中心にして、何もかもが切り替わり、始まっていく。

「おめでとう、『Trickstar』！　おまえらが勝者っ、おまえらがナンバーワンだぞ～☆」

　私たちは──。

　勝ったのだ。
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「うっわ、マジで勝っちゃったの？　おめでとう、転校生さん！」

　ひなたくんが、いきなりサッカーの試合でゴールを決めたひとにするみたいに後ろから飛びついてきた。当然、踏ん張りきれずにぶっ倒れた。頭というか全身を舞台にぶつけて、その痛みで私はようやく我に返った。

　呆然としていた。あらゆる感情が頭のなかで溢れて、やたら涙ばかりがでた。

　赤ん坊みたいに泣いている私に、ひなたくんが抱きつきながら快かい哉さいを叫んでいる。

「いやぁ妬ねたましいっ、羨ましいよ！　勝てて良かったね、特訓に付きあったお礼はいつかしてね～♪」

　ひなたくんが何を言っているのかもわからず、私はうんうん頷うなずく。ＯＫだよ。何でもしてあげる。この悦よろこびに、幸福感に支払える対価なんか持ちあわせていないけれど。

　ひなたくんの熱く火ほ照てった肌はだに触れながら、私は馬鹿みたいに泣いた。涙が次から次へと溢れる、脳神経が乱れに乱れて何だかパニックになってしまっている。

　けれど、それが心地良かった。夢にまで見た、奇跡の直ただ中なかにいる。

「……ふう、さすがに緊張したわい。最後の最後まで、冷ひや冷ひやしたぞよ」

　やめんか、と零さんが無法を働いているひなたくんの首元を摑み、あっさりと片手で抱き上げながら苦笑いする。経験を積んだ彼にとってもなかなか肝きもが冷える展開だったのか、安あん堵どの吐と息いきを漏もらしていた。

　ついでのように倒れ伏した私に手を差し伸べ、立たせてくれながら──。

「おぬしらは、まだ足りぬ。薄はく氷ひようを踏むような勝利じゃ、けれど勝利は勝利じゃの♪」

　零さんは、神妙に告げてくれる。

「おめでとう」

　その言葉で、ようやく実感が湧わいてきた。見苦しく泣きじゃくっていた私の頭を、もふもふと、やや乱らん暴ぼうに撫なでてくれる。それだけで、苦労してきた甲か斐いがあった。

　生まれてきた、甲斐が。

　思わずひなたくんを真ま似ねるわけでもないけれど、零さんに抱きついた。夢む中ちゆうだった。わけのわからない激情を、興こう奮ふんを、ぜんぶぶつけるような体当たりだ。

　このままだと破は裂れつしてしまう、あらゆる感情のために。だから、受け止めてもらいたかった。安心感そのものの、彼に。

　楽しそうに、零さんはひなたくんと私を片腕ずつに抱いて踊っていた。

　ときおり死人のように見える彼が、そのときだけは奔ほん放ぽうな若者らしく。

　牙きばのようにも見える八や重え歯ばを覗のぞかせて、零さんが満面の笑みだ。

「そして、ありがとう。この学院の時計を進めてほしいという、我わが輩はいの願いは叶った。こんなに嬉うれしいことはないのう、くっくっく☆」

「大団円って感じですけど！　優勝『ユニット』は規定にのっとって、アンコールとして最後にもう一曲だけパフォーマンスすることができます！」

　何やってんだおまえらは、みたいな目で私たちを眺めていたなずなさんが──己の職分を忘れずに、勢いよく語りつづける。

「『Trickstar』の面々、どうぞ！」

　舞台袖そでに向かって、なずなさんが手て招まねきをする。そうだ、まだ終わりではない。アイドルならば──最後まで、ライブをやり遂げなければ。せっかくホームランを打ったのに、本ほん塁るいを踏まずにはしゃぎまわっていたら間抜けすぎる。

　最後のステップまで、踊りきらなくては。集まってくれた、そして『Trickstar』を評価し投票してくれた、愛すべき観客たちのためにも。

　なずなさんに導かれるまま、『Trickstar』の面々が待ってましたとばかりに飛びだしてくる。まだまだ元気だ。彼らも、ほとんどが泣き笑いみたいな顔をしている。彼らのすべてが報むくわれた瞬間だ、その人生のすべてが──。

　祝福したい。ともに分かちあいたい、私はそのために生まれてきたのだ。

「観客の皆さんも、全員お立ちください！　彼らの勝利を祝いわいつつ、パフォーマンスに酔よいしれましょう！　宴うたげの始まりだ～！　おい『Ra*bits』のみんなも舞台にあがってこいっ、バックダンサーをしてやろう♪」

　なずなさんが、ちゃっかり自分の子供たちまで舞台へ招待している。歴史が切り替わった、その偉い業ぎようを褒ほめ称たたえるための祝賀会へ。いちばんに光みつるくんが飛びだして、ひとっ飛びで舞台に上がってくる。遅れて友也くんが、私よりもずっと泣いている創はじめくんの手を優しく引きながら登とう壇だんしてきた。

　ちょうどよく舞台に出てきた『Trickstar』と合流し、入り交じって、もうすでに踊り始めている。幸せそのものの、平和な光景だった。

『Trickstar』のみんなは、『Ra*bits』のみんなの悪あく夢むを吹き飛ばしたのだ。

「踊り明かすぞ～っ、めでたいっ☆　よかったよかった、喜びを分かちあうぞ～♪」

「そうじゃの、『UNDEAD』も登壇せよ！　ゆうたくんもおいで！　みんなで摑んだ勝利じゃ、みんなで祝うのが道理じゃのう♪」

　ちょっと悪のりするみたいに、零さんが自分の仲間たちや、かわいい後輩を舞台へと招く。呼ばれる前から駆けだしていた晃こう牙がくんの後ろから、暴ぼう走そうしがちな彼の手た綱づなを握るみたいにアドニスくんとゆうたくんもついてくる。すこしだけ遅れて、自分だけ出てこないのもどうかと思ったのか──薫かおるさんが、観客に投げキスなどをしながら登場。

　どんどん、仲間が増えてくる。歓声や拍はく手しゆも、それに伴ともなって広がり強まっていく。

　これは本来、ありえない光景だった。生徒会の築きずいた盤ばん石じやくなシステムに支えられていたライブ──ドリフェスでは、すべてが予定調和だった。

　勝者はあらかじめ決められていて、番狂わせはなく、観客が驚き目を見張るような展開はない。いつもどおりの、ルーチンワークだった。けれど今、私は初めてアイドルのライブを目もく撃げきしたのかもしれない。永遠に記き憶おくに留まる、一夜の夢を。

　その華々しくも幸せな、御お伽とぎ噺ばなしのような結末を。

「…………」

　どんどん集まってくる『UNDEAD』たちの流れに逆行するみたいに、ただひとり、舞台袖へ引っこんでいくものがいる。振り向きもせずに、ひっそりと撤てつ退たいしていく。

『紅月』の首魁、敬人さんである。その表情は、私のほうからは角度的に見えない。決して笑ってはいないだろう、彼は今まさに敗北したのだ。

　それでも無様に逃げるような素振りはなく、堂々と闊歩して去って行く。誇り高く。その姿は──負けたときにすら見苦しく乱れられないのは、憐あわれですらあった。

　けれど。敗者を憐れむことほど、恥はじ知しらずなことはあるまい。

「おや、蓮巳くん。どこへ行くのじゃ、後輩に倒されるのは先輩の誉ほまれ……。ともに祝おうぞ、などと言うのは酷こくかのう？」

　零さんがその背中に、とどめをさすわけでもないだろうけれど──痛烈に言い放った。

「同情はせんがの、これから大変じゃの♪」

「こちらの台詞せりふだ」

　無視しても良かっただろうに、敬人さんは真ま面じ目めに応える。一瞬だけ肩かた越ごしに振り向いた、その瞳には烈れつ火かが宿っている。仁に王おうの憤ふん怒ぬだ、まだ彼の意い気く地じは挫くじけていない。

「今日だけは浮かれるがいい、泡うた沫かたの栄光に酔いしれるがいい。……これ以上は、何を言っても負け犬の遠とお吠ぼえだ。敗者はただ、舞台から去るのみ」

　零さんの相手をしてしまったのが不本意なのか、汚れを拭ぬぐうような仕草をして、敬人さんは足早に遠ざかっていく。最後にいちどだけ、『Trickstar』を射い殺ころすように睨にらんで。

　彼はおそらく久方ぶりに、敗者として舞台から降りる。

「この屈くつ辱じよく、忘れんぞ」

「ばいば～い☆　よっしゃ勝った～っ、俺たちが勝ったんだ！」

　テンションが上がっているスバルくんが、敬人さんにとってある意味ではいちばん屈辱的であろう──無む邪じや気きな仕草で手を振って、何度も跳ねて喜びを表現する。たっぷりパフォーマンスをした直後なのに、ものすごく元気だ。

　そんなスバルくんの相手をしている余裕もないのか、放置して、北ほく斗とくんが我が身を抱きしめて途方に暮れたような顔をしている。

「信じられん。夢を見ているようだ……。今さらになって、震えがきた」

「大丈夫か北斗、背中を支えてやろっか？」

　そんな北斗くんの肩を気安く叩いて、真ま緒おくんがいつになく真しん摯しに告げる。

「肝かん心じんなとこ抜けてんな、おまえは。しっかりしろよ、これは死刑台につづく道じゃない。玉座へとつづく道だ、俺たちが勝ったんだ」

　興奮冷さめやらぬ舞台の中央へと、ぎくしゃくしている北斗くんを支えて導きながら、真緒くんが踏みだしていく。他のみんなとちがって、真緒くんはすこしだけ複雑そうな表情だ。そうだろう──彼にとっては、生徒会も仲間なのだから。

　半身を傷だらけにしながら、彼は栄光と勝利を得た。その結果は、まだ誰にもわからない。けれど後こう悔かいはしていないのだろう、真緒くんは前をしっかりと見み据すえている。

　いつもみたいな、異様に魅み力りよく的てきなだらしない感じの笑みを浮かべる。

「せっかく勝ったってのに、アンコールの演奏でドジ踏んじゃ格かつ好こう悪わるいぜ。最後まできちんと、アイドルとしての務つとめを果たすぞ？」

「えっとえっと。でも正直、勝ったときのことぜんぜん考えてなかったんだけど。もう一曲やるなんて聞いてないよ、どの曲にするの？」

　誰よりも先行してからビクッとしてまたみんなのところに戻る、みたいな落ちつきのない動きをしていた真くんが、縋すがるように仲間たちを見ている。

　彼は見るからに浮き足立っていて、まともに歩けないのか転びそうになり、そのたびに真緒くんに引っぱりあげられている。糸の切れた操あやつり人形みたいだ。見ていてはらはらする……。でもまぁ、ここで偉えらそうに勝ち誇るのも真くんらしくはない。

　普通、こんな状況に叩きこまれたらまともではいられない。私も泣きっぱなしだ。当たり前の人間らしい反応をする彼の存在が、『Trickstar』を人の世に留めている。

　アイドルでもあり、高校生でもある彼らの──現世との楔くさびになっている。放っておいたら宇宙まで吹っ飛んでいきそうな彼らを、この地上へ繫つなぎ止めてくれている。

　自分より慌あわてているひとを見て逆に冷静になったのか、北斗くんが潔く決断する。

「そうだな、新曲でいこう。俺たち全員の見せ場がある、今この瞬間の俺たちの気持ちを──歌詞が、メロディが表現している。輝きを放とう。俺たちらしい、あの曲で」

　その意見には、他のみんなも異議はないようなので、北斗くんが音おん響きようまわりのスタッフと遣り取りしているなずなさんへ歩み寄る。小声で、アンコール曲を伝えている。そういうのは事前にちゃんと決めとけ、などと怒られているのだろう、北斗くんが何度も頭を下げていた。最後まで完かん璧ぺきには振る舞えない、生まれたばかりの『Trickstar』。

　けれど。そんな彼らだからこそ、旧弊的なシステムによって硬こう直ちよくした夢ノ咲学院を変えられたのだ。新風を吹かせ、淀んだ空気を吹き飛ばしてしまった。

「……転校生も舞台から降りるなよ、真ん中にいてくれ。この輝きの中心で、笑っていてほしい」

　じわじわと勝利の実感が湧いてきて、映画でも観るようにみんなを眺めていた私に、戻ってきた北斗くんが囁ささやいてくる。私の制服の裾すそを摑んで、逃がさないようにしながら。

　大丈夫。そばにいるよ、あなたたちがそれを赦ゆるしてくれるかぎり。

「んじゃあ行くぞ～っ、アンコールありがとう！　投票してくれてありがとう、祝ってくれてありがとう☆」

　さっそく流れ始めた音楽にあわせて、スバルくんが楽しそうに叫ぶ。こういうとき、率そつ先せんして動くのはいつでも彼だ。私たちの、一番星。

「どれだけ感謝しても、足りないよ！　きみたちの笑顔が、声援が、俺たちの道行きを照らしてくれたんだ！　感謝をこめて歌うよ、『ONLYオンリー YOURユア STARSスターズ』！」

　新曲の名前を、高らかに口にする。この日のために何度も何度も聞いていたので、もういつでも私の頭のなかに流れている曲だ。ほとんどの観客たちにとってはまだ聞き慣れないだろうけれど、いつか耳にこびりついて取れなくなるほど夢中になる。

　軽快で楽しくて、幸せで、夢と希望に溢れていて──。

　ううん。そんな青春を望んだ、男の子たちの革命歌だ。

「歓声と歌声で、俺たちの魂たましいで、この世界のぜんぶを輝きで満たそう！」

　短すぎるイントロの直後、いきなり歌が始まる。待ちきれない、早く歌いたい──そんな高校生でありアイドルである彼らの、等身大の想いをこめて。

　だからこそ心に響く、輝く宝石のような歌声を。

「今日はほんとうに、ありがとう～！　みんなみんな、愛してるよっ♪」

　愛を叫んでから、スバルくんが歌う。北斗くんも、真緒くんも真くんも、周りに集まっているアイドルたちも──観客も、花咲くような最高の笑顔で。

　あぁ、満足だ。素晴らしい。もう、涙で前が見えない。それがもったいないぐらい、幸せな光景だった。愛と希望と、キラキラした夢で満ち溢れていた。

　これが御伽噺だったら、めでたしめでたし、と記しるしてお終しまいにできたのだけれど。
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　真夜中の夢ノ咲学院は、籠ろう城じよう戦せんを終えて必死に戦っていたものたちが脱だつ出しゆつあるいは解放、あるいは死に絶たえたかのように静まり返っている。『Ｓ１』を観戦するため集まっていた観客たちは、生徒も含めてすでに帰き路ろについている。

　まだ遠くからは興奮冷めやらぬ人々の声が、夢ノ咲学院の程近くにある海から響く潮しお騒さいと混じって谺こだましている。それらの物音や声もやがて遠ざかり、寂せき寞ばくとした無音となる。

　完全下校時刻はとっくの昔に過ぎており、校内は消しよう灯とうされている。王おう侯こう貴き族ぞくの住まいじみた生徒会室にのみ、灯あかりが点いている。そこに、自決を待つ敗軍の将兵たちのような苦々しい顔の生徒会役員たちが集まり──終わらぬ事後処理に追われていた。

　書類をめくる、あるいは筆を走らせる音のみがときおりあがるものの、会話はない。当然だろう。この日──生徒会の築きあげた盤石なシステムには亀裂が走り、彼らの権威にはひび割れが生じた。帝国は、落らく日じつを迎えようとしていた。

　これで浮かれて馬ば鹿か話ばなしなどをしていたら、彼らの神経を疑う。けれど敗北によって心が折れた様子もなく、淡たん々たんと日常業務をこなしている。憤怒と苛いら立だち、敗北感と後悔に臓ぞう腑ふを焼かれながらも、彼らは生き真ま面じ目めに己の敗戦を記録し、膨ぼう大だいな後始末を処理していた。

　忸じく怩じたる思いであろう、私には想像することすら烏お滸こがましい。実際、しばらく生徒会のものとは顔をあわせたくないぐらいだ──どんな顔をしたらいいかわからない。

　私たちは卑ひ劣れつな騙し討うちを仕掛け、まんまと首級をあげて凱がい旋せんしている。せめて屍し体たいに鞭むち打うつことなく、彼らの健けん闘とうを讃たたえ、明日に備そなえるしかない。

　しかし私たちのなかで、ひとりだけ──今日を昨日にしてさっさと撤てつ収しゆうもできない立場のものがいる。生徒会役員、会計の衣い更さら真緒くんである。

「失礼します」

　換かん気きのためにか開きっぱなしだった生徒会室の出入り口へ、真まっ直すぐに進んで、真緒くんはちいさく頭を下げる。返事はないけれど、律りち儀ぎに遅参した理由を述べた。

「遅くなってすみません。さすがにドリフェスの直後で疲れきってて、すこし休まないと動けなくて。何か、仕事ありますか？　俺、何でもやりますよ～？」

　彼らしい愛あい想その良さで、にこやかに呼びかけたけれど──。

　やはり、返事はなかった。痛いほどの沈ちん黙もくが、場を満たす。

（うっ、空気が重い！）

　さすがの真緒くんも怯ひるんで、それ以上は声もだせずにいる。

（当たり前か。ついさっき終わったドリフェスで、生徒会はその権威に亀裂を入れられた。顔面に唾つばを吐かれたんだ、平然としてるほうがおかしい）

　頰ほおを搔かいて、真緒くんはとりあえず自分のデスクへと向かうつもりだろう、みんなを刺し激げきしないようにか足音をたてずにゆっくりと歩いた。葬式で、焼しよう香こうでもあげているみたいだ。じりじりとした緊張感に、真緒くんは炙あぶられている。

（な～んてな、他ひ人と事ごとみたいだけど。俺は当事者だ、裏切りものだ。信用を逆手にとって、生徒会に反はん旗きを翻ひるがえしたんだ。殴なぐられるぐらいで済めばいいけど──どんなお裁さばきを受けんのかな、怖いな～？　むしろ罵ののしってくれたほうが気楽なんだけど、みんな無言だし！）

　室内には制服に着替えて淡々と書類を捌さばいている敬人さん、ふて腐くされた様子で机に頰ほお杖づえをついてそっぽを向いた生徒会書記──姫ひめ宮みや桃とう李りくんの他に、若じやん干かん名めいがいる。けれど誰ひとり、真緒くんに反応しない。部屋の真ん中からやや逸それた位置にある事務机、そこで無表情のまま動かない敬人さんの態度を気き遣づかわしげに見ている。

　敬人さんが何らかの反応を示すまで、他のものも態度を決めにくいのだろう。骨の髄ずいまで生徒会による支配が浸しん透とうしている、どころか権威そのものである彼らにとって、今日の出来事は予想外だっただろう。想像もしていなかった事態を前に、動けない。

　彼らの城は、陥かん落らくしたのだ。勝者たる『Trickstar』に媚こびを売って従属するか、それとも生徒会へ操みさおを立てて忠節を誓ちかうべきか、関わらずに第三者として事態をやり過ごすべきか──正解が、安心して思考停止するための指針がなくて、途方に暮れている。

　唯ゆい一いつ、ちょっと意い地じ汚きたなくボールペンを指先で回していた桃李くんが、真緒くんを子供らしい純じゆん粋すいさで眺ながめている。

　あの【龍りゆう王おう戦せん】でスタンガンを振り回し、悪あく童どうのように暴れていたのが噓うそみたいに、今の桃李くんは悄しよう然ぜんとしている。生徒会の権威を笠かさに着て大暴れしていた彼にとって、今日の出来事は寄って立つものがすべて崩くずれ去ったような衝しよう撃げきだろう。

　怒っているというよりは、ひたすら理解できない、という顔でやたら首を傾かしげている。目の前で、大事なひとが殺されてしまった憐れな被害者のようですらあった。

　喋しやべらずにいると、桃李くんは芸術品のように綺き麗れいだ。大事に大事に育はぐくまれ愛を注がれてきたのだろう、未み成せい熟じゆくながらも染しみも歪ゆがみもない美び貌ぼう。お姫さまのように麗うるわしい桃色の髪。不ふ思し議ぎな造形のぬいぐるみが、まるで主あるじを心配するみたいに、桃李くんを見上げる角度で制服のポケットから垂たれている。

　そのぬいぐるみを無意識にか撫でながら、桃李くんは疑問と怒りの矛ほこ先さきをようやく見つけてむしろ安心したのか、真緒くんをぞっとするほど無む垢くな双そう眸ぼうで睨んだ。

　そうやって感情を示してくれるほうが気楽なのだろう、真緒くんははにかんで桃李くんに微笑ほほえみかける。感謝するように。桃李くんはギョッとして、また目を逸らした。
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（まぁ、『けじめ』をつけるしかない。俺が『Trickstar』に全面的に協力して、一緒になって革命を起こしたのは曲まげられない事実だもん）

　真緒くんは吐と息いきを漏らして、己のデスクに着席する。真正面に桃李くん、すぐ横に敬人さんという、考えただけで臓腑がよじれそうな位置である。

（でもせめて、俺だけに非難が集中するように取り繕つくろうべきだろうな）

　それだけ彼は生徒会においても重要で、高い地位にいたのだ。副会長である敬人さんのすぐそば、いわば腹心のいるべき位置に。信頼され、重用されてきた。

　けれど、彼は生徒会を痛つう烈れつに裏切った。

　時代が時代ならば石を投げられ責められて、処刑されてもおかしくはない。命までは取られなくても、同様の悪あく罵ばや痛みに苛さいなまれるはずだ。

　それでも真緒くんは、それを我が身に受けることを選んだ。

（俺が責任をとることで、『Trickstar』が制せい裁さいを受けることのないように……。あいつらは、『これから』だもんな。学院を変革していく、今がいちばん大事な時期だ）

　仲間たちのことを思い浮かべ、ちからに変えて、真緒くんは現実と向きあっている。強く優しく賢い彼は、いくらでも避さけられただろうに──受難の道にあえて進んだ。

　哀しみゴルゴタの丘を歩く、救世主のように。

　来たるべき新世界のために、犠ぎ牲せいになろうとしていた。

（俺が、あいつらの防ぼう壁へきになってやらないとな。そのために、俺は生徒会と『Trickstar』の真ん中にいるんだ。貧びん乏ぼうくじっぽいけど、望んでそんな立場になったんだ）

　地獄の責め苦のようなストレスと悪意、怒りに晒さらされながらも──真緒くんはそれらを己が引き受けるために、逃げずにこの場にきた。

　賞しよう賛さんされるべき、勇気ある行動だった。

　刃やいばを手に取り殺しあうよりずっと、悩ましく重苦しい戦いを、彼はつづけている。

（あいつらだけでも、前を見て進んでくれないと……。死んでも、死にきれない。裏切りものの汚お名めいを着てまで、協力をした甲斐がない）

　覚悟を決めて、真緒くんは全身に活を入れる。

（毒を食らわば、皿までだ）

「衣更。何を『ぼう』っとしている、事務仕事をしてくれ」

　この場にいるだけで神経をすり減らし、いっぱいいっぱいな真緒くんに、まるで助け船をだすみたいに敬人さんが呼びかけた。重苦しい空気が、ふっと弛し緩かんする。

「通常どおりの、ドリフェスの事後処理もあるが……。今回は非常事態が多発していた、火消しが終わらん。それらを処理するために、貴様の能力が必要だ」

　感情を含まない、けれど刺とげ々とげしさはない──穏おだやかな口く調ちようである。

「徹てつ夜やは覚悟しておけ。後ほど、今回の件についての貴様への処分は伝える」

　笑みすら浮かべて、敬人さんはたぶんいつもどおりの態度で語る。

「とはいえ、貴様はルール違い反はんをしたわけではない。所属する『ユニット』のために全力を尽くし、また見事なライブパフォーマンスを見せた」

　他の生徒会のものにあえて聞かせるように、ライブの直後だというのにやや強めに声を張っている。それは敬人さんからの、わかりづらいけれど、真緒くんへの気遣いだ。

「アイドルの鑑かがみだ。貴様は、夢ノ咲学院の生徒として当然の振る舞いをしただけだ。とくに処しよ罰ばつを与えるつもりはない、説教程度で済ませてやる」

　むしろ賞賛するような、言い分である。敬人さんは困っているから助けてくれ、みたいな態度で──真緒くんを立てるようなことすら言っている。

　お陰でだいぶ呼吸がしやすくなったのか、深く息を吸う真緒くんに、つい先せん刻こくまで私たちの最大の敵として振る舞っていた敬人さんは──真緒くんの仲間として発言する。

「だから今は、生徒会役員として果たすべき仕事を果たしてくれ」

　その言葉と態度に、真緒くんはどれだけ救われたことだろう。
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　しばし反応できずに、けれどすぐ意図を察して──真緒くんは苦笑いした。

　裏切りもの、敵として糾きゆう弾だんされる覚悟はしていても、まさかこんなふうに受け入れられるとは思っていなかったのだろう。敬人さんは私たちが考えていたよりずっと公平で、真面目で、安っぽく怒りだすほどの愚おろかものではなかった。

　大人物なのだ。これまで夢ノ咲学院の秩ちつ序じよを支えてきた、副会長は。

「……ずいぶん甘い処置ですね。生徒会をクビになる、どころか学院から追放されることも覚悟してたんですけど？」

「誰かを退学にするほどの権限は、俺にはない。それに、公私混同はしない主義だ」

　真緒くんがきわどいことを言ったけれど、敬人さんは余裕で受け流した。

「今回の件は、たしかに腹立たしいが……。私し怨えんを晴らすために生徒会の権力を用いるのは、公正ではない。すべては、『Trickstar』を侮り、慢まん心しんしていた俺の咎とがだ。処罰を受けるなら、俺のほうだ。自分自身が不ふ甲が斐いない、生徒会の威い信しんに泥どろを塗ぬってしまった」

　おそらく本音から言っているのだろう、敬人さんはむしろ罰してほしいというように、珍しくだらしなく身を投げだすようにして机に頰杖をついた。もう片方の手で顔を覆おおって、深い溜ため息いきを漏らしている。

　大人びた態度ながらも、さすがにノーダメージではないのだろう。声には苦みと、疲労がある。私たちは彼を傷つけ、踏んづけて、築きずきあげてきたものを台無しにしたのだ。

「生徒会長に……英えい智ちに、申し訳が立たない」

　敬人さんは強い。すぐに顔を覆っていた手を振り払うようにしてどけると、再び書類仕事に向きあう。眼鏡を外はずしていちどだけ目元を揉もみ、涙を拭うような仕草をする。

「これ以上、泣き言を口にさせないでくれ。情けなくて、仕方がない」

　けれど実際には泣いていない、すぐに気持ちを切り替えて──為なすべきことを為す。背せ筋すじを伸ばして、真緒くんのデスクに書類の山をいちぶ移動させる。

　過剰に大量の仕事を押しつけることもない、きっと真緒くんに処理できる適切な分量と内容なのだろう。八つ当たりすることもなく、敬人さんは淡々と述べる。

「仕事をしろ、衣更。いま俺から貴様に言えることは、それだけだ」

「うう～！　ほんとに甘すぎですよ副会長っ、信じらんない！」

　こっそり成り行きを見守っていた桃李くんが、不意に怒ど鳴なった。頭を抱かかえて、じたばたと足を動かしてから、真緒くんをやたら指さして喚わめく。

「くそう、この裏切りものめ～！　公開処刑にしてやるっ、パンツ一丁で校門に吊つるして赤っ恥をかかせてやる～！」

「いいから仕事をしろ、姫宮。……衣更の処しよ遇ぐうを決定する権限は、貴様にはない」

　ろくでもないことを言っている桃李くんを、むしろ微笑ましそうに見て、敬人さんは小言を述べた。むしろ自分が怒られたのが納得いかないのだろう──桃李くんは顔を真っ赤にして、駄だ々だっ子こみたいに暴れている。

「くああっ、むかつく～！　良い子ぶっちゃってさ？　やだやだやだっ、ボクは負けるのも馬鹿にされるのも大だい嫌きらい！　こんなことなら無理やりにでも、途中でドリフェスを中止にしとくんだった～！」

「それこそ、末代までの恥でしょう」

　不意に、重たい液体が垂れるような、奇妙に深い声音が響いた。

「ドリフェスを中止にしたら、生徒会が負けるのが嫌で逃げたということになってしまい……。正々堂々と戦って負けるより、よほど名声が失しつ墜ついする結果になったでしょう」

　桃李くんの真横に、その不思議な人物はいつの間にか腰こし掛かけている。否いな、最初からそこにいたのだろうけれど──あまりにも自然に馴染んでいて、声を発するまで誰の意識にものぼらなかったようだった。

　努めて己の気配を、存在感を消して、彼は影のように桃李くんの傍そばに控ひかえていた。

「『たら、れば』の話をしていても建設的ではありません。わたくしが手伝いますから、山のように積まれた仕事をまず終わらせましょうね……坊ぼつちゃま？」

　しごく丁てい寧ねいながらも、有う無むを言わさぬ迫力のある声である。叱しかるというより、何もわからぬ幼おさな子ごに常識を説とくような口ぶりだ。何だか、逆らえない響き。

　恭うやうやしく語っているのは、執しつ事じ然ぜんとした物腰の美青年である。

　綺麗にトリミングされた血統書つきの猟りよう犬けんじみた、短めの髪。目元に浮かぶ、艶あでやかな泣きぼくろ。仮面のような、ぬくもりのない笑み。

　やはりきちんと訓練を受けた猟犬、あるいは軍人のように引き締まった体たい軀く。穏やかな物腰で、制服を着ていなければ同年代には見えない。

　洗練された家具のように美び麗れいで、けれど景観を邪じや魔ましない、独特の存在感。彼は富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しである桃李くんに仕つかえる、使用人──現代では珍しい本物の執事である。

　私とも面識があり、名前も把握している。彼の名前は、伏ふし見み弓ゆ弦づる。どうも彼が仕える桃李くんに付き従い、わざわざ夢ノ咲学院に転入してきたようであり──つまり私と同じく転校生である。私に比べて、かなり馴染んでいるというか落ちついているけれど。

　真緒くんが今さら彼に気づいたように、やや目を丸くしてから呼びかける。

「……伏見。今日も姫宮の世話を焼いてあげてんのか、お疲れさん」

「ええ、それがわたくしの使命ですので」

　にこやかに受け答えしつつ、弓弦くんはとなりに座った桃李くんに叱しつ責せきを飛ばした。

「ほら坊ちゃま、誤ご字じがあります。集中してください」
















「うがあっ、うるさいぞ奴ど隷れいのくせに～！　ボクのやることに文もん句くをつけるなっ、ボクの言うことに絶対服従しろ～！」

　裏切りものの真緒くんが受け入れられているのに、なぜか自分が怒られている現状が不本意なのだろう、桃李くんがストレス発散にか弓弦くんの肩をばしばし叩いた。

「せめて見てるだけじゃなくて、書類仕事を手伝ってよ～っ！　めんどいんだから！」

「と言われましても、わたくしは生徒会の一員ではありませんので……。書類などに、触れるわけにもいかないでしょう」

　むしろ心地良さそうに主の八つ当たりを受け入れつつ、弓弦くんは吐息を漏らした。

「この場にいることすら、本来なら認められません。副会長さまのお計はからいで、特別に許可を得ているだけですからね？」
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「ともあれ。皆さん、お茶を用意いたしましょう♪」

　ばしばし打ちよう擲ちやくされつづけるのを厭いとったのか、弓弦くんが優ゆう雅がに立ち上がって部屋の隅すみっこへと向かう。そこにはなぜか、やけに本格的なお茶の用品が一通りある。高価そうなお茶っ葉の缶。ティーポットにカップ。色とりどりの、お茶菓子まである。

　どこか浮き浮きしながらそれらを見定めている、己の執事──弓弦くんへ桃李くんがボールペンを投げつけた。華麗に、キャッチされる。

「お茶とかいいから書類をやれっ、あと今からでも遅くないから『Trickstar』とかいう連中を皆殺しにしてこいよ！」

　首切りの仕草をして、桃李くんはもはや泣きそうになりながら喚き散らした。

「まず手始めに、衣更先輩から殺やっちゃえ！　むごたらしく殺せ～！」

　そんな主からの命令を聞いて、弓弦くんは困り顔で真緒くんへ頭を下げる。

　暴ぼう言げんを吐きながら。

「すみません、衣更さま。うちのガキが、失礼なことばかり言って」

「いや、姫宮はいつもこんな感じだから……。おまえこそ、こんなクソガキの相手を毎日しなくちゃいけないのは大変だな？」

　同情的な真緒くんの発言にさらに苛立ったのか、言うことを聞かない執事に腹を立てたのか、桃李くんが頭を搔きむしって怒り狂っている。

「『ガキ』って言ったな!?　おまえボクのことあんまり『ご主人さま』だと思ってないだろっ、奴隷のくせに～！　もっと敬え！　チヤホヤしろ！」

「わたくしは奴隷ではありません、坊ちゃまのお目付役です」

　無茶なことを叫んでいる桃李くんを、慣れているのか余裕でスルーして、弓弦くんが敬人さんへ歩み寄る。手早くお茶の準備を整えて、給きゆう仕じしている。

「副会長さま、お茶は如何いかがですか？」

「助かる。ついでに機き密みつ事じ項こうに抵てい触しよくしない範はん囲いで、貴様にも仕事を手伝ってほしい」

　もう深夜だ、疲労もあって眠いためカフェインを摂せつ取しゆしたいのだろう──敬人さんは嬉しそうにティーカップを眺めている。湯気で、その眼鏡が曇くもっていた。

　お茶の礼のように、書類の束を弓弦くんへ差しだしながら。

「正直なところ。姫宮を生徒会の役員に任命したのは貴様がオプションとしてついているから……という点もおおきいぞ、伏見。むしろ優秀な貴様が、なぜ姫宮の部下みたいな立場に甘んじているのか不思議なぐらいだ」

「恐きよう縮しゆくです。ただ、あまり出過ぎた真似をしてしまうと坊ちゃまが機嫌を損そこねてしまうので……。三歩さがって、お手伝いいたしましょう」

「うむ。貴様が助力してくれるなら、意外と早く帰れるかもしれん」

　やんわりと受け答えする弓弦くんに苦笑いしつつ、敬人さんは肩からちからを抜いた。お茶と何気ない会話が、緊きん迫ぱくしていた生徒会室の空気をやわらかくほぐしていく。

　うっかりお茶を零こぼして書類を駄だ目めにしないためにだろう、お茶を飲むことだけに集中するつもりか、敬人さんは書類の山をやや遠ざける。

　ちょっと一服して休きゆう憩けい、という態度だ。疲れていると甘いものもほしくなる、ジャムののったスコーンなんかを上品に齧かじっていた。

「衣更も、気まずかっただろうに……。きちんと生徒会室に顔をだしたその度ど胸きようと、礼れい節せつを評価しよう。やはり貴様は生徒会に必要な人材だ、今後も重用する」

　ついでに重苦しい空気を完全に取り払いたいのだろう、生徒会の──否、敬人さんの真緒くんへの判決を表明する。おそらく、真緒くんが必要以上に罪悪感を抱えこまないように気遣って。潔く己の敗北を認め、余計な疵きず痕あとが残らないように処置したのだ。

「生徒会と『Trickstar』のどちらを選ぶか、優先するかは貴様次し第だいだ。その立場が、今後もずっと貴様を苦しめる。それを貴様への罰として、一件落着としよう」

「……そっすね、こりゃキツい罰ですよ」

　そんな敬人さんの思おも惑わくを、しっかり理解して──真緒くんは笑った。さすがに多少はぎこちないものの、それでも真緒くんらしい笑みだった。
















　柔にゆう和わで、強い。しなやかで、何があっても折れることはない。

　ほんとうに──真緒くんらしい、哀しいほど人間的な笑顔だ。痛みを感じないわけではない、傷を自覚していないわけでもない、それでも真緒くんは笑うのだ。

　すべて理解し、受け入れて、それでも笑うしかない。それが、彼への罰だった。ある意味では、最も残ざん酷こくな運命だった。せめて見苦しく罵ば倒とうされて、憎にくまれて追い払われて、完全に生徒会との縁えんを失ってしまえば──すこしは重荷も減っただろうに。

「でも、ありがとうございます副会長」

「感謝される謂いわれもない」

　そんな真緒くんをむしろ心配そうに眺めながら、敬人さんも微笑んだ。

「次は負けんぞ、絶対に。それだけ、肝に銘めいじておけ」
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　生徒会室が、どこか和やかな雰囲気に包まれる。お茶のかぐわしい香りと、お茶菓子の甘いにおい。それに程良くほぐされた空気に、瞬間、軋きしみが走った。

　いきなり奈な落らくに突き落とすような、理り不ふ尽じんなほど重たく威い圧あつ的てきな声音だ。

「芸能界に、『次』はありませんよ」

「……椚くぬぎ先生」

　頰を張られたように、はっとして敬人さんが顔をあげている。その視線の先──開けっ放しの生徒会室の出入り口に、何者かが出現していた。いつからそこにいたのか、子供たちの遣り取りを茶番だと決めつけて一笑に付すような、小馬鹿にしたような態度だ。

　長身の男性である。音楽家、つまり芸術家のような独特の美意識でかたちづくられた巻き髪。目つきを鋭するどく見せている、鋭い傾けい斜しやのある眼鏡。その奥の、高値で取り引きされる宝石じみた菫すみれ色いろの瞳。体型にあった、折り目正しいスーツ姿。

　凄すごみを感じるほどの美形だ。年を経へるごとに価値が増していく骨こつ董とう品ひんのような。冷たい印いん象しようの、眼鏡の麗人。どこか敬人さんに傾向は似ているものの、この人物に比べたら敬人さんにもどこか幼さが──未完成な部分が垣かい間ま見みえる。

　年齢を重ねるごとに徐々に研ぎ澄まされたのだろう、非の打ちどころのない見栄え。未み熟じゆくな子供たちに比べて、余白がないぶん濃のう厚こうに積み重ねた人生の年輪がある。

　彼は、大人なのだ。制服を着ていないことからもわかるとおり、彼は夢ノ咲学院の生徒ではない。私も面識がある──というか何度か授業を受けたことがある、このアイドル養成学校の教師のひとりである。

　フルネームはたしか、椚章あき臣おみ。

　声楽の授業を担当している、厳げん格かくで──何だか怖い先生だ。

「あなたには失望しましたよ、蓮巳くん。あなたはもっと、優秀な人間だと思っていたのですけどね。何ですか、この体ていたらくは？」

「……返す言葉もありません」

　説教というより、ふつうに処罰するかのような、むしろ殴りつけるような椚先生の発言に──敬人さんは抗こう弁べんしない。粛々と受け入れ、悔しそうに項垂れる。

　それを冷ややかに眺めながらも、椚先生は淡々と用向きを述べてきた。

「ふん。とはいえ、あまり遅くまで居残られても困ります。生徒会の顧こ問もんである私には、監かん督とく責任があります。なるべく早く帰りたいので、さっさと仕事を片付けてくださいね」

　返答を待たずに、一方的に──彼は呆あつ気けなく言ってのけた。

「何なら、私が手を回して今回の件すべてを処理しましょうか？」

「いえ、先生の手を煩わずらわせるわけにはいきません。この不始末は、俺が責任をもって収拾をつけます」

「『責任』ですか。軽々しく、そんな言葉を使うものではありませんよ」

　敬人さんが必死に搾しぼりだしたような言葉を、椚先生は鼻で笑った。

「失敗しても、謝れば許される。どれだけ転んで泥に塗まみれても、涼しい顔でいられる。丁寧に全身を洗われ、新しい『おべべ』を着せられて、また歩いていける」

　挑ちよう発はつしているわけでも、意地悪を言っているわけでもない。

　完全に見下しているような、距離が、溝みぞがある口調で──椚先生は言った。

「よかったですね、蓮巳くん。『次』がある、子供で」

　あまりにもあんまりな発言に、敬人さんはもはや返事もできなかった。ひたすらに屈辱と、怒りを堪こらえている。せっかく平和な雰囲気が取り戻されそうだった生徒会室に、暗あん雲うんが立ちこめる。重苦しい沈黙が、しばし場を満たした。

　それに頓とん着ちやくせず、椚先生は蠅はえでも払うように手を振る仕草をした。

「では、作業が終わったら撤てつ収しゆうしなさい。私は職員室で待たい機きしていますが、何も問題がなければ報告は結構ですから。あなたたちも、なるべく早くすべて片付けて帰りなさい」

　言うだけ言って、そのまま踵きびすを返す。

　振り向きもせずに、部屋にいる全員を──ぺしゃんこにするほどの圧力をこめて。

「愚ぐ図ずは、嫌いですよ」

「お言葉、痛み入ります」

　去りゆく椚先生に、それでも敬人さんは礼節を尽くした。

「お疲れさまでした、先生」

　頭を下げて感謝までしたが、椚先生はまるで反応せず、すぐに廊ろう下かの闇のなかへ消えていった。足音が、ゆっくりと遠ざかっていく。

「……うわぁ、何あれ？」

　椚先生の気配が完全に消えるのを待ってから、桃李くんが顔をしかめてぼやいた。

「相変わらずカンジ悪いなぁ～、顧問だからって生意気！　ハゲてしまえ！」

「気にするな。口より手を動かせ、姫宮」

　敬人さんもさすがに冷静ではいられないようだったが、苛立ちを飲みこみ、目の前にいまだに堆うずたかく積み上がっている書類の山に手を伸ばす。だが彼も完全に己の心を律せるほど大人ではない、つい手にちからをこめすぎて書類を「ぐしゃり」と握りつぶしていた。

　それを恥じるように何度か瞬まばたきして、敬人さんは唸った。

「すべて、今回の事態を未然に防げなかった……。いいや、敗北した俺たちが悪い。何を言われても、仕方がない」

　自分に言い聞かせるように、邪じや念ねんを払うために念仏を唱えるみたいに──低い声で呻うめいている。いっそ桃李くんのように、素直に怒りを表現できたら楽なのだろうけれど。

　部下たちの前で乱れて醜しゆう態たいを晒すことは、敬人さんにはできないのだ。

　行き場のない怒りを抱えたまま、敬人さんは身を震わせる。

「敗者の愚ぐ痴ちも泣き言も、誰にも届かない。この汚名を返上するには、勝つしかない。勝って、すべてを取り戻すのだ。生徒会の威信も、秩ちつ序じよも、何もかも」

　天てん井じようを仰いで、敬人さんは神仏か天使へ懺ざん悔げするみたいに言った。

「勝てば、すべて解決する」
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　先ほどまで激戦が繰くり広げられていた『講堂』の、すぐそば。

　夢ノ咲学院の、広々としたグラウンドである。

　私と、生徒会室へ向かった真緒くんを除のぞく『Trickstar』の面々は肩を寄せあい、ふらふらしながら歩いていた。帰宅する途中である。さすがに疲労と、念願が叶った達成感で気が抜けたのか、足に骨が入ってないみたいにうまく歩けず動きがゆっくりだ。

　この調子だと、夜が明けるまで自宅に帰り着けないかもしれない。

「あう～……」

　満点の星空のもと、ぐったりしたスバルくんが赤ちゃんみたいな声をあげる。ステージでは逆に心配になるほど元気で、おおはしゃぎしていたのだけれど──さすがに彼も人間のはずである、いいかげん体力が尽きたのだろう。

「大丈夫か、明あけ星ほし。珍しいな、おまえが倒れるなんて」

　自分も疲れているはずなのに、北斗くんがよろめいているスバルくんにそっと手を伸ばす。そして、自分のほうへ引き寄せた。

「肩を支えてやるから、ちゃんと歩け。全体重を預けるなよ、俺も全身が疲労と筋きん肉にく痛つうで『くたくた』なんだ」

「うう……。知らなかったよ、身体中の全エネルギーを使い切ったら指先すらも動かなくなるんだね！　新発見だよ、アメージング☆」

「『アメージング』って言うな。嫌いな単語だ」

　よくわからない会話をしながら歩くふたりの背中を、私と真くんは並んで追っている。私はライブをしていない、基本的に観客として見守っていただけなのだけれど──気を抜いたら意識が飛びそうだ。倒れそうになって、真くんが咄とつ嗟さに支えてくれる。

　けれど異性に触れるのに抵てい抗こう感かんがあるのか、すぐに離れてしまう。いいのに、今さら女の子あつかいしてくれなくても……。でもまぁ、激戦を乗り越えた直後の彼らにあまり甘えるのもどうかと思う。しっかりと、自分の足で歩いた。

　そんな私にやや遅れてついてきながら、真くんが何だか羨ましそうにつぶやいた。

「あはは。むしろ身体中のエネルギーをぜんぶ『きっちり』使い切れるのってすごいよね、燃ねん費ぴがいいのかな～？　アンコールまで歌いきって舞台袖にさがると同時に、真横にバターンってぶっ倒れたもんね。ビックリしたよ～、突然死しちゃったかと思った！」

「うん、転校生が兵ひよう糧ろう丸がんと水をくれなきゃマジで死んでたかも。あ～、だしきった～。ぜんぶのパワーを使い切ったよ、もう右に振っても左に振っても何もでない！」

　声だけは元気そうに、けれど相変わらず北斗くんにへばりついたまま──スバルくんがいつもよりは弱々しく笑っている。過か酷こくなライブの直後、私は彼らに差し入れをしたりマッサージをしたりはした。それで最低限、彼らは活力を取り戻してくれたらしい。

　すこしは、役に立てただろうか。

　今日、私たちは夢ノ咲学院の歴史にきっと残るような、偉業を達成した。明日からどうなるか、さっぱり予想できない。この絶ぜつ頂ちよう感かんを堪たん能のうしたまま、永遠に幸せな夢に溺おぼれていたい気がするけれど──容よう赦しやなく、明日はやってくる。

　だから、未来に備そなえてさっさと帰って休むべきではある。

「右に同じ。僕も特訓でかなり鍛きたえたつもりだったけど、所しよ詮せんは付け焼き刃だったかな。足の感覚がないよ、喉のどもガラガラ。まぁ、ライブ中に倒れなかっただけ上出来かな？」

「ふむ。難敵をくだして勝利した、達成感もあるのだろう。俺も、放心状態だ」

　真くんの言葉を肯こう定ていするように、北斗くんがにっこり笑って言った。

「今日は、ぐっすり眠れそうだ」

「でも寝るの怖いよね～、ぜんぶ夢になっちゃいそうで。嫌だよ、目が醒さめたら特訓一日目～とかだったら。それこそ、ショックで突然死するよ！」

　何で次から次へとそこまで不安をおぼえられるのだろう、と逆に感心するほど心配性な真くんが──これが夢ではないかと疑っているのか、自分の頰ほおをつねっている。

「……ほんとに勝ったんだよね、僕たち」

「あまり、実感はないがな。手て応ごたえも、そんなにない感じだ」

　北斗くんも珍しく身体から芯しんが抜けた感じで、ふわふわと歩きながら。

「今回は『UNDEAD』や『2wink』……。そして応援してくれた『Ra*bits』や、転校生のおかげで何とか勝利を摑めた。俺たちは、最後の一押しをしただけだ」

　冷静に、生真面目に、今日のライブを反はん芻すうしている。正直それどころではなかったというか、ライブ後はみんな声もだせない状態だったので……。反省会というか今回のライブの総そう括かつは後回しにしており、私にもまだ全体像はあまり把握できていない。

　映像や記憶、記録に残ったライブを後ほど精査し、次に活かすための方策を練っていくつもりだけれど。今の時点ではまだ、何もかもが夢みたいだ。

「不意打ちだったしな。予想外の事態に『紅月』が対応できないうちに、勝負を決めた。二度目は通じん、真っ向からの勝負だったら俺たちは勝てなかった」

　実際、北斗くんの言うとおりである。私たちは死力を振り絞り、あらゆるものを味方につけて後押しをしてもらって──ようやく、生徒会の牙が城じようにひび割れを入れた。

　奇跡は、滅めつ多たに起きないから奇跡なのだ。慢心し、油断すれば、あっさりと今日の勝利は無に帰す。偉大なことを成し遂げたものの、これはあくまで第一歩。

　私たちの戦いは、まだ始まったばかりなのだろう。

「だが、勝ちは勝ちだ。勝ち誇ろう、せめて今だけでも。また明日からは大変だろうが、俺たちは偉大なことをやり遂げたんだ」

　北斗くんが不安そうな私を見て、励ますように微笑んでくれた。

「もう、思い残すことは何もない」

　深々と息を吐いて──そのまま、彼は満足そうに目を閉じる。
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「ちょっと、目ぇ閉じたら駄目だよ。死んじゃうみたいじゃない。家に帰るまでは起きてないと、帰り道で倒れたらそのまま野の垂たれ死じぬよマジで？」

　肩を支えているスバルくんごと倒れそうになった北斗くんを、真くんが大おお慌あわてで支える。三人一緒に転びそうになって、私も泡あわを食ってみんなに手を伸ばす。

　かろうじて全員まとめて倒れることなく、どうにか踏ん張る。

　そして今さらながらに、真くんが思いだしたように言った。

「もういっそ、タクシーとか呼んじゃう？」

「今後のことを考えたら、無駄に金を使いたくないのだが。今日ぐらいは、いいかもな……。たしょうの贅ぜい沢たくも、仕方ない」

　はっと目を見開いて、途と絶だえかけた意識を取り戻すためか北斗くんが首を振る。

「ついでに病院にでも寄って、点滴を打ってもらいたいぐらいだ」

「疲れたよね、ほんとに。ぱあっと打ちあげをやりたいところだけど、今日は無理かな」

「うむ。生徒会との対決はこれからが本番だ、気を抜くわけにもいかん」

　真くんと喋っているうちに意識がはっきりしてきたのだろう、北斗くんの口調がだんだん力強くなってくる。足取りもしっかりしてきて、やや安心である。

「明日からの熾し烈れつな戦いに備えて、今日は何も考えずに寝ね床どこへ入って休もう」

「……うあっ？　いま俺、寝てたかもっ！」

　歩きながら寝るという器用なことをしていたらしいスバルくんが、慌てて何歩かステップを踏んでバランスをとっていた。本当に、みんな限界以上に疲れきっている。

　心なしか普段より髪の毛がしんなりしているスバルくんが、大おお欠伸あくびをした。

「家まで帰り着けるかな。俺はわりと近所だけど、みんなは家ちょっと遠いでしょ？」

「それはそうだが。幸い、俺と遊ゆう木きは帰り道が同じだ。一緒に、支えあいながら帰れば寝落ちすることもあるまい。たぶん、まだ電車も動いているしな」

　ようやく、そんなことに気が向いてきた。これも私の落ち度だけれど、帰りのことをまったく考えていなかった……。送そう迎げい車しやとか手配しておくべきだったのだろうが、私にはそんなあてもない。親に頼んで、車をだしてもらうとかはできるけれど。

　一般車だし、この人数は乗れないかな。どうだろうか。

　そんなことを考えているうちに、北斗くんが話をどんどん進めている。

「さいあく、それこそタクシーを利用する。……転校生は、家はどのへんだ？　遠いなら、俺たちが自宅まで送っていく。近所なら、明星に頼む」

「了解～、そんな感じでいいんじゃない。夜道に、女の子ひとりじゃ危あぶないもんね」

　スバルくんとは特訓期間中、よく一緒に帰っていたので自宅の位置も知られている。正直、わざわざ送ってもらうのは申し訳ないので──今回は両親に車をだして出迎えてもらおうと思うけれど。みんなには、真っ直ぐおうちに帰って一休みしてほしい。

　あまり役には立てないけれど、お荷物になりたいわけでもないから。

　そんな意志をこめてスバルくんを見たら、星ほし屑くずが散りそうな良い笑顔で応えられた。うん、これは何も伝わっていない。

「あれっ、そういえばサリ～は？」

「気づくのが遅いぞ、明星。衣更は、生徒会の業務があるとかでドリフェス終了後にさっさと姿を消していたな」

　周りをきょろきょろ見ているスバルくんに、北斗くんが言ってなかったか、みたいなちょっと間の抜けた顔をしてから苦笑い。

「俺たちは、疲れ果ててしばらく動けなかったのに。あいつは、タフなやつだな。肉体的にも精神的にも、衣更は強い。だが、そのために自分がすべての重荷を背負おうとする。俺もそんな傾けい向こうがあるので他人事ではないが、傍から見るとやるせないな」

　私たちから離れて、まだ戦いをつづけているのだろう仲間のことを──北斗くんは気遣っている。真緒くんはきっと笑って、大丈夫だから心配すんな、などと言ってくれるだろうけれど。彼の背負った重荷を肩代わりできないのは、やはり歯がゆい。

「生徒会室は、きっと針の筵むしろだろうが……。こればかりは、俺たちが代わってやるわけにもいかないからな」

「俺たち、サリ～を生徒会との戦いに巻きこんじゃったんだもんね……。責任を感じちゃうなぁ、さすがに」

　珍しく神しん妙みように、スバルくんが儚はかなげな声でつぶやいた。

「ほんと、よく協力してくれたよ。サリ～には、どれだけ感謝しても足りないね」

　孤こ独どくな時期が長くて、周りに目を向けることすらほとんどなかったスバルくん。彼は己の周りに回遊する星々に気づいて、愛おしみ、感謝することを覚えた。

　あらゆる光を反射して、彼はこれから──もっともっと輝いていくだろう。

「転校生も、ね。こんな夜遅くまで付きあってくれて、ありがとう。ううん──俺たちを手助けして、支えて、応援してくれて……ありがとう」

　私などにまでお礼を述べて、スバルくんはあらためて喜びがこみあげてきたのか、見ているこちらが幸せになりそうな満面の笑みになる。

「嬉しかった。転校生のおかげで、勝てたよ。応援してくれるひとがいるだけで、すごく心強いんだよね」

　有あり難がたいことを、言ってくれる。

「きみのなかにも、今日が『幸せな一日』として思い出に残ればいいな」

　言われるまでもなく、今日、私が体験したすべてのことがかけがえのない宝物として──いつまでも、輝きを放ちつづけることだろう。何があっても、きっと。

　永遠に、いつまでも、世界中の何が噓であったとしても。

　それだけは、真実だ。

　そんなようなことを、口べたなりに言おうとして──私は硬こう直ちよくした。

　全身、竦すくみ上がった。
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「……ん？　どしたの、転校生。あらぬ方向を見てるけど」

　思わず立ち止まってしまった私を、スバルくんが不思議そうに見てくる。私は返事もできずに、ただ異様な肌寒さをおぼえて──震えながらあるものを凝ぎよう視ししていた。

　何か、おぞましいものがいる。

　幸福感に浮かれていたのに、地べたに叩きつけられたようだった。心地良い夢を楽しんでいたところで、いきなり現実に引き戻された──そんな感覚があった。

　冷や水を浴びせられたみたいだ。

　ぞっとして、私は声もあげずに硬直していた。

「おや？　こんな夜よ更ふけなのに……ガーデンテラスに、誰かいるような？」

「ほんとだ。あっ、こっちにくる。何だろ、不ふ審しん者しやかな？」

　スバルくんと真くんが、小声で囁きあっている。私の視線の先──貴族の庭園じみたガーデンテラスで、立ち上がるものがいる。暗くて、よく見えない。そういえば今日、『講堂』に向かう途中で、何だか不思議な印象を残すひとと目と目があった。

　近づいてくるのは、どうも──あのとき遭そう遇ぐうしたひとのようだ。近づくにつれて、月光がその姿を浮かび上がらせてくる。いまだに顔は、闇で染まっている。

　悠然と、それは歩み寄ってくる。

「出待ちの一般客、とかじゃないと思うけど。そういうの禁止されてるし、それにうちの学院の制服だしね……？」

　何だか嫌な予感でもしたのか、真くんが近づいてくる何者かを解かい釈しやくして、理解して恐怖を克こく服ふくしようとしているのだろう──いろんな情報や推測を並べ立てている。

　けれど何ひとつ、答えが見いだせないうちに。

　その何者かは、私たちのそばに辿たどりついていた。逃げ遅れた。そんな、不可解な実感がある。すべてを無視し、吞気に勝利の余よ韻いんに浸ひたっておらずに、走ってこの場を去るべきだった。そんな、わけのわからない本能からの警けい告こくが脳のう裏りによぎる。

　これはたぶん、接せつ触しよくしてはいけない──禍まが々まがしい存在だ。

「やぁ」

　予想外に気さくに、その人物は声をかけてくる。

　十年来の親友みたいに。

「君たち、『Trickstar』だったかな。今日のライブ、素晴らしかったよ」

　お愛想のように拍手をしている、その仕草のひとつひとつに気品がある。

「革新的で、情熱に満ち溢れていて……。けれど奥底に策があり、論理があった。美しい舞台だった、まさに奇跡だね。神の祝福を、運命を感じたよ」

　役者のように綺麗な長台詞を発して、こちらを賞賛している。一瞬では意味が読み取りづらい、難解な言い回しだ。美び辞じ麗れい句くに彩いろどられて、本音がまるで見えない。

　どこか遠い国からきた、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが口ずさむ歌みたいだ。

「ありがとう、滅めつ多たに見られないものが見られて嬉しいよ。ふふふ、敬人の泡を食った様子といったら……♪」

「えっと……？」

　いきなり延々と言葉の洪水を浴びせられて、真くんが当とう惑わくしている。全員、ただ奇妙な雰囲気に吞まれて──その人物の声を聞いてしまった。偉大な君主が、演説をしているみたいだった。聴衆は、最後まで大人しく拝はい聴ちようするしかない。

「おっと、失敬。いきなり、知らないやつに話しかけられたら戸惑ってしまうよね。けれど一言だけでも、君たちと言葉を交わしたかったんだ」

　月に薄くかかっていた雲が風で流れて、演出的に、その人物の姿がはっきりと目視できるようになる。正体不明の何者かは──やはり、『講堂』へ向かう途中で私と視線を交わしたあのひとだ。異様に記憶に刻きざまれている、気味が悪いほどの存在感。

　あきらかに、只ただ者ものではない。一般人ではありえない、綺麗すぎる。何万人もの才能ある芸術家が試し行こう錯さく誤ごを繰り返し、ようやく見いだした黄おう金ごん律りつそのもののような均整のとれた肉体。かなり長身なのに威圧感はなく、むしろ触れれば折れそうなほど繊せん細さいな細ほそ面おもてだ。

　受じゆ肉にくした天使のようだ、この世のものとは思えない。薄うす羽ば蜻蛉かげろうや硝ガラ子ス細ざい工く、すぐ溶けてしまう氷の結晶、桜の花びら──そんな儚さと、美がある。希少金属めいた、光を固めたような髪。この惑星で採れるどんな鉱こう物ぶつでもありえない、異世界の宝石めいた瞳。

　闇すら彼を畏れて近づいてこないのか、月光を全身に浴びて光り輝いて見えた。真夜中なのに。神仏が、何かの気まぐれで光こう臨りんしたみたいだ。

　それこそ託たく宣せんじみた、無視できぬ浸しん透とう率りつの声音で──彼は語る。

「君たちのような元気な若者が、まだ夢ノ咲学院にいてよかったよ」

　返事もできずに押し黙る私たちを、何だか幸せそうに眺めている。

「これから毎日、楽しめそうだね♪」

　満足したように頷きつつ、一定の距離を置いたまま語りかけてくる。彼の発言のすべてが、最初の一音節から計算されて作曲された音楽のようだ。
















「ふふ。疲れてるだろうに、引き留めてしまって悪かったね。夜道に気をつけて、帰りなさい。大事な『転校生ちゃん』を、ちゃんと家まで送り届けてあげるんだよ？」

　なぜか、こちらのことを知っている。そのことに、総毛立つほどの恐怖をおぼえる。思わず後ずさると、彼はすこし寂さびしそうに微び笑しようしていた。

「僕も、帰ることにするよ。僕は生まれつき、あまり身体が丈夫ではなくてね。ライブを観ているだけで、とっても疲れてしまった……。だから、ガーデンテラスで休んでいたわけだけど」

　すこしだけ咳きこんでから、彼はあっさりとこちらに背中を向けてしまった。

　興味を失ったみたいに、ちいさな子供が飽あきた玩具おもちやを放り捨てるみたいに。こちらを完全に、取るに足らない存在だと判断したのだろうか──平然と、無む防ぼう備びな背中を見せてきたのだ。圧倒的強者の、余裕。

「君たちも帰って、たっぷり骨休めしなさい。それが生徒会の牙城を揺るがし、停止していたこの学院の歴史を進めたご褒美だよ」

　浮き浮きした様子で、肩越しにこちらを見ると──指し揮き者しやのように手のひらを振ってくる。一方的に、彼の登場によって強制的に始まった不ふ穏おんな戯ぎ曲きよくに幕引きをする。

「この記念すべき夜ぐらいは、枕を高くして寝てほしい。ふふふ──僕も久しぶりに、すてきな夢が見られそうだよ」

　そして、急がず焦あせらず、のんびりと遠ざかって行く。

「それじゃあ、ね。また会おう、『Trickstar』」
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「……あっ、行っちゃった。何あれ、やっぱり不審者だったのかな？」

　不思議な人物が完全に闇のなかへ姿を消すのを待ってから、真くんがわりと酷ひどいことを言った。まぁ実際、思い返してみれば不審者そのものだったけれど。

　何だかもっと別の、奇妙な、曰いわく形容しがたい存在だった気がする。

「う～ん。夢ノ咲学院の制服を着てたけど、見たことない顔だったよね？」

　暗いから顔がよく見えなかっただけかな、などと独りごちている真くんの横で、北斗くんが「…………」と俯うつむいて黙もつ考こうしている。

「あれっ。どしたのホッケ～、怖い顔しちゃって」

　スバルくんはあまり何も感じなかったのか、彼にも先ほどの得体の知れない人物と同質の何かがあるのだろうか──唯一、平然としている。

　押し黙った北斗くんが心配なのか、眉をひそめて顔を覗のぞきこんでいた。

「さっきのひと、もしかして知りあいだったの？」

「吞気だな、おまえらは。知りあいというか……おまえらは、というか夢ノ咲学院の生徒はすべて知っているべき存在だぞ、あいつは」

　邪魔そうにスバルくんの顔面を摑んで「ぐい、ぐい」遠ざけると、そんないつもの行動によっていったん落ちついたらしく、北斗くんは長々と吐息を漏らした。

　そして顔をあげると、謎の人物が去って行った方角を忌いま々いましげに睨んでいた。

「肝が冷えた。今度は、俺たちのほうが不意打ちされたわけだ。まさかこんなタイミングで出てくるとはな、お化けにでも行き逢った気分だ」

　体温の低い北斗くんが、それでも寒気を覚えたのだろうか──震えている。真くんも私も同様に、怯おびえきって青ざめていた。何も変わらないのは、スバルくんだけだ。

　それでも彼は、他のみんなが元気がないと不安になるのか、表情を暗くしている。

「……『枕を高くして寝てほしい』などと、ぬけぬけと。俺たちが今日、成し遂げたことなど、取るに足らないことだとでも言いたいのか。たいした余裕だ、腹立たしい」

　スバルくんに気遣われるのは不本意なのか、北斗くんが己の指を嚙んで、無理に己の震えを押し殺した。そして凜りんと顔をあげ、その瞳に激情を灯ともす。

　今日、私たちは勝利した。

　難なん攻こう不ふ落らくの強敵、『紅月』を倒して──この夢ノ咲学院を革命した。

　そのはずなのに。

「ライブで得た昂こう揚よう感かんも、勝利の余韻も、根こそぎ奪われた気分だ」

　まるで完かん膚ぷなきまでに敗北したみたいに、私たちは寄り添って縮こまっていることしかできない。あとは帰って就しゆう寝しんし、幸せな夢を見るだけだったのに。

　最後の最後に、理り不ふ尽じんな現実に横っ面つらをはたかれた。

「あいつは、俺たちにとって最強最悪の敵だ。乗り越えるべき、最も高い障しよう害がいだ。できれば相対することなくすべてを終わらせたかったが、そうは問とん屋やが卸おろさないらしい」

　悔しそうに、北斗くんが唸っている。

　全身にちからをこめて、そうしないと声すらあげられない──己を恥じるように歯嚙みしている。拳こぶしを握りしめ、まるで物語の主人公を紹介するみたいに。

「あいつは夢ノ咲学院におけるトップアイドルであり、すべての『ユニット』の頂点に立つ『fineフイーネ』のリーダーでもある。生徒会長、『皇こう帝てい』天てん祥しよう院いん英智……！」

　私たちの未来を絶望で塗りつぶす、忌まわしい怪物の名前を口にした。
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　狂きよう瀾らん怒ど濤とうの一日だった『Ｓ１』本番、その翌よく日じつである。

　疲労感が色濃く、せっかくの愛らしい亜あ麻ま色いろの髪かみに寝ね癖ぐせをたっぷりつけた遊ゆう木き真まことくんが、夢ゆめノの咲さき学がく院いんの校門を通過する。アイドル科はセキュリティがしっかりしているため受付まで存在し、なぜか真くんが通過する際に係員が何かのメモをとっていた。

　それに気づかず、寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら真くんは歩く。開花の遅い桜並木のそばをふらつきながら歩き、前方に見知った相手を発見して呼びかける。

「あっ氷ひ鷹だかくん、おはよ～♪」

「おはよう、遊木」

　錆さびついたロボットめいて、ぎくしゃくと歩いていた北ほく斗とくんが振り向いた。やや速度をゆるめて真くんと肩かたを並べると、いつもどおりの仏ぶつ頂ちよう面づらで語りかける。

「こんな時間に登校とは、良いご身分だな。遅ち刻こくギリギリだぞ？」

「そう言う氷鷹くんこそ、いつもは誰だれよりも早く登校してるのに……。やっぱり『Ｓ１』の翌日だもんね、筋きん肉にく痛つうと疲れでベッドから起きあがれなかったんでしょ？」

　実際、ふたりはわりと遅めに登校しており、周りに人影はほとんどない。朝の深しん閑かんとした空気のなか、真くんは気の抜けたふわふわした笑顔で語っている。

「僕も『今日ぐらいは休んでいいよね！　自分にご褒ほう美び！』っていう誘ゆう惑わくから逃のがれるのに苦労したよ～、親に無理やり叩たたき起こされて仕方なく登校してきたけど」

　昨日は歪ゆがんだ学院を革命する闘とう士しとして戦った彼だけれど、基本的には高校生だ。ありふれた朝のエピソードを披ひ露ろうして、浮かれた歩調でスキップするように進んでいく。

「それに、僕たちが生徒会に勝利することで、夢ノ咲学院がどんなふうに変化したのか見たかったしね。ふふふ、登校中に知らない一般人のひとにチラチラ見られちゃったよ～♪」

「嬉うれしそうだな。俺も、登校中に『ファンです！』とかいう幼よう稚ち園えん児じや小・中学生の集団に取り囲かこまれて困った」

「氷鷹くん、なぜか幼い子に人気なんだね!?」

「うむ。『あたちの王子様にしてあげゆ！』とか舌した足たらずに言われたので、とりあえず一緒に写真を撮ったり、お絵描き帳にサインをしたり、幼稚園まで送ってあげたりした」

「氷鷹くんって親切だよね!?」

「あと、おばあちゃんが宣せん伝でんしてくれたらしくて高こう齢れい者しやの方々にも取り囲まれた。荷物をもってあげたり、いっしょに横断歩道を渡ってあげたりしてたら遅刻しそうになった」

　無表情のまま淡たん々たんと愉ゆ快かいな小こ咄ばなしみたいなことを語り、北斗くんは渋じゆう面めんをつくる。

「なぜ偏かたよった層から支持されているのかはわからんが、人気があるのはいいことだ。同年代とか、ふつうの客層からも声をかけられたり隠かくし撮りされたりしたぞ」

「隠し撮りか……。防ふせぎようがないけど厄やつ介かいだよね、今はネットでいくらでも瞬しゆん時じに拡散されちゃう時代だし」

　撮影されるのが苦手な真くんには、考えるだけで気味が悪いことなのだろう。寒気を覚えたように、自分自身を抱だきしめるような仕草をしていた。

「登校の仕方とかも考えなきゃいけないかもね、学院のなかは安全だけど。ふふ。何だか、ほんとにアイドルになったみたい～♪」

「何を今さら。俺たちはアイドルだぞ。昨日の『Ｓ１』で、その事実が公おおやけになったというだけだろう。こういう気苦労とは、これから先もずっと無む縁えんではいられないはずだ」

『Ｓ１』の翌日だというのにもう気持ちを切り替えたのか、北斗くんは未来について思案を始めている。油断して寝首を搔かかれて三日天下、というのも情けない話ではあるし。

「さすがに『Ｓ１』の直後で疲れているのに、慣れないファンサービスをしたので、ぐったりした。明あけ星ほしや衣い更さらなら器用に対応するのだろうが、俺はどうもそういうのは苦手だ」

「嬉しい悲鳴じゃないの、僕なんか芸能人オーラがないのか取り囲まれたりしなかったもん。僕もみんなにキャーキャー言われたいなぁ、……うん？」

　むしろ羨うらやましそうに語りつつ、ふと真くんが顔を上げる。

「ここから見えるあの窓、うちの教室だよね。何か、様子がおかしくない？」

「ほんとうだな、人だかりができているぞ。何事だ？」

　ふたりが見つめる先──夢ノ咲学院の豪ごう華か絢けん爛らんな校こう舎しやの一角で、騒さわぎが生じている。

　彼らの視線に気づいて、ドタバタ劇が繰くり広げられている二年Ａ組の教室──その騒ぎの中心にいる私が、慌あわてて彼らに手を振った。ちょっと、のっぴきならない事態が進行中なのである。

「まさか。生徒会に逆らった不ふ埒らち者ものとして、刺し客かくに攻めこまれている……？」

「いやいや、任にん俠きよう映画じゃあるまいし。討うち入りとかじゃないでしょ、あの副会長の性格なら舞台上でリベンジするだろうし」

　北斗くんと真くんも私に気づいて、ありありと表情を変えていた。『Ｓ１』の疲労も抜けきらないのに、苦労をかけて申し訳ないけれど──。

「でも、ちょっと気になるね。急いで教室に行ってみよう、氷鷹くん！」

　真くんが大慌てで走りだして、北斗くんも頷うなずき──そこからは無言で駆かける。

　どうやら、英えい雄ゆうに休息はないらしい。
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「あっ、ようやくきた！　遅いぞホッケ～、ウッキ～！」

　昨日の『Ｓ１』のライブ会場──『講堂』を彷ほう彿ふつとさせるように、二年Ａ組の教室は人混みで溢あふれかえっていた。満員電車さながらに海色の制服を着た生徒たちが犇ひしめき、肩をぶつけ足を踏ふみあい文もん句くを叫さけび、大混雑している。

　そんなパニック映画じみた光景のなか、駆けつけた北斗くんとやや遅れて息を乱している真くんに気づき、ぴょんぴょんと飛び跳はねながらスバルくんが呼びかける。

「助けて！　転校生が大変なんだ……！」

「ど、どうした？　何があった？」

　怪け訝げんそうな北斗くんに夢中で飛びついて、家が近所なせいか早めに登校していることがおおい（こないときは一日中こない）スバルくんが状況を説明してくれる。

「うん。昨日、俺たちドリフェスで生徒会に勝ったじゃん。その勝利の要よう因いんとして、転校生の存在がおおきかった……って学院中の噂うわさになってるらしいんだよね」

　困ったようにスバルくんが示す方向、教室の隅すみっこの窓まど際ぎわで、なかば壁かべに押しつけられるようになった私が藻も搔がいている。たくさんの男の子たちがゾンビ映画みたいに迫せまってきていて、もはやほとんど襲おそわれている。助けて。潰つぶれてしまう。

「無名の『Trickstarトリツクスター』が生徒会の『紅あか月つき』を倒すという大金星をあげられたのは、転校生という『敏びん腕わんプロデューサー』がいたからだ、とか！」

　どうやら、そんな話になっているようなのだ。私の周りの生徒たちもべつに害意があるわけではなく、興奮しきった様子ながらも私をむやみに褒ほめ称たたえたり、プロデュースの秘ひ訣けつを聞こうとしたり、悩み相談をしようとしたりしている。

「その噂を聞きつけたいろんな『ユニット』や学院中のアイドルが、『自分もプロデュースして！』って感じに押し寄せてきちゃったんだよ～！」

　そもそもアイドルたちは我がが強い、これまで生徒会の支配によって従順に振る舞っていたものの──昨日、革命は成されてしまった。抑おさえこんでいた自分自身を曝さらけだして、なぜか私にぶつけてくる。正直、ちょっと勘かん弁べんしてほしい。

　私は『プロデューサー』としては半人前で、昨夜の『Ｓ１』においても果たした役割はちいさい。最後に結果発表を受ける際にリーダーとして振る舞うことになったのが要いらぬ誤ご解かいを招まねいたらしいけれど、しどろもどろにしか対応できない。

　もちろん。求められるなら、『プロデューサー』としてアドバイスのひとつもしてあげたいところだけれど。今はひたすら嵐あらしに巻きこまれたようで、振り回されて、目を回しているだけだ。あぁ、これではまた早々に保健室のお世話になってしまいそうだ。

「なるほど。理り屈くつはわかる、たしかに転校生の果たした役割はおおきかったからな。とはいえ彼女は実質、プロデューサーとしては素しろ人うとなのにな。傍はたから見ていただけでは、そんな事情はわからんか」

　基本的に納得してからでしか動けない、融ゆう通ずうのきかない機械みたいなところのある北斗くんが、一目でわかるようなことを逐一──思案している。

「そして夢ノ咲学院の生徒たちにとっては、俺たち『アイドル』よりも『プロデューサー』のほうが、関わって得られるものはおおきいと？　そういう理屈だろうな」

「うわぁ、ほんとに転校生ちゃん取り囲まれちゃってる。モテモテだね～？」

　ようやく教室まで走ってきたことで乱れた呼吸を整えた真くんが、同情するように私を眺めている。どうしよう、みたいに彼に見られて北斗くんが唸うなった。

「こんな影えい響きようがあるとはな、予想していなかった。俺たちは校外で一般人に気をつければいいが、転校生は校内で気の休まることがなくなってしまう。転校生が迷めい惑わくをこうむるのは本意ではない、うんざりして不登校になられても困る」

　けれど、ほとんど暴ぼう徒との群むれのような生徒たちを前に、北斗くんたちも手出しができないようだった。みんな同じ夢ノ咲学院の仲間だし、まさか蹴け飛とばして遠ざけるわけにもいかない。そんなことをしてしまったら、彼らの革命児としての戦歴に傷がつく。

　暴力で他者を無理に押さえつける、やりかたは異なるとはいえ──それでは生徒会のものと変わらない。傲ごう慢まんな強者として振る舞い、無む辜この民たみ草くさを虐しいたげる暴ぼう君くんだ。

　単純に、たった三人の男の子たちでは集まった群衆を追い払うのは難しそうでもある。彼らが大暴れしても、かんたんに弾はじき飛ばされるだけであろう。

「それに、もうじき授業が始まる。とりあえず二年Ａ組と関係ないものには、出て行ってもらいたいところだが……？」

「う～む。人ひと垣がきがすごすぎて近づけないんだよ、俺も転校生を救出するためにがんばったんだけどさ。『邪じや魔まだ！』みたいな感じに、突き飛ばされちゃってね～？」

　スバルくんが情けなさそうに、困り顔で私を眺めている。実際、彼は私を救出するために声をあげたり色々してくれたりしたのだけれど──どうも多人数が相手になると、スバルくんはうまく動けないようだ。ずっと、ひとの気持ちがわからずに孤こ独どくに過ごしていた彼は、教室という小世界のなかでの立ち振る舞いには不慣れだ。

　うまいこと群衆を誘ゆう導どうすることもできずに、途方に暮れている。

　スバルくんはアイドルとしては天才で、これに倍するどころかもっともっとたくさんの観客を夢中にできる男の子だけれど──ステージから降りると、生きることに不器用な高校生の顔が垣かい間ま見みえる。同時に、その人間らしい感性は忘れてはならない。

　昨日、遭そう遇ぐうした生徒会長のような──人知の及およばぬ怪かい物ぶつになってはならない。

「それに……転校生は善ぜん意いで俺たちに協力してくれただけで、俺たち『Trickstar』の専属『プロデューサー』というわけでもない。独ひとり占じめする、道理もないか」

　スバルくんを慰なぐさめるように頭を撫なでて、北斗くんがやや寂さびしそうにつぶやいた。

「とはいえ俺たちが蒔まいた種だ、見殺しにするのも寝覚めが悪いが……うむ？」
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　その直後、朗ろう々ろうとした勇いさましい声こわ音ねが高らかに響ひびき渡る。

「散れ散れ、貴様ら！　刀の錆さびにしてくれようか！」

　教きよう壇だんを派手に蹴け倒たおして、ひとりの男の子が己おのれに全員の注目を集める。我を失って私に群がっていた生徒たちは、ぎょっとして硬こう直ちよくすると──そちらを凝ぎよう視しした。

　鮮あざやかに視線を集めると、その男の子は舞台役者のように見み得えを切る。

「間もなく授業開始の刻限である、各おの々おのがた教室に戻られよ！　殿でん中ちゆうでござる！」

　時代錯さく誤ごな物言いをして周囲に睨にらみをきかせているのは、私のクラスメイトのひとり──神かん崎ざき颯そう馬まくんである。昨日、『Ｓ１』でかろうじて『Trickstar』が勝利をもぎ取った難敵、『紅月』における唯ゆい一いつの二年生メンバーだ。

　武ぶ士しのような結ゆわえ髪は艶あでやかで、どこか女性的。現代的な制服が似合わぬ古風な美人で、黙って座っていると息を吞のむほど──ひとふりの刃やいばのような印いん象しよう。厳しく躾しつけられているのだろう、基本的に礼儀正しく仕草にも気品がある。

　時代劇から抜けだしてきたような彼は、けれど意外とときおり言動が荒あらっぽい。今も蹴倒した教壇に足をのせて、なぜかいつも腰こしにぶらさげている長なが物ものをぞろりと抜いている。

　美麗な鞘さやに収められていた、本物の日本刀である。

　教室の灯りを反射し、濡ぬれたように輝かがやく刃。

　昨日、敗れたとはいえ『紅月』はこれまで生徒会の旗はた印じるしとして君くん臨りんしてきた強きよう豪ごうだし、ふつうに日本刀で脅おどされたら怖い。興味本位、あるいは周りに流されるまま私に吸い寄せられるようにして集まっていた生徒たちも、生存本能に負けて怯おびえて逃ちよう散さんする。

　ばらばらと逃にげ惑まどう生徒たちを、颯馬くんは烈火のごとく睨にらみつけていた。

「おぉ、神崎。教室で刀を振り回すな、危ないぞ」

「でも、お陰かげでみんな怯えて逃げちゃったね～♪」

　他のクラスの生徒どころか同じクラスのものたちまで怯えて逃げ去るなか、残った『Trickstar』の面々が惑う群衆に激突されないよう避よけながら、残っている。

　颯馬くんに委員長らしくお小言を述のべる北斗くんを置いて、真くんがいちばん最初に私のところへ駆けつけて、気き遣づかわしげに見てくる。

「大丈夫、転校生ちゃん？　変なとこ触さわられたりしなかった？」

　私は頷き、大丈夫だよ、と微笑ほほえむ。無意味に揉もみくちゃにされたので多少は触られたりなどもしたけれど、事故であろう。みんな、べつに私に悪意があったわけではないし──基本的に丁てい重ちように扱あつかわれていた。とはいえ、さすがにちょっと怖かった。

　真くんと手を握りあって、再会を喜ぶ。私が無事だったのでほっとしたのか吐と息いきを漏もらしつつ、北斗くんが殊しゆ勝しように颯馬くんへ頭をさげた。

「すまん。助かった、神崎。まさか、おまえが転校生を救出してくれるとはな」

「ふん。勘かん違ちがいするでないぞ、昨日の雪せつ辱じよくはいつか晴らす」

　一件落着、と判断したのか颯馬くんがようやく日本刀を鞘に収めてくれる。

「我は『紅月』、貴様ら『とりっくすたあ』とは敵対しておる。馴なれあうつもりはない……とはいえ、二年Ａ組の同どう輩はいでもあるからな」

　昨日、私たちは常勝無敗の強豪、『紅月』の戦歴に黒星をつけた。卑ひ劣れつな不意打ちを、騙だまし討ちをして……。怨うらまれても仕方ない、悔くやしくないわけがないだろうけれど──颯馬くんは意外なぐらいに、あっけらかんとしている。

「有事と平時では、立場も変わろう。昨日は『紅月』としては腸はらわたの煮にえくりかえる『どりふぇす』であったが、同輩としては胸むねがすくような痛つう快かい事ごとではあったのだぞ？」

　こちらを賞しよう賛さんするようなことまで言って、颯馬くんは真まっ直すぐに笑った。勝負の結果を受け入れ、前へ進む。勇ましくも誇り高い、武士道を体現している。

　爽さわやかな快かい男だん児じめいた私たちのクラスメイトは、凜り々りしく未来を見み据すえている。

「同い年の人間が、あれほどの演目を披ひ露ろうしたのだ。我も精しよう進じんせねば。そう思ったぞ、次は負けぬ。いずれまた、再戦の機会があればよいな？」

　男の子らしく血けつ気き盛さかんに言われ、北斗くんが苦笑いした。

「こちらとしては、このまま勝ち逃げしたいところだがな。真まっ向こうから戦えば、まだまだ『Trickstar』は『紅月』に及ばん」

「ふん。謙けん虚きよは美徳であるが、やや鼻につくな」

　軽口すら叩いて、あらためて颯馬くんが私のほうへ歩み寄ってくる。すこし乱れていた制服を直している私に気づき、彼はおおきく目を逸そらしていた。異性の肌とか、あまり見慣れていないらしい。初う心ぶというより、木ぼく訥とつなのだろう。

　好感のもてる男の子だ。微笑みかけると、颯馬くんは顔を赤らめてあらぬ方向を見ながら──押しつけるように何かの手紙を差しだしてきた。

「そんなことより、転校生殿に用向きがあったのである。蓮はす巳み殿どのから書状を預かっておる、受けとっていただきたい」

「蓮巳……副会長、から？」

　倒れたり列が乱れたりしている机を几き帳ちよう面めんに直しつつ、北斗くんが眉まゆをひそめる。

「昨日のドリフェスについて、俺たちに何らかの処しよ罰ばつがくだされるのだろうか？」

「そうではない、と思うがな。蓮巳殿は道理にもとる真ま似ねはせぬ、貴殿らは悪事を働いたわけではなかろう？」

　役目を済ませ、颯馬くんも北斗くんの作業を手伝い始める。基本的に良い子である。

「単純に放課後、生徒会室にこい……。というような、『呼びだし』のようである。その場で嫌いや味みのひとつも言われるかもしれぬが、それは我われの関知するところではない。たしかに書状、渡したぞ」

「放課後に、生徒会からの呼びだし？」

　弔とむらいの鐘かねめいた朝の予鈴が鳴り響くなか、北斗くんは一気に深刻な表情になる。

「嫌な予感がするが、無視するわけにもいかんな。名指しで呼びだされたのは転校生だけのようだが……俺たちも、同伴すべきだろうか？」
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　あっという間に、放課後である。

　手紙で呼びだされるというと、先日の『紅月』鬼き龍りゆう紅く郎ろうさんとの一ひと幕まくを思いだすけれど──より警けい戒かい心しんが湧わいてくる。この夢ノ咲学院を支配しつづけてきた生徒会、その正しよう真しん正しよう銘めいの親玉が待っているかもしれないのだ。

　ひとりで行くのも不安で、けっきょく、私は『Trickstar』のみんなに一緒にきてもらった。ないとは思うけれど、拉ら致ちでもされたら堪たまらない。私の腕わん力りよくと逃げ足では、あっさり捕ほ獲かくされてしまうだろう。

　私が人ひと質じちにとられるなりして、『Trickstar』のみんなの足を引っぱるのは本意ではない。同時に、なぜか他の生徒たちには高く評価されているようだけれど──私は基本的にド素人の『プロデューサー』だ。どんな用件であるにせよ、満足に受け答えができるかわからない。不安だったので、ついてきてもらった。

　ひとりであの異様な雰囲気を漂ただよわせる生徒会長などと面会するのは、怖くもあった。夜が明けてもまだ夢のなかの出来事のように思えるのだ、彼との接近遭そう遇ぐうは。吞のん気きにお茶でも飲んでさようなら、ともいかないだろう──気を引き締めなくては。

　緊張しながら放課後、私は生徒会室の扉とびらの前に立っていた。同じクラスの北斗くん、スバルくん、真くんもすぐ後ろに控ひかえてくれている。真ま緒おくんだけは別のクラスだし、彼の教室へ行ったら先に生徒会室へ向かったようだ──と言われたので。

　とりあえず私も含めて四人だけで、敵の総本山へと踏みこむことになった。

「ようこそ、夢ノ咲学院生徒会室へ」

　ノックすると扉が恭うやうやしく開かれて、その奥の光景が見渡せた。私は生徒会室に入るのは初めてだけれど、ちょっと信じられないぐらい豪ごう奢しやな内装だ。ドイツあたりの、限定的に内部の閲えつ覧らんが許可された城のようだ。王者の、支配領域である。

　本来ならば庶しよ民みんが踏みこむことはゆるされないような、格調の高さ、高級感がある。平へい凡ぼんな女子高生でしかない私はやや怯ひるみ、硬こう直ちよくしてしまう。

　そんな私を守るように、北斗くんとスバルくんが先に前へ踏みだした。真くんは私と同様に物もの怖おじしているのか、おっかなびっくり周囲を見回している。

「ふふ。転校生ちゃんを呼びだせば他の『Trickstar』のみんなもきてくれると思ったけれど、そのとおりだったね。仲良きことは美しき哉かな、歓かん迎げいするよ」

　室内に優ゆう雅がなクラシック音楽が流れている、と思ったら──生徒会長の声であった。耳に心地ここち良よすぎて、強制的にリラックスさせられる。魔ま性しようの、歌うような語り口だ。

　あらためて、ごくりと生なま唾つばを吞みながら声の主を見据える。

「そういえば昨さく晩ばんは名乗っていなかったね、生徒会長の天てん祥しよう院いん英えい智ちだよ」

　おおきな窓から膨ぼう大だいな輝きが流れこんできていて、彼は後光が差しているようだった。逆光で、ほとんど表情はわからない。名画に描かれた古代の王族のように、やはり浮き世離れしていて、どこまでも綺き麗れいだ。思わず、見とれてしまう。

　そんな彼の存在感が圧倒的なため、気づくのが遅くなったけれど、生徒会長の周囲には他のものたちの姿もある。玉座じみた椅い子すに腰こし掛かける生徒会長、その傍かたわらには有能な秘書のように副会長の敬けい人とさんが控ひかえている。

　彼も昨日のライブ、およびその事後処理で疲れきっているだろうに、それを感じさせない真っ直ぐに伸びた背筋。ただ苦々しそうに生徒会長を見ている、その横顔はすこしだけ印象的だった。何だか、時限爆弾か躾しつけの悪い子供を見るような目つきだったのだ。

　夢ノ咲学院の中央で、威い風ふう堂どう々どうと振る舞っていた敬人さんが横に控えている。その事実を確認し、従じゆう者しやのような彼の姿を見て、あらためて実感した。

　この世のものとも思えない美しい人物、天祥院英智さんは──まちがいなく夢ノ咲学院の生徒会長なのだ。

　強大な壁、生徒たちの頂点で君くん臨りんしていた敬人さんはあくまで代理で、彼こそが本当の王者なのだ。この夢ノ咲学院の、『皇こう帝てい』──。

　英智さんは和なごやかな態度で、固まっている私たちを歓かん待たいしてくれる。

「そう緊張せずに、楽にしてほしい。弓ゆ弦づる、彼らにお茶をだしてくれるかな？」

「仰おおせのままに」

　声をかけられることで初めて気づいたけれど、生徒会室の壁かべ際ぎわに弓弦くんがいる。私とはいちおう面識があるので、目があうとこっそり会え釈しやくしてくれた。

　彼は生徒会の一員のように振るまい、私はそれに仇あだ為なす革命児たちに協調している。立場は真ま逆ぎやくだけれど──同じ転校生として、すこしだけ親近感があるのだった。

「奴ど隷れい～、ボクにもお茶ちょうだい！　久しぶりに会長とたくさんお喋しやべりしたから喉のどが渇かわいちゃった、ふっふっふ♪」

　楽しそうにお茶の用意をしている弓弦さんに、その主あるじである桃とう李りくんが呼びかける。ちいさくて愛らしい彼は猫ねこか何かのように、英智さんの膝ひざに身体からだを投げだしてごろにゃんと甘えている。高校生男子らしからぬことをしているけれど、何だか誰も言及できない自然さがあった──英智さんも、とくに嫌いやがることなく桃李くんの頭を撫なでたりしている。

　嬉しそうに目を細めつつ、桃李くんは長めの袖そでで覆おおわれた手を口元に添える。

「とうとう年ねん貢ぐの納めどきだね、『Trickstar』！　会長が帰ってきたからには、おまえらなんかバーンだよバーン！　踏みつぶされてしまえ～☆」

「こら。お行ぎよう儀ぎがよくないよ、桃李。僕はべつに喧けん嘩かをするために彼らを呼んだわけじゃないんだ、お客さまとして歓待しないとね？」

　はしゃぎながらこちらを何度も指さす桃李くんを、英智さんが窘たしなめる。本気で怒っているというよりは、何だかこの状況を楽しんでいるような素振りだけれど。

　そんな不ふ思し議ぎな生徒会長を見上げて、桃李くんはくねくねと身み悶もだえした。

「えへへ、会長ったら優しいんだから！　こんなゴミクズどもにも情けをかけてあげるなんてっ、人間としての器うつわがおおきいんだね！　格のちがいを感じるよね！」

　おべっかというわけでなく素直に思ったことを言っているのだろう、桃李くんは「会長、だぁい好き！　ごろごろ♪」とかわいく小動物じみた声をあげている。

「よしよし。桃李は、相変わらず子猫ちゃんのようだね♪」

　来訪者である私たちを置いてきぼりにして、英智さんは幸せそうに桃李くんの桃色の髪をその綺麗な指先で梳くしけずっている。強制的に、平和な雰ふん囲い気きがつくられている。

　そんな生徒会の面々を眺めて、私たちの仲間──真緒くんが溜ため息いきをついていた。

（猫かぶってやがんな、姫ひめ宮みやのやつ……。まぁ会長とは、昔から家どうしで交流があるって話だけど。相変わらず、目上のやつにはとことん媚こびるなぁ？）

　彼も生徒会の一員、会計である。先に生徒会室にきていることは、聞いていた。弓弦くんがお茶の用意をしているのとは逆側の壁に背中を預け、こちらに目め配くばせをする。

（ともあれ。ど～する、みんな？　ようやく難関を乗り越えたと思ったら、休む間もなくラスボスの登場だぞ。勝利の余よ韻いんに、ひたる暇ひまもないな）

　生徒会か、『Trickstar』か、どちらの立場として振る舞うのかまだ決めかねているのか──真緒くんは、今のところ動けずにいるようだ。

（まさか長期入院中だった生徒会長が、こんなに早く戻ってくるなんて……。予想外だ。『Trickstar』を呼びだしたってことは、やっぱ昨日のドリフェスについて何らかの処罰を与えるってことなのかな？）

　いろいろ思案しながらも、それを声にだして私たちに伝える手段がない。不用意に発言してしまえば、真緒くんは自分の立場を明確にしてしまうことになる。どうも、まだ彼は生徒会にも『Trickstar』にも所属している──彼らしい二重生活を送っているようだが、もし私たちの味方をするような言動をすれば、生徒会のなかで立場を失ってしまう。

（まずいな。名実ともに、生徒会長はこの学院のトップだ。ふつうにその権力を行使されたら、一般生徒じゃ太た刀ち打うちできない）

　難しい立場にいる彼は、慎しん重ちように振る舞うしかない。

（助すけ太だ刀ちしたくても、俺ごときにできることは『たか』が知れてる。生徒会長が本気で潰しにきたら抗あらがいようがない、とりあえず黙って成りゆきを見守るしかないか？）

　昨夜、別れてから姿を見ておらず、連絡もとれなかったのですこし心配していたのだけれど。彼はタフな男の子だ、今のところ元気そうではある。

　あくまで、身体的には。その内心、およびこの状況によるストレスは、考えただけでこちらのお腹が痛くなる感じだけれど。普段は生徒会の一員でもある彼に何かと便べん宜ぎを図ってもらっている『Trickstar』だが、これでは彼に頼るのも酷こくであろう。

　ここは敵の、生徒会の中ちゆう枢すう。彼らの城、本拠地の直ただ中なかなのである。迂う闊かつに動けば、包囲されて簡単に処刑される。呼びだしを無視するのも角が立つので出向いたけれど、できれば何事もないまま、用件だけ聞いてさっさと立ち去りたいぐらいだ。

（副会長も、すごい人殺しみたいな顔してるし。怖くて声もかけられないな、昨日の失しつ態たいを恥はじてるんだと思うけど）

　真緒くんはこちらを気にしながらも、生徒会の面々の動向にも意識を向けている。けれど今のところ、英智さんは桃李くんを撫でているだけ、桃李くんは甘えているだけ、弓弦くんはお茶の準備をしているだけ──他の生徒会のものたちも、黙って控えているだけ。

　唯一、敬人さんだけが何か言いたげにひたすら英智さんを睨んでいるけれど、今のところ発言はない。無言で、仁に王おう像ぞうのように口を引き結んで押し黙っている。

　その全身から放たれる圧力に、真緒くんは怯みながら──すこし心配そうにしていた。昨夜は敵と味方として相対したけれど、真緒くんは敬人さんの人柄や仕事ぶりを尊敬しているのだろう。その視線は、身内に向ける穏おだやかで優しいそれだ。

（生徒会長が戻ってきてから、一言も口きいてないぞ……。会長と副会長って、仲が良いのか悪いのかわかんないんだよな～？）

　気づかれない程度に、真緒くんは己の上うわ役やくたちを観察している。

（会長がいないときは、副会長は『会長のために』ってがんばってるのに。いざ会長が戻ってきたら、副会長とは口論してばっかりだし？　不思議な関係だよな。とはいえ生徒会の親玉が戻ってきたんだ、気を抜いたらマジで即そく座ざに踏みつぶされるぞ）

　立場がしがらみになって動けないまま、真緒くんは焦しよう燥そう感かんを滾たぎらせている。

（ここは敵の、生徒会の本拠地だ。迂闊な言動をすれば、『ただ』じゃ済まない。どうやってこの難局を乗りきる、『Trickstar』？）





[image: ]






「用件を聞きたい」

　単刀直入に、北斗くんが斬きりこむように前へでながら物申した。

『Ｓ１』では他のものにお鉢はちを譲ゆずろうとしていたけれど、やはり彼にはリーダーの資質が誰よりもある。公平に、冷静に、『ユニット』にとって益のある交こう渉しようができる。

　勢せい揃ぞろいした生徒会役員たちに怯むことなく、正々堂々と。

「俺たちは昨日きのうのドリフェスの疲れが残っている、今日はゆっくり静養したかったのだがな。くだらん用事なら帰らせてもらうぞ、生徒会長」

（おぉ、強気だ。さすが北斗……ぜんぜん、怯んでない）

　状況を窺うかがっていた真緒くんが、口笛を吹くような仕草をする。頼もしそうに、一ひと皮かわ剝むけた仲間のことを眺めていた。

（というか、昨日のドリフェスに勝ったことで自信をつけたのかな？）

「ふふ。そう突っぱるものじゃないよ、かわいいなぁ♪」

　弓弦くんが用意してくれたお茶をテイスティングしながら、のんびりお茶っ葉の産地がどうとか関係ない話をしていた英智さんが──笑みを深くする。

　初めてこちらに気づいたように、あらためて向き直ってきた。

「喧嘩腰にならないでほしいな、僕は君たちと親しん睦ぼくを深めたいんだから」

「ふん。俺は、おまえら生徒会と馴なれあうつもりはない。仲良くする理由がない、茶飲み話をするだけなら『ここまで』だ。……帰るぞ、おまえら」

　北斗くんはほんとうに強気だ、あっさりと踵きびすを返して生徒会室の出入り口へ向かってしまう。難しい交渉などは北斗くんに任せるつもりか、しゃがみこんで調度などを眺めていたスバルくんが慌てて立ち上がる。

「えっ、もう帰るの？　いいけど、生徒会室ってキラキラしたものがいっぱいあって好きだな～！　もうちょっと飾りとか見てたいんだけどっ、ほらほらデカい宝石～☆」

「かかかか帰るならはははは早く帰ろうよひひひひ氷鷹くん」

「明星は気を抜きすぎだし、遊木は緊張しすぎだ。もっと、紳しん士し的てきにしていろ」

　お散歩気分のスバルくんと、極ごつ寒かんの地に裸はだかで放りだされたように震えている真くん──仲間たちを眺めて、北斗くんが助けを求めるように私を見てきた。

　見られても困るけれど。大丈夫、私は北斗くんの味方だよ。

「ふふ。面おも白しろいね、君たちは」

　微笑ましそうにそんな私たちを眺めて、英智さんが音楽を聞くように瞑めい目もくする。

「やっぱり呼びだしてよかった……ううん、こうして対面できて嬉しいな。僕はずっと、君たちのような革命児が現れるのを待ってたんだ」

「……どういうことだ？」

「若い子は、せっかちでいけないね。すぐに答えを求める、結論を急ぎすぎる。もっと、エレガントに振る舞うべきだよ。とはいえ、ゆっくり寛くつろぐつもりはなさそうだし……。仕方ないから、単刀直入に用件を述べようかな？」

　反発してくる北斗くんを愛いとおしそうに眺めながら、英智さんは爆ばく弾だんを投げてくる。




「とりあえず、『Trickstar』は解散しなさい」




「………!?　何だそれは、強権発動にも程がある！」

　一瞬、意味がわからなかったけれど──北斗くんがすぐに血の気を失う。ありありと嫌けん悪お感かんを浮かべて、臨りん戦せん態たい勢せいになった。

「生徒会に逆らったものは問答無用で潰つぶす、ということか？　『ユニット』を無理やり解散させるなど、そんな権利が生徒会にあるのか？　断固抗こう議ぎする！」

「そうだよ、俺たち『Trickstar』はまだ生まれたばかりの、『これから』の『ユニット』だよ！　ここで解散なんてできないよ！」

　太たい平へい楽らくに構えていたスバルくんも立ち上がり、北斗くんと肩を並べて同調する。私と真くんは衝しよう撃げきで動けないし声もあげられない──だって、それは事実上の死刑宣告だ。

　解散、だなんて。

　考えてもみなかった。場に提示された鬼おに札ふだに、咄とつ嗟さに反応できない。まずい気がする。生徒会室を訪れるにあたって、何も心構えをしてきていないわけではなかったけれど──革命の、『Ｓ１』の直後で多少は気がゆるんでいる。

　今度は、私たちが不意打ちを食らってしまった。痛烈な、しっぺ返しを受けたのだ。出会い頭がしらにぶん殴なぐられたに等しい、このまま進めば何もできずにタコ殴りだ。それは奇くしくも昨夜、私たち自身が証明してしまった。あの奇き襲しゆう攻こう撃げきの、再現である。

「敬語で喋れ、貴様ら。いちおう、こちらは上級生だ」

　必死に先ほど落とされた爆弾の種類と威い力りよくを確認している私たちに、思考する時間を与えるように──助け船みたいに発言したのは、意外なことに敬人さんだ。

　彼はお小言を口にしながら、どちらかというと身内のはずの英智さんを忌いま々いましそうに睨にらみつけている。

「とはいえ。俺もその言い分はどうかと思うぞ、英智？　昨日のドリフェスで『Trickstar』が生徒会を倒した、という事実は学院の内外に知れ渡っている。こいつらは、『英雄あつかい』をされているのだ」

　ものの道理のわからぬ子供に常識を説とくように、一から十まで説明している。

「ドリフェスで勝てなかった腹はら癒いせに、生徒会が強制的にこいつらを解散させた……。などという構図になれば、恥の上うわ塗ぬりになるだけだ。生徒会への不信感が高まり、第二・第三の英雄を誰もが待たい望ぼうし、生徒会の権威は瓦が解かいする。その場しのぎにもならん、考え得るかぎり最悪の『やりくち』だ」

　むしろ私たちに対しても、わかりやすく先ほどの英智さんの発言について解説してくれているようだった。敬人さんは決して味方ではないし、卑ひ劣れつな手段も含めて勝利した私たちを苦々しく思っているはずだけれど──やはり公平だ。

　個人的な感情で、自分たちに勝利した『Trickstar』が無用に傷つくことのないように配はい慮りよしてくれている気がする。全体のことを考えて、生徒を守っている。

　私たちもまた、夢ノ咲学院の生徒である。それを、思いださせてくれるような発言だった。その真意は読めない、けれど敬人さんの義理人情の表れだったと思いたい。

「こいつらは、ドリフェスで正々堂々と生徒会が倒す。そうでなければ、名めい誉よ挽ばん回かいはできん。無理に解散させても、すこし気分が晴れるだけで、総合的に見て損だ。死者こそ英雄になり、伝説になる。『Trickstar』を解散させることで……。逆にその名声は高まり、成し遂とげた奇跡には尾ひれがついて、手がつけられなくなる」

　ありえる未来を、可能性を提示し──敬人さんはそれを唾だ棄きした。

　公明正大に。

「それは悪あく手しゆだ、英智。度どし難がたい」

「ふふ、敬人は優しいねぇ。自分を不意打ちで倒して恥をかかせた憎にくたらしい子たちを、庇かばってあげるんだね？」

　むしろ待ってましたとばかりに、英智さんは吞気に傾かたむけていたティーカップを置くと──傍かたわらに立つ敬人さんを横目で見る。しばし、ふたりは私たちがいるのも気にせずに言い争っていた。

「べつに、『Trickstar』を庇っているわけではない。総合的に見て、俺たち生徒会の利にならないと判断しただけだ」

「わかってるよ。安心して、ちゃあんと考えてる。みんなが幸せになれる未来をね、僕は見据えているつもりだよ」

　言い訳がましく語る敬人さんの台詞を受け流し、英智さんは彼に比べて妙に現実感のない──不気味なぐらい耳みみ障ざわりのいい言葉を並べ立てる。

「この物語は、きっとハッピーエンドになる」
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「さて」

　美しい生徒会長は、あらためて『Trickstar』の面々に向き直る。

　そして戯ぎ曲きよくを紡つむぐように、丹たん念ねんに練習を重ねたみたいに淀よどみなく語る。

「まず前ぜん提ていの話をしよう。賢かしこい君たちは理解してると思うけど、昨日のドリフェスで君たちが勝てたのは奇跡だ、『まぐれ』だよ。不意打ちであったこと、『UNDEADアンデツド』や『2winkトウウインク』などの協力、転校生ちゃんの特別性、僕の不在──」

　その台詞せりふをこちらが理解するために必要な、最低限の間をとって。

「──などなどの要よう因いんが重なって運良く摑つかんだ、薄はく氷ひようを踏みながらの勝利だった。真っ向から、本気で僕らが君たちと戦ったら、君たちに勝機はない。リベンジに燃える敬人の『紅月』や、僕の『fineフイーネ』なら、君たちをかんたんに捻ひねり潰つぶせる」

（それは……たしかに、悔しいが生徒会長の言うとおりだ）

　いつの間にか観客のように、ただ英智さんが歌いあげる言葉の洪こう水ずいを身に浴あびながら──相あい槌づちも打てずに、北斗くんが必死に思案している。

（昨日の勝利は、奇跡だった。奇跡は何度も起きない、実力差は明白だ。正々堂々と戦って勝てる、などと自うぬ惚ぼれてはいない。腐くさっても生徒会長は、夢ノ咲学院を支配してきたトップアイドルだ）

　咀そ嚼しやくし、理解し、判断する。

　北斗くんは彼らしい、演算装そう置ちのような計算と思索を脳のう内ないで繰り広げている。

（権力だけで、支配していたわけじゃない。たしかな実力がある。誰にも越えられぬ高い壁だからこそ、君臨できた。俺たちも、まだ未み熟じゆくだ。生まれたばかりの、『Trickstar』──そんな俺たちが必死で努力を重ね、策を練ねりあげ、たくさんの味方の協力を得てかろうじて勝利を摑んだのだ）

　ここは怪かい物ぶつの巣穴だ。対応をまちがえれば、待っているのは絶望だけ。そんな、本能的な忌き避ひ感かんがある。私たちは何の用意もなく、蜘く蛛もの巣のなかへ踏みこんでしまった。

（二度目は、ない。生徒会に比べれば、俺たちはまだ実力不足だ。時間をかければ、いつかきっと追いつけるはずだ。けれど現時点では、明確な実力差がある）

「とはいえ、ね。君たちはこの夢ノ咲学院に咲いた花だ、咲くはずがない花だった。奇跡そのものだ、尊とうとい存在だと思っているよ。踏みつぶしてしまうのは、あまりにも惜おしい」

　そんな北斗くんの内心をすべて読み取っているかのように、彼が思考に一区切りをし──結論を得るのを待つみたいに、英智さんがお茶を楽しんでいる。

　口を湿しめらせてから、言葉の刃やいばを抜き放つ。

「だから、僕は提案をしよう。そのために今日、君たちを呼びだしたんだよ。話は最後まで聞きなさい──これは、君たちにとっても『チャンス』なんだから」

　魂たましいを売買する取り引きを持ちかける悪あく魔まのごとき、優しい態度である。怪物そのものだ。身構えたり、声を荒らげたりする必要などないのだ。交渉しているように見えるけれど、実際はちがう──彼は一瞬でこちらの全存在を拭い去れる。

「『Trickstar』には、可か哀わい想そうだけど解散してもらう。けれどその構成メンバーはすべて、もっと有力な『ユニット』に移い籍せきしてもらおうと思っている」

　けれど。彼はあえて言葉を尽くして、まるで人間みたいな口ぶりで交渉ごっこをしているのだ。こちらを馬鹿にしているというより、それは彼なりの礼儀のようだった。

「電でん撃げき移籍だ。そうだね……氷鷹北斗くん、明星スバルくん。君たちには『Trickstar』なんて寄せ集めの、どこの馬の骨かもわからない『ユニット』なんてもったいない。僕の、『fine』に所属してもらおう。この夢ノ咲学院で、最強の『ユニット』にね。今日、君たちを呼びだしたのは制せい裁さいのためじゃない、勧かん誘ゆうのためなんだよ？」

　作法どおりに皿に並んだ私たちを切り分けて、口に運び、味わいながら咀嚼する。

「僕の身内になりなさい。そして、未来の『fine』を、夢ノ咲学院を、アイドル業界を担になう逸いつ材ざいとなってほしい。君たちには資質がある、光り輝かがやく才能がある。それは僕の敵としてではなく、味方としておおきく咲き誇るべき尊い萌ほう芽がだ」

　本当に上等な料理を眺めるみたいな、ぞっとするような目つきだ。下げ卑びた欲望はない、あくまで優雅だ。けれど、こちらをまったく人間だと思っていない。

「芽め生ばえたばかりのそれを、僕に踏みつぶさせないでほしい。愛めでさせてほしい、育てさせてほしいんだ。これはお願いだよ、この天祥院英智が頭をさげて頼もう。君たちが欲しい、喉から手がでるほどにね」

　英智さんは、名指ししたふたりへ──北斗くんとスバルくんへ、手招きをする。その仕草も、やはり食材を切り分けるためにフォークとナイフを扱うみたいだ。

　お上品に、彼は私たちを飲みこもうとしていた。

「可か憐れんな花を、将来有望な若いアイドルを収しゆう穫かくする日を、僕はずっと待ってたんだ」
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「もちろん……氷鷹くんと明星くんだけでなく、他のふたりのメンバーについても考えているからね。どうか、安心してほしい」

　突然の提案に、もちろん返事どころか理解すら追いつかなくて呆ぼう然ぜんとするしかない私たちへ、今度こそ考えるいとまも与えずに──英智さんはどんどん刃を振るってくる。

　言葉と権力、扱いようによってはどんな兵器よりも恐ろしいそれを、縦じゆう横おう無む尽じんに放ってくる。遙はるかな高みから、こちらを品定めしつつ切り刻きざんでいく。

　気味が悪い。恐ろしい。けれど、何の抵てい抗こうもできなかった。彼が長々と語る言葉のなかに含まれる悪意と、布ふ石せき。それが、次々と食虫植物のように牙きばを剝むいてくる。

　英智さんの次の狙ねらいは、『Trickstar』の残りふたりだ。壁際で焦しよう燥そう感かんをにじませいつでも動けるよう身構えた真緒くんと、ひたすら異様な状況に怯えている真くんである。

「まず衣更真緒くんは、彼を高く評価している敬人の『紅月』に所属してもらう」

　まるで素す晴ばらしいご褒美を与えるかのように、英智さんは私の仲間たちを宝石箱に詰めて分配していく。そこに、私たちの意志は介かい在ざいしていない。

　何もかも、生徒会長の思うがままだ。

「遊木真くんは、僕の知ち己きが所属している『Knightsナイツ』が『欲しい』と手を挙げてくれている。瀬せ名な泉いずみくん……彼が、強く遊木くんの移籍を所望しているようだね」

　その名前に、私は寒気を覚える。泉さん──『Ｓ１』の直前に防音練習室を訪れて、忌いまわしい言動で疵きず痕あとを、嫌いやな感かん慨がいを残していったあの妖あやしい美青年だ。彼はどうも、真くんにご執しゆう心しんのようだったし……。移籍先として、自分の『ユニット』を提示したのか。

「『Knights』は生徒会の勢力に属さないなかでは最大級の、有力な『ユニット』だ。落ちこぼれの劣れつ等とう生せいという評価の遊木くんには、この移籍はまたとないチャンスだよね？」

　やはり善行を為しているかのように、まるで私たちのためを思って尽じん力りよくしているみたいに──英智さんは、『Trickstar』という奇跡のような集団を腑ふ分わけしていく。

「それは、君たち全員に対して言えることだよ。このまま擦すりきれて跡形も残らないぐらいに、僕たち生徒会とがむしゃらに戦ってみるかい？　地じ獄ごくの、消しよう耗もう戦せんがしたいのかい？」

　すべてを捧ささげた激戦を乗り越えた直後の、ぼろぼろで疲れきった私たちを──まるで労いたわるように、英智さんは語る。さすがに、昨日の『Ｓ１』みたいな無茶は何度もできない。次こそ、死人がでそうだ。みんな命を削けずり、寿じゆ命みようを縮めるようにして戦ったのだ。

　あんな闘とう争そうを何度も何度も繰り返すのは、無理だ。せめて、すこし休みたい。勝ったのだ、この夢ノ咲学院を変えたのだ──革命を成し遂げたのだ。そのご褒美として、しばしの休息がほしい、そう頭のどこかで考えている。本能が、訴うつたえている。

　私たちのなかの厭えん戦せん気分を見み透すかして、英智さんはそこを刺し激げきしている。脳手術を受けているみたいだ、このひとの話をいつまでも聞いているのは危険すぎる。

「最初のうちは、自分たちが『たいしたこと』をしていると勘かん違ちがいして、楽しめるかもしれないね。でも、それは所しよ詮せんはごっこ遊びだ。革命ごっこだよ。やがて気づくだろうね、そんなことには何の意味もないって──」

　私たちが薄々と抱いだいていた不安すらも、彼は取っかかりとして──心という名の城じよう壁へきを突き崩くずしにかかる。そうだ。革命だ何だと言ってみても、世界を塗り替えたわけではない。ちいさな高校の、誰にも覆くつがえせなかったおおきな流れの行き先をすこし変えただけだ。

　それだけのことに、私たちは死力を振り絞った。けれど、そこが限界だったのではないか。これ以上は、無理なのではないか。弱音が、冷たく重たい現実がのしかかってくる。

　私たちは、まだ高校生なのだ。経験もない。未熟で、若さと元気と可能性だけが持ち味だ。いつだって、自分たちの歩んでいる道に自信も、確証ももてない。

　その不安に、心の隙すき間まに刃をさしこみ、英智さんは甘い毒を塗りこんでくる。

「僕たちは同じ夢ノ咲学院の仲間じゃないか、争いあうのは哀かなしいことだよ。生産的ではないよ、未来について考えなさい。これは君たちにとって決して敗北なんかじゃない、魂を売り渡す行為なんかじゃないんだ」

　英智さんの言葉が脳の隙間に、心のひだに浸しん透とうしてくる。彼は幸せな未来を提示し、導き、私たちに言い訳まで与えてくれる。

「君たちは勝利したんだ。僕の提案は、そんな君たちに対しての報ほう酬しゆうだよ。君たちの才能は、僕の手元でこそ輝く。そう確信しているよ、だから『うん』と言ってほしい。僕の手をとってほしい、ともに歩んでいこう」

　一瞬だけその笑顔が、ほんとうに人間のものには見えなくなった。

「君たちの夢を、僕の夢に取りこんであげる」

　そう口にした英智さんは、人間の皮をかぶった化け物のようだった。自分でも不可解なほどの痺しびれが、全身の神経に稲いな妻ずまのように走った。怪物の牙が、今まさに首に食いこんで、その痛みと衝撃を誤ご魔ま化かすために脳内麻ま薬やくが垂たれ流される。

　あぁ彼は捕ほ食しよく者しやで、私たちはそんな彼のために用意された餌えさなのだ。

「その夢はきっと最大限の輝きを放つよ、この世界のすべてを明るく照らす希望になる。君たちはシンデレラだ、成功の階段を高く高く駆けあがれる。これは最大級の賛さん辞じだよ、突っぱっていても意味なんてない。成長するためには反はん抗こう期きも必要だけど、いつまでも逆らってばかりではいられない」

　ちいさな子供に夢物語を、御お伽とぎ噺ばなしを語る口ぶりだ。英智さんの言葉には無数の噓うそと毒、悪意が染みこんでいるけれど──その言葉だけは本心のように思えた。

　不意に零こぼれた、彼も高校生の男の子であるという証明のようだった。

「いつか体制に、社会の仕組みに、『おおきなもの』に取りこまれる。いつまでも子供ではいられない、大人になるべきだよ。そしてそれは、今しかないんだ」

　私たちの通う夢ノ咲学院の先輩、そのひとりである英智さんは──何だかふつうに後輩を教え導いているだけのように思えた。そう錯さつ覚かくしてしまうほど、語れば語るほど、彼が善人なのではないかと──本音から私たちを心配して助言してくれているのではないかと、思いこんでしまいそうだ。

　親身に、救いの手を差し伸べてくれているような。

「このチャンスを、むざむざ無む駄だにしないでほしい。ここが引き際ぎわだよ、妥だ協きよう点てんだ。これからもアイドルとしてやっていきたいなら、君たちも大人の判断をすべきだよ」

　おぞましいぐらいの共感が、私の心の深いところを揺さぶってくる。

「僕はずっと、君たちのような才能を待っていた。この巡めぐりあわせを、不幸な結果で終わらせないでほしい。心からね、お願いするよ」

　そうだ。大人には、体制には逆らえない。私たちは大人たちが苦労して用意してくれた平和な箱庭のなかで、愛でられて、生かしてもらっているだけだ。

　首輪を嵌はめられたまま、大人たちの真似事をして悦えつに入っている──子供なのだ。

「僕に、せっかく咲いた美しい花を、踏みつぶさせないでほしい」

　あっさりと、迷い惑える私たちへ、英智さんは最後通つう牒ちようを示してくる。

「この『お願い』を聞いてくれないなら、哀しいけど戦争するしかないね？」
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「ふふ」

　英智さんはまたティーカップを手にして、すこしだけ間をおいた。自分の言葉が私たちのなかに波は紋もんを生じさせ、心の奥まで浸しん透とうするのを確かめるみたいに。

「みんな固まってしまったね。突然すぎて驚いちゃったかな、でも返事は待たないよ。君たちは、たった二週間の特訓で『紅月』をくだすほどの推すい進しん力りよくを、武器を得た。放っておくと危険だからね、この場ですぐ返答をしてほしい」

　すぐに彼は満足げに頷くと、変わらぬ穏やかな態度のまま再び語り始める。やはり何もかもが五ご線せん譜ふにあらかじめ音おん符ぷが記しるされた、楽曲のようだ。私たちは最初から最後まで、その反応すらすべて把握されたうえで、鳴らされる楽器でしかない。

　観客ですらない。すでに彼の牙は私たちの心に食いこみ、取りこもうとしている。このまま最後まで無む抵てい抗こうでいれば、飲みこまれて本当に彼のいちぶにされてしまう。

　そんな気がした。

「夢ノ咲学院のトップアイドルにそこまで警けい戒かいしてもらえるとは、光栄だな」

　英智さんに怯えて震え上がるしかない私の横で、北斗くんが突っ張るように強めの語調で応える。新参者の私とちがって、彼には『Trickstar』のみんなとずっと紡いできた絆きずながある。それが鎧よろいとなり盾たてとなって、怪物の猛もう攻こうを凌しのいでいる。

　そのはずなのに──。

「だが、俺たちの答えは決まっている。そうだろう、みんな？」

「……すこし考えさせてくれ、ってのは返答にはならないのか？」

　私たちからやや離れた位置──壁際にいる真緒くんが、やけに淡々とそう言った。信じられない、という顔で北斗くんが「衣更？」と仲間の名前を呼んだ。

　迷子みたいに。

「北斗。おまえらしくないぞ、情熱が空回りしてる。どうも感じてる以上にやばい状況だぞ、これは」

　そんな北斗くんをむしろ羨ましそうに見て、熱を散らすみたいに自分の頭をぐしゃぐしゃと搔きむしると、真緒くんは鋭く呼気を吐いた。

「まぁ上から目線で一方的に命令されて～みたいな感じでさ、気分はよくないけど。この現実が将しよう棋ぎ盤ばんなら、俺たちはすでに丸裸だ。迂闊に動くと、詰つむぞ」

「ふふ。若いっていいね、何でもできるような全能感があるんだろうね。でも、いったん『そういうの』は忘れて、冷静に考慮してくれると嬉しいな」

　そんな真緒くんの態度に何を思ったのだろうか、英智さんは的確に──こちらが動くと同時に兵器のような言葉を投入し、芽生えかけた希望をあっさり叩き潰す。

「衣更くん。賢い君なら、ちゃんと利害を天てん秤びんにかけることができるよね？」

「…………」

　真緒くんは、黙ってしまった。彼は最初から難しい立場にいる、迂闊には発言できない。それでも北斗くんを気遣って声をあげたのに、もう口を封じられた。

　それこそ将棋だったら、まさに打つ手がない感じだ。絶望的である。

　この盤上はすでに、生徒会長の意のままなのだ。

「返答を急せかすのにも、理由がある。近日中に、あるイベントを予定していてね」

　話題を変えるというより、まとめるように英智さんは新事実を提示してくる。

　最初からすべて、その地点に向けて話を構こう築ちくしていたようだ。

「そこに、すべてを間にあわせたいんだ。ほんとは、今すぐにでも動き始めなくちゃいけないんだよ？　予定も詰まっている。こちらの都つ合ごうで恐きよう縮しゆくだけど、僕はずいぶん長く入院していたからね……。やりたいこと、やらなくてはならないことが、山やま盛もりなんだ」

　瞬間、英智さんはそれまでずっと浮かべていた優しげな笑みを消した。

　それだけでもう、心しん臓ぞうを握り潰されたみたいに恐ろしかった。

「いつまでも、君たちと遊んでいる暇はない。手を焼かせるようなら、ありとあらゆる手段を用いて君たちを潰す。……僕は、敬人とちがって優しくないよ」
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「ふふ。考えやすくするために、もうすこしカードを切ろうかな」

　完全に沈黙してしまった私たちを見て、これでは話にならないと思ったのか──英智さんがまた笑みを浮かべて言ことの葉はを紡ぐ。

　息も絶たえ絶だえな私たちに、とどめを刺すみたいに。

「遊木真くん」

「えっ、僕ですか？　なな、何でしょう？」

　不意に呼びかけられて、真くんがあろうことか私の後ろに隠れた。いいけれど。私も怖いのだ、あまり守ってあげられない気がする。

「そう怯えないでほしいな、僕は暴ぼう君くんじゃないんだ。いつでも君たち夢ノ咲学院の生徒のためになることを考えて、行動しているつもりだよ」

　憐あわれな道どう化けでも見るように、英智さんは愉たのしげに真くんを眺めている。

「遊木くん、はっきり言っておこう。君の持ち味を最大限に発はつ揮きできるのは、『Trickstar』ではなく『Knights』だよ。あの『ユニット』には、業界でも有数のグラビアモデルである鳴なる上かみくんと、瀬名くんがいる」

　鳴上、という名前はよく知らない。泉さんと並び称されるなら、やはり同じような感じのひとなのだろう──ならば真くんとは、傾けい向こうは真逆だと思うけれど。

　真くんは私の背後に隠れたまま、こちらの制服の裾すそを握にぎりしめている。その震えが、伝わってくる。自分の死期を告げられた、不幸な患かん者じやみたいだ。

「君の特性を、最大限に活いかすシステムが備そなわっている。『Knights』でこそ、君は花開く。君のステップアップのために、よりよいステージに移向するのが賢けん明めいじゃないかな？」

「僕はもう、グラビアモデルは──」

「グラビアモデルに戻れ、と言っているわけじゃないよ。その才能を最大限に活かせる環かん境きように身を置いたほうがいい、と提案している。それが、君にとっては『Knights』なんだ」

　弱々しく抗こう弁べんしかけた真くんの声を、あからさまに英智さんは遮さえぎった。丁てい寧ねいに会話を重ねるより、一方的に押し切ったほうが真くんには効果的だと悟さとったのだろう。

　実際、そのとおりで──真くんはもうぐうの音ねもでていない。

「『Trickstar』にいては、宝の持ち腐ぐされだ。君の才能を殺すだけだ、いつまでも日ひ陰かげ者ものでいいのかな？　このままじゃ、君は永遠に明星くんたちの引き立て役だよ？」

「…………」

「長期的な人生設計をするべきだ。先を見通し、最適な手を打ちなさい。これは僕の持論だけどね、エンターテイメント界かい隈わいにおいて我が国が諸外国に遅れをとっているのは──全体に投資せず、個人を放し飼いにするせいだ」

　死んだように沈黙した真くんに興味を失ったのか、的確に致ち死し量りようとなる言葉を投与できたと思ったのか、英智さんは関係ないような話を始める。しかし、まったくの与よ太た話ばなしなわけがない──これもまた、私たちを屈くつ服ぷくさせるための一手なのだ。

「海外はシステムに注力する。型をつくり、設備を充実させ、ノウハウを蓄ちく積せきし、エンターテイメントを工業化する。資金を無駄なく運用し、システムを形成する」

　彼は国民に、つまり自分の支配するものに演説をぶつように語っている。

「我々アイドル業界を含むこの国のエンターテイメント界隈は、それを怠おこたってきた。個人個人に多額の報酬を支払うが、システムは不十分なまま『なぁなぁ』で済ませている。その場その場で話題になり、流行になるが、その理由がわからない。統計もとらず、数打ちゃ当たるの勝負をしている。博ばく打ちにしても、下へ手たすぎる。流行をつくりだすシステムを形成できずに、その場でただ『当たった、当たらない』と盛りあがってきただけだね」

　対話は終了し、英智さんの独演会が始まった。

　聴衆と化した私たちは、ただその弁べん舌ぜつを黙って拝はい聴ちようするしかない。反論をゆるさぬ、心のこもった──彼の持論。私が朝は眠いとかコンビニでアイスを買おうとか、そんなことを考えている間に、彼はずっとこんな小難しいことを考えていたのだろう。

　あらためて、怖いと思った。もはや、私とはちがう種類の生き物だ。

　物語の登場人物のように、麗うるわしい生徒会長は朗ろう々ろうと持論を披露していく。

「お金をばらまけば、その場にいる人間は喜ぶ。だけど、お金の使いかたとしてそれは無駄遣づかいでしかない。どぶに捨てているだけだ、何の投資にもなっていない」

　英智さんは、高校三年生。私とは、ほんの一歳しかちがわない子供のはずである。なのに大人のように、経営者のように語っている。住む世界がちがう──生きてきた場所がちがう、彼はちがうステージに立っている。

「喩たとえるなら海外は『武道』で、国内は『喧嘩』だ。がむしゃらにやれば、一時的に『喧嘩』が勝利することもあるだろう。だけど長い目で見れば、システムを形成し、そこに注力した『武道』のほうが強い。完成されたシステムは、どんな天才的な個人をも凌りよう駕がする」

　喩えまで用いて、わかりやすく己の考えを開示してくれる。

　これは何もわからぬ私たちへの、生徒会長・天祥院英智からの講義だった。託たく宣せん、あるいは洗せん脳のうのようだ。言葉のひとつひとつが脳細胞に入りこんで、染めていく。

　彼の思想に、脳内を侵しん略りやくされていく。

「最終的に、竹たけ槍やりと戦せん闘とう機きの勝負になる。勝ち目がなくなってからじゃ、遅すぎるんだ。天才はいらない、一いつ騎き当とう千せんの強者もいらない。大量生産され訓練を施ほどこされた『普通の兵隊』のほうが、いつか必ず勝者となる」

　当たり前の事実を述べるように、彼は語る。そしてたぶん、本当にその言葉が現実のものとなるように努力と、行動を重ねている。自分の意志が、思想があり、それに基もとづいて動いている。それはまさに、大人だった。

　単に年齢を重ねているというわけではない、大人に飼かわれて無む邪じや気きに遊んでいる子供から脱皮して、この現実に干かん渉しようをする──物語の登場人物としての口ぶりだった。

　彼は現実における己の立ち位置を理解し、配役を与えられ、万全に振る舞っている。

　私たちは単なる読者として、与えられた物語を楽しむ子供として、彼の行動を見守ることしかできない。私たちには、彼と対話をする権利すらないのだ。

　だから大人に、物語の登場人物になりなさいと、彼は言ったのだ。

「システムに注力するというのは、そういうことだよ」

　返事もできない私たちへ、英智さんは自説を区切りのいいところまで、丁寧に語った。己はこんな人間であると、親切に解説してくれる児童書の主人公みたいに。
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　いったん話を途と切ぎれさせて、英智さんはむしろ己の熱を冷ますようにお茶を口にする。自分を戒いましめるみたいに何度か瞬まばたきし、目元を揉もんで、現実に向き直る。

　そしてまた優しすぎて不安になるほどの、柔にゆう和わな笑みを浮かべるのだ。

　愛すべき物語の高こう潔けつな主人公か、私たちの保ほ護ご者しや──親のように。こちらを侮あなどって見下しているわけではなく、単純に、現実的に私たちと彼の間には高低差がある。

　立っている場所が、ちがう。英智さんは、余裕たっぷりに構えている。

「話がすこし逸れたね。僕の言ったことの意味が今はまだわからないかもしれないけど、よく考えてほしい。アイドル業界の未来のために、君たちも貢こう献けんしてほしいな」

「俺たちに、あなたの兵隊になれというのか……『皇帝』陛へい下か？」

　鈍どん感かんなのか強いのか、私に比べてあまり動じていない北斗くんが、眉まゆをひそめて問うた。私たちを庇うようにまた一歩だけ踏みだし、挑ちよう戦せん的てきに生徒会長を睨んでいる。

　英智さんは初めて赤ん坊がはいはいをしたのを見たように、微笑ましそうだ。

「僕の、ではないね。アイドル業界の、兵隊になってほしい。もっと言えば、奴隷になってほしい。しかも喜びながら奉ほう仕しする、幸福な奴隷になってほしいんだよ」

　過か激げきな、だからこそ伝わりやすい直ちよく截せつ的てきな単語を選んで、英智さんは語る。

「僕は長い目で見ている、システムについて考えている。その場その場の勝った負けたには、興味がないんだ。『アイドル』という存在を国内の喧嘩自じ慢まんで終わらせずに、人類史に名を残す偉い大だいな武道家として──英雄として、文化として根付かせたい」

　煌きらびやかな言葉で、彼は現実を飾り立て、手をくわえていく。ありえない夢物語のようなことを、あくまで現実のこととして語っている。

　それが奇妙で、気持ちが悪い。けれど同時に、逆らえない重みがある。私のようなその他大勢が、物語の登場人物に対して何か物申す権利があるのだろうか？

「僕がアイドルを、文化という高みにまで引きあげる。いいや、それ以上の存在に昇しよう華かしてみせる。君たちには、それを手伝ってほしい。君たちにはそれができる。才能がある、資質がある。きっと、多大な戦果をあげられる」

　英智さんは笑みを浮かべたまま、いまだ戦意をなくしていない──心が折れていないものたちを、ひとりずつ蹂じゆう躙りんしていく。

　最初の狙いは、生意気にも抵抗をつづけている北斗くんだった。

「そう見込んだからこそ、こうして声をかけているんだよ。氷鷹くん、君のご両親にも根回しは済んでいる。応援してくれるようだよ、疑うならご実家に確認をとってほしい。……ごっこ遊びはもうやめて、本物の戦場に歩を進めるべきだよ」

　その言葉には、雷らい撃げきのような威い力りよくがあった。それまでは持ち前の無表情をわずかにしか歪めていなかった北斗くんが、おおきく反応した。顔をしかめ、憎にく々にくしげに歯ぎしりしている。私は、そんな北斗くんを初めて見た。

　泣き叫ぶ寸前の、赤ん坊みたいだ。

「りょ、両親は関係ないだろう。たしかに、システム論などが好きなうちの親はあなたの意見に肯こう定てい的てきだろうが」

　言葉すら乱して、北斗くんは必死に訴うつたえた。致ち命めい傷しようを負いながらも、それでも戦っている。そんな気がした──見ていて、痛々しいほどだった。

　そういえば北斗くんは、両親との間に何か屈くつ託たくがあるようだった。『Ｓ１』に勝利するため、両親に頭を下げて助力を請こうたとも聞いている。助力を請う？　親なのに？　まるで断だん腸ちようの思いで、憎い相手に助けを求めるみたいだった、あの表情を覚えている。

　それは、まちがいなく北斗くんの急所のひとつだ。そこを、英智さんは鮮あざやかに──容よう赦しやなく突き刺さした。北斗くんはふらふらしながら、必死に言った。

「俺は、心のない歯車になるのが嫌いやで、『Trickstar』として活動しているんだ」

「それは、ただの反抗期だよ。大人になりなさい、氷鷹くん。青春は短い、疲れきり動けなくなってから後こう悔かいしても遅いんだ」

　わかりやすい言葉で北斗くんのすべてを切って捨てると、英智さんは目を細める。北斗くんの精せい一いつ杯ぱいの強がりを見透かし、紙をぐしゃぐしゃに丸めて屑くず籠かごに放り捨てるみたいに──無用なものとして撥はねのけたのだ。

　絶句する北斗くんへ、英智さんはそれこそ分からず屋の親みたいに告げてくる。

「もう競争は始まっている、立っているものは親でも使えというけどね。恵まれた環境にいるのに、利用できる身内がいるのに、それに背を向けるのは単なる駄だ々だだよ？」
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「無論、報酬も支払おう。君たちの貴重な青春を、若い日の時間を僕のために使ってくれと頼んでいるんだからね」

　ついに北斗くんまで押し黙り、生徒会室に静せい寂じやくが蟠わだかまった。暗い雰囲気を払ふつ拭しよくするみたいに──英智さんは、次の爆弾を投下してくる。

　絨じゆう毯たん爆撃だ。私たちのすべてが、焼け野原にされていく。

「それに見合う金額を用意しよう。そうだね、ひとり一千万円ぐらいでいいかな？」

「俺たちを、買収するのか？」

　北斗くんが嫌けん悪お感かんを隠しもせずに言うと、英智さんは困ったように微笑んだ。

「投資だよ、ううん労働に対しての正当な報酬だね。喧嘩でどれだけ勝っても、気分が晴れるだけ。けれど兵隊は利益を生み、それは個々人にも還かん元げんされる。そういうことだよ」

　先ほど語られた長話が前提知識として、すでに私たちの脳内に巣くっている。彼の文脈に組みこまれ、彼の思考に基づいて物事を判断しようとしている。

　すでに私たちの心のなかに、意識のなかに、彼は領土をつくっている。それを自覚して──私は、やはり気味が悪くなった。魔法にかけられたみたいだ。けれどそれは確実に、お姫さまを幸せにするたぐいの絵本のなかの魔法ではない。

　この現実を思いのままに改変する、悪意あるものによる禁きん忌きの技法だ。

「明星くん、君はたしかお金が好きだったね。お金で片付くなら楽でいい、一千万円で『うん』と言ってくれないかな？」

　次の狙いをスバルくんに定めたのか、英智さんは彼に向き直りながら語る。

「トップアイドルの稼かせぎとしては、すくない金額だけどね。まだ何の成果もあげていない人間に支払うには、おおきな投資になる」

　あらかじめ用意していたのだろう、彼は映画などでよく見る──だからこそ現実感のないアタッシュケースを、無む造ぞう作さにデスクの上へと置いた。簡単に開く。その内側には、信じられないことに、札束が詰まっていた。英智さんの言葉どおりなら一千万円、ううん『Trickstar』全員にそれぞれ配るなら四千万円？

　よんせんまんえん？　ちょっと現実感のない金額だ、意味がわからない。それだけあれば何だって買える、家だって車だって何だって……。御伽噺のなかで描かれるたぐいの幸せや愛以外の、この現実に存在するものだったらたぶん何だって。

　大人ならば、大喜びしてその現実的な報酬を受け取っていた。

　けれどそれは、私たちの青春を、革命を、奇跡を売り払うに足る金額だろうか。わからない。生々しい札束に目がくらみ、吐き気すらしてきた。

「受けとってほしい、僕からの君たちへの期待の証あかしをね」

「ふざけんなよ」

　スバルくんは、迷わなかった。

　彼もまた、物語の登場人物のようだ。そうだ──御伽噺の王子さまや、少年漫画の主人公は、そんなものに目をくらまされない。私が馬ば鹿かだった、自分が恥はずかしい。

　彼は激情をこめて、まったく濁にごりも汚れもない声音で言ったのだ。

「俺はたしかにお金が好きだけど、あんたのお金はキラキラしてない！」

「意味がわからないね。小銭や、金きん塊かい、宝石で支払えばいいのかな？」

　すこし意外そうにそんなスバルくんを見て、説得を諦あきらめたのか、単純に時間切れか──英智さんが腕時計を気にしながら立ち上がろうとする。

「まぁいい、条件は示した。僕の手をとるかどうか、判断し、選ぶのは君たちだよ。強制もできたのに、そうしないところに僕の誠意を感じてくれたら嬉しいけどね……。どうか冷静に、一考してほしい」

　彼の膝の上で甘えたまま眠りかけていたらしい桃李くんが、ビクッとして跳ね起きた。

「そうそう、このあと僕の『fine』が参加するドリフェスがあるんだ。是ぜ非ひ、君たちにも観てほしい。非公式の野の良ら試合……いわゆる『Ｂ１』だから、チケットがなくても観戦できるよ。僕の実力を見て、仲間になるかどうか──」

　桃李くんを優しくどかして、生徒会長は立ち上がる。交渉は、否──彼の独演会は終わりらしい。安あん堵どしそうになるけれど、彼の威い圧あつ感かんはむしろ増してくる。

　英智さんが、私からすれば見上げるほど背が高いことを実感する。しかし身長以上に、おおきく見えた。差しこみつづける日差しを吸収し反はん射しやして、神々しい立ち姿だ。

「長いものに巻かれるか、それとも意地を張って抗うのか、選んでほしい。ちょっとした発表もある、観戦して損はないはずだよ」

　きっちりティーカップのお茶を最後の一滴までちょうどよく飲み干すと、英智さんは窓際まで歩いて外の景色を、彼の支配領域──夢ノ咲学院を高みから眺めている。

　輝きの直中で、『皇帝』は肩越しにこちらを振り向いてきた。

「賢けん明めいな判断を期待しているよ、まだ何者でもない君たち。ただし、長くは待てないからね。何度でも言うけど青春は短い、しかし人生において一秒だって無駄にできない重要性を孕んでいる。浮かれて騒ぐだけで終わらせるのは、もったいないよね」

　その視線にこめられているのは、同情か羨せん望ぼうか、曰いわく形容しがたい愛のようなものだ。また、私には彼のことがわからなくなる。ほんとうに最初から最後まで、彼は私たちのためを思って語ってくれていたのだと、勘違いしてしまいそうだ。

　かぎりなく善意に似た悪意を振りまいて、私たちを完かん膚ぷなきまでに叩き潰すように黙らせてから、生徒会長──天祥院英智は、やはり受じゆ肉にくした神のように選せん択たくを迫ってくる。

「ここが君たちの人生の岐き路ろだよ、どの道を選ぶか熟考してほしい。曖あい昧まいな夢ではなく、生々しくて厳しい現実と向きあうときがきたんだよ」

　その言葉への返答を、まだ私たちは持ちあわせていなかった。

　奇妙な感かん慨がいを残して会談は──王者への謁えつ見けんは幕を閉じて、私たちはあとから思いだしても悪夢そのものの、けれど無視できぬ重みをもった現実と向きあう羽は目めに陥おちいる。

　涙でできた渦うず潮しおのなかで、藻も搔がき苦しむような……。それは怪物のごとき美び貌ぼうの生徒会長の、胃い袋ぶくろのなかで垣かい間ま見みた邯かん鄲たんの夢だ。
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　そのあと。

『皇こう帝てい』との謁えつ見けんを終えた私と『Trickstarトリツクスター』の面々は、無言のままグラウンドまで移動していた。放課後である。あまり部活動などは盛さかんではない夢ゆめノの咲さき学がく院いんだけれど、あちこちで生徒たちが行き交かい──青春そのものの活気を振りまいていた。

　夢から覚さめた、つまり起きた直後のように足下が覚おぼ束つかない。ふらふらしながら、私たちは生ける屍しかばねのように連つらなって歩いている。まだ、先ほど洪こう水ずいみたいに浴あびせられた生徒会長の言葉を咀そ嚼しやくしきれていない。全身、とくに脳のうが重たい。

　実際、昨日の『Ｓ１』の疲労も抜けていないのだ。私たちはまるで徹てつ底てい的てきにやっつけられて落ち延のびる敗残者のように、俯うつむいて歩いていた。

「あっ、ほんとに屋外ステージが設置されてる！」

　ひとりだけ元気なスバルくんが、もたもたしている私たちが待ちきれないのか──みんなの手を引っぱりながら驀ばく進しんしていく。振り向いて、とびっきりの笑えみだ。

　生徒会長の呪のろいか魔ま法ほうみたいな言葉の波を浴びて、むしろ何も感じていなさそうなのは心配ですらあるのだけれど──その子犬のような仕草に、すこしほっとする。

「ほんとに野の良ら試合をやるんだね～、生徒会長♪」

「副会長の『紅あか月つき』は絶対にやらなかったのにね、生徒会が非公式戦に出馬するのは初めてじゃない？」

　真まことくんも和なごんだのか、まだか細く震ふるえながらも弱々しく微笑ほほえんで応こたえた。その言葉を継ぐように、北ほく斗とくんも話に乗っかってくる。

「俺たち一般生徒にとって、非公式戦である『Ｂ１』こそが最も馴な染じみ深い。そんな『俺たちのステージ』で実力を見せつけることで、一般生徒の心を掌しよう握あくするつもりだろう」

　そうして会話を重ねるうちに、徐々にいつもの『Trickstar』に戻っていくようだった。互いに光を分けあって、反はん射しやしあって輝かがやく。それは、彼らの美点である。

　まだすこし表情が暗くらいものの、北斗くんはいつものように丁てい寧ねいに事じ象しようを解かい析せきする。

「『紅月』は非公式戦を存在しないものとして扱あつかうことで、むしろ俺たちの自由な表現を、活動を黙もく認にんしていたといえる。度が過ぎた場合は、弾だん圧あつしていたがな。そんな圧力に抗あらがうために俺たちは奮ふん起きし、実力を磨みがき、野良試合で鍛きたえられてきた」

　触ふれられたくない敏びん感かんで、柔らかい部分を先ほど土足で踏ふみ荒あらされた彼は、生徒会長に敵てき愾がい心しんを抱いだいているようだ。その口く調ちようは刺とげ々とげしくて、怖いぐらいだった。

「だが生徒会長は、その野良試合に出場する。俺たちの楽園を荒らし、征せい服ふくし、俺たちから逃にげ場を奪う。勝つためには、己おのれの権勢を拡大するためには手段を選ばんということか」

　それでも北斗くんはそういう性質なのか、公平に、むしろ褒ほめるみたいに語る。

「まさに皇帝だ。単なる抑よく圧あつ者しやではない、生徒会長は夢ノ咲学院のすべてを手中に収めるつもりだ。それが可能な実力者であり、権力があり、また策も弄ろうする。政治をして、戦争もする。そしてきっと、必ず勝利する」

　もちろん勝負は時の運だし、昨日きのう、私たちが成し遂とげた革命によって『生徒会にも勝てる』ということは証明された。これまでの、八や百お長ちようのように必ず生徒会勢力が勝利するという筋書きは破は綻たんしている。

　それでも。あの生徒会長が負けるところなど、あまり想像できない。私は実際、彼が歌って踊っているところを見てもいないのだけれど──そう思いこまされてしまう。

　その嫌いやな感じ、負け犬根性じみた思考を振り切るためにも、恐きよう怖ふから目を逸そらさずに向きあうしかない。これから行われる、彼のパフォーマンスを観戦することで。

　もしかしたら、さらなる絶望を味わわされるだけかもしれないけれど。

　傷をきちんと見なければ、手当てもできないのだ。

「生徒会長は、恐ろしい相手だぞ。思っていた、以上に」

　寒気が這はい上がってきたのか、北斗くんは己の胸むな元もとに手を添えて呼吸を整えている。確実に生徒会長は、私たちの心に傷きず跡あとを残している。捕ほ食しよくされかけた恐怖感は、拭ぬぐいがたい。

「真まっ向こうから刃は向むかっても、無む駄だかもしれない。そう思わされてしまう、先ほどすこし会話しただけで心しん胆たんが凍こごえた。俺は正直、生徒会長が恐ろしい」
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「ここらへんが、潮しお時どきかもな」

　不意に、ずっと黙だまって何かを考えこんでいた真ま緒おくんが──つぶやいた。

　生徒会の面々はあの会談のあと解散し、これから英えい智ちさんが執とり行うという『Ｂ１』の準備などに向かった。真緒くんだけ仕事が割り振られなかったとかで、私たちと一緒に行動してくれている。

　否いな。たぶん、これが真緒くんの仕事というか役目なのであろう。打ちのめされた私たちの有あり様さまを直視しつつ、外側から生徒会の権勢を再確認させる。

　彼は生徒会長による腑ふ分わけによって、やはり生徒会勢力──『紅月』への移い籍せきを勧すすめられている。その道を選べば、彼は完全に生徒会の人間になる。

　英智さんは真緒くんに、最後に『Trickstar』のみんなと対話するチャンスを与えてくれたように思える。死し刑けい囚しゆうに、最後に振る舞われるご馳ち走そうのように。

「俺たちはよくやったよ、副会長を倒して『Ｓ１』で優勝して……。でも、そこが限界かもな。良い思い出づくり、ってことにしかならなかった」

　むしろ同じ立場の人間だから私たちを説得しやすかろう、と英智さんに判断されて差し向けられた刺し客かくのような物言いだった。生徒会と『Trickstar』、両者の真ん中にいる彼はいちばん状況を客観的に見られる。そんな彼の、素す直なおな結論なのかもしれない。

「革命だ、この夢ノ咲学院を変えるんだって息巻いたけど。実際、俺たちに何ができたっていうんだろう？　案外、悪い話じゃないかもしれないな。生徒会長の提案はさ、俺たちひとりひとりが確実にステップアップできるわけだし」

　あえて反感を抱かれるような言いかたをして、真緒くんは自分に怒りや憎にくしみを集めようとしているように思えた。生徒会長の言葉にみんなが逆上し、挑いどんで、踏みつぶされてしまうことのないように。生徒会と『Trickstar』の、仲立ちをしようとしている。

　そんな気がした。みんなの頭を冷ひやすために、あえて淡たん々たんと語っているようだった。

「『Trickstar』はなくなっちまうけど、将来のことを考えれば生徒会長の言い分に乗っておいても損はない。真正面から殴なぐりあうだけが、戦いかたじゃない」

　遠い高みから投げかけられた英智さんの言葉よりも、仲間のひとりから放たれる言葉のほうがより直接的に響ひびく。無視できないし、笑い飛ばせもしない。

「内部から、生徒会の勢力に属しながら、改革していくやりかたもある。そっちのほうが建設的ですらある、これは俺が生徒会の役員だから言ってるんじゃないぜ」

　それは実際、真緒くんの言うとおりだ。少年漫画ではないのだ。悪に真っ向から立ち向かっていくだけでは──現実という名の壁に頭をぶつけて、引っ繰くり返るだけだ。

「白しろ旗はたをあげて、降こう伏ふくするのか。悔くやしくはないのか、衣い更さら？」

「とんがってても仕方ないってことだよ、北斗」

　北斗くんの八つ当たりぎみに厳しい声を、真緒くんは受け流している。

「真正面から戦えば、どっちかが倒れて、勝ったほうも消しよう耗もうする。最悪、ぜんぶが無に帰して、あとには何も残らないぞ。生徒会長たちは、来年には卒業する。それまでに移籍先の『ユニット』でおおきな立ち位置を占しめて、掌しよう握あくすればいい」

　真緒くんの言葉は現実的で、器用な彼らしい──柔じゆう軟なんな思考に基もとづいている。思わず納得しそうになる、たしかにそういう道もあるかもしれない。

「学院を改革するのは、それからでも遅くないんじゃないか？　将来、未来のことを考えれば、そっちのほうが効こう率りつ的てきだ。急ぎすぎても誰も得しないぞ、疲れて磨すり減って消えてなくなるだけだ」

　実際、疲れきったように──真緒くんは深々と嘆たん息そくしている。

「卒業後のことも考えれば、生徒会長の味方になっておくのも、生徒会の勢力に組みこまれるのも悪くないぜ？　この夢ノ咲学院を卒業すると同時に、人生が終わるわけじゃない。その後も、アイドルとしてやっていくつもりなら……。偉えらいやつ、強いやつとコネをつくっておくべきだ」

　それはそうだろうけれど、素直に英智さんの提案を受け入れるのも癪しやくだ。彼は私たち全員にメリットがある、みたいな言いかたをしていたけれど……。私たちを応おう援えんし、革命を歓かん迎げいしてくれた生徒たちにとっては、私たちは唾だ棄きすべき裏切りものになる。

　夢ノ咲学院は何も変わらず、また『Ra*bitsラビツツ』のみんなのように哀かなしい涙を零こぼす子たちが生まれつづける。否、より酷ひどい。希望を与えておいて、どん底に突き落とすことになる。世界を塗ぬり替えた革命児たちが、悪の手先に成り下がるのだから。

　昨夜の奇跡そのものの勝利を、台なしにしても良いのか。

「それぞれが異なる『ユニット』に移籍して相争う、おまえらと戦うってのも……けっこう、楽しそうだしな。生徒会と『Trickstar』の二重スパイみたいな今の生活よりは、よっぽどな」

「衣更にそう言われたら、俺たちには返す言葉もないのだが」

　北斗くんが何だか拗すねるように、あるいは悔やむようにぼやいた。

「おまえには、つらい二足のわらじをはかせてしまった。その立場がもう嫌いやだ、というなら強制はできない」

　私たちひとりひとりが、真緒くんによって濾ろ過かされた、それでも痛みをともなう思索をつづける必要がある。黙っていたら時間切れだ、できるだけ早く結論を得なくては。

「サリ～は、生徒会長の思おも惑わくに乗るつもりなの？」

「即そつ決けつはできないよ、義理も人情もある。理り屈くつだけで決められることじゃない。だけど正直、かなり心を揺ゆさぶられたよ」

　スバルくんの何だか寂さびしそうな問いに、真緒くんは悲痛な表情をした。はっと我われに返ったように、みょうに遠い目をしてから──頭をぐしゃぐしゃっと搔かき回した。

　器用で賢かしこい生きかたをしようとしても、なかなか巧うまくはいかない。数値にできない人間関係が、しがらみがある。最適解ばかりを選ぶことが、正解ともかぎらない。

　難しい、ままならない現実のなかで──真緒くんは足あ搔がいていた。

「おまえらも夜とか……寝床に入ってからでも、冷静にゆっくり考えたほうがいい。生徒会長の提案について。ううん、俺たちの人生について」
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　そういえば。

　先ほど生徒会長は、私については最初にすこし言げん及きゆうしたぐらいで──いつの間にかまったく話題の俎そ上じようにあげなくなったような。まぁ私は、取るに足らないへっぽこ『プロデューサー』だから……。べつに、不自然なことではないけれど。

　生徒会長は私を名指しで呼びだして、『Trickstar』のみんなはそれに同伴してくれたかたちになる。だからこそ、ぜんぜん私には何の用事もなかった感じなのがすこし気になってしまう。

　彼らを釣つるための餌えさとして、英智さんは私を用いただけなのだろうか。『Trickstar』のみんなを直接、呼びだしても警けい戒かいして応じないかもしれないから。

　すこしだけ、引っかかった。

　たぶん、英智さんは実際に私と向きあって、その態度や言動のすべてを観察していて──私のことを、考こう慮りよする必要のないちっぽけな存在であると判断したのだろう。実際そうなのだし、それよりも重要な『Trickstar』との交こう渉しようを優先したのだ。

　私は朝からみんなに敏びん腕わん『プロデューサー』みたいに扱あつかわれてチヤホヤされていたので、自分を何かたいした人間だと勘かん違ちがいしてしまっていたようだ。だとしたら、恥はずかしい。

　自省しよう。今は私のことよりも、『Trickstar』のみんなのことのほうが心配だし。

「ともあれ。生徒会長は、まだ策を巡めぐらせている。この野良試合……『Ｂ１』で、『ちょっとした発表がある』とか言ってたしな」

　勝手に赤面している私を、真緒くんが「？」と不ふ審しんそうに見ながら語りつづける。

「その内容しだいで、俺たちの考えも変わってくるかもしれない」

「うんうん。この『Ｂ１』で生徒会長の『ユニット』が派手に負けて、爆ばく死しする可能性だってあるんだしね」

　スバルくんが希望を見いだしたのか、すぐに声を明るくして笑った。

「それなら早々に見切りをつけられる、危あやうい泥どろ船ぶねに乗る手はないもんね」

「うむ。昨日の『Ｓ１』で、生徒会の権勢は失しつ墜ついした。生徒会でも負ける、それが証明されたのだ」

　北斗くんもその発言に乗り、自分自身を鼓こ舞ぶするように力強く言った。昨夜──死力を尽くして『Trickstar』のみんなが勝ち取った成果を、誇っている。

「生徒会に媚こびを売るため、生徒会にのみ投票する、という『これまでの夢ノ咲学院の常識』は覆くつがえったはずだ。公正な、実力勝負になる。野良試合だしな……記録にも残らないから、観客はライブを見て『良い』と思ったほうに投票するはずだ」

　語っているうちに自分の言葉に勇気づけられてきたのか、北斗くんも顔をあげて微笑んだ。まだ得体の知れない不安が拭ぬぐえないのか、やや顔色が優すぐれないけれど。

「生徒会長の実力を見定める、良い機会だ」

　その目前には、先日──【龍りゆう王おう戦せん】の舞台となった屋外ステージがある。今回は生徒会が関わっているためか、物見高い野や次じ馬うまやライブを見学しても怒られないはずだと見越した生徒たちが大量に集まったのだろう、すさまじい人混みでごった返している。

　夢ノ咲学院の広々としたグラウンドが、大観衆でほとんど埋うまりそうだ。

　人混みに入るときいつもそうしてくれるように、自然と、みんなが私の四方を囲かこむようにして壁になってくれる。その気き遣づかいが嬉うれしいと同時に、何だか儚はかなかった。

　生徒会長の提案を受け入れれば、このちいさな、かけがえのない平和な空間が失われてしまう。四人の男の子たちの愛情そのものの、私の安全地帯が。

　それは、心しん臓ぞうを抜き取られるよりも切なく嫌なことのように思えた。もちろん決めるのは『Trickstar』のみんなだけれど、それが私の素す直なおな気持ちだった。
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「偉そうに語っていたものだが、長らく生徒会長は入院していて、その『ユニット』も活動を休止していたはずだ。病やみあがりで勝てるほど、ドリフェスは甘くないぞ」

　大観衆のなか、北斗くんが舞台を注視している。私から見て北に北斗くん、西にスバルくん、東に真緒くん、南に真くんだ。何だか、幸せな星座そのものだ。

　私の背せ丈たけではあまり舞台はよく見えないけれど、すでにパフォーマンスは始まっているらしい。耳が痛いほどの音量で、荒あら々あらしい楽曲が垂たれ流されている。

　聞き覚えのある曲だ。これは、たしか──。

「さて、どうかのう？」

　不意に、私たちの全身を覆おおうような、おおきな影がさした。驚いて顔をあげると、すぐ間近に私たちの大恩人──『三さん奇き人じん』朔さく間ま零れいさんが立っていた。

　太陽を遮さえぎるようにしてこちらを覗のぞきこむ姿勢で、その表情はよく見えない。

「天てん祥しよう院いんくんは病弱ゆえに、無駄な汗をかかぬ。体力を消費せず、カロリーを用いず、勝つべきときに最小のちからで勝つ。病みあがりと侮あなどっておると、痛い目を見るぞよ？」

「むっ、朔間先輩」

　北斗くんも遅れて気づいて、怪け訝げんそうにしていた。

「『ユニット』専用衣装を着ているが……。まさか、この屋外ステージで行われるという『Ｂ１』で生徒会長と戦うのは、『UNDEADアンデツド』なのか？」

「そうじゃよ。すでにドリフェスは始まっておる、『戦うのは』というより『戦っているのは』じゃのう？」

　こちらを優しく教え導くような、その言動は──まちがいなく零さんだ。けれど、北斗くんも違い和わ感かんをおぼえているようだけれど……。何だか、今日の零さんは変だった。

　覇は気きがない。

　身にまとう、昨夜は化け生しようのごとき妖あやしさと力強さを感じた『UNDEAD』専用衣装も何だかくたびれた感じで──表現は悪いけれど、なかみの見えないゴミ袋かそれを漁あさる泥だらけの鴉からすのようだ。慌あわてて着てきたようで、あちこち皺しわが寄っているせいだろうか。

　そこで、私は違和感の正体に気づく。そうだ、屋外の陽光のもとで起きている零さんを見るのは──これが初めてではないだろうか。まだ彼と知りあってからそこまで時間が経ったわけではないけれど、たいてい日中は棺かん桶おけのなかで横になって寝ているのに。

　彼は自称、吸きゆう血けつ鬼きなのである。お日さまは、弱点のはずだ。

　実際、日光が苦手なようで──げっそりして見えた。いつでも頼もしい零さんだからこそ、弱っている姿は痛々しいほどで、私は地面が崩くずれるような不安をおぼえた。

　というかライブの最中ならば、どうして零さんはこんな人混みのなかにいるのだろうか。舞台に上がって、パフォーマンスをしていなければいけないのだろうに。

「天祥院くんから、名指しで挑いどまれてのう。血の気のおおいうちのわんこが、何も考えずにその申し出を受理してしもうたのじゃよ」

　私たちの視線に気づいて、零さんは苦笑いした。呼吸が乱れている。推すい測そくだけれど──『UNDEAD』がライブをしていると知って、彼は慌てて棺桶から這いだしてきたところなのではないだろうか。仲間の窮きゆう地ちを知って、日光を我が慢まんして駆けつけてきたのだ。

　それでようやく舞台のそばまで到とう着ちやくし、現状を確認して──悲ひ嘆たんに暮くれている。

「昨晩のドリフェスでは、我わが輩はいたちはおぬしら『Trickstar』の引き立て役じゃったからのう。我輩たちは、おぬしらが羽はばたくために必要な踏み台だったのじゃけど」

　私たちに必要以上に罪悪感を背負わせないようにか、慌ててフォローするようなことを言っている。その口ぶりもたどたどしく、やはり零さんらしくない。

　何か、異常な事態が進行している。私は、ぞっとした。

「どうも、わんこにはそんな立場がストレスだったようじゃの。それに負けん気の強い子じゃから、おぬしらへの対たい抗こう心しんを芽め生ばえさせておるようじゃ。おぬしらにできたことが、自分にできないわけがない……。などと意気ごんで、生徒会との対決に踏み切ってしまったのじゃよ」

　困った子じゃのう、と零さんはむしろ褒ほめるような語調でつぶやいた。

「浅せん慮りよというか、血けつ気き盛さかんというか……。それは、わんこの美徳じゃが。今回ばかりはどうかのう、まんまと陥おとしいれられてしもうた気がするのう？」

　零さんの視線の先、ステージにはたしかに晃こう牙がくんがいる。視界が悪くてよく見えないけれど、初めて彼を目もく撃げきしたときと同じように──屋外ステージで、遠とお吠ぼえするように歌っていた。そんな彼を授業参観をしにきた保ほ護ご者しやのように、零さんは見やる。

「あの天祥院くんが、負ける戦いをするとは思えぬ。聞くがよい、この演奏と歌声を……。どうにも締しまらん、弛し緩かんしたパフォーマンスじゃろう？」

　自じ嘲ちようするように零さんが言っている間も、『UNDEAD』のパフォーマンスは煮にえ切らないままつづいていく。

「実際、我ら『UNDEAD』は昨晩につづいての二連戦で疲労が残っておる。決して、万全とは言いがたい。我輩も、こう陽ひが差していてはグッタリしてしまう。コンディションは、最悪じゃ」

　おそらく、彼が事態を察するのがもうすこし早くて、最初からきちんと舞台に立てていたとしても──どうにもならなかったのだろう。昨夜の意い趣しゆ返がえしのように、『UNDEAD』は策に嵌はめられたのだ。おそらく、英智さんによって。

「薫かおるくんも昨日、巧いこと騙だまして舞台にあげたのを根に持っとるようでの。今回は参加してくれんかったよ、薫くんは『UNDEAD』の二枚看かん板ばんの片方じゃというのに。やる気のない薫くんが昨日、舞台に立ってくれたことがそもそも奇跡だったのじゃけども」

　そういえば、薫さんの姿は見当たらない。派手なひとだし、なぜか女性を探知する能力に長たけているので──いるなら、私に気づいてアピールしてきそうなものだけれど。彼の気配を感じない、『UNDEAD』はそれこそ現実に関われない屍し体たいのように無力な存在にまで貶おとしめられている。弱体化させられ、切り刻きざまれている真っ最中だ。

　日の光のもとでは、魔物たちは思う存分に暴あばれられない。

「二枚看板が欠かけた状態ではのう……。『UNDEAD』のちからも、半減どころではないぞ。わんことアドニスくんが、精せい一いつ杯ぱいがんばってくれておるようじゃがのう。まったく真価を発はつ揮きできんまま、演奏が終わってしまいそうじゃ──」

　項うな垂だれて、零さんは衣装のいちぶである軍ぐん帽ぼうじみたそれを、顔に押しつけている。せめて屈くつ辱じよくか、なにがしかの感情で歪ゆがんだその表情を私たちに見せないようにしている。

　誇り高い『三奇人』は、ざわめいている周囲の観衆をうっそりと眺めた。

「悔くいが残るドリフェスになってしまうのう。見よ、観客もぜんぜん盛りあがっておらんじゃろ？」

「ふむ。たしかにな、観客もさっぱりテンションあがってない感じだ」

　事態の把は握あくに忙いそがしく、敬語を忘れているらしい北斗くんである。そんなことを気にしている場合でもない──予想以上に、深刻な事態が展開している。

「そういうシチュエーションを……『UNDEAD』が実力を発揮できない舞台を選んで、勝負を仕掛けられたわけだな。生徒会長は、そういう姑こ息そくな策も弄ろうするのか」

「そこが武ぶ骨こつというか、生き真ま面じ目めな蓮はす巳みくんとはちがうところじゃの」

　北斗くんの嘆なげくような言葉に首しゆ肯こうして、零さんは獣けもののごとく牙きばを剝むき吐き捨てた。

「天祥院くんは天使のようにかわいい顔をして、悪あく魔まのようにエゲツないのじゃ」

　生徒会長の為人ひととなりを端たん的てきに表現して、零さんは軍帽を握にぎり潰つぶしていた。その両目が、爛らん々らんと輝いている。その迫はく力りよくに、私は息が詰まって咳せきこみそうになった。

「まったく、老人はもっと労いたわってほしいものじゃのう？」

　そんな私に気づいて、零さんは穏おだやかに微笑むと──殺気を抑おさえこんでくれた。思わず零こぼれていた先ほどの怒ど気きだけで、私は心しん臓ぞうが縮むほどの恐怖をおぼえたけれど。

　零さんは私たちの頼もしい味方で、恩師だけれど、夜よる闇やみを統すべる魔ま物ものの王でもある。本来、平へい凡ぼんに生きてきた私が接することはなかったはずの──怖いひとなのだ。

「生徒会には昨晩のドリフェスで土がついておる、手て負おいの百ひやく獣じゆうの王じゃ。恐ろしいぞ、油断してかかってよい相手では断じてない。なのに、わんこのやつめ……。何も考えずに舞台にあがりよって、これでは良い晒さらしものじゃ」

　零さんが荒あら々あらしく舞台上で何か吼ほえている晃牙くんを睨にらみつけ、それを敏びん感かんに察した彼がギョッとして総そう毛け立だつ。晃牙くんは見たことのない、雨に濡ぬれて凍える子犬みたいな表情をしていた。あぁ、たぶん後でお仕置きとかされてしまうのでは。

「否、天祥院くんには『そういう意図』があるのじゃろうの。昨晩、我輩たち『UNDEAD』はおぬしら『Trickstar』に協力した。それゆえに、裁さばかれるわけじゃ」

　晃牙くんを睨んで憂うさ晴らしをしたのか、全身から逬ほとばしっていた激情を潜ひそめて、零さんは深呼吸している。そして端的に状況を把握し、説明してくれた。

「生徒会に敵対した反逆者、罪人として、『皇帝』によって処刑される。このドリフェス『Ｂ１』は見せしめの、いわば公開処刑じゃ」

　公開処刑。残ざん酷こくな見世物。民の不満を逸らすための、血まみれの娯ご楽らく。昨夜、『Ｓ１』に敗北することで権けん威いの屋台骨が揺らいだ生徒会は──革命の立役者である『UNDEAD』を血祭りにあげ、内外に生徒会の威い光こうを知らしめると同時にその権勢を証明した。

　帝国、いまだ瓦が解かいせず。ひび割れた城じよう壁へきを補修し、謀む反ほんを企くわだてた魔物たちを踏みにじり生首を晒して、我も我もと生徒会に逆らおうとするものたちの意い気く地じを挫くじいた。

　的確で、容赦のない一手だ。

「我輩たちは、まんまと断頭台に乗せられてしまった。次はおぬしらの番じゃぞ、『Trickstar』……。首と胴どう体たいが泣き別れになる前に、逃げだす算段でもしておくべきじゃの？」

　そうだ──恐ろしいことに、私たちもすでに処刑台の順番待ちをしている身なのだ。先ほどの生徒会室での会合のなかで、私たちは首吊り縄なわを結びつけられている。

　革命は、華々しい勝利は一夜の夢となり、過か酷こくな現実が突きつけられた。

「天祥院くんのことじゃから、『逃げ道』はちゃんと用意されておるのじゃろ。そこに逃げても、取り囲まれて、全ぜん滅めつするかもしれんがのう？」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの零さんだからこそ、絶望的な状況が身に染しみて理解できるのだろう──もはや彼にすら打開策が見いだせないのか、あろうことか、頭を抱かかえてしまった。

　それを見て、私は泣きそうになった。地じ雷らいの上に立つような、不安と恐怖……。

「すでに策は成っておる、この将しよう棋ぎは詰つんでおるよ」

　目の前が、真っ暗になったようだ。

　無限に広がっていたはずの未来を、生徒会長が呆あつ気けなく握り潰してしまった。
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「時間切れじゃ。おぬしらが苦労して、死力を振りしぼって動かしたこの学院の時計の針が、強引に戻されてしまった」

　急に老いたように、零さんは弱々しくつぶやいている。陽光のもとでは、ひたすら彼は消しよう耗もうしていく。今にも、灰はいになって風に吹かれて霧む消しようしてしまいそうだ。

　けれど己自身をかき抱くようにして、零さんは舞台へ向かう。せめて死に水をとるつもりか、『UNDEAD』のみんなと最後にすこしだけでも歌うつもりなのだろうか。喉のどに細い指を添えて、声量を調節している。

「まさかこんなに早く、天祥院くんが退院してくるとはの……。あやつが戻ってくる前に夢ノ咲学院の改革を終えられなかった、それが敗はい因いんじゃ」

　そのまま、零さんは真まっ直すぐに屋外ステージへと向かう。異様な迫はく力りよくがあって、その進む先にいた観衆が慌あわてて飛び退のいていく。誰だって、魔物の進路を塞ふさぎたくない。どんな武人も、魔ま獣じゆうには歯が立たない──激突されて蹴け散ちらされるだけだ。

　そんな零さんのあとを追い、私たちも舞台の麓ふもとまで進んでいく。

「我ら『UNDEAD』は、影じゃ。光が強いほど、影は濃さを増す。おぬしらとの共きよう闘とうは、楽しかった。まさに、夢のようじゃったよ」

　私たちひとりひとりの頭を撫なでて、零さんは敗戦が決まった舞台へと闊かつ歩ぽしていく。立ち去っても良かっただろうに、最後まで抗あらがおうとしている。

「けれど、『fineフイーネ』の光は強すぎる。すべての闇は、消し潰されてしまう。どうやら、我輩たちは『ここまで』のようじゃの……。今回は、我輩たちはおぬしらに協力する前に、この場で処刑されてしまう。おぬしらは孤こ立りつ無む援えんで、あの『皇帝』と争わねばならん」

　そして零さんの逆側から進みでてくる、純白の衣装のものたちに気づいて──顎あごで示してくる。彼らは生徒会の面々によって整理され、無人となった花道を進んでくる。私の位置からでは、真正面に立つ零さんに視界が塞がれてまだよく見えない。

　直視すると目がつぶれそうな、輝きそのもののような集団である。

「見よ、夢ノ咲学院の王者が凱がい旋せんするぞ。学院最強の『ユニット』……『fine』が、間もなく登とう壇だんする。もはや、こんなものは『対決』ですらない。天祥院くんの、高らかな勝ち名乗りじゃ。そんなものは見てられんから、我輩は早々に立ち去るつもりじゃが」

　そちらに目は向けずに、零さんが驚くほどおおきく跳ちよう躍やくして、ようやく辿たどりついたステージに舞い降りた。ステージ上にいた晃牙くんとアドニスくんが、自分たちの親玉に申し訳なさそうな顔を向ける。音楽はもはや、最後の短い音節を残すのみだ。

　断だん末まつ魔まの叫びのようなそれを、零さんは歌いあげるために舞台に立つ。恥をかくためだけに、負けるためだけに、せめて仲間たちだけに骸むくろを晒させるのを厭いとって。

「気をつけよ。天祥院くんは、心を折りにくるぞ」

　私たちに、せめて誇り高い死に様を見せつけるために。

「他人の心を希望を夢を嚙かみ砕くだき、貪むさぼり喰くらい、取りこんで己のものにする。邪じや悪あくな夢む魔まのごとき、覇は者しやじゃよ。ゆめゆめ警けい戒かいしておくのじゃな、もう遅いかもしれんが……。幸運を祈っておるぞ、『Trickstar』の諸君」

　零さんは最後まで親身に助言を与えてくれてから、剛ごう毅きに歌う。むしろ愉たのしそうに、八重歯を剝むきだしにして。血を吐くように、最後まで笑顔で。

　晃牙くんが、アドニスくんが、それに付き従う。音を、声をあわせる。魔物たちの咆ほう吼こうが、夢ノ咲学院を震しん撼かんさせる。

　すでに観客たちの注目は、迫りくる白い集団──生徒会長の率ひきいる『fine』のほうへ向いている。これまでのパフォーマンスは悲ひ惨さんそのものだったのだろうし、観客たちが掲かかげるサイリウムの色はほとんど変化しない。無情にも、採点が成されていく。

　カラフルな色しき彩さいが、私たちの周囲に満ちる。魔物たちが勇者に討うたれ、得体の知れない血と臓ぞう物もつをまき散らすようだった。私たちはせめて、恩人たちのために最高得点を示す色を提示したけれど、たった数人のちからでは現状を覆すことはできなかった。





[image: ]






　死者の呻うめき声のような、悲ひ痛つうな歌声と音楽が途切れる。

　まばらな拍はく手しゆと声せい援えんが、虚こ空くうにとろけていく。

　零さんが最後に登壇して締めくくったお陰かげで、何とかかたちになったものの──本来の『UNDEAD』の魅み力りよくの一割ほども発はつ揮きできなかっただろう。晃牙くんは空回りし、アドニスくんは戸と惑まどいぎくしゃくとしていて、零さんも到着が遅れた。薫さんは最初から最後まで姿を見せなかった──死しに体たいの彼らは、単に晒しものにされただけだ。

　歯車は嚙みあわず、軋きしみをあげながら空転し、ぎりぎり壊こわれる寸前に零さんが回収。何とか格好だけつけて、最低限のプライドは守り通した。それが結果のすべてであった。

『UNDEAD』の面々は最後までパフォーマンスを終えると、早々に撤てつ退たいしていく。私たち以外の誰も、もはやそちらを見ていない。いつも反はん抗こう的てきな晃牙くんすら打ちのめされたような表情で、黙って零さんに付き従って去って行く。

「あっ、朔間先輩……。大丈夫かな、フラフラしてたけど？」

　舞台の麓で、真くんが遠ざかっていく『UNDEAD』のみんなを心配そうに眺めている。恩人たちの痛ましい姿は見ていられないほどで、胸が苦しくなってくる。遠ざかっていく零さんがいちどだけ振り向いて、ステージを顎で示した。

　今は彼らを気き遣づかい同伴するよりも、舞台を最後まで見届けるべきなのだろう。私たちの真の敵──生徒会長率いる、『fine』を。

「あのひと普段はこの時間、寝てるらしいもんね。なのに無理やり叩き起こされてドリフェスに参加させられたんだから、そりゃ実力を発揮できないよね」

（そうして弱体化させた相手を、全力で踏み潰すのが生徒会長の『やりくち』か。まさに覇は王おうの戦法だ。……これは蹂じゆう躙りんであり、虐ぎやく殺さつだ）

　真くんの独白を聞きつつ、北斗くんが歯嚙みして──いつものように考察している。

（そんな圧倒的な強者に、俺たちは立ち向かえるのか？　先ほどの提案にのって、降伏してしまったほうがいいのではないか？）

　私たちも、すでに無傷ではない。生徒会室での会談で、それぞれの心の奥にまで楔くさびを、致ち命めい的てきな刃やいばを打ちこまれている。下処理をされて、料理人が到着するのを待っている。

　何もかもが崩れ、良いように弄もてあそばれていく。言いしれぬ恐怖と不安のなか──北斗くんは首を振り、凜り々りしくステージを睨みつけた。強く、誇り高く。

（駄だ目めだ、弱気になるな。この学院を変えると誓ちかったんだ、俺たちにはそれができるはずなんだ……。ここで膝ひざを屈したら、もう二度と立ちあがれない）

「暗い顔をしていますね、北斗くん！」

　突然、気が抜けるほど陽気な声が響いた。爆ばく竹ちくを投げこまれたみたいに驚いて、私たちは全員──ギョッとしてそちらへ目を向ける。

　声は、ゆっくりと舞台へ近づいてくる純白の集団──『fine』のほうから聞こえてくる。まだその全ぜん貌ぼうは把握できない、舞台上の大画面の向こうにいるし距離も遠い。

　否。足並みを揃える『fine』の面々から独ひとりだけ抜ぬけ駆がけして先行して、あろうことか不安定な大画面の頂点に立っている──奇妙な人物がいた。

「けれど、あなたには笑顔が似合います！　暗くて冷たい大宇宙に輝く流れ星、それが笑顔！　つまり笑顔は希望であり願いであり夢であり愛なのです！」

　意味不明なことを正気を疑うほど愉しげに叫んでいるのは、長身の男性である。かなり高い位置にいるし、太陽がもろに顔面の位置にあるので眩まぶしくて詳細は見えない。

　むしろ、どうやってそんな場所に登ったのだろう。空から鳥のように舞い降りたようにしか思えない、細く脆もろい大画面の真上で器用にバランスをとり直立して──傲ごう岸がん不ふ遜そんにこちらを見下ろしている。無数の薔ば薇らの花をまきちらして、高笑いしながら。

「笑いましょう！　世界に愛の花を咲かせましょう！　薔薇色の人生を謳おう歌かしましょう！　Amazingアメイジング！　今日も宇宙に愛の輝かがやきを……☆　あなたの日ひ々び樹き渉わたるです！」

　揚よう々ようと名乗りながら、日々樹渉というらしいその人物は──呆あつ気けなく飛び降りてくる。観客すべてからの注目を一身に集めて、先ほどの『UNDEAD』たちの沈痛なライブの残ざん滓しをまとめて吹き飛ばすほど、明るく無む邪じや気きに派手派手しく。

　誰もが魂たま消げて、呆気にとられて、思考のすべてをかき乱される。

　トランプの切り札ジヨーカーめいた、つまり道どう化け師しのような仕草をしている。戯おどけた態度でお辞じ儀ぎをしながら、どこからか鳩はとやら薔薇やらを取りだして観客ひとりひとりに放り投げている。私のもとにも、綺麗だけれど棘とげも香りもない薔薇の造花が投げこまれた。

　あまりにも奇抜だ。意味がわからない。よくよく見れば非常識に整った目鼻立ちをしている、神話の英雄じみた美び丈じよう夫ふである。飛び降りたことで天使の羽根のように優ゆう雅がに舞っている、見ていると幻げん惑わくされる銀色の長い髪かみ。吸いこまれそうな、どこか虚うつろな瞳ひとみ。

　誰よりも輝かしい美び貌ぼうを隠かくすような、非人間的な印象を与える仮面を装着している。現実にはありえない、アニメや漫画といった創作物の登場人物のように。

　身にまとうのは、漆しつ黒こくの『UNDEAD』のそれとは真逆の、強く輝きを反射する純白の衣装。御お伽とぎ噺ばなしの王子さまのような、高貴で美び麗れいな出いで立たちである。上品な、金きん刺し繡しゆう。彼らが夢ノ咲学院の支配者であることを証明するような、制服よりも深い色の青いネクタイ。

　これが『fine』の専用衣装なのだろう。一般人なら衣装に着られている感じになりそうだけれど、この不可思議な人物には誂あつらえたようによく似合っている。時間をかけて結ゆわえられたのだろう鎖くさりのような三つ編みが、獣の尻尾しつぽのごとく奔ほん放ぽうに跳ねている。




















[image: ]






「うげっ……出たな、変へん態たい仮面」

「あれっ。氷ひ鷹だかくん、あのド派手なひとと知りあいなの？」

　ものすごく嫌そうな顔をした北斗くんに、真くんがあんぐりと口を開いたまま問いかける。珍めずらしくあからさまに顔をしかめて、北斗くんは苦々しそうに頷うなずいた。

「うむ。できれば知りあいだと思われたくないというか、俺の人生に関わってほしくない存在なんだが……。残念なことに、うちの演劇部の部長だ」

　そういえば北斗くんは、演劇部に所属しているのだったか。基本的に夢ノ咲学院における人間関係は『ユニット』という運命共同体を中心に構こう築ちくされているけれど、それ以外にも多種多様な部活動、委員会、クラス、その他もろもろ──新参者の私にはまだ与あずかり知らない複雑怪かい奇きな因いん縁ねんがあるのだ。

　ただ同じ部活とはいえ仲良しこよしではないのだろう、北斗くんの、渉さんとやらへ向ける視線は厳しく刺とげ々とげしい。憎ぞう悪おなどの暗い感情は含まれない、単に目の前に嫌いな食べ物を山盛りにされたみたいな──ちょっと子供っぽい拒きよ否ひ感かんである。

「そうか、あの変態も生徒会長の『ユニット』……『fine』の一員だったな。もし俺がさっきの勧かん誘ゆうどおりに『fine』に移籍したら、あいつが身内になるんだよな。それは嫌だな、心の底から嫌だ」

「聞こえていますよ北斗くん！　あなたの声が聞こえる、感じます！　私の魂たましいに響いていますよ……☆　そこで見ていなさい、私たちの華麗なパフォーマンスを！」

　北斗くんは間近にいる私にもよく聞こえないような小声で呻うめいていたのだけれど、渉さんは完璧に聞き取ったのか──火花が散りそうなウインクをしてくる。

「あなたのために歌いましょう、無限の愛を高らかに響き渡らせましょう！　Amazing……☆」

「ちょっと～、勝手に始めないでよ日々樹センパイ！」

　ようやく、他の『fine』の面々が遅れて到着してきた。いきなり顔を真まっ赤かにして文句をつけているのは、先ほど生徒会室でも相まみえた姫ひめ宮みや桃とう李りくんである。

　彼も『fine』なのだ、専用衣装を着た姿は初めて見る。先ほど生徒会長の膝の上で猫ねこみたいに甘えていたのが噓うそみたいな、高こう潔けつな印象。衣装を身にまとい、居住まいを正して、彼もまた夢ノ咲学院における最強『ユニット』の一員として印象を改めている。

「こっちはまだ準備できてないんだけど！　う～っ、ぶっつけ本番とかありえない！」

　ぶちぶち文句を言いながら登壇し、呼吸を整えている。その間にもなぜか逆立ちしたり宙返りしたり自由自在に動く渉さんを、忌いま々いましそうに横目で睨にらんでいた。

「んもう、会長ってば……。がっちり生徒会のメンバーで固めればいいのに、何で日々樹センパイみたいな制せい御ぎよ不可能な変人を『fine』の一員にしたんだろ？」

「実力がありますからね、日々樹さまは」

　そんな桃李くんから一歩下がってついてきていた弓ゆ弦づるくんが、苦笑した。

　彼も『fine』なのだろう、専用衣装を身にまとっている。他の面子メンツに比べれば地味ながらも、雰囲気に吞のまれて縮こまっている感じはしない。いつでも主あるじである桃李くんのそばに影のように控ひかえている彼は、姿勢良く観客たちにお辞儀をしていた。

　ついでに、ちょっと乱れた桃李くんの髪や衣装を手早く整えている。

「個人技のみでいえば、会長さまにも比ひ肩けんします。特定の分野においては、誰よりも優すぐれているでしょう。彼は、『三奇人』のひとりに数えられるほどの傑けつ物ぶつですから」

「『三奇人』ね。さっきの、しょっぱいパフォーマンスしてた『UNDEAD』のひともそれだよね？　あんな程度の実力じゃ、とても会長に比肩するなんて言えないでしょ？」

「『三奇人』は特異な性質をもつために、本来の力量を発揮できない場面があるようですね。そこを選んで攻勢を仕掛け、『三奇人』朔間零を無力化した……。会長さまのご慧けい眼がんをこそ、むしろ評価すべきでしょうね」

　小こ馬ば鹿かにするような桃李くんを「めっ」という感じにたしなめて、弓弦くんが笑う。

「そして同時に、そんな芸当が可能な会長さまならば、『三奇人』日々樹渉も使いこなせましょう。ゆえに彼は、わたくしたちの仲間として名を連つらねているのですよ」

「ゴチャゴチャうるさいよ～、つまり会長は偉い大だいってことでしょ？　知ってる♪」

　細々と世話を焼かれるのが鬱うつ陶とうしいのだろう、桃李くんが弓弦くんから逃げる。それを、弓弦くんが寂しそうに追いかけている。漏もれ聞こえるふたりの会話に、事前知識をあわせて──私は状況の把握に努つとめる。このまま流されていては、良くない気がする。

『三奇人』。先ほどから頭のおかしい動きをしている渉さんも、私たちの恩人である零さんと同格の大人物なのだ。夢ノ咲学院における、特異点。人知の及ばぬ、超越者。零さんが敵に回った、と考えると──恐怖しかない。

　そんな厄やつ介かいな傑物すらも手て駒ごまにして、配下にくわえて、英智さんは──この夢ノ咲学院の『皇帝』は君くん臨りんしている。誰にも手の届かない、遙はるかなる高みから。

「あまり褒ほめないでほしいな、さすがに照れちゃうよ」

　最後に登場したのは、他の誰でもない──生徒会長、天祥院英智そのひとである。彼もまた『fine』専用衣装を身にまとい、他の三人が恭うやうやしく出迎えるなか、舞ぶ踏とう会かいにでも参加するみたいな身綺麗さで軽やかに登壇する。

「まぁ、評価してくれるのは嬉しいけれど。トップアイドルは伊だ達てじゃないっていうことを、この天祥院英智が完全復活したってことを、証明しないとね」

　先ほど、生徒会室で向きあったときにも心しん胆たん寒からしめる圧力を放っていたけれど──動くと、さらに威い光こうが増すようだった。まだ歌っても踊ってもいない、『fine』のパフォーマンスは始まってもいないのに。

　英智さんが歩を踏みだし、微笑むだけで、心臓が止まりそうだ。強制的にすべての視線を自らに集めて、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守らせる。彼が物語の主人公だ、その言動がすべてを左右する。世界の中心である彼が、ブラックホールのように何もかもを吸引する。

　星々の輝きすらも取りこんで、貪むさぼり食われて、消しよう滅めつする。

「とくに観戦してくれている、かわいい後輩たちには♪」

（こっちを意識してるな。わざわざ招待までしたんだ、朔間先輩たちの公開処刑を見せつける……だけが、目的ではあるまい）

　英智さんに目め配くばせをされて、北斗くんがぎくりと背せ筋すじを強こわばらせる。

（見せてもらおうじゃないか、トップアイドルの実力とやらを）

　心乱されながらも、まだ戦意は挫くじけていない。北斗くんは挑ちよう戦せん的てきに『fine』を、英智さんを睨みつけている。強く地面を踏みしめて、高みにいる彼らを観察する。

（しかし、存在感だけで圧倒的だな……。何という、キラキラした集団！　派手だな。いいや、華麗と表現すべきだろうか。『fine』が登場しただけで、一気に場が華やいだぞ。これが『fine』──夢ノ咲学院、最強の『ユニット』か）

「渉、弓弦、桃李……とりあえず、演奏を始めてほしい」

　満足そうに何度か頷くと、英智さんが指し揮き者しやのように手を振り上げた。一瞬で、どこか弛し緩かんしていた空気が切り替わり──緊張感が増していく。普通は手の届かない星々にまで足を伸ばし侵しん略りやくし領土とする、スペースシャトルが離陸する寸前のようだ。

「まずは肩かた慣ならしだよ。まさか、腕うでは鈍なまっていないだろうね？」

「当然だってば！　ボクは成長期～☆」

「会長さまが不在の間、坊ちゃまは真面目に修練を積んでいたのですよ♪」

「私の実力を疑うなら、いつでも『fine』から追放してくれて構いませんよ！」

　英智さんの問いに──三者三様に、桃李くんが、弓弦くんが、渉さんが応じる。乱れも迷いもない、王者の進しん撃げきが始まる。もう、誰にも止められない。

　英智さんが、『fine』が帰ってきたのだ──この夢ノ咲学院の支配者たちが。

　渉さんが長い銀ぎん髪ぱつを波打たせながら後退し、英智さんを最前へと促うながす。己は補ほ佐さに回りながらも、怪物めいて裂さけるように笑った。

「言葉ではなく腕前で証明しましょう、愛のちからというものを……☆」
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　そして蹂躙が始まった。圧倒的な、『fine』のパフォーマンスが。

　今回の『Ｂ１』はふたつの『ユニット』──『UNDEAD』と『fine』が順番に演目を披露し、得票数を競うというものらしい。先ほど、真くんがスマホで調べてくれた。

　両者がいちどずつライブを行い、得た点数の高いほうが勝利である。非公式戦ながらも、形式としては『Ra*bits』が悲劇を味わった先日の『Ｓ２』と同じだ。

　生徒会の常勝不敗のシステムが崩れた今、この場合、先に演目を披露したほうが不利である。次にパフォーマンスを行う『ユニット』が控えているため、どうしても先に出演した『ユニット』への投票は辛からくなる。先に登場したほうに最高点をつけてしまうと、後に登場したほうがより優れた演目を披露した際に困ってしまうからだ。

　オリンピックにおける、個人種目などと同じだ。後により素晴らしい演目が待っているかもしれない、控えているかもしれないという観客の期待のために、先に登場した側への採点を低めに設定しがちになる。無論、べつに観客たちは雇やとわれた公平な審しん査さ員いんではないので、あくまで気分の問題だけれど。

　先に登場した側が、それこそ革命以前の生徒会などの確実に勝つことが決まっている、圧倒的に優れたものならば──この前提は崩れる。前座に最高点をつけて、後から登場する側を無視する、演目も見ずに立ち去る。そういうふうに、ライブが始まる前から結果が決まっているような、八や百お長ちようじみた前提が罷まかり通っていたならば。

　けれど昨日、他でもない私たちの手によって革命は成し遂げられ、先に登場した圧倒的強者が勝利するという夢ノ咲学院におけるドリフェスの常識は崩れた。そして今回、先に登場した『UNDEAD』は本領を発揮できず、自然と得票は低くなっている。

　そちらと見比べ、『fine』があきらかに優れた演目を披露したならば、観客たちは最高点を惜おしみなく投票していく。後から出てきたほうに、勝利の女神が微笑む。

　私たちが昨夜、成し遂げた結果すらも戦略的に利用し、組みこんで──『fine』はきっとこの『Ｂ１』に勝利する。意趣返しをしながら、実利もとる。

　おぞましいほどに、強い。完膚なきまでの勝利、それを誇らしげに見せびらかしている──これは彼らの凱がい歌かだ。この夢ノ咲学院の支配者たちの、勝利宣言そのものだ。

（むう？　すさまじいな、『fine』のパフォーマンス！　まさか、ここまで圧あつ倒とう的てきとは）

　私と同じようなことには当然、思い当たっている──否、より深く詳しよう細さいに理解しているのだろう。北斗くんが、みるみる顔色を失っている。

（悔しいが──さすがだな、日々樹部長は。器用すぎる、楽器を同時に五つ演奏してるぞ！　何だあれは、チンドン屋か？　メアリー・ポピンズか!?）

　その視線の先で、『三奇人』日々樹渉さんがありえないような動きをしている。全身に鎧よろい兜かぶとのように複数の楽器を装そう着ちやくし、同時に操あやつっているのだ。大道芸の一種である──奇抜なだけかと思いきや、その演奏は淀よどみがなく耳に心地良い天上の調べだ。

　複数の優れた音楽家が、精せい魂こんをこめて演奏しているみたいだ。たったひとりで、オーケストラもかくやという麗うるわしい音の流れと厚みを生みだしている。単なる奇行ではない、馬鹿みたいな言動で覆われているものの──渉さんの技術は本物だ。化け物である。

（伏ふし見みも地味だが優秀だ、めちゃくちゃな日々樹部長にきっちりあわせている。姫宮はまだミスもおおいが、才能は誰よりも上だろうな。煌きらめきが、華がある）
















　最後方に控えて大量の楽器を同時に操る渉さんの正面、左さ翼よくに弓弦くん、右う翼よくに桃李くんがいて──歌と踊りを披露している。まるで、彼らも渉さんの操る楽器のひとつのようだ。演奏と歌声が絡みあい溶けあって昇しよう華かされ、全世界に響き渡る。

　心情的には『fine』を褒めたり、認めたりしたくはない私たちですら、ひたすら打ちのめされて感動することしかできない。何だこれは。これが人間のやることか。今、私たちの目の前で展開しているのはこの現実に再現された神話そのものだ。

　荘そう厳ごんで華々しい物語が、目の前に拓ひらけている。見み惚ほれて、随ずい喜きの涙を流すことしかできない。不安や葛かつ藤とう、余計な悩みのすべてが吹き飛び──ただただ感無量になる。
















（生徒会長がパフォーマンスに参加せずに、これか。理不尽なぐらいだ、プロ顔負けだぞ！　しかも、この音楽の傾向は……。わかりやすくて受けいれやすく、楽しくて陽気で、現代風だ！　ポップス？　アイドルソングの文ぶん脈みやくにあるが、レベルが高すぎる！）

　衝しよう撃げきで引っ繰り返りそうになりながら、北斗くんが意地のように解かい釈しやくしている。私たちの最大の敵──『fine』の在ありかたを解かい析せきし、攻略法を見つけようとしている。

　全身を刃で貫つらぬかれ抉えぐれて大量出血している最中のような、悲ひ壮そうな表情で。

（俺たち……『Trickstar』と、選曲やスタイルが似ている。だが、すべてにおいて上回っている。つまり『fine』は、俺たち『Trickstar』の上位存在だ……！）

　絶望的な事実を理解し、今度こそ北斗くんは完全に血の気を失った。雪のように白い肌、その頰ほおを爪つめで引っ搔いて活を入れて──痛みを堪こらえるように唸うなっている。

（最悪だ。『紅月』は傾向が異なっていたため、ボクシングとレスリングの勝負のようだった。舞台を選べば、試合を有利に運べた。勝ち目があった。昨日の『Ｓ１』は、いわば異種格かく闘とう技ぎ戦だった）

　わかりやすい言葉でまとめることで、『fine』を理解の範はん疇ちゆうに貶おとしめて、恐怖感を拭おうとしている。けれど考えれば考えるほど、理り不ふ尽じんなほどの格差が浮かびあがってくる。

（だが『fine』と『Trickstar』は、同じスタイルだ。ボクシングどうしの対決になる、格のちがいを思い知らされる。同じ物差しで比べられれば、奇策で実力差を覆すこともできない。勝てるのか？　俺たちは……こいつらに、『fine』に？）

　それこそ袋だたきにあったように、北斗くんは頭を抱えて蹲うずくまってしまいそうになる。賢く冷静で公平な彼だからこそ、勝ち目のなさが嫌でも理解できてしまう。知らないままだったら、こんなものを見なければ、心安らかでいられたのに。

（無理だ。ボクシングのヘビー級チャンプと正面から殴りあいをする、アマチュアボクサーと同じだ！）

　兵力の、実力の差をはっきりと開かい陳ちんされ──途と方ほうに暮くれるしかない。

（しかも、生徒会長は用意周到だ。ラッキーパンチすら、ありえない！　着実に、無む慈じ悲ひに、何もできずにノックアウトされる！）

「音楽を満まん喫きつしながらで構わないので、聞いてほしい。まずは観客のみんなに、生徒会長として『ある発表』をさせてもらおう」

　自分はパフォーマンスに軽くしか参加せず、それこそ肩慣らしをしているのか、他のメンバーの補佐に回っている英智さんが──思いだしたように告げてくる。

　そういえば忘れかけていたけれど、『Ｂ１』で何かを発表すると言っていた。神々の祝賀会じみたパフォーマンスを背景にして、英智さんが集まった生徒たちに呼びかける。

「年末に、この学院でも……ううん、アイドル業界でも有数の一大イベントが開催される。この学院が主しゆ催さいするなかでは最も権威があり、莫ばく大だいな時間と人材と予算をかけて準備され催もよおされる祭典がね」

　程良く歌と音楽が抑えられるなか、託たく宣せんじみた彼の声はどこまでも通る。

「いわゆる、『ＳＳ』だよ」
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「あくまで校内とその周辺の範囲に留まる『Ｓ１』などとは、比べものにならない。この国のすべて、アイドル業界のすべてを巻きこむ最大最高のドリフェス」

　何もわからぬ小こ娘むすめを社交ダンスに誘うように、英智さんはあくまで優しく丁寧に、私たちを死地へと誘っていく。甘やかな声こわ音ねが、今こそ恐ろしい。

「プロ・アマを問わず多数のミュージシャン、アイドルが参加し『日本一のアイドルを決定する』という趣しゆ旨しで行われる、芸能界でも最大の行事のひとつ。そんな『ＳＳ』には毎年、我が校からも『ユニット』がひとつのみ代表として選ばれて出場する」

　仲間たちが生じさせる麗しい旋せん律りつを全身で浴びて、心地良さそうにしながら、やはり美貌の生徒会長は歌うように語る。

「そして、全国にある夢ノ咲学院の姉妹校やライバル校……つまりアイドル養成学校や、多数のアイドル事務所の代表と『アイドルの頂点』を目指して相争う」

　昨日の『Ｓ１』ですら、現実のものとは思えないほどの規き模ぼと熱気に包まれていた。けれど、あれはいわば内戦である。夢ノ咲学院の外からも観客が呼ばれたものの、あくまで地域紛ふん争そう。けれど『ＳＳ』は、いわば世界大戦なのだろう。

　あらゆる兵器と戦略が駆く使しされ、この国で最も偉い大だいなアイドルを決定する。少年漫画でよくある全国大会、世界大会みたいなものだろうか──その規模は桁けた外はずれであろう。

「この『ＳＳ』は全国にＴＶ放送され、国内外を問わずに注目される。『ＳＳ』をＴＶで観て、そこで活かつ躍やくするアイドルに憧れて……。夢ノ咲学院に入学した、あるいはアイドルを目指したという子もおおいんじゃないかな？」

　集まった観衆に、英智さんは我が子へ語りかけるように呼びかける。どこか夢心地で彼の台詞を聞いていた私たちは現実に引き戻され、身体の芯しんから震える。夢物語ではない、現実の話なのだ。実際、彼はずっとそういう口ぶりだった。

　英智さんの見ている先には常に、私たちが生きているこの現実がある。

「『ＳＳ』で優勝するのは、僕たちアイドルの最大の目標であり、夢だよね。いまだ歴代の夢ノ咲学院の代表が、その栄えい冠かんを得たことはないけれど」

　そうなのか。私は夢ノ咲学院に入学するまで、それこそ芸能界などＴＶのなかの世界──自分には関係ない遠い異世界のように思っていたので、寡か聞ぶんにして知らないけれど。変人奇人、超人に怪物、天才に努力の鬼……。あらゆる傑けつ物ぶつが挑いどみ、それでも栄冠を手にすることができなかった。『ＳＳ』とは、そんな魑ち魅み魍もう魎りようの宴うたげなのだ。

「夢ノ咲学院は、『ＳＳ』の主催者だからね……。主催者がいちども優勝したことがない、というのは情けないよね。だからこそ学院の経営者や、出資者、もろもろから『今年こそは必ず優勝を！』と期待されている」

　国を挙げての、催さい事じ。国家規模の、闘争。

　想像することもできない。けれど、それはすでに遠いどこかの物語ではない。私がいま立っているこの場所とも地続きの、他人事ではない、目の前に直立した大異変なのだ。

「今年になって学院が『プロデュース科』を新設したり、いろいろ新しいことにトライしているのもそのためだよ。すべては、『ＳＳ』に優勝するために」

　そこで繫つながるのか。私自身も、そんな巨大な運命のうねりのなかに組みこまれた歯車のひとつだったのだ。『プロデュース科』の生徒第一号である私は、『ＳＳ』に向けて打たれた布石のひとつ。

　これまで感じていたこと、考えていたこと、経験してきたこと──諸もろ々もろすべてが『ＳＳ』という単語に集約され、連鎖し、実感される。あぁ、そういうことだったのだ。

「つまり今年は、学院の『ＳＳ』への気合の入れようが半はん端ぱじゃないんだ。『ＳＳ』に出場する代表『ユニット』は、学院から有り余るほど多大な支し援えんを得られるだろうね」

　愕がく然ぜんとし、己の立場を理解し、不意に飛びこんできた『ＳＳ』という単語を咀そ嚼しやくし打ち震えているのは私だけではない。周りにいる生徒たち、つまりアイドルたちも同様に己の人生に『ＳＳ』という単語を混ぜこんで、それぞれ思案している。

　英智さんが、そう仕向けたのだろう。あえて浸しん透とうしやすい話題を、言葉を選んでいる。どこまでも彼の口ぶりは演説のようで、大衆を意のままに誘導している。

「無論、優勝すれば経歴にも箔はくがつく。アイドルとして、最高の評価が得られる。その後のアイドル活動も、きっと薔薇色になるだろうね。出場できただけで名めい誉よ、ですらあるんだから。この学院に通うものなら、アイドルなら……。誰もが『ＳＳ』に出場し、あわよくば優勝することを望むものだよ」

　初めて視力を得た赤ん坊みたいに、そこで初めて周りにあるものすべてが色を帯びて──実感されていく。私たちは現実に目覚めて、今はただ動どう揺ようしていた。

　そんな私たちへまるで愛の言葉を囁ささやくみたいに、生徒会長は脅きよう迫はくしてきた。

「そうでないものは、もはやアイドルじゃない。生ける屍しかばねだ。君たちのなかに、そんなやる気のない人間がいるわけがないと信じてるけどね？」
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「とはいえ、誰もが喉から手がでるほど欲しい『ＳＳ』への出場権だけど……。その出場者を、我が校の代表を、どうやって決めているか知っているかい？」

　私たちの反応を楽しむように、英智さんは足で肩で、全身でリズムをとっている。私たちが乱れて戸と惑まどい発するざわめき声は、『皇帝』陛へい下かにとってはダンスのＢＧＭだ。

「これが傑けつ作さくなんだけどね、学院への出資額が最もおおい家庭の子息が所属する『ユニット』……となっている。ほんとだよ、書類に明記されてるんだ。その一文を読んだときは、腹を抱かかえて笑ったよ！」

　すっかり雰ふん囲い気きに吞まれ、黙って拝はい聴ちようしている私たちへ──英智さんは語る。

「アイドルって何だろうね？　『お金持ち』かな、それとも『権力者』？　ちがうよね、僕の愛する夢ノ咲学院の生徒たち！　最も輝くのは金きん塊かいでも宝石でもない、僕たちの夢でありパフォーマンスだよ！」

　両手を広げて、舞台の中央に立つ彼の背後で今も歌い踊っている『fine』の面々を見せびらかしてくる。無知な大衆へ、とっておきの宝物庫を披ひ露ろうするみたいに。

「『それ』が最も優れている、最も輝かしい『ユニット』が代表として選ばれるべきだよね。僕はそう思う、君たちも同じ考えだって信じているよ！」

　狂気すら感じるほどの晴れやかな声音で、輝かしい笑顔で、彼は言い放った。

「ゆえに、この生徒会長・天祥院英智が宣言しよう！」

　これから開かい幕まくする、史上かつてなかった過か酷こくで華やかな戦争の名前を。

「真に『ＳＳ』に出場するに相応ふさわしい、我が校の代表『ユニット』を選定するためのドリフェスを開催する！　【ＤＤＤ】と名づけてみたその『Ｓ１』で勝利した『ユニット』を、『ＳＳ』に出場する我が校の代表とする！」

【ＤＤＤ】──何かの頭文字を三つ並べたのだろうか、そこに含まれる英智さんの意図を私はまだ読み切れない。夢ドリーム？　死闘デスマツチ？　美味デリシヤス？　舞踏ダンス？

　禍まが々まがしいものを感じて、解釈も覚束ない私の目の前で、英智さんはその身を折って項垂れてしまう。過剰な演技で、わかりやすく悲劇の俳優ぶっている。

　喜色満面だけれど。

「本来なら、この学院への出資額が最もおおい生徒は僕だよ。僕が、そして僕の所属する『ユニット』──『fine』が、『ＳＳ』に出場する我が校の代表となるはずだった」

　そうだろう。『fine』が、英智さんが、この夢ノ咲学院の頂点である。支配者、王者なのだ。この学び舎やの顔役なのだ、代表として相応しい。

　まざまざと見せつけられた彼らの実力は、疑いの余地もなく本物だし。

「けれど僕は、【ＤＤＤ】にて優勝した『ユニット』に、その権利を譲ゆずる。この場で公言し、約束しよう。これは君たちにとって、アイドルとして最も輝くためのチャンスだよ──奮ふるって、【ＤＤＤ】に参加してほしい」

　意外なことを、英智さんは口にする。普通に進行すれば、彼らが『ＳＳ』の──名誉ある戦いに赴おもむく権利を、栄光を得ていたはずだった。

　それをあっさりと売り払うように、賞品に変えて高々と提てい示じしたのだ。その意図は不明だ、もはや彼が何を考えているのか──同じ人間なのかどうかもわからない。

「無論、僕たちもいち参加者として【ＤＤＤ】に出場する。もし優勝してしまったなら、ふつうに『ＳＳ』にも我が校の代表としての誇りをもって臨のぞもう」

　瞬しゆん時じに笑みを消して、戦時には軍事力のすべてを掌しよう握あくしてあらゆる外敵を討うち滅ほろぼす国家元首の表情となると──英智さんは空を見上げる。

　すぐに地上へ視線を戻して、蠢うごめく群衆へと手を差し伸べてきた。

「けれど、僕は願っているよ。僕を負かし、『ＳＳ』代表者の栄光を摑む『ユニット』が他に現れることをね。君たちの夢の重みを、情熱のすべてを賭けて挑いどんでほしい！」

　あらゆるものの頂点、王者のはずなのに、その刹せつ那なのみは媚びを売る奴ど隷れいのように。

『皇帝』天祥院英智さんは、悲痛に希こいねがっていた。

「【ＤＤＤ】で僕たちを敗北させる『ユニット』の登場を、この学院の真の代表が選ばれることを、僕は心から望んでいるよ！」





[image: ]






「【ＤＤＤ】の開催は、今週末。あと一週間もないからね、その間に覚悟を固めてほしい。『ＳＳ』は年末に開催されるのに、まだ桜も散らない今の時期から代表者を決めるのは、性急に思われるかもしれないけれど」

　丁寧ながらもやや早口に、何かに追われるように英智さんは語っている。

　桜も散らない、などと言っているけれど──今年は開花が遅いためまだ咲いてすらいない。この夢ノ咲学院の時空は、奇妙に凍えて硬こう直ちよくしているように思えた。

　巨大な怪物めいて傲ごう然ぜんと鎮ちん座ざする夢ノ咲学院の校舎を、英智さんは睨む。

　悪意ある運命に挑む、高こう潔けつな勇者のように。

「僕は、確定している代表者の地位を他者に譲り渡すかもしれない危険を冒おかして【ＤＤＤ】を開催する。その代わりと言ったら何だけれど、その程度の我わが侭ままは許容してほしい」

　笑みを消したまま、彼は宣戦布告するように厳しい口ぶりで語る。

「ともあれ。【ＤＤＤ】の勝者を、我が校の代表者を、『ＳＳ』までの約一年間をかけて全力で応援することも約束しよう。全校をあげて、代表者をバックアップするんだ。そうでなければ『ＳＳ』での優勝など、僕たちの悲願など達成できないからね」

　現実的な報ほう酬しゆうをぶらさげて、夢物語じみた『ＳＳ』を──そして【ＤＤＤ】を私たちにも飲みこみやすいかたちに料理して、配はい膳ぜんしてくれる。

「僕たちは『ＳＳ』のために一致団結し、すべてを結集していく。【ＤＤＤ】はその栄はえある我が校の代表を、希望の星を選ぶための前ぜん哨しよう戦せんだよ！　君たちが積み重ねてきたものを、僕が入院して不在の間に膨ふくらませた夢のすべてをぶつけてほしい！」

　そこで英智さんは誇り高い英えい雄ゆうの表情を消し、理解しがたい異様な笑みを浮かべる。泣いているような怒っているような、けれどそれは奇妙に歪ゆがんでいるものの笑顔だった。人間が浮かべていい表情ではない。

「僕をガッカリさせるような不ふ甲が斐いないものを見せるなら、容よう赦しやなく踏み潰させてもらうけどね？」

　彼は、やはり人知の及ばぬ化け物なのだろうか。

　先ほどから、身の震えが止まらない。

　英智さんは聴衆の反応を見て、なぜか落らく胆たんしたように「……長話になってしまったね」とぼやくと、話を切りあげることにしたらしい。

　こちらに背を向けて仲間たちに向き直り、指を振って何かの指示を与えている。

「明日にでも【ＤＤＤ】については、教師から正式に告知されるはずだよ。君たちも所属する『ユニット』と相談し、出場するかどうか決めてほしい」

　すぐに華麗に振り向くと、その手のひらに魔法のようにマイクが握られている。虚こ空くうから武器を取りだす、異世界の戦士のようだった。渉さんが片目を瞑つむっているし、今の一瞬で彼が手渡したのだろうけれど。演奏をしながら、器用なことに。

　花束を受け取った初う心ぶな小娘のように、英智さんは愛おしげにマイクに頰ずりしてから──その双そう眸ぼうを邪じや悪あくに輝かせた。

「その前に、せっかく舞台に立ったことだし……。特別サービスで、『fine』が【ＤＤＤ】のために用意した新曲をひとつ、披露しよう」

　これまでは、あくまで序じよ奏そう。単なる小手調べ、肩慣らしだった。

　そこから先は、圧倒的な戦力で私たちを呆気なく踏みにじるだけの──虐ぎやく殺さつ、あるいは生いけ贄にえの儀ぎ式しきになる。私たちの魂を、感情を、人生のすべてを彼は魔女の釜かまに投げこんで、沸ふつ騰とうするまで煮に込こんでから一口で飲み干してしまう。

　そして、彼の望む奇跡を起こそうとしている。

「来きたるべき決戦の序曲として、君たちに捧ささげるよ」
















　英智さんが軽く息を吸いこんで、歌い始める。

　たった一音節を聞くだけで、ちっぽけな私の全存在が吹っ飛んでしまいそうだった。

　この夢ノ咲学院の──この世界の主人公が帰き還かんすると同時に、すべてが動き始めた。それを実感し、納得する。私たちのすべてが、彼の帰りを待っていたようだった。私たちは翻ほん弄ろうされ、背景として脇役として、彼を彩いろどる要素のひとつにまで還かん元げんされる。

　怪物めいた生徒会長の指揮のもと、物語の本編が始まったのだ。










[image: ]







　その翌よく日じつである。

『Ｓ１』の疲労感も抜けきらず、昨日もまったく気が休まる瞬しゆん間かんがなかったので──心底くたびれきっている。全身の神経が断線したみたいに、指先も動かない。

　幸か不幸か『Ｓ１』の記き憶おくを上うわ塗ぬりするように【ＤＤＤ】の告知があったおかげで、生徒たちはその話題に夢中になっている。

　もちろん、それでも敏びん腕わん『プロデューサー』だというあらぬ誤ご解かいをされている私のところに生徒たちが押し寄せてきてはいるものの……。颯そう馬まくんが刀を握にぎって睨にらみをきかせてくれているお陰かげか──比ひ較かく的てき、そんな酔すい狂きようなものたちの人数もすくない。

　強気で突っぱねるほどの度ど胸きようもなく、とりあえず応対しながらいまだに慣れない夢ゆめノの咲さき学がく院いんの授業をこなして、体力はもう空からっ穴けつだ。机に突つっ伏ぷし、口から魂たましいを吐きながら呆ぼう然ぜんとしている。この調子だと、本気で早死にしそうである。

　私はそんな状態だったので、愚おろかしくも気づくのが遅れた。いつも和なごやかだった二年Ａ組の教室──その空気感が、変質していることに。疲労感のため注意力散さん漫まんになって、いっぱいいっぱいで、私は私を仲間として受け入れてくれた男の子たちの間に漂ただよう不ふ穏おんな気配を察知するのが遅れたのだ。それを、ずっと後こう悔かいすることになる。

　私たちは『Ｓ１』に勝利し、革命を成なし遂げて、けれど──まだ決してハッピーエンドに辿たどりついたわけではなかったのに。気を抜くのは早すぎたし、昨日のうちに、すでに治ち療りようを施ほどこさなければ命を落とすような傷を負っていたのに。

　自分たちが全身から血を流し、ゆっくり衰すい弱じやくしていることに気づかなかった。その先には死と、絶望しかないのに。まだ何とかなるのではないか、また『Ｓ１』と同様の奇跡を起こして幸せな未来に辿りつけるのではないのかと──楽観していた。

　過か酷こくな現実は、容よう赦しやなく私たちの全身に食らいついて粉々にしようとしていたのに。

「放課後だね！」

　机に顔を伏せたまま自閉モードに入っていた私の耳に、いつもどおりの晴れやかなスバルくんの声が届く。これまで、毎日のように聞いていた、心地ここち良よくて安心してしまう──お日さまみたいなあったかい声こわ音ね。思わず、眠ってしまいそうになる。

　彼の笑顔を見ればほっとできる、癒いやしを求めて──ゆるやかに顔を上げた。

「【ＤＤＤ】とかいうのの開かい催さいまで時間がないし、気合をいれて特訓しないとね～☆　今回は朔さく間ま先輩にこれ以上の借りをつくることもなく、自分たちの軍資金で防音練習室を借りられそうだしね～？」

　まったく疲労が残っていないのか、スバルくんが元気よく飛び跳はねながら喋しやべっている。昨日、生徒会長が落としていった爆ばく弾だんにも、まったくダメージを負っていない。頼もしい。ううん、もしかしたら──痛みと傷を自覚していないだけなのではないだろうか。

　だとしたら、危険だ。痛みを知らない動物は、自然界ではすぐに死ぬ。

「『Ｓ１』で勝ったおかげで、がっぽがっぽ儲もうけたからね！　校内資金もたっぷりだよ、いろいろ機材とか販はん促そく物ぶつとか購こう入にゆうできるし～？　夢が広がるね☆　新曲もほしいよね、今からじゃ間にあわないかもだけど～？」

　浮き浮きしながら、どこか空くう虚きよに響ひびく声をあげていたスバルくんが、数秒だけ黙だまった。いつもならば、はしゃぐスバルくんを諫いさめる、あるいは同調する声が響くのに。

　まるで誰もいない教室で騒さわいでいるみたいに、反応はなかった。

「……な～んて、普段はこういうことは率先してホッケ～が言いだすのに。今日はおとなしいじゃん、どうしたの？」

「…………」

　不安になるほど表情を変えずに、スバルくんが近くの席にいた北ほく斗とくんに駆かけ寄っていく。北斗くんはいつもどおりテキパキと、教科書や筆箱を片付けて鞄かばんに収納していた。

「今日ずっと怖い顔してたよね、ホッケ～。生徒会長の提案について、考えてるの？　あんなの気にする必要ないって、『紅あか月つき』と同じように『fineフイーネ』もぶっ倒そう！」

　力強く言って、スバルくんが思いっきり北斗くんへ後ろから抱だきついた。そして体温を探すように、顔を擦こすりつけている。見慣れた、いつもの仕草だった。

　どんな荒あれ地にも花を咲かせるような、スバルくんらしい愛情表現だった。

「俺たちにならできるよ！　『Trickstarトリツクスター』にならね～♪」

「……すまない」

　北斗くんが短くつぶやくと、几き帳ちよう面めんに机のなかをまさぐって忘れものがないか探ってから、すっくと立ち上がる。突然だったので、スバルくんは撥はねのけられるようなかたちになって、後ろ向きに転びそうになる。バランスをとって、小首を傾かしげていた。

　しばし呆然としてから、スバルくんは北斗くんを無む垢くに眺めて問うた。

「ん？　あれっ、どったのホッケ～？　どこ行くの？」

「……本当にすまない、明あけ星ほし」

　スバルくんの顔を見ずに、まるで彼が存在しないかのように淡たん々たんと──北斗くんは教室の出入り口へと進んでいく。振り向かずに、最短距離を。彼と最初に出会ったころのような、あらかじめプログラムされた所作を実行する機械のような動きだ。

　北斗くんは俯うつむいているし、私のいる場所からは表情が確認できない。ただ、何か異様な雰ふん囲い気きだけは察した。私は遅れて立ち上がり、そんなふたりを当とう惑わくして眺める。

　スバルくんは親に置き去りにされた子供みたいに、ぽかんと口を開けた。

「お、お～い？　あれっ、マジで何なの？　今日のホッケ～は、おかしいよ！」

　子犬のように北斗くんの背中を追いかけつつ、スバルくんは内心で思案していた。何も考えずに本能的に動いているような彼にだって、ちゃんと心はあるのだ。

（そういえば、朝からウッキ～の姿も見かけないなぁ。バスケ部の朝練でも、サリ～もちょっと様子がおかしかった気がするし？　何だろう、よくわかんないけど嫌いやな感じ！）

　スバルくんは今ごろ気づいたようだけれど、たしかに朝から私たちの仲間のひとり──遊ゆう木き真まことくんは姿を見せていない。担任の佐さ賀が美み先生は『遊木は風か邪ぜで欠席だ』などと言っていたので、『Ｓ１』の疲れで体調を崩くずしてしまったのだと思っていたけれど。

　ただ観戦していただけの私ですら、朝、ベッドからでるためにかなりの根性を必要としたのだ。実際に激戦を乗り越えた真くんの消しよう耗もうは、私の比ではないだろう。

　まだ、そんな当たり前の、平和的な解かい釈しやくができる程度の不自然だったので──私は努つとめて良い方向に考えようとしていた。あまりにも、気楽すぎた。

「……どうしたんだ、あいつら。何やら、ドタバタしているようだが」

　私の近くの席に座っていたクラスメイト──乙おと狩がりアドニスくんが、出入り口付近で騒いでいるスバルくんたちを怪け訝げんそうに眺めて言った。異国風の彫ほりの深い目鼻立ちと、浅黒い肌はだ。背が高く筋きん肉にく質しつで、一見、かなり近寄りがたい。

　けれど彼も『UNDEADアンデツド』の一員として、私たちとともに革命を成し遂とげてくれた同志である。昨日、彼は『Ｂ１』で酷ひどい目に遭あっていたので心配だったのだけれど──見た目以上にタフだ。いつもと変わらぬ、穏おだやかな雰ふん囲い気きのまま。
















「神かん崎ざき、何か知っているか？」

「わからないこと、何でも我われに聞くのやめてほしいのだが」

　不意に話を振られて、こちらも帰りの支し度たくをしていた颯馬くんがビクッとした。

「すまない。だが、クラスメイトでいちばん親しいのはおまえだと思っている。それに、俺はこの国の常識などについて、かなり無知だ」

「知らないことを素直に『知らない』と言えるのは美徳である、あどにす殿」

　独特な間合いのクラスメイトに、颯馬くんははにかみ笑顔で応こたえている。このふたりは仲が良いらしく、たいてい教室では一緒にいて窓まど際ぎわの小鳥などを眺めている。見た目は怖いけれど、優しく善良なひとたちである。

「とはいえ……。我にも、よくわからん。仲良しこよしなのが、『とりっくすたあ』の良いところだと思っていたのだがな」

　颯馬くんが、思案顔になる。生徒会勢力である『紅月』に所属する彼は、その首しゆ魁かいである敬けい人とさんから何かを伝えられているのだろう──薄々と事態に察しがつくらしい。

　穢けがらわしそうに眉まゆをひそめて、わかりづらい古めかしい表現を口にした。

「離り間かんの計とは、えぐい真ま似ねをする。蓮はす巳み殿どのの言っていたとおり、生徒会長殿は底意地の悪い策士であるようだ」

「………？」

　颯馬くんは難しい日本語を用いるので、あまりアドニスくんには通じていないのか、彼は不ふ思し議ぎそうに瞬まばたきをしていた。そんな友人に気づかず、颯馬くんは刀の柄つかに手をやって──忌いま々いましそうに独白している。

（絆、友情、協調性が要かなめの『とりっくすたあ』を分断し、各かつ個こ撃げき破はする。理に適ってはいるが、こういう搦からめ手は好かんな。この程度で潰つぶれるなよ、『とりっくすたあ』……。貴様らとは、正々堂々と『どりふぇす』の舞台で雪せつ辱じよくを果たしたいのだからな）
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「待ってよ！」

　すでに教室の出入り口の扉に手をかけている北斗くんへ、スバルくんが叫ぶ。

「そっちじゃないよ、俺たち『Trickstar』が借りた防音練習室は！　逆方向！　んもう、ホッケ～ってば慌あわてん坊なんだから……あ、あれ？」

「…………」

　まだ、スバルくんは笑顔だ。どんな分厚い雲にも遮さえぎられない、陽光以上の輝かがやきだ。けれどいつもそれを月のように受け止めて、反はん射しやしてくれるはずの友人は無言である。

　怖いぐらい反応しない北斗くんを、スバルくんは無む邪じや気きに追っている。

「聞こえてない？　おぉい、無視しないでよ寂さびしいじゃん！　ホッケ～？」

　いつもどおりの和やかな雰囲気は、それでお終しまいだった。限界だった。何かが破は綻たんしていた。私たちはそれに気づかず、吞のん気きに普段と同じ日常を過ごしているつもりで──。

　決定的に、致ち命めい的てきに何かが損そこなわれて奪われていた。

　それを本能的に察したのか、スバルくんが信じられないぐらいの大声で怒ど鳴なった。

「待てって言ってんだろ！　北斗！」

　北斗。そう呼んだ。誰に対しても気楽に、渾あだ名なで呼ぶのがスバルくんの哀かなしい悪あく癖へきだった。かつて孤こ独どくに過ごしていた彼の、親愛の表現。独ひとりぼっちが嫌いやで、愛されたくて、みんなと笑顔で過ごしたくて──それだけだった男の子が、誰だれかと繫つながるために紡つむぎあげた愛称。けれど彼は虚きよ飾しよくを、強がりの笑みと愛情そのものの呼称を捨てて、銃じゆう弾だんを撃うちこむように吼ほえたのだ。北斗と、友の名前を呼んだのだ。真心をこめて。

　それで嫌きらわれたとしても、大好きな友達に無視されるよりずっとましだから。

　それすら無視してしまえるならば、北斗くんはもう人間ではない。まちがったプログラムをどれだけ打ちこんでも、何の反応も示さない機械と同じだ。

「…………」

　北斗くんはしばし硬こう直ちよくしてから、ゆっくりと振り向いてきた。スバルくんが必死で伸ばした好意の糸は、この時点ではまだ──かろうじて届いていたのだ。

　けれど。それを振り切るように、北斗くんは刹せつ那なのうちに背を向けてしまう。今度こそ扉とびらを開き、けれどその場は動かずに、ノイズが混じったような掠かすれ声でつぶやいた。

「ふん。初めて『北斗』ときちんと呼ばれるのが、こんな局面になるとはな」

「『ホッケ～』って呼ばれるの、そんなに嫌だったの？　だったらさ、今度からはずっと『北斗』って呼ぶから！」

　ついに笑みを消して、スバルくんは喜劇役者のように机に激げき突とつし倒しまくりながら、こけつまろびつ北斗くんを追った。誰も笑えない。教室が、しんと静まり返っている。

　異常事態が起きている。怖くて、私は喉のどの奥から悲鳴を漏らした。教室で大量殺人が発生して、壁も床も天てん井じようも血に染そまったみたいに見えた。

「だから、行かないでくれよ！　また一緒にがんばろう、俺たちは運命共同体でしょ？　ホッケ～……北斗、そう言ったじゃんか！」

　ようやく友のもとへ辿りついたスバルくんが、彼に縋すがりついた。手を、指先を届かせて──握にぎりしめた。決して放してはいけない、絆そのものを摑つかみ取った。

　独りぼっちだったスバルくんが探しつづけていた、希望を。

「そうだな」

　けれど北斗くんはスバルくんを見もせずに、ただ壊こわれたみたいに突っ立っていた。

「だが、事情が変わった。これ以上は言えない、すまない」

　辿たど々たどしく、北斗くんが呻うめいている。何を言っても凶きよう器きになる、すでに己おのれのために銃じゆう弾だんで穴ぼこだらけにされた友人が──それでも焼けた銃じゆう身しんに触ふれて火傷やけどを負うことがないように、遠ざけようとしている。そんなふうに見えた。

「明星、手を放してくれ。悪いが、急いでいる。行くべき場所が、ある」

「嫌だ！　絶対に嫌だよ、手ぇ放したら北斗どっか行っちゃいそうだもん！」

「そのとおりだ。これから、『Trickstar』からの脱だつ退たい申しん請せい書しよと、『fine』への加入申請書を生徒会室に提出しに行く。お別れだ、明星」

　信じられないことを口にして、北斗くんは嫌だ嫌だと叫びながらむしゃぶりついてくるスバルくんを──丁てい寧ねいに引き離す。指を、一本一本、引きちぎるようにして。

「聞いたところによると、衣い更さらや遊木もすでにそのあたりの手続きは終えているようだ。俺は最後まで迷っていたが、もう時間切れだ。生徒会長は甘くない。迷って、甘えているうちに状況はどんどん悪くなる。これ以上、追いつめられる前に──俺は脱ぬける」

　彼の発言が理解できなかったのか、きょとんとしているスバルくんを──彼をさらに理解不能な暗くら闇やみの底へと突き落としてしまう。

「薄はく情じよう者もの、弱虫と、呼びたいなら呼ぶがいい」

　せめてスバルくんが罵ののしってくれたら良かったのだけれど、彼はまったく北斗くんを疑っていない、赤ん坊みたいな顔でただ呆然としている。

　それを肩かた越ごしに振り向いて一いち瞥べつして、北斗くんは心しん臓ぞうを穿うがたれたように呻いた。

「明星、『Trickstar』の解散申請書は提出しない。俺たちが、脱退するだけだ。おまえは残ってくれてもいい、もちろん俺と一緒に『fine』に加入してもいい。おまえの好きにしろ。ただ願わくば、希望の光を絶やさないでくれ」

　それが礼れい儀ぎだと思ったのか、何なのだろうか──北斗くんは最後にいちどだけ振り向いた。スバルくんへきちんと向き直り、やはり子犬にそうするように頭を撫なでた。

「……喋りすぎだな。俺らしくない、感傷的になっているらしい」

　正反対の、ふたり。いつも楽しそうに軽口を叩たたきあい、意見をぶつけあって、火花を輝かせながら前へ進みつづけていたふたり。『Trickstar』の先頭で、私たちの道行きを照らしてくれていた──その幸せな光景が、砕くだけ散った。

　殴りあいの喧けん嘩かをしてくれたほうが、まだ見ていて安心できた。

　けれど。北斗くんは、大切そうにスバルくんの頭や頰ほおを撫でるだけだった。

「これまで楽しかった、ありがとう。おまえのおかげで、いいや『Trickstar』のおかげで、俺はすこしだけでも『アイドル』が好きになれた」

　まるで今こん生じようの別れのように、最後まで優しく──北斗くんは去って行った。

「ありがとう」

　そんな言葉を、置き土産みやげにして。

　スバルくんはお化けとでも喋っていたみたいに、何もかもを、言葉も感情も素通りさせられて──その場に、へたりこんでいた。もう、一歩も動けないようだった。

「何だよ……。ほんとにお別れみたいじゃんか、冗じよう談だんなんか似合わないぞ。笑えないよ、ちっとも！　北斗はさ、いつも前向きで……。一いつ生しよう懸けん命めいで、真ま面じ目めで、俺たちの進むべき道を照らしてくれた」

　倒れた机や椅い子すが散乱するなか、スバルくんはその場に跪ひざまずいていた。

　神に見放された殉じゆん教きよう者しやのように、笑顔の消えた教室の片隅で。

　ただ、消えてしまった友の後ろ姿を探すように、周囲を見ている。いつでも彼のそばにいて、何かと文句を言いながら一緒に夢を追い求めていた同志は──友はもういない。それが不思議でならないというように、スバルくんは己の頰をつねった。

　指にちからをこめすぎて痛かったのか、彼の頰に生理的な涙が伝った。いつでも笑顔の、スバルくん。喜び以外の感情を神さまから与えられなかったような彼の涙は、ほとんど出血みたいに見えた。内ない臓ぞうに傷を負って、大事なものが流れていく。

「おまえがいなくなったら、俺はどうしたらいいんだよ！」

　スバルくんが、慟どう哭こくじみた声を放った。遠吠えするみたいに。

「北斗……！」

　誰も、私も何も言えずに──ただそれを見ていることしかできなかった。いつも弔とむらいの鐘かねのようだと思う夢ノ咲学院のチャイムが、嘲ちよう笑しようするように鳴り響いていた。
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「…………」

　そのあと。

　スバルくんはせっかく借りた防音練習室に出向かないのももったいないと思ったのか──とりあえずそこに向かって、けれど何もせずに蹲うずくまっていた。いつも私たちに指針を与え、その日のプランを提示してくれた頼れる委員長は、この場にはいない。

　本当に、そうするとスバルくんは何をどうしたらいいのかわからないようだった。何でもできる天性の才覚を持ちながらも、無力な赤ん坊と同じだった。

　不思議そうに、頰に残った涙のあとを指先で撫でている。

（ずっと待ってるのに。誰も、練習室にこないな。ホッケ～の言うとおり、他のみんなも『紅月』とか『Knightsナイツ』とかの、余よ所その『ユニット』に移籍しちゃったのかな）

　膝ひざを抱かかえて、そこに埋うずまるようにして──スバルくんは取り留めもない思考をつづけていた。静せい寂じやくに満たされた防音練習室には灯あかりも点ついておらず、ほぼ真まっ暗くら闇やみだ。

（呆あつ気けないもんだな。仲間を集めて、一緒にがんばって、大事に絆きずなを紡つむいできたつもりだったけど……。こんなに、あっさり空中分解しちゃうなんて。家族よりも誰よりも信頼しあって、一いつ致ち団だん結けつしてる、すてきな『ユニット』だったのに。そう思ってたのは、俺だけだったのかな？）

　いつもは、北斗くんが思索を肩かた代がわりしてくれていた。むしろその領分を侵おかすと、反発するみたいに二倍も三倍も熟じゆつ考こうしてくれた。だから気を遣つかっていたわけではないだろうけれど、その人間らしい機能を今さら思いだしたみたいに、スバルくんは考える。

（現実的に考えれば、ホッケ～たちの判断は正しい。『fine』も『紅月』も『Knights』も、夢ノ咲学院ではトップクラスの『ユニット』だ。そこに所属したほうが、将来のことを考えたら有ゆう益えきだ。お遊びでやってるんじゃないもんね。みんな本気でアイドルを目指して、この学院に入ったんだから）

　思考の底に沈んで、浮かびあがってこない。

　たぶん彼は孤独だった一年生のころ、ずっとそうやって過ごしてきたのだろう。けれど愛すべき仲間たちと出会って、哀かなしみや痛みとともに忘ぼう却きやくの彼方かなたへ追いやっていたのに。

（未来のことを考えれば、『Trickstar』なんてぽっと出の『ユニット』より……。実績があって、優秀で、業界からの評判も高いところに身を置いたほうがいい）

　ほんとうに、北斗くんが考えるようなことを──スバルくんは考えている。傍そばにいなくなってしまった友の穴を、必死に埋うめるみたいに。

（軍資金だって豊富だし、コネもある、人材も何もかも充実してる。アイドルとしての技術を磨みがくには、最高の環かん境きようだよ。『Trickstar』よりも、他の『ユニット』で活動したほうが『アイドルとしての自分』にとってプラスになる）

　無限の暗闇、孔あなをどれだけ塞ふさごうとしても、もう反はん響きようすら返ってこないのに。

（こんな防音練習室を借りるだけで『負けたら赤字』になっちゃうような、弱小の、貧びん乏ぼうなところよりも……。もっと良い環境で練習とか活動とかをしたほうが、ずっといい）

　いちどだけ顔をあげて、空からっぽの防音練習室を見回していた。けれど、どこに目を向けても仲間の姿はなかった。彼がずっと探し求めて、ようやく見つけた輝く宝物は。

　もう、どこにもない。

（生徒会長も言ってたもんな、青春は短いって。ホッケ～たちは、大人の判断をしたんだ。卒業後のことも、今後のアイドルとしての人生についても、きっと俺も考えるべきなんだ。いつまでも夢を見てないで、ちゃんと現実と向きあうべきなんだ）

　そう考えているのに、現実逃とう避ひするみたいに──スバルくんはまた俯うつむいてしまった。闇のなかで縮こまって、すべてから目を逸そらそうとしていた。

　孤こ独どくを実感してしまうと、もう立ち直れない。生きていくことすらできない、呼吸も鼓こ動どうも止まってしまう。輝きを、燃料を得られなくなった恒こう星せいは、ゆっくりと冷えてひび割れて干ひからびていくだけだ。

（『革命ごっこ』で時間を無む駄だにするよりも、着実にスキルアップしたほうがいい。賢けん明めいな判断だよ。いつまでも、ぐずぐずしてる俺が馬鹿なんだ）

　そのまま、彼は消えてなくなってしまいそうだった。

（短かったなぁ……。もっと楽しみたかった、青春を満まん喫きつしたかったよ。キラキラした時間はあっという間に終わっちゃった、三日天下だったなぁ）

　闇と同化し、もはや誰からも見つけられない暗黒のかたまりに変へん貌ぼうする。

（『Ｓ１』で勝って、ほんの一時でも学院を変えられたんだ、俺たちは『たいしたこと』をしたんだって思えた。それだけで、俺たちは果報者だったんだ。それ以上は、求めちゃいけなかったんだ。『Ｓ１』での勝利を、あのキラキラした舞台を『幸せな思い出』にして──俺たちは大人になる、生々しい現実を生きていく）

　昨日、生徒会長によって突きつけられたこの世の真実を、スバルくんは嚙かみしめている。甘い蜜みつのような声で語られたそれは、彼のすべてを壊していく毒だった。

　無限の輝きを放っていた彼すら吸収し、取りこんで、生徒会長のかたちをした孔は膨ふくらんでいく。すぐにでも、夢ノ咲学院のすべてが吞みこまれてしまうのだろう。

　もはや、夢も希望もなかった。

（そうするべきなんだ。きっと、俺も。みんなそうやって、大人になるんだ。でもさ。ホッケ～、ウッキ～、サリ～……。俺たち、まだ子供じゃんか。夢を見てもいいじゃん。そう思ってるのは、やっぱり俺だけだったのかな？）

　仲間たちのことを愛をこめて想起してから、スバルくんは全身で震ふるえた。寒くて堪たまらないのか、己おのれの腕を、太ももを擦こする。搔かきむしる。血がにじみ、すぐ冷えて固まる。

（また、元通りだな。朔間先輩の言うとおりだ、動いたと思った時計の針が強引に引き戻されちゃった。むかし……。ホッケ～たちに出会う前に、逆戻りだ）

　自分自身を傷つけながら、彼はそのまま凍とう死ししたように動かなくなる。

　嵐のなかの蠟ろう燭そくのように──輝きは呆気なく消え失うせて、闇がのさばっている。その直ただ中なかで、スバルくんは、私たちの一番星は跡形もなくなってしまう。

（俺はまた、独りぼっちになっちゃったよ）

　実感とともにそう独白し、もはや──思考も消えてしまった。
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　瞬間である。

「明星～！」

　大たい砲ほうを打ちこむような大だい音おん声じようとともに、防音練習室の扉が開いた。施せ錠じようされていなかった扉の蝶ちよう番つがいが衝しよう撃げきでおかしくなったのか、海外の子供向けアニメのように無駄に揺れていた。暗い部屋の外から、熱風のような空気と輝きが差しこんでくる。

「うおっ、ビックリした!?」

　尻尾しつぽを踏ふまれた憐あわれな犬のように反応して、スバルくんがそちらを振り向く。

　彼の視線の先に──曙しよ光こうのような輝きを背負って、何者かが立っている。

　特撮番組か熱血ロボットアニメの主人公のような、威い風ふう堂どう々どうとした仁王立ちである。腰に手を当て、背骨の限界に挑ちよう戦せんするかのように胸むねを張っている。えへん、という感じだ。鬱うつ々うつとした空気感が、完全に粉ふん砕さいされていた。

　おおきな態度のわりに意外と平均的な体たい軀くで、まだ世間の悪意に触ふれていない幼おさな子ごのような童どう顔がんである。その双そう眸ぼうは、吹ふ雪ぶきのなかようやく辿りついた山小屋の暖だん炉ろに灯ともされた炎のように優しく燃えている。半ズボンで野山を走り回る少年みたいな短い髪かみの毛は、あちこち跳ねている。おおきな口は、豪ごう快かいな笑みのかたちになっている。

　全身から活力と前向きなエネルギーを逬ほとばしらせている彼は、奇き妙みような衣装を身にまとっていた。アイドル衣装なのだろうか、日常生活のなかで普段着には選ばないような派手な見み栄ばえだ。原色そのものの、真まっ赤かな衣装。黒地のインナーのあちこちに同様の夕日のような赤色が走り、腰にはクリスマスツリーの天てつ辺ぺんに飾るみたいな星形の飾り。そこからは流星を表現しているのだろう、帚ほうき星ぼしの尻尾のようなキラキラした糸が大量に垂たれている。

　奇き妙みよう奇き天て烈れつなその人物とは顔見知りなのか、スバルくんが親しげに呼びかける。

「あ、あれ？　ち～ちゃん部長！　どうして、ここに？」

　当とう惑わくしているスバルくんに、不ふ審しん者しやかと思うほど異様に陽気な謎の青年は「ちっちっち」と指を振った。仕草が、いちいち鼻につくほど過か剰じようである。

「ふっふっふ、『部長』なんて水臭い肩書きをつけなくてもいい！　『ち～ちゃん』だけでいいぞっ、俺とおまえの仲じゃないか……！」

「『俺とおまえの仲』って、ただの部活の先輩と後輩でしょ～？」

　珍めずらしく嫌いやそうな、舌したをだしそうな顔で、スバルくんが吐き捨てた。

　後ほど私も知ることになるけれど、この愉ゆ快かいな感じの人物は守もり沢さわ千ち秋あき。噓うそかまことか夢ノ咲学院で最も昔から存在するという伝統的な『ユニット』、『流りゆう星せい隊たい』の隊長である。スバルくんと同じバスケ部に所属し、部長を務つとめているらしい。

　ゆえに面識があるらしいものの、スバルくんの態度はかなり刺とげ々とげしい。

「ていうか、この防音練習室は『Trickstar』の貸し切りだよ。関係者以外は立ち入り禁止──って、もう『関係者』は俺だけなんだけど。はぁ……」

「どうしたどうした、溜ため息いきなんてついて！　そんなのは明星らしくないぞ！　もっと輝いていろ、太陽のように！　そう、おまえは俺の太陽だ……！」

「うるさいうえに暑苦しいなぁ、何か用デスカ？」

　たぶん勢いだけで抱きついてくる千秋さんを、スバルくんが座ったまま蹴けろうとした。足の裏で千秋さんを「ぐい、ぐい」と遠ざけながら、平へい坦たんな口調で言う。

「俺、今ちょっと考えごとをしてるんデスケド？」

「慣れない敬語などを使うな、明星！　もっと兄のように父のように俺のことを慕したってほしい、愛してほしい！　俺はいつでもウェルカムだ……☆」

「ち～ちゃん部長は、相変わらずキモチワルイなぁ……？」

「そうか！　明星は相変わらずカワイイなぁ……☆」

　ぜんぜん嚙かみあっていない会話をこなして、千秋さんは無む碍げに足あし蹴げにされて寂さびしそうにいったん立ち上がると──腕組みした。そして、高らかに言い放つ。

「ともあれ、おほん！　そんな与よ太た話ばなしをしにきたわけではないのだ、明星！　『真ま面じ目めな用事』があるにはある、ちょっと話をさせてもらっていいか？」

「……べつにいいけど、どうせ他にやることないし。話って、何なの？」

　ぎこちない敬語をやめると、スバルくんは素っ気なく応えた。

　ちょっと彼らしくないというか千秋さんに対して厳きびしすぎるけれど──大事な友達に背を向けられた直後なのだ、いかにスバルくんとはいえ軽く人間不信に陥おちいっていても仕方がない。いや、普段からこんな感じなのかもしれないけれど。

「うむ。今日の朝練で、おまえや衣更の様子がおかしかったのでな。個人的に、いろいろ調べていたのだ！　我が『流星隊』には、調べものの専門家がいるしな～♪」

　千秋さんはむやみにガッツポーズをして、はきはきとした口調で語る。何気なく言っているけれど──『紅月』に移籍をしたという真ま緒おくんはともかく、朝まではわりと普通に見えたスバルくんまで様子がおかしかったと断言している。

　私では気づかない些さ細さいな変化、昨日の生徒会長の発言によって生じた波は紋もんを、このおかしなひとは察知したのである。それは実際、すさまじい観かん察さつ眼がんだ。

　ただの変なひとではないのかもしれない、『流星隊』隊長──守沢千秋さんは。

「どうも何やら、きな臭い陰いん謀ぼうに巻きこまれたようじゃないか……明星？　だが安心しろ！　この俺がきたからには、もう安心だ！　明星の憂ゆう鬱うつを、俺が吹き飛ばしてやる！」

　両腕を交差するようにして、正義の味方が変身するときみたいなポーズ。全体的にパッパラパ～な印象のひとだけれど、説明不能な頼もしさがあった。

「俺は燃えるハートの守沢千秋、この夢ノ咲学院を守る正義の味方だ！　ふははは☆」

（う～む……？　よくわかんないけど。落ちこんでるときに、こう暑苦しいテンションでこられると正直ちょっとウザいなぁ……？）

　いつも周りを引かせるほどに明るいスバルくんが、眩まぶしそうに目を細めて千秋さんを眺めている。圧倒的な光量を全身に浴びて、彼の頰ほおにも赤みが戻ってきた。

（でもまぁ。べつに悪いひとじゃないしね、ち～ちゃん部長は）

　わずかに息を吹き返し、スバルくんは根本的なところが理解できず──首を傾かしげる。

（『真面目な用事』って、いったい何なんだろ？）
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「……それで？」

　今さらながら防音練習室の灯りをつけつつ、スバルくんはずっと蹲うずくまっていて身体からだが強ばっているのだろう、柔じゆう軟なん運動をしていた。

　そのついでのように、同じポーズのまま動かない千秋さんを胡う乱ろんげに見み遣やる。

「『真面目な用事』っていうのは、何なわけ。俺は数日後の【ＤＤＤ】とかいうのに備そなえて、練習しなくちゃいけないんだけどな～？　邪じや魔まするだけなら出てってよ、関係者以外は立ち入り禁止！　しっし！」

「ふふ。すっかり拗すねてしまっているな、明星！　だがしかし！　たった独ひとり、取り残されてもなお戦う意思を失わないのは天あつ晴ぱれ！」

　うんうん頷き、千秋さんはいちいち激しい身振り手振りをしつつ叫んでいる。

「孤独に戦い、どれだけ追いつめられても最後は大逆転！　大だい爆ばく発はつ！　大勝利！　それが正義の味方だ！　それでこそ、おまえは俺の後こう継けい者しやに相応ふさわしい……☆」

　だいぶ一方的に無茶なことを言ってから、千秋さんはやや表情を真面目にする。

「どうだ明星、俺の『流星隊』に所属するつもりはないか？」

　怪かい人じんか怪かい獣じゆうに襲おそわれ、恐きよう怖ふに震ふるえる憐あわれな被害者にそうするように、手を差し伸べてくる。おおきな手のひらだ、きっとバスケットボールも得意なのだろう。

　意外と苦労しているのか何なのか、その手のひらは傷だらけで包帯や絆ばん創そう膏こうが目立つ。本当に日夜、悪者と戦いつづけるヒーローみたいに。

「これまで何度もおまえを勧かん誘ゆうしてきたが、そのたびに断られていた！　だが、俺は諦あきらめんぞ明星！　おまえには才能がある、輝きがある！」

　仲間を失い自信も輝きも奪われ、落ちこんでいたスバルくんの全身に活を入れるみたいに──千秋さんは彼を全ぜん肯こう定ていする。賞しよう賛さんし、鼓こ舞ぶし、求めていた。

「その輝きが、ほしい！　おまえは我が『流星隊』でこそ活いきる、そして『流星隊』をさらに煌きらめかせる逸いつ材ざいだ！　『流星隊』に加われ、明星！　独りでは生徒会には勝てんぞ、ここで蹲って泣き寝入りしているだけでは何も変わらん！」

　正義の味方がよく語る根性論のようだけれど、そこには現実と地続きの何かがある。実感が、方策が、彼の経験による助言が含まれていた。

　一方的にがんばれ負けるなと背中を押すのではなく、ともに戦おうとしている。

「俺たちを利用しろ！　おまえのちからになってみせる！　正義の味方は、いつだって『弱いもの』の味方だ！　『流星隊』は、生徒会の勢力にも属していない。なおかつ、『三さん奇き人じん』のひとり深しん海かい奏かな汰たを擁ようする有力『ユニット』でもある！」

　利用しろだなんて、ふつうヒーローは言わない。そこが、千秋さんの特性というか──変わったところである。

　ともあれ『三奇人』まで所属しているらしい、『流星隊』には。たった三人の超ちよう越えつ者しや、夢ノ咲学院の特異点──その実力と価値は、零れいさんに教え導かれ共きよう闘とうし、昨日は渉わたるさんに絶望的な実力差を見せつけられた今、重たく響いた。

　実際、『三奇人』がひとりでもいて十全にその能力を振るってくれたならば、生徒会に──あの『fine』に一いつ矢し報むくいることも可能だろう。現実的な、希望である。

「そこにおまえが加入すれば、さらに強力になる。生徒会の打倒も、夢ではない。いつまでも、終わってしまった『ユニット』にしがみついていても仕方ないぞ？」

　あえて厳しい言いかたをしているのだろう、千秋さんはむしろ痛みを堪こらえるような渋じゆう面めんで語っている。正義の味方は悪党と戦うけれど、殴なぐった拳こぶしが痛まないわけではない。

　その痛みに慣れて、当たり前になってしまえば、人間から外はずれてしまう。正義の名のもとに殺さつ戮りくを繰り返す、兵器と同じだ。

「残念だが、『Trickstar』はもう輝けない。ほとんどの星が燃え尽つき、暗あん雲うんに満たされている。だが、『流星隊』でならおまえは再び輝ける！」

　けれど。千秋さんはちがう、どこまでも人間らしく熱く気高く本音を叫ぶ。

　だからこそ、その言葉は響く。冷たく乾きかけていた、スバルくんの心にも。

「理り不ふ尽じんに、おまえからすべてを奪った生徒会に復讐を果たせるぞ！　おまえを裏切り、捨てていった連中にも目にもの見せてやれる！」

　やはり時折、正義の味方らしからぬ言葉を織り交まぜて──現実と夢物語の中間に立つ、特撮番組の登場人物みたいに彼は吼ほえる。

「そして、おまえはこの学院の頂点で輝く一等星になるのだ！」
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「『真面目な用事』ってのは、そんなこと？」

　うるさかったのだろう、軽く耳を塞ふさいでいたスバルくんが顔をしかめて唸うなった。

「だったら話はこれで終わりだよ、俺は『Trickstar』以外の『ユニット』に所属するつもりはない。たとえ独りになっても、俺は『Trickstar』だ」

　朗ろう々ろうと千秋さんの大声が反響するなか、スバルくんははっきりと意思表示をした。たまに人外めいた危うい輝きを帯びるその双そう眸ぼうには、彼が大事な仲間たちと育ててきた人間らしい灯ともし火びが宿っている。その熱量を、真まっ直すぐに千秋さんへと向けていた。

「子供の我わが侭ままみたいなもんだとは、自分でも思うよ。みじめで情けないよ。でも俺は、『Trickstar』が燃え尽きたなんて思わない。裏切られたとも、捨てられたとも思わないよ。今はちょっと、曇くもり空だけど。いつか、また輝ける」

　屋内だというのに、満天の星空が見えているみたいに──スバルくんは愛おしそうに天上を見上げて語った。その両目に、無数の輝きが瞬またたいている。

「俺だけは、そう信じたいんだよ。むかし……今と同じように孤独だったころには、夢にも見ていなかったキラキラした舞台に立てたから。みんなと、あの『Ｓ１』でね」

　ほんの二日前のことだとは思えない、奇跡そのものの一夜。全身が快楽とともに磨すり潰つぶされそうな声せい援えんと拍はく手しゆの反響が、あのとき体内を駆け巡めぐった熱情が、いまだにスバルくんのなかに残っている。それは人生を何度、繰くり返しても消え失うせない希望の光だ。

「たった一夜かぎりの夢で、奇跡だったのかもしれない。だけど、俺はまた『あの場所』に立ちたい。あの、キラキラ輝いていたステージに」

　独特な思考と理論に基もとづいて行動する、ときどき怖いぐらいに理解不能で、けれど誰よりも魅み力りよく的てきな男の子は──彼らしく満開の笑みを浮かべる。

　強いのだ。心は、折れていなかった。否、復活し燃えさかり始めている。

「そして、そこに一緒に並んで立つのは……。『流星隊』でも『fine』でも『紅月』でも『Knights』でもなくて、『Trickstar』じゃなくちゃ駄だ目めなんだ」

　もう彼は、孤独に暗闇のなかで消えるのを待つだけの憐あわれな子供ではない。仲間たちと肩を並べ、激戦を潜くぐり抜け、青春のなかでたっぷりの熱をもらって──自ら輝けるようになったのだ。人間として強く成長し、燦さん然ぜんと輝きながら生きていく。

「うまく言えないけど、それが俺の本心だよ。ごめん、ち～ちゃん部長。せっかく声をかけてくれたのに。心配して、励ましてくれようとしたのに」

　黙って聞いている千秋さんに真正面から向きあって、スバルくんは断言した。

「俺の居場所は、『流星隊』じゃないんだ」

　めいっぱい広げた手を胸元に添えて、己の全存在を端たん的てきに表明した。

「俺は、『Trickstar』だ」
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「だが実際問題、どうするつもりだ？」

　千秋さんははっきりと勧誘を断られたのに、むしろこれ以上なく嬉しそうに微笑ほほえんでいた。強く成長した息子が里帰りをして、かつては届かなかった高いところにある何かを取ってきてもらった、老おいた父親のように。誇らしくて堪らない、みたいな態度だ。

　けれど瞬時に顔を引き締しめると、意外なぐらい冷静に状況を分析し語る。

「俺たちも出場する予定なので、【ＤＤＤ】の要よう項こうは確認済みなのだがな。【ＤＤＤ】には、『ユニット』単位でしか参加できないぞ。年末の『ＳＳ』に出場する我が校の代表『ユニット』を選ぶための催もよおし、というのが【ＤＤＤ】の大前提だからな」

　それは理にかなっている、というか考えてみれば当然の話である。

　ちなみに【ＤＤＤ】については生徒会が手を回し、校内どころか一般社会にも幅広く告知され宣伝されている。ふつうに街を歩いていたら、ポスターが視界に入るぐらいだ。生徒会長が復帰してからたった一日で、世界の色が塗ぬり変わったみたいだった。

　一変した状況のなか、闘とう士したちは来たるべき決戦に備えて動き始めている。

「個人での参加は、認められない。そして夢ノ咲学院の規定では、『ユニット』を構成する最少の人数は二名だ。おまえ独りでは、決戦の舞台に立つこともできないぞ？」

　三年生らしく大人びた態度で、駄だ々だっ子こを教導するようにゆっくりと語っている。

　勢いや情熱、夢や希望だけでこの奇き怪かいな夢ノ咲学院を三年間も生き抜くことはできない。千秋さんは経験を積み、歴戦を重ねた実力者なのだろう。

　その発言には、無視できない重みがある。

「残った人間が一名だけでは、『ユニット』も強制的に解散になる。おまえは何もできないまま、厳しい現実の前に立ち尽くすしかない。それでもなお、おまえは最後の最後まで『Trickstar』に尽くすつもりなのか？」

「…………」

　スバルくんも、そのあたりのことは弁わきまえていないわけではなかっただろうけれど。あらためて明言され、絶望的な状況を実感してしまったらしい。笑みを消し、過か酷こくな条件下のなか──納得できる未来を選ぼうとして思案している。

　それを黙って見守っていた千秋さんが、不意に身を仰のけ反ぞらせて高笑いした。

「……ふっ、ふふ！　ふははは！　ふは～はははは☆」

「ど、どうしたの？　気でも狂ったの、ち～ちゃん部長？」

「いや何、ようやく合点がいったのでな。成る程、彼女があんな服装をしていたのは『そういう理由』か。ふっはははは☆」

「『彼女』……？」

　スバルくんにはわからない発言をしている千秋さんは、意味ありげに部屋の出入り口の向こうをいちどだけ見た。それからスバルくんに向き直り、肩に手を添える。

「まぁいい。おまえの気持ちはよぉくわかったぞ、明星」

　間近から大事な後輩を見つめて、本音を語る。

「試すようなことをして、すまなかった。生徒会長の『やりくち』に、おまえの心が折れていたなら……。これ以上、戦場に立たせるのも忍びないと思っていた。大事に、俺たち『流星隊』が保ほ護ごしてやらなくてはならない、『弱いもの』だと判断するしかなかった。だが、おまえは戦士だ！　まだ戦場にいる！」

　歓かん喜きに打ち震えて、千秋さんは思いっきりスバルくんを抱だきしめた。

「まだ、おまえの魂たましいは死んではいない！　おまえの心は鋼こう鉄てつだ──いいや、何よりも固く美び麗れいに輝く宝石だ！　俺は嬉しいぞ明星！　まだ戦う気き概がいを失っていないならば、心が折れてさえいなければ！　いつだって、可能性は零ゼロじゃない！」

　嫌がって暴あばれるスバルくんを、千秋さんは感かん涙るいすら浮かばせながら夢中でぎゅうぎゅうと抱きしめている。そのまま決して軽くはないだろうスバルくんを抱き寄せて、ぐるぐる回転し始めてしまった。もはや抱ほう擁ようというより、プロレス技のようだった。

「下げ劣れつな真ま似ねを繰くりかえし、おまえを哀かなしませた生徒会長に報いを受けさせよう！　そのために、力添えをさせてほしい！　俺の『真面目な用事』とは、それだ！」

　素晴らしく魅力的な笑みを浮かべると、ようやく人間風車としか表現できない無駄な動きをやめて──千秋さんはスバルくんを優しく床に降ろした。さすがの平へい衡こう感覚で目を回してもいないスバルくんを、また間近から見つめて宣言する。

　どんな無む惨ざんな死にかたをしたものでも生き返ってしまいそうな、力強い声だった。

「明星。おまえは、独りなんかじゃない」
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「えっと。ど、どういうこと……？」

　文字通どおり振り回されていたスバルくんが、乱れた服をてきとうに直しているうちに──なおも怒ど濤とうの展開がつづく。

　千秋さんが大おお袈げ裟さに手を広げ、開けっ放しの（というかたぶん蝶ちよう番つがいが壊こわれて閉まらなくなった）扉を振り仰あおぎ、まったく声量が減じない獅し子し吼くを放つ。

「くるがいい、俺の仲間たちよ！　正義を愛する同どう胞ほうたちよ！　正義の味方はいつでも堂々と、名乗りをあげる！　その名乗りが弱きものたちを安心させ、笑顔にするのだ！」

　まずは自分が最高の笑みを浮かべると、千秋さんは両腕をプロペラみたいにやたらと旋せん回かいさせて──右みぎ拳こぶしを腰に、左拳を右肩に添えて決めポーズをとった。

「まずは、俺から名乗らせてもらう！　俺は『流星隊』のリーダー、燃えるハートの守沢千秋！　流星レッド……！」

「あっ、もう部屋に入っていいッスか？」

　絶ぜつ妙みように間を外はずす感じに、千秋さんの声をやや遮さえぎりながら誰かが入室してくる。

「う～む、いまいちタイミングが摑めないッス！」

　困り顔で頰を搔かきながら登場したのは、もうずいぶん前のことに思えるあの【龍りゆう王おう戦せん】で初はつ遭そう遇ぐうした、南な雲ぐも鉄て虎とらくんである。彼も『流星隊』の一員であり──同じ空手部に所属する鬼き龍りゆう紅く郎ろうさんとともに、私たちを励ましたり応援してくれたりした。

　深しん紅くのメッシュの入った、少年漫画みたいにギザギザの黒髪。あどけなさを残しつつも、精せい悍かんな風ふう貌ぼう。千秋さんとは色違いの、恐おそらく『流星隊』専用衣装を身にまとっている。ちなみに色は黒だけれど、『UNDEAD』のそれに比べて光沢が強く輝きをよく反射する。

「ともあれ……。黒い炎は努力の証あかし！　泥で汚れた燃える闘とう魂こん！」

　千秋さんに比べてやや照れがある感じだけれど、一生懸命、鉄虎くんは名乗りをあげる。右腕はちからこぶをつくるようにしつつ、左手を手刀のかたちにして横に一いつ閃せん。

「流星ブラック！　南雲鉄虎……！」

　いきなり始まったヒーローショウじみた名乗りの連続に、スバルくんが反応できないうちに、鉄虎くんの後ろから新たな人物がうっそりと姿を見せる。

　それに気づいて、鉄虎くんが大慌てで手て招まねきした。

「ほら、翠みどりくんも早く！　ちゃんと名乗らないと、リーダーが後でうるさいッスよ！」

「う～……？」

　返事なのか呻うめき声なのかわからぬものを口から漏もらしつつ、鉄虎くんに手を引っぱられて、ようやく全身──かろうじて見せる。なぜか部屋の出入り口のそばで、半身を隠したがっている。どうやら、とても引っこみ思案な子らしい。

　彼の名前は高たか峯みね翠、やはり『流星隊』の一員である。

　眉び目もく秀しゆう麗れい。そんな形容をしたくなる、甘やかな美び貌ぼう。どんな女の子でも虜とりこにしてしまえるような、絵本の王子さまみたいな理想像そのもの。一年生とは思えない高身長で、余計な筋肉や脂し肪ぼうは一切ない。神さまが受じゆ肉にくする際に宿るような、最初からその姿で創造されたかのような完璧な見み目め麗うるわしさ。目に優しい淡色の髪と、輝く翠玉エメラルドの瞳ひとみ。

　けっこう珍ちん妙みような印象の『流星隊』の衣装も、彼が着るとどこか遠くの魔法の国とかの王族が身につけるために仕立て上げられたものみたいだ。美形は何を着ても似合う、という見本のようだった。ちなみに彼もやはり色違いの衣装で、名前どおりの緑色である。

　ずっと眺めていたくなる、うっとりするほどの美青年だ。ただし彼はそれを恥はじらうように顔を伏せ、自分の手を引く鉄虎くんの陰に隠れようとしている。何度も促され、不ふ承しよう不ぶ承しよう、聞き取れないぐらいの小声でぶつぶつと名乗っていた。

「名前が『翠』だから、グリーン……」

　声も綺麗なのだけれど、やはり弱々しくて心配になるぐらいだ。

「流星グリーン、高峯翠……」

　やる気なくてきとうに手を動かしている翠くんを見守りつつ、どこか満足そうに頷いて──千秋さんが高々と拳を振り上げる。

「五人揃そろって！　我ら、『流星隊』……☆」

「な、何だおまえら次から次へとっ！　ていうか、『五人揃って』って言ってるのに三人しかいないよ!?」

　突っこむタイミングを逃して最後まで律りち儀ぎに彼らの名乗りを聞いていたスバルくんが、溜たまっていたものを吐きだすみたいに喚わめいた。いつの間にか先ほどの沈ちん痛つうな雰囲気は吹き消えて、ちょっと楽しそうですらあったけれど。

　スバルくんの言葉を聞いて、「？」と首を傾かしげた千秋さんが仲間たちに問うた。

「あれっ、おかしいな。おいブラック、他のふたりはどうした？」

「へ？　あっブラックって俺ッスね、ちゃんと名前で呼んでほしいッス！　わかりにくいッス！」

　わずかに反応が遅かったものの、鉄虎くんが真面目に返事をした。

「えっとですね、仙せん石ごくくん……イエローは諜ちよう報ほう活動中ッス！　他の『ユニット』の動向を探ったり、【ＤＤＤ】について詳くわしく調べたりしてるみたいッスよ？」

　仙石くん、という子とは私も面識がある。照れ屋なのかあまり会話もできていないのでよくわからないけれど、忍者らしい。

「ブルー……深海先輩はなぜか制服のまま噴ふん水すいで泳いでたので、知りあいだと思われたくなかったので声をかけずにスルーしたッス！　押お忍す！」

　耳を疑うようなことを言いつつ、鉄虎くんが空手の作法に則のつとった礼をする。深海先輩とやらとは私も面識がないけれど──その人物が、最後の『三奇人』。ちょっと話を聞くだけでも、すでにじゅうぶん厄やつ介かいそうな感じだ。

　鉄虎くんも翠くんも何だかすこし変わった子だし、千秋さんは何を思ってそんな人材ばかりを集めたのだろうか。不思議な正義の味方の内心は、私には計り知れない。
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「ねぇ、これって何の集まりなの……？」

　挙きよ動どう不ふ審しんにもじもじしていた翠くんが、鉄虎くんの服の裾すそを引っぱった。慣れない社交場に無理やりつれだされた、ちいさな子供みたいだった。

「とくにやることないなら、帰っていいかな俺……？」

「まぁ待てグリーン、今日から俺たちはこの防音練習室で特訓をするのだ。【ＤＤＤ】までは日数がないからな、さいあく泊まりこんででも集中して練習するぞっ♪」

　仲間を色の名称で呼ぶ千秋さんに言われて、グリーン──翠くんが顔をしかめた。

「え～、そういう熱血っぽいのヤなんだけど……？」

「ちょ、ちょっと待ってよ。この防音練習室は俺たち『Trickstar』の貸し切りだってば、勝手にここで練習されたら困る！」

　先ほどから珍しく振り回されっぱなしのスバルくんが、やはり普ふ段だんならばありえない常識的なことを言う。他に誰もいないので、彼が『Trickstar』の代表として話をするしかないのだ。けれど大丈夫、これ以上は慣れない仕事をしなくてもいい。

　その程度のことは、私にもできるのだ。

「『勝手に』ではないぞ。ちゃんと許可はとっている、『彼女』にな」

　千秋さんが片目を瞑つむって、開きっぱなしの防音練習室の出入り口へ──否いな、私のほうへ目め配くばせをする。どうもタイミングを見失って立ち往おう生じようしていた私は、おっかなびっくり、室内を覗のぞきこむ。実は、最初からずっとここにいたのだけれど。

「ほら、入ってこい。恥ずかしがることはない、その服装も似合っているぞ？」

　優しく手招きする千秋さんに頷うなずいて、私はゆっくりと室内へと踏みこむ。着慣れない服を着ているので、動きがどうしてもぎくしゃくしてしまう。

　そんな私に気づいて、スバルくんが意外そうに目を丸くした。

「あっ、転校生……。どしたの、その妙ちくりんな衣装は？」

「『妙ちくりん』とか言っちゃ駄目ッス、女の子の服装は褒ほめなきゃいけないッスよ？　うちの大将が、そう言っていたッス！」

　鉄虎くんが豪ごう快かいに笑うと、自分たちが立ち塞がっていて私が入れないのに気づいたのか──一歩下がってくれる。それでようやく、私もスバルくんのそばまで辿りつけた。

　ごめんなさい。独りにしてしまって。

「その大将のお手製ッスからね、さすがに似合ってるッスね～？　とっても愛らしいッスよ、転校生さん！」

　きちんと大将＝紅郎さんの言葉に従い、がんばって褒めてくれる鉄虎くんである。あまり褒められ慣れていないので、気恥ずかしい。ありがとう、と頭を下げた。

「ただ……まだ仮縫いらしいッスからね、そのアイドル衣装。あんまり、激しく動かないほうがいいッスよ。うちの大将も、女の子の衣装には慣れてないらしくてあちこち杜ず撰さんッスからね～？」

「アイドル衣装、って……？」

　さっぱり事情がわからないのだろう、スバルくんが困こん惑わくしている。

「えっ、転校生は『プロデューサー』でしょ？　何で、アイドル衣装を着てるの……？」

　良かった、どうやらアイドル衣装に見えるらしい──と私はあんまり関係ないことを考えている。あらためて、自分の着ているものを見下ろした。

　鉄虎くんは紅郎さんのお手製、と言っているけれど。今回も彼は手伝ったりアドバイスをしてくれたりしただけで──基本的には、私が自分で縫ぬった。

　昨日の、昼休み。私は『Trickstar』の専用衣装をつくる際に、紅郎さんに布地を融ゆう通ずうしてもらったりしたので、その材料費や余った布きれを返しに行った。そうしたら代金ぶん働いてくれ、と言われて彼が依頼されたという衣装づくりを手伝うことになったのだ。

　私など比べものにならないほど裁さい縫ほうが上手じようずな紅郎さんだし、べつに私が助勢する必要はまったくなかっただろうに。だから、たぶん厚こう意いで言ってくれたのだろう。

　金銭の遣やり取りをするのもトラブルの元だからと、労働を対価にしてくれた。

　けれど私はあまり役に立てず、紅郎さんの指導のもと裁縫の訓練を積ませてもらった──という案あん配ばいになった。もらってばかりだ。情けない。

　ともあれ私は紅郎さんの仕事を手伝いつつ、『Trickstar』の衣装をつくった余り布でアイドル衣装をこしらえることにした。予備をもう一着、つくれるほどには布地も余っていなかったし。中途はんぱな量の布きれを、どうするかちょっと悩んでしまって。

　紅郎さんは自分も大量に持っていた余り布を提供してくれて、私はそれらをパッチワークにして、自分の衣装をつくった。『Trickstar』専用衣装によく似た、けれど女性ものの服だ。余った布きれだから、青色と赤色が入り交じっている。

　スバルくんと真緒くんの赤、北斗くんと真くんの青、それぞれに配分した色を織り交まぜた──どんなシンデレラも嫌がって着ないような、継つぎ接はぎだらけの衣装。いびつでみっともない、けれど『Trickstar』のみんなが着ている衣装と同じ布地でつくった、世界で一着だけの晴れ着だ。

　遠い未来に、私がふつうに『プロデューサー』にならずに──本来は歩むはずだった平凡な人生を送ることになったとしても。簞たん笥すのなかにでもこの衣装を仕舞っておけば、いつでも青春を、夢ノ咲学院を、『Trickstar』を思いだせる。

　彼らとともに駆け抜けた、濃のう密みつで破は天てん荒こうな日々を。

　そんなふうに、アルバムに写真を保存するように──老後の楽しみのためにこしらえた衣装であった。余った布をゴミ袋に詰めて捨てるよりは、有意義であろう。

　気長に縫おうと思っていたのだけれど、今日、必要があって大慌てで仕上げてきた。縫ほう製せいが甘いのは紅郎さんが女物の衣装に慣れていないからではない──彼の名めい誉よのために言うけれど、縫製した私が下へ手たくそだっただけだ。

　それを今、私は自分で着ている。未完成で不ぶ格かつ好こうで、恥ずかしいけれど。簞笥の奥に仕舞いこんでしまうのは、まだ早すぎるようだから。

　まだ私は、夢ノ咲学院にいるのだから。

　何の因いん果がか『プロデューサー』として、アイドルたちと生きているのだから。
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「そう、彼女は『プロデューサー』だ」

　千秋さんが何を照れてるんだ、と私の背中をどんと押した。勢いよくスバルくんのもとに倒れこんでしまい、彼が咄とつ嗟さに支えてくれる。

　これでは、駄目だ。私は、『プロデューサー』なのだから。へっぽこでもド素人しろうとでも、そう望まれたのだから。できることを、全力でやりたい。

　そう思って、あちこち駆けずり回って──たくさん考えて打つべき手は打った。それが功こうを奏そうするかは、まだわからない。

　千秋さんは微笑ましそうに、私の頭を摑つかむみたいに撫でた。やめてください。

「『プロデューサー』はアイドルを支え、励はげまし、輝かせる。困っているなら、手を貸す。そして背中を押して舞台へと送りだす、そんな存在だ。【ＤＤＤ】には、『ユニット』単位でしか参加できない。だから、明星だけでは出場できない」

　私が思いついた秘策ともいえない、たぶん馬鹿な考えを、千秋さんが口べたな私に代わって説明してくれる。

「そのため、彼女が一時的に『アイドル』となる」

　それが【ＤＤＤ】に際して、私がとるべき作戦であった。先日の『Ｓ１』にあたって北斗くんや零さんたちが組みあげた緻ち密みつな戦略に比べれば、お粗そ末まつな策だけれど。

「もちろん、彼女はアイドルとしての研けん鑽さんを積んでいない。舞台では何の役にも立たない、張りぼてだ。厳げん密みつには『アイドル科』の生徒ではないため、本来ならばドリフェスに参加する資格もない」

　ありったけのチップを賭かけて、せめて勝負からは逃にげずに全力で臨のぞむ。

　もう、私はどこにも逃げられない。ここで生きていく。みんなのそばで。何もできずに無意味に踏みにじられるだけでも、最後の一瞬までは石に齧かじりついてでも。

　ここにいる。

「だから出場する際には、覆ふく面めんをつけて『謎のアイドル』として振る舞うなどの工夫がいるかもな？　だが、これで出場もできず不戦敗になるはずだった【ＤＤＤ】に、『Trickstar』も参加できる。『無』だった可能性が、ほんのわずかでも『有』になった」

　ちなみに書類上、私はいまアイドル科の生徒としても登録されている。

　プロデュース科には私しかいないので、便べん宜ぎ上じよう、アイドル科の名めい簿ぼのほうに名前などが記されているのだ。急設されたプロデュース科には、専用のカリキュラムも教室もない。今だけ限定的に、アイドル科と合流というか一体化しているのだ。

　だからアイドル科の生徒として、『ユニット』に名前を記すことぐらいはできる。うまいこと、書類も通してみせる。生徒会を通すと握りつぶされる気がしたので、担任の佐賀美先生に頭を下げていろいろ頼んだりもした。

　いつもは怠たい惰だというか駄目人間の見本みたいな先生だけれど、今回ばかりはびっくりするほど頼もしくもろもろ請うけ負ってくれた。ありがとう、佐賀美先生。

　もちろん深く追求されたら困ったことになるかもしれないけれど、そこは何とか書類上のマジックを駆く使しして──手て練れん手て管くだを尽くして、その立場を固こ持じしてみせる。

　たぶん煩雑な手続きの際に後回しにされていた私のふわふわした立場が、今こそ活きる。それすらも武器にして、強大な敵に立ち向かおう。単なる穴埋め要員でも何でもいい、あとで責められ罰ばつを与えられてもいい。アイドルを、ステージに送り届けてみせる。

　私の大好きな、『Trickstar』を。

「可能性が零じゃないなら、戦える。希望がある、前へ進める。そうだろう、明星？」

　まだいまいち理解できないのか、ただ不思議そうに私を見ているスバルくんの背中を──頼れる兄貴分じみて、千秋さんが思いっきり叩いた。

「そのために、彼女はここにいる。おまえの支えになるために、立ちこめた暗雲を吹き飛ばすために。『プロデューサー』として、ここにいる」

　つんのめった彼を、今度は私が抱きしめる。支える。いつだって。

　あなたたちが、それをゆるしてくれるかぎり。

「何度でも言おう、おまえは独りなんかじゃない」

　千秋さんが力強く断言して、私の腕のなかでスバルくんがわずかに震えた。
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「ど、どういう経けい緯いで転校生がアイドル衣装で登場する流れになったのかは知らないけど……。いや、ビックリしたよ」

　何となく抱き寄せたままのスバルくんが、もろもろ頭のなかで整理して、理解しようと努めている。思考を邪じや魔ましないように、私はじっと動かない。

　──スバルくん。

　──独りにしてごめんね。つらかったね。苦しかったね。もう大丈夫だよ。私に何ができるかわからないけど、そばにいるよ。あなたのことが、とても大事だよ。

　言いたいことは、いっぱいある気がした。けれど、何ひとつ舌にのらない。お喋りは苦手だ。励ましも同情も、愛すらも、本音も何もかも、今は口にしてしまうと噓うそっぽくなってしまう気がした。ひたすら、心のなかで彼の名前を繰り返し呼んだ。

　スバルくん。スバルくん。スバルくん。

　笑っていて。

　そばにいるから。

（そういえば。生徒会長は、俺やみんなのこと……アイドルのことは、熱心に語ってたけど。転校生のことは、まるで見えてないみたいに話題にださなかった）

　私も引っかかっていたことに、スバルくんも思い当たったようだ。納得したように何度か頷くので、密着している私は変な声がでそうになった。

（それも当然かもね。転校してきたばかりで、『プロデューサー』としてはド素人だもん。アイドルのことなんか、ほとんど知らない。転校生はつい先日まで俺たちと関係ない、ちがう世界で生きてたんだ）

　スバルくんの全身に、徐々に熱が宿ってくる。太陽そのものを抱きしめているみたいで、恐ろしくもあったけれど──嬉しかった。

　彼はまだ生きている。心は折れていない。ううん、どれだけ踏みにじられ叩き潰されても──不死鳥のように何度でも蘇よみがえるのだ。

（生徒会長にとっては、取るに足らない存在だったのかもね。だから見過ごされた、転校生は生徒会長の盲もう点てんだった。あの『皇こう帝てい』が、取り零こぼしたちいさな可能性だった）

　その瞳に、戦意が燃える。未来が見えれば、スバルくんはそこへ向かって一直線だ──誰よりも早く宇宙空間だって突破して駆け上がって、輝きを摑んでしまう。

（だけど、転校生は『取るに足らない存在』なんかじゃない。ばらばらになった、俺たちを見て。落ちこんでいる、俺を見て。何かしなくちゃいけない、って思ってくれたんだよね。それでたぶん、鬼龍先輩とか、いろんなひとに相談して──）

　ようやく抱きしめている私に気づいて、ごめんね、となぜか謝ってからスバルくんはちょっと離れた。ぬくもりが遠ざかり、私はすこし寂しかった。名残なごり惜おしく彼の手のひらをとると、物珍しそうにじっとそれを見ている。

　まるで初めて出会ったみたいに、間近から、まじまじと見つめられてしまった。

（衣装をつくって、恥ずかしそうなのにちゃんと着替えて。覆面アイドルとして参加するなんて、誰も考えつかないような発想を得て、駆けつけてくれた）

　彼は無む垢くな動物のように、先ほどから一言も発していない。けれど、気持ちは伝わってくる。何となくわかるのだ。毎日毎日、ずっと、彼らのことを考えていた。母親のように。自分のいちぶのように、彼らの心が私のなかにもある。

　錯覚かもしれないけれど、そう信じた。

（その気持ちが、嬉しい。ううん、尊敬する。俺が落ちこんで、項うな垂だれてる間にも、転校生は諦あきらめずに走り回ってたんだ。未来を見て、前を向いて、進んでたんだ）

　何だか急に楽しくなってきたのか、スバルくんが私の両手を引っぱって上下にめちゃくちゃに振り回した。肩の関かん節せつが引っこ抜けるかと思った。

　やっぱり、この男の子は──私ごときにはさっぱり理解できない。

　だからこそ。もっと知りたいと思うし、愛いとおしいのだ。

（俺だけが膝を抱えて、止まっている場合じゃない！）

　はしゃぎながら、スバルくんがしっかりと自分の足で立った。私と触れていたときに移った体温を抱き寄せるように、両手を握りこむ。

（希望の星は、まだ輝いてる！）

　やはり生まれたての赤ん坊が産うぶ声ごえをあげるみたいに、彼は声なき声で叫んでいる。私も嬉しくなってしまって、声をあげてずっと笑っていた。何だこれ。
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「あはは。俺、何で落ちこんでたんだろ？　馬鹿みたいだよね～？」

　スバルくんが笑っている私の頰を、そっと撫でる。気づいたら、いつの間にか私は泣いていたみたいだ。零れた涙を、彼が拭ぬぐってくれた。大事そうに。

「そうだ、俺は独りなんかじゃなかったよ。勝手に落ちこんで、独りぼっちになったんだ……って思いこんでたけど。転校生が、いたんだ」

　そうだ。存在感がないかもしれないけれど、忘れてもらっては困る。私は、いつまでだって覚えている。何の取とり柄えもない背景か脇役でしかない私を──満面の笑みで、待ってましたとばかりに出迎えてくれたのだ。あなたが、あの転校初日に。

　あの瞬間に、私の夢ノ咲学院での物語が幕を開けたのだ。

　それはまだ、決して終わってなんていない。生徒会長の、英えい智ちさんの巨大な物語に押しつぶされて──今にも余計なものとして消し潰されてしまいそうな、儚はかない物語だけれど。いまだに、現在進行形で文字数を重ねている。

　それを止める権利なんて、誰にもないはずだ。

　たとえ神さまのような、あの『皇帝』にだって。

　命を奪われたって。私の、私たちの人生を、なかったことになんてさせない。

「ありがとう。俺、すっごい感動してる！　嬉しくて、涙がでてきちゃったよ！」

　今度こそただの生理的な反射ではない、人間的な涙を浮かべて、スバルくんは泣きながら笑った。それが彼の生まれて初めての、人間としての涙ならば、宝石か何かのなかに閉じこめて一生──宝箱に入れておきたいぐらいだ。

　綺き麗れいで、尊とうとくて、熱い涙だった。

「ふはは☆　泣いている暇はないぞ、明星！」

　黙って成り行きを見守っていた千秋さんが豪ごう放ほう磊らい落らくな声をあげて、ふたりだけの世界を形成してしまっていた私たちを現実に引き戻した。同じく手持ちぶさたに突っ立っていた『流星隊』の子供たちの肩を叩き、頼もしく胸を張っている。

「【ＤＤＤ】までは猶ゆう予よがない、今から猛もう特とつ訓くんを開始するぞ！」

　浮き浮きしながら、準備運動などをしている。

「俺たち『流星隊』と『Trickstar』の合同練習、というかたちにさせてほしい。人数がおおいほうが、練習にも幅ができるだろう？　この防音練習室を使わせてもらうお礼として、という建前でな。こんな広い部屋、少人数で使うのはもったいないからな」

　たぶん孤独感に弱いスバルくんを気遣って、一緒にいてくれているのだろう。『流星隊』は強きよう豪ごう『ユニット』である、自前でいくらでも練習場所など確保できただろうに。たぶん零さんがそうしてくれたように、私たちを教え導きつつ保護してくれるのだ。

　そして、後押しをしてくれる。実際、彼らは何の関係もないのに──輝かしい善意から協力してくれる。この夢ノ咲学院にも、悪あつ鬼き羅ら刹せつのような人間ばかりが犇ひしめいているわけではない。それを思いださせてくれる、千秋さんはまちがいなくヒーローだった。

　あらゆる悪意を、吹き飛ばしてくれた。

「このぐらいのお節せつ介かいは焼かせてほしい、明星。俺はおまえの先輩で、部長で、正義の味方だ。困ったときは、ど～んと頼ってくれ！」

　血気に逸はやった隊長に促うながされるまま、仕方ないなぁ──という具合に、鉄虎くんと翠くんもそれに付きあっている。

　一気に、空気に幸福感が溢あふれてくる。何だって、できる気がした。

「あはは。付きあわされるこっちは迷めい惑わくッスけどね～、『Trickstar』はにっくき生徒会をぶっ倒してくれた英雄ッス！」

　肉にく食しよく獣じゆうのように牙きばを剝むいて、鉄虎くんがさっそく筋トレを始めている。

「まぁ、大将の『紅月』を負かしたわけで、ちょっと複雑なんスけどね。それでも、俺は『Trickstar』に希望をもらったッス！　応援してるッスよ。ううん、ともに戦いたいッス！　こんなところで、『Trickstar』を自然消しよう滅めつなんてさせないッスよ！」

　戦うことを決意した男の子はいつだって格好良い、強く頼もしく美しい笑顔だ。鉄虎くんは見た目より筋力があるのだろう、腕立て伏せの姿勢から両手で逆立ちしてみせた。

「一緒に生徒会をぶっ倒して、この学院に正義を取り戻すッス♪」

「暑苦しいなぁ、このひとたち……。俺、何でこんな『ユニット』に所属しちゃったんだろ……。ハァ、鬱うつだ……。死にたい……」

「どうしたどうしたっ、元気がないぞグリーン！　声を張りあげろ、魂に火を灯せ！　努力、友情、勝利！　大勝利で大爆発だ！　ふはははは……☆」

　一方、目に見えてやる気のない翠くんを、千秋さんが無理やり引きずるようにしてペアでの柔じゆう軟なん運動を始める。ぶちぶち言いながら、抵てい抗こうするより流されたほうが楽だと思ったのだろうか──翠くんも渋しぶ々しぶと付きあっていた。仲が良いのか、悪いのか。

「あははっ☆　俺、さっきまで落ちこんでたのに……。何だかとってもワクワクしてきた、楽しくなってきちゃったよ！」

　スバルくんが朝あさ陽ひのような笑みを浮かべて、その和やかな輪にくわわっていく。誰よりも俊しゆん敏びんに力強く動き、魂に火を灯す。決戦は間近だ、一秒だって猶予はない。無限のエネルギーをひたすら燃え盛らせて、未来へと──前へと進んでいくしかない。

　太陽には、いつまでも暗闇の底で蹲っていられたら困る。

「ありがとう、みんな！　俺、がんばるよっ☆」

　軽快に宣言し踊り始めるスバルくんを、邪魔しないように壁際に後退して──私は見守る。機材を操そう作さし、音楽を流した。それにあわせて、アイドルたちが歌う。

　響かせよう、私たちのアンサンブルを。











あとがき






　こんにちは。『あんさんぶるスターズ！』シナリオ担当の日あ日き日らです。

　前巻からそれなりに間があいてしまいましたが、お陰かげさまでこうして再び小説版あんスタをお届けできる運びになりました。

　本作『皇こう帝ていの帰き還かん』は既き刊かん『青春の狂きよう想そう曲きよく』『革命児の凱がい歌か』につづく小説版シリーズ第三巻で、タイトルのとおり満を持してあのおかたが本編に登場いたします。あらためて見直してみてもかなりの長なが台詞ゼリフを喋しやべるし詩的な言動をされるので、ものすごい勢いでページ数を食い散らかされてしまいました。『皇帝』陛へい下かは健けん啖たん家かであらせられる。

　続刊も決定していて（第四巻『歌声よ天まで届け』が、近日中に発売予定です）、どうにかメインシナリオは最後まで小説にできそうで感無量です。

　ともあれ。あんスタにもどんどん新キャラなどが姿を見せ始めており、そういった子はメインシナリオの時点では（アプリに）存在しなかったので登場していません。

　それも寂さびしい話ですし、書き下ろしでちらっと顔見せだけしていただきました。まずは『Knightsナイツ』の誇り高き獅子心王ライオンハート、月つき永ながレオさんの懸けん軍ぐんです。

　みんなで元気よくご挨あい拶さつしましょう、うっちゅ～☆





日日日
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　どうしてモーツァルトが嫌きらいなのかって、あのアホに尋たずねたことがある。

　べつに、そこまで興きよう味みはなかったんだけど。

　あいつは意外と毒どく舌ぜつだし他人の気持ちをまったく考えないけど、あんまり悪あし様ざまに誰だれかを罵ののしってるところは見ないから。俺みたいなひねくれものさえ、「愛してるよ」「おまえは最高だ」「素す晴ばらしい」って──安っぽい台詞せりふとともに、肯こう定ていしてくれるのに。

　ほんとに嫌ってる、ううん憎にくんでる相手しか……。嫌いだ、なんて言わないでしょ。どんな馬ば鹿かにも愚おろかものにも、とびっきりの悪人にも、どこかしら輝かがやきを見つけてしまえるやつだから。

　それが、あのアホの救いがたくて不幸なところでもあるけど。

「どうして、って言われてもな～……？」

　放課後の、夢ゆめノの咲さき学がく院いん。

　勝手に俺たちが練習場所にしている、机や椅い子すが隅すみっこに押しのけられた空き教室。

「ん～、嫌いなもんは嫌いなんだよ」

　まったく論理的じゃないことを言いながら、件くだんのアホ──月つき永ながレオはくちびるを尖とがらせた。仕草のせいでもあるけど、相変わらず子供っぽく見える。

　ひとによっては、初見だと女の子だと思うかもしれない。こいつは全体的に小作りというか、愛らしい風ふう貌ぼうをしてる。背が低く華きや奢しやだ、なのに弱々しくは見えないのが不ふ思し議ぎだけど。まぁ小動物とはいえ、肉食ではあるんでしょ。

　窓から差しこむ夕焼けに染そまってとろけている、黄たそ昏がれ色いろの髪かみ。てきとうに結ゆわえたそれを指先でつまんだりしつつ、なぜかアホは床にゴロゴロ寝そべっている。

　まだ誰にも発見されてない新種の獣けもの、その尻尾しつぽじみた髪の房ふさが「ぴょこ、ぴょこ」と目め障ざわりに飛び跳はねている。まるで自宅みたいに、こいつはどこでもこんな感じに寛くつろいでしまう。どんな場所でも何だか居い心地ごこちが悪く感じる、俺とは真逆である。

　アホは俺たち『Knightsナイツ』の専用衣装から着替えてる途中で、何やらお得意の霊れい感かんにかられたらしく……。中途はんぱに脱ぬぎかけのまま、メモ帳へとペンを走らせている。

　空き教室は滅めつ多たに掃そう除じされてないから、埃ほこりとかがつくだろうに──お構いなしにゴロゴロゴロゴロ……。鬱うつ陶とうしいので、足で踏ふんで止めてやった。

　俺はこいつをそれなりに尊そん重ちようしてはいるけど、こういうところは気に食わない。幼よう児じのまま高校生になったようなやつなのだ、親の顔が見てみたいねぇ。『Knights』の専用衣装、純白を基き調ちようにしてるから汚よごれが目立つっていうのに。

「モーツァルトはさ──」

　俺に踏まれてるのに頓とん着ちやくせず、アホは不ふ愉ゆ快かいそうに唸うなった。

「基本的に、金のために作曲してたらしい。だから嫌いだ、うん──たぶん」

「通説でしょ、商売敵がたきが流した悪い噂うわさとかじゃないの。ていうか、あの時代の音楽家ってみんな食うに困ってたはずだし……。そういう意味では、みんなお金のために作曲してたわけじゃん。今みたいに、あんたみたいに、趣しゆ味みで作曲とかできなかったんだよ」

　授業で習ったことを反はん芻すうしながらそう告げて、俺は苦笑いした。何で俺は、よく知りもしない遠い昔の音楽家の弁べん護ごをしてるのかなぁ……。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「まぁ、どうでもいいけどねぇ？」

「セナ、『どうでもいい』って言うの禁止」

　俺の名前を変な抑よく揚ようで口にしながら、アホがどこか寂さびしそうに俺を睨ねめ上げてくる。

「どうでもよくないぞ、何もかも」

「え～？　それはあんたの価値観でしょ、俺にまで押しつけないでよねぇ？」

「いいや、後ろ向きな言葉は自分自身も後退させる。汚い言葉は自分自身も汚してしまう、言こと霊だまのちからは侮あなどれないぞ。ちゃんと言うことを聞けよ、『王さま』の命令は絶対～♪」

　冗じよう談だんめかして言って、アホは急に真顔になるとじたばた暴あばれた。

「くあぁっ、誰が『王さま』だっ……!?」

「自分で言ったくせに。ていうか話が逸それてるよねぇ、あんたの悪い癖くせ……。拝金主義でもいいじゃん、ビジネスで作曲するのがそんなに悪いこと？　むしろ愛のためとか世界のためとか神さまのためとかほざく偽ぎ善ぜん者しやどもより好きだけどなぁ、俺は？」

「それはセナの価値観だ、おれにまで押しつけるなよ～。な～んて……♪」

　俺の言葉を真ま似ねして、鬼の首を取ったみたいにケタケタ笑ってる。こういうところ、ほんとガキだよねぇ……。とりあえず、むかついたので頭を踏んでやった。
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「ん～、何かちがうな。ずれてる、おれが言いたいのはそんなことじゃない。難しいなぁ──あぁもう、言語は不自由だ！　バベルの塔とうは崩ほう壊かいした……！　やっぱり言葉なんかでは何も説明できないっ、こんなもんはゴミだ！　音楽さえあればいい！」

　やっぱり無体な扱あつかいは気にせずに、アホは似合いもしない渋じゆう面めんをつくった。

　ていうか──あんた、言葉のちからを信じてるのか信じてないのかどっちなの？

　ちゃんと考えてから、喋しやべってよねぇ……。いちいち聞き流さずに耳を傾かたむけてやってるのが、馬鹿らしく思えるから。

「知ってるか、セナ。基き本ほん的てきに金のために作曲してたモーツァルトが、ほぼ唯ゆい一いつ、利益度外視でつくった曲がある。それが歴史に残る名曲、『ひとつのちいさな夜曲アイネ・クライネ・ナハトムジーク』だ」

「あぁ、それも授業で習った。あんたも、たまには出席しないと留年するよ？」

「授業は好かん。誰かに教えを請こうのはまっぴら御ご免めんだ、猿さるに算数を教えてもらう人類がいるか？　いるかも！　わからんけどっ、どうも学校の授業は洗せん脳のうっぽくて『ぞわぞわ』する！　型に嵌はめようとしてくるっ、宇宙はこんなに広いのに！」

「また話がずれてるよねぇ。なぁに、金のために作曲してたはずなのに……。急に考えを変えたところが気にくわないわけ、あんたは？　徹てつ底ていしてない、純じゆん粋すいじゃないから？」

「わからん！　でも、気に食わない！　モーツァルトがどんなやつだか知らないし、実際に会ってお喋りすれば大好きになるかもしれないけど！　金なんかのためじゃなくても名曲が書けるモーツァルトに、拝金主義のレッテルを貼った世界と運命が呪のろわしい！　あぁ、おれが気にくわないのはそれかっ？」

「俺に聞かないでよねぇ。あんたと喋ってると、むしろ混乱してくる……何が言いたいかわかんないし。もう、この話はこれでお終しまいね？」

　徒労感を覚えてきて、アホとの会話を投げだすと、俺は教室の出口へ足を向ける。

「俺、これから仕事が入ってるから……。このへんで、バイバイするね。あんたも、いつまでも居座ってないでおうちに帰りなよ？　ご家族、心配するでしょ？」

「ん～……家族のためを思うなら、おれなんか、いないほうがいいんだけど」

　らしくなく奥歯に物が挟はさまったようなことを呻うめくと、アホは器用に床の上で回転しながら身を起こす。そして、俺に向かって何かを放り投げてきた。

　咄とつ嗟さに、受け取る。吸いこまれるみたいに、それは俺の手のひらのなかへ。一いち瞥べつだけすると、どうも音源が封入された時代錯さく誤ごのカセットテープらしい。

「何これ？」

「新曲。題名は～、ん～……？　『ひとつのちいさな瀬せ名な泉いずみ』っ♪」

「えぇっ、『ひとつのちいさな夜曲セレナーデ』のパクりじゃん。あんた、ほんとに言語センスは最低だよねぇ……。何これ、曲なんかもらっても仕方ないんだけど。どうすればいいの、次のライブで使うから練習しとけ～ってこと？」

「好きにしろ！　つくりたいからつくっただけだっ、わはは☆」

「ん～。まぁ一応、もらっとくけどさ。……じゃあね、ばいば～い？」

「セナ。おれはさぁ、モーツァルトが嫌いなんじゃなくて」

　アホは珍めずらしく、真まっ直すぐにこちらを見て──何だか困ったように笑いながら言った。

「もしかしたら、羨うらやましいのかもしれない」

　その言葉の意味は、面倒くさくて聞きそびれたので、今でもわからない。
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　それから、月日が流れて──。

　色々あって、あのアホは引きこもりがちになった。ぜんぜん見かけないので、顔もうろ覚えになってきたぐらいだ。とはいえ依い然ぜんとして、あいつが『Knights』のリーダーなので……。ドリフェスに出演するための書類とかに、あいつの判はん子こなどがいる。

　もう間もなく、【ＤＤＤ】とかいう乱らん痴ち気き騒さわぎが始まるようだし。

　俺たちも、そこに出演する予定だから。

　なので、俺はあいつの自じ宅たくを訪おとずれた。

　素すっ頓とん狂きような人格のあいつが生まれ育ったとは思えない、ふつうの一いつ軒けん家やである。借しやく家やではないというし、そこそこ裕福な家庭なのだろうけど。漫画みたいな大金持ちもおおく在ざい籍せきしている夢ノ咲学院においては、誇れるほどの家柄でも財力でもない。

　ごく平へい凡ぼんな、中流家庭である。

　今はそうでもないけど、俺もこの家には足あし繁しげく通ってたころがあるから……。迷わず、すんなり辿たどりつけた。玄げん関かんの前ですこし逡しゆん巡じゆんしたものの、あのアホのために時間を無む駄だにするのも腹が立つので──あっさり呼び鈴りんを鳴らしてやる。

　歩いている途中で制服についたらしい花びらが鬱陶しくて、指で払っていると、ゆっくりゆっくり玄関扉とびらが開いた。ふわふわした髪の房が、扉の隙すき間まから覗のぞいている。

　あのアホの、妹ちゃんだ。家に帰ったばかりなんだろう、中学校の制服を着ている。ちょっと引っこみ思案な子なので、「おどおど」とこちらの様子を窺うかがっていた。

　とはいえ、向こうも何度も訪れたことのある俺の顔は知っている。すこし警けい戒かいした素そ振ぶりだったけれど、やがて表情を綻ほころばせて──愛らしく微笑ほほえんでくれた。

「こ、こんにちは。えっと、泉さん」

「うん、こんにちは。お兄ちゃん、いるかな？」

「あぁ、お兄ちゃんは──」

　いるにはいますけど、と消え入りそうな声で妹ちゃんが言った。

　そう、と俺は応こたえて、妹ちゃんを怖がらせないようにゆったり歩み寄る。

「じゃあ、悪いけど……。これ、あのアホに渡しといて。べつに内容は確認しなくていいけど、判子だけ押しといてって伝えといてね。明日、また回収しにくるから」

　そう告げながら封ふう筒とうを押しつけて、役目は済んだ、と俺は踵きびすを返す。

「あの」

　すると妹ちゃんが、何だか思い詰めた様子で──こちらの制服の裾すそをつまんだ。

　困ったように眉まゆ尻じりを下げて、必死に訴うつたえてくる。

「泉さんのほうから、お兄ちゃんに、部屋から出るように言ってもらえませんか……。お兄ちゃん、泉さんの言うことなら聞くと思うから」

　震ふるえる声を漏もらしながら、妹ちゃんはおおきなお目々を涙でいっぱいにする。

「せ、せめて、ご飯を食べてって……。わたしが言っても、聞いてくれなくて。このままじゃ、身体からだを壊こわしちゃう。た、助けて、助けてください」

　俺に言われてもねぇ、といつもの調子で突っぱねそうになった。今さら俺が何を言おうと、あのアホには伝わる気がしない。あいつは自ら望んで耳を塞ふさぎ、ぜんぶ放り捨てて逃げたんだ。俺は怒っているし、幻げん滅めつもしたし、もうあいつに何も期待してない。

　かわいい妹を心配させる、情けないお兄ちゃんはさぁ──生きてる意味がないよねぇ。もう、早めに死んじゃったほうがいいんじゃないの？

　清々するよ、心から。

　よっぽど、そう言ってやろうかと思ったけど。目の前で涙を零し、嗚お咽えつを漏らしている妹ちゃんが……。昔の、あいつによく似ていて。

　俺は何も言えずに、立ち尽つくすしかなかった。

　どうして、こんなことになっちゃったんだろうね。

「おい」

　不意に、懐なつかしい声が耳じ朶だを打った。

　驚いて見ると、妹ちゃんのすぐ後方──玄関のそばにある、あいつの部屋の扉がわずかに開いていた。その奥から、あいつがわずかに顔を覗かせている。

　兄妹揃そろって、同じような動きをするよね。

　ちょっと可お笑かしくて口端を歪ゆがめる俺に、あいつは掠かすれきった声で唸った。

「ルカを泣かすなよ」

「……俺が泣かしたんじゃないでしょ」

　妹ちゃんの名前を口にしながら、ほんとに弱々しく訴えるあいつを見て、何だか無性に儚はかなくなった。言ってやりたいこと、ぶつけたい感情が、意外と山ほどあったはずなのに。

　みすぼらしい、よれよれの部屋着で……。髪も結わえず、ぼさぼさの頭で……。目の下に隈くまをつくって、世界でいちばん無力な生き物みたいに震えている、あいつを見て。

　あぁ、もうぜんぶ終わっちゃったんだなって思い知った。

　俺たちの青春は、もう亀き裂れつだらけになって、純度を失って──砕くだけてしまった。愛いとおしい輝きは、もう過去にしかない。こいつは、そのなかに埋まい没ぼつすることを選んだ。

　でも。俺には、まだやり残したことがある。

「……ご飯ぐらい、ちゃんと食べなよ」

　それだけ告げて、今度こそ俺は帰き途とにつく。

　もう、決して振り向かない。

　壊れた夢の残ざん骸がいを、撫なで回して喜ぶ趣味はない。
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　あいつの家から最寄り駅まで、そっちのほうが近いから海岸線を歩いた。

　まだ春になったばかりの時節だし、砂浜には人ひと気けがない。マナーの悪い誰かが残したビールの空き缶や花火の残骸、腐くさった海かい藻そうや摩ま耗もうした貝かい殻がらなどが転がっている。靴くつが汚れそうで、かなり不ふ愉ゆ快かいだったけど……。気にせずに、大おお股またで歩いた。

　砂浜を、見苦しく残留した過去の累るい積せき物ぶつを蹴け散ちらして。

　今となってはやや古い型のiPodアイポツドから伸びたイヤホンを、耳に添える。てきとうにランダムで曲を再生し、頭のなかに渦うず巻まく忌いま々いましさから意識を逸らそうとする。

　iPodに入っているのは、あいつがつくった曲ばかりだ。いらないって言ってるのに、次から次へと新曲をつくって勝手に俺のiPodに入れていく。わざわざ自分で曲を買わなくても、勝手に増えてくなら安上がりでいいかなぁと、俺はそれを放置していた。

　あいつの曲、嫌いじゃないし。

　不快なものばかりのこの世界では、『嫌いじゃない』すらも珍しい。わりと、得がたいものだと思っていたのに。

　けれど最後にこのiPodに曲を入れたのは、いつだったか。

　もう、思いだせない。

　打ち寄せる波の音が、ゆっくりと遠ざかっていく。

　聞き慣れた音楽のなかを、俺は俯うつむいたまま歩いて行く。

「…………」

　その途中で、思わず足を止めてしまった。

　聞き苦しい、歌声が入った曲がある。音おん程ていがずれていて、声もときどき引きつっている。素人しろうとの歌声だ。なのに自分が音おん痴ちだっていう自覚がなくてノリノリの大声で──まぁ、一緒にカラオケには行きたくない感じだよねぇ。

　昔の、俺の歌声だ。

　モデルの仕事は完かん璧ぺきにこなすけど、人前で歌う経験なんかなかったから……。まぁ、下へ手たくそなのは仕方ないよねぇ。今は、たくさんレッスンして上手じようずになったし。

　ダイエットと同じで、駄だ目めだったころのことも記き録ろくしていくことで……。自分がどれだけ成長したかの、指針になる。そう思って、消さずにiPodに入れたままにしていた。

　聞いてられずに、たいてい数秒ぐらい再生したら次の曲へとスキップさせちゃうんだけど。今日は何だかそれも億おつ劫くうで、停止もせずに流しっぱなしにしておいた。

　歌声は不意に途切れて、余計な音声が入ってくる。

　馬鹿みたいに陽気な、笑い声。

　──わははは☆　おまえ、顔は綺き麗れいなのに歌は調子っ外ぱずれで面おも白しろいな！

　──でも、声は綺麗だな！　鍛きたえれば上手になるぞ、おまえの声は大好きだっ♪

　その後は、苛いら立だった俺の怒ど鳴なり声と、あいつに向かって俺が椅い子すとかいろいろ投げつけたり、それを腹が立つぐらい華か麗れいに避よけているあいつのたてる、ドタバタした騒そう音おんがいつまでも響いていく……。

　その間も、美しい旋せん律りつは変わらず流れつづけている。悪い意味で、こんなもんはどこのお店でも扱あつかわない。この広い大宇宙で、俺のiPodだけに入っている無価値な音の羅ら列れつだ。

　立ち尽くしていた俺は、その馬鹿みたいな青春の残ざん響きようを最後まで聞き終えると、また歩き始める。生物が死に絶えた荒こう野やみたいな、薄うす暗ぐらい砂浜を。

　あいつは子供みたいに純じゆん粋すいで、善意と情熱によって愛の旋せん律りつを奏かなでていた。俺は、そんなあいつのつくる曲が嫌いじゃなかった。ううん、けっこう好きだった。

　俺はあいつみたいに恥知らずじゃないから、大好きだ、なんて言ったりしないけど。ひねくれものだから、素直に好意を示すこともできないけど。

　それでも。どこの誰だかもよく知らない誰かのためじゃなくて、もちろんお金のためなんかじゃなく……。すくなくとも俺の──俺たちのために、つくられた曲だったから。

　好きだったよ。

　あいつの紡つむいだ曲にあわせて歌えることが、俺の幸福だった。

　けれど。

　あいつの剣は哀かなしみによって錆さびついて、悪意によってへし折られた。

　あいつは、もう戦えない。俺たち『Knights』のアンサンブルは──永遠に、完璧なかたちで鳴り響くことはないだろう。欠けて、歪んで、壊れてしまったから。

　だけど。あいつが残したものが、ほんのわずかでも残っている。このiPodに、滅ほろびかけの『Knights』のなかに、そして俺の胸むねのなかにも。

　それを抱かかえて、たとえ虚きよ勢せいでも誇り高く──死地に赴おもむこう。

　石を投げられ罵ば倒とうされ、唾つばを吐きかけられたって。

　俺が、どれだけ醜みにくく腐り果てて、おぞましい悪行に手を染めたって。

　俺のことが好きだって、綺麗だって言ってくれたやつが、たったひとりでもいたのだから。肯定されて、愛されて、生まれてきて良かったと思えるぐらいの青春が……。ほんの短い間でも、俺の人生にも存在したのだから。

　俺は決して、それを『なかったこと』にはしたくないから。

　歩いて行く。もう俯かずに、前へ前へと。

　血染めの荒野を、たとえ独ひとりぼっちでも。




　うちの『王さま』は、役立たずだから──。

　面倒だけど、俺が代理で決けつ闘とうしてあげるよ。
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